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はじめに

『Java Enterprise System インストールガイド 』には、Sun JavaTM Enterprise System ソフト

ウェアのインストールに必要な情報が記載されています。

この章で説明する項目は次のとおりです。

• 29 ページの「対象読者」

• 30 ページの「マニュアルの使用」

• 31 ページの「表記規則」

• 33 ページの「Web 上の参考資料」

• 33 ページの「お問い合わせ先」

• 34 ページの「ご意見、ご要望の送付先」

このマニュアルで解説しているタスクを実行する前に、『Java Enterprise System リリー

スノート』をお読みください。

対象読者
このマニュアルは、Java Enterprise System ソフトウェアをインストールする評価担当

者、システム管理者、およびインストール技術者を対象としています。

このマニュアルは、次の事項に習熟している方を対象に記述されています。

• エンタープライズレベルのソフトウェア製品をインストールする方法

• UNIX® オペレーティングシステム

• クライアント / サーバーモデル

• クラスタリングモデル (Sun Cluster ソフトウェアをインストールする場合 )

• インターネットと World Wide Web
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マニュアルの使用
Java Enterprise System のマニュアルは、PDF (Portable Document Format) 形式および 
HTML (Hypertext Markup Language) 形式のオンラインファイルとして用意されていま

す。どちらの形式のファイルも、障害を持つユーザーにも参照可能です。SunTM のマ

ニュアルには、次の Web サイトからアクセスできます。

http://docs.sun.com

Java Enterprise System のマニュアルには、システム全体に関する情報と、そのコンポー

ネント製品に関する情報が含まれます。このマニュアルには次の場所からアクセスで
きます。

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

次の表は、Java Enterprise System ドキュメントセットに含まれる、システムレベルのマ

ニュアルを示しています。左の列は各ドキュメントの名称とアクセスできる URL、右

の列はドキュメントの簡単な説明を示しています。

表 1 Java Enterprise System ドキュメント

マニュアル名 内容

『Java Enterprise System リリースノート』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja 

既知の問題など、Java Enterprise System に
関する最新の情報が記載されています。
これ以外に、コンポーネント製品ごとに
リリースノートがあります。

『Java Enterprise System ドキュメントロード
マップ』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja 

Java Enterprise System に関するマニュアル
について説明しています。ここからコン
ポーネント製品に関連するマニュアルに
リンクすることができます。

『Java Enterprise System 技術の概要』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja 

Java Enterprise System の技術的な概念と、
ドキュメントで使用される用語について
説明します。Java Enterprise System、その
コンポーネント、および分散型のエン
タープライズアプリケーションをサポー
トする役割について解説します。また、
ライフサイクルの概念 ( システム配備に
関する序論を含む ) についても説明しま
す。
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表記規則
次の表は、このマニュアルで使用される文字表記の規則を示しています。

『Java Enterprise System 配備計画に関する白
書』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

Java Enterprise System に基づく大規模な配
備を計画するための情報を提供します。
配備計画の基本概念と原理について説明
し、企業全体にまたがる配備を設計する
上で起点として利用できる多数のプロセ
スを紹介します。

『Java Enterprise System インストールガイド』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja 

Java Enterprise System のインストール手順
について説明します。インストールする
コンポーネント製品を選択する方法、イ
ンストールするコンポーネント製品を設
定する方法、インストールしたソフト
ウェアが正常に機能するかどうかを検証
する方法について説明します。

『Java Enterprise System Glossary』

http://docs.sun.com/doc/816-6873 

Java Enterprise System のドキュメントで使
用される用語について説明します。

表 2 文字表記の規則

表記 意味 例

AaBbCc123

( モノスペース )

API および言語の要素、HTML 
タグ、Web サイトの URL、コ
マンド名、ファイル名、ディレ
クトリパス名、画面出力の表
示、サンプルコード

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイ
ルを表示します。

% You have mail.

AaBbCc123

( 太字のモノス
ペース )

画面出力の表示に対し、ユー
ザーが入力する文字

% su

Password:

AaBbCc123

( イタリック )

強調される用語

実際の名前や値に置き換えられ
るコマンド行変数

これらは class オプションと呼ばれ
ます。

ファイルは、is_svr_base/bin ディ
レクトリに格納されています。

表 1 Java Enterprise System ドキュメント ( 続き )

マニュアル名 内容
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次の表は、このマニュアルで使用される可変部分の表記規則を示しています。

次の表は、このマニュアルで使用される記号の表記規則を示しています。

表 3 可変部分の表記規則

項目 意味 例

product_base 製品をインストールするディレ
クトリを表わす

次に is_svr_base/bin ディレクトリ
の例を示します。
/opt/SUNWam/bin

表 4 記号の表記規則

記号 意味 表記法 例

[ ] 省略できるコマンドオプションを含む O[n] O4, O

{ }

|

必須コマンドオプションの選択肢を含
む

コマンドオプションの選択肢を区切る

d{y|n} dy

+ グラフィカルユーザーインタフェース
で使用されるキーボードショートカッ
トで、同時に押すキーを連結する

Ctrl+A

- グラフィカルユーザーインタフェース
で使用されるキーボードショートカッ
トで、連続して押すキーを連結する

Esc-S

> グラフィカルユーザーインタフェース
で選択するメニュー項目を示す

「ファイル」>「新規」

「ファイル」>「新規」>
「テンプレート」
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Web 上の参考資料
次の場所には、Java Enterprise System およびそのコンポーネント製品に関する情報が用

意されています。

http://wwws.sun.com/software/learnabout/enterprisesystem/index.html

このマニュアルには、補足的な関連情報を提供するために、サードパーティの URL も
記載されています。

お問い合わせ先
Java Enterprise System の使用にあたって問題が発生した場合は、次のいずれかの方法で 
Sun のカスタマーサポートに連絡してください。

• Sun Software Support サービス

http://www.sun.com/service/sunone/software

このサイトには、「Knowledge Base」、「Online Support Center」、および「ProductTracker」
へのリンクがあります。また、保守プログラム、およびサポートの問い合わせ先電
話番号を参照することもできます。

• 保守契約に規定されている緊急電話番号

できるだけ適切に問題に対処するために、お問い合わせの際には次の情報をお知らせ
ください。

• 問題の詳細な内容 ( 発生状況や業務への影響の度合など )

• 使用しているマシンの種類、オペレーティングシステムのバージョン、製品の
バージョン ( すべてのパッチや、問題に影響している可能性のあるその他のソフ
トウェアを含む )

• 問題を再現するための詳細な手順

• エラーログまたはコアダンプ

注 Sun は、このマニュアルに記載されているサードパーティの Web サイトが
利用可能かどうかについて責任を負いません。Sun は、このようなサイト
またはリソースで得られるあらゆる内容、広告、製品、およびその他の資
料を保証するものではなく、責任または義務を負いません。Sun は、この
ようなサイトまたはリソースで得られるあらゆるコンテンツ、製品、また
はサービスによって生じる、または使用に関連して生じる、または信頼す
ることによって生じる、または生じたと主張される、いかなる損害または
損失についても責任または義務を負いません。
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ご意見、ご要望の送付先
Sun ではマニュアルの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま

す。次の Web ベースの書式を利用して Sun までフィードバックをお寄せください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback/ 

各フィールドにマニュアルの正式名称と Part No. をご記入ください。Part No. は、マ

ニュアルのタイトルページまたは 上部に記載されている 7 桁または 9 桁の番号です。

たとえば、この『Java Enterprise System インストールガイド』の Part No. は 817-7054 
です。
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第 1 章

概要

この章では、Sun JavaTM Enterprise System および Java Enterprise System インストー

ラの概要について説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「Java Enterprise System とは」

• 36 ページの「このリリースの Java Enterprise System の特徴」

• 39 ページの「Java Enterprise System ソフトウェアの入手方法」

• 40 ページの「Java Enterprise System インストーラのしくみ」

Java Enterprise System とは
Java Enterprise System は SunTM のサーバー側製品を 1 つのソフトウェアシステムに統

合し、分散型のエンタープライズアプリケーションのサポートに必要な、統合された
サーバーソフトウェアを提供します。

Java Enterprise System が提供するサービス、およびこれらのサービスを提供する上で

使用される技術について詳しくは、『Java Enterprise System 技術の概要』

(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

ご利用のインフラストラクチャに Java Enterprise System を統合する上で必要となる

タスクについては、『Java Enterprise System ドキュメントロードマップ』

(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。このロードマップで

は、これらのタスクの実行に役立つ多数のドキュメント リソースも紹介しています。
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このリリースの Java Enterprise System の特徴
次項以降で説明するように、2004Q2 は、複数のオペレーティングシステムとハード

ウェアプラットフォームで、多数の言語をサポートする、広範なコンポーネント製品
と共有コンポーネントを提供します。

オペレーティングシステムとハードウェアプ
ラットフォーム
Java Enterprise System 2004Q2 は、次に示すオペレーティングシステムとハードウェ

アプラットフォームの組み合わせに対応しています。

• Sun SolarisTM 9 オペレーティングシステム、SPARC® プラットフォーム

• Sun SolarisTM 9 オペレーティングシステム、X86 プラットフォーム

• Sun SolarisTM 8 オペレーティングシステム、SPARC® プラットフォーム

• X86 プラットフォーム用の Red Hat® Enterprise LinuxTM AS、バージョン 2.1 オペ
レーティングシステム

言語
Java Enterprise System 2004Q2 は、英語のほかに、次の言語に対応しています。

• フランス語

• ドイツ語

• スペイン語

• 韓国語

• 簡体字中国語

• 繁体字中国語

• 日本語

Java Enterprise System インストーラの言語については、41 ページの「言語の選択」

を参照してください。
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コンポーネント製品
コンポーネント製品は、分散型のエンタープライズアプリケーションをサポートする
ために必要なインフラストラクチャサービスを提供します。Java Enterprise System を
特定のホストにインストールするときは、配備の全体的なアーキテクチャに基づいて、
そのホストにインストールするコンポーネント製品を選択します。

Java Enterprise System 2004Q2 には、次のコンポーネント製品が含まれます。

通信サービスと共同作業サービス

• Sun Java System Messaging Server 6 2004Q2

• Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2

• Sun Java System Instant Messaging 6 2004Q2

• Sun Java System Portal Server 2004Q2

• Sun Java System Portal Server Mobile Access 2004Q2

• Sun Java System Portal Server Secure Remote Access 2004Q2

• Sun Java System Communications Express 6 2004Q2

Web サービスとアプリケーションサービス

• Sun Java System Application Server 7.0 Update 3 (Standard および 
Platform Edition)

• Sun Java System Web Server 6 2004Q1 Update 1 Service Pack 2

• Sun Java System Message Queue 3.5 SP1 (Platform および Enterprise Edition)

ディレクトリサービスとアイデンティティサービス

• Sun Java System Identity Server 2004Q2
(Sun Java System Communications Services 6 ユーザー管理ユーティリティを含む )

• Sun Java System Directory Server 5 2004Q2

• Sun Java System Directory Proxy Server 5 2004Q2

可用性サービス

• Sun Cluster 3.1 4/04 および Sun Java System 用 Sun Cluster エージェント

管理サービス

• Sun Java System 管理サーバー 5 2004Q2

• Sun Remote Services Net Connect 3.5

Sun Cluster、Sun Cluster Agents、および Sun Remote Services Net Connect は Linux 
オペレーティングシステムでは使用できません。
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共有コンポーネント
共有コンポーネントは、コンポーネント製品が依存するローカルサービスとテクノロ
ジサポートを提供します。コンポーネント製品をインストールすると、そのコンポー
ネントに必要な共有コンポーネントがインストールされていない場合に、Java 
Enterprise System インストーラは自動的にこれらのコンポーネントをインストールし

ます。

Java Enterprise System 2004Q2 には次の共有コンポーネントが含まれます。

• Ant (Jakarta ANT Java/XML ベースの構築ツール )

• Apache Common Logging

• Apache SOAP (Simple Object Access Protocol)

• ICU (International Components for Unicode)

• J2SETM platform 1.4.2_04 (Java 2 Platform, Standard Edition)

• JAF (JavaBeansTM Activation Framework)

• JATO (Java Application Framework)

• JavaHelpTM Runtime

• JAXB (Java Architecture for XML Binding)

• JAXM (Java API for XML Messaging) Client Runtime

• JAXP (Java API for XML Processing)

• JAXR (Java API for XML Registries)

• JAX-RPC (Java APIs for XML-based Remote Procedure Call)

• JCAPI (Java Calendar API)

• JSS (Java Security Services)

• KT 検索エンジン

• LDAP C Language SDK

• LDAP Java SDK

• NSPR (Netscape Portable Runtime)

• NSS (Network Security Services)

• Perl LDAP (NSPERL を含む )

• SAAJ (SOAP with Attachments API for Java)

• SAML (Security Assertions Markup Language)

• SASL (Simple Authentication and Security Layer)
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• SNMP (Simple Network Management Protocol) Peer

• Sun Explorer Data Collector

• XML C Library (libxml)

Java Enterprise System ソフトウェアの入手方法
Java Enterprise System ソフトウェアは、次の方法で入手できます。

• CD または DVD

ご購入先または http://www.sun.com から CD または DVD を含むメディアキットを
入手できます。各 CD には、単一のオペレーティングシステム (Sun Solaris 
SPARC、Solaris x86、または Linux X86) 用の、Java Enterprise System インストー
ラプログラム、およびすべてのコンポーネント製品のインストールファイルが収
録されています。DVD には、すべてのオペレーティングシステム用の、Java 
Enterprise System インストーラプログラム、およびすべてのコンポーネント製品
のインストールファイルが収録されています。

一部の Solaris 9 メディアキットには、CD または DVD に収録されている Java 
Enterprise System ソフトウェアがすでに含まれています。

• Web ダウンロード

Sun Download Center (http://www.sun.com/download) では、Java Enterprise 
System ソフトウェアをいくつかの形式でダウンロードできます。次の形式が用意
されています。

❍ 単一オペレーティングシステム用のすべてのインストールファイルを含む ISO CD 
イメージ

❍ 単一オペレーティングシステム用のすべてのインストールファイルを含む圧縮
アーカイブ

❍ コンポーネント製品、その製品に必要な共有コンポーネントを含む、単一コン
ポーネント製品用のすべてのインストールファイルの圧縮アーカイブ

• システムにすでにロードされているソフトウェア

ソフトウェアが事前にロードまたはインストールされている Sun のハードウェア
システムを注文した場合は、Java Enterprise System ソフトウェアがシステムにす
でにロードされている可能性があります。システムに次のディレクトリが存在す
れば、Java Enterprise System ソフトウェアは事前にロードされています。

/var/spool/stage/JES_04Q2_architecture/
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この architecture は、たとえば SPARC や X86 など、システムのハードウェアアー
キテクチャを示します。事前にロードされているソフトウェアのインストールと
設定を完了する方法については、65 ページの「事前にロードされている Java 
Enterprise System ソフトウェアの配備の完了」を参照してください。

• ネットワーク上のファイルサーバー

各企業の操作手順によっては、社内ネットワークに Java Enterprise System のイン
ストールファイルが用意されている場合があります。このような環境に該当する
かどうかについて、システムを操作または管理する担当者に確認してください。

Java Enterprise System インストーラのしくみ
Java Enterprise System の共通インストーラは、Solaris の pkgadd ユーティリティ、ま

たは Linux の rpm ユーティリティを使用して Java Enterprise System ソフトウェアを

システムに転送するインストールフレームワークです。インストーラは、グラフィカ
ルモードとテキストベースの対話モード、およびパラメータ駆動型のサイレントイン
ストールモードに対応しています。Java Enterprise System のすべてのコンポーネント

は、1 つの共通インストーラを使用してインストールされます。

共通のインストーラを使用する利点は次のとおりです。

• インストールとアンインストールのポリシーと動作に一貫性がある

• 共通コンポーネントの重複を回避できる

• 共有コンポーネントのリリースレベルが確実に同一になる

インストール時に、選択したコンポーネント製品の設定を行えます。インストール時
に行える設定の範囲は、インストールするコンポーネント製品、および行う設定の種
類によって異なります。

インストーラのしくみについて、次の各項でさらに詳しく説明します。

• 「インストーラのモード」

• 41 ページの「言語の選択」

• 42 ページの「すでに存在するソフトウェアの確認」

• 43 ページの「依存性の確認」

• 46 ページの「設定の種類とパラメータの設定」

注 Java Enterprise System のインストールファイルをネットワーク上のファイ
ルサーバーから入手可能にする方法については、394 ページの「共有ディ
レクトリでインストールイメージを利用できるようにするには」を参照し
てください。
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• 47 ページの「アンインストール」

• 47 ページの「インストールの流れ」

インストーラのモード
Java Enterprise System のインストールは、対話的に実行することも、再利用可能なス

クリプトを使用して実行することもできます。次に、インストーラの 3 つの実行モー

ドについて説明します。

• 対話型グラフィカルモード : Java Enterprise System ソフトウェアのインストール
タスクを順に示すグラフィカルウィザードを提供します。

• 対話型テキストベースモード : グラフィカルモードと同じ機能を提供しますが、
ウィザードを使用する代わりにコマンド行で 1 行ごとに応答が示されます。

• サイレントモード : インストール用の値を記録したファイルを使用します。サイ
レントインストールを行うには、まず、インストーラを対話的に操作して状態
ファイルに入力内容を保存し、次にこの状態ファイルをインストーラへの入力と
して使用します。

インストールの実行モードの選択については、70 ページの「インストールモードの選

択」を参照してください。

言語の選択
Java Enterprise System コンポーネントは、多数の言語で使用できます。英語のインタ

フェースに加えて、各言語に翻訳されたインタフェースでコンポーネントをインス
トールすることができます。

インストーラの言語

対話式インストーラは、オペレーティングシステムのロケール設定で指定されている
言語で実行されます。次の言語を利用できます。

❍ 英語

❍ フランス語

❍ ドイツ語

❍ スペイン語

❍ 韓国語

❍ 簡体字中国語

❍ 繁体字中国語
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❍ 日本語

オペレーティングシステムの言語がこのリストに含まれていない場合、インストーラ
は英語で実行されます。

コンポーネントの言語

インストーラにより、英語版の Java Enterprise System のコンポーネントがすべて自

動的にインストールされます。さらに、コンポーネントパッケージをリスト内のいず
れかの言語でインストールできます。オペレーティングシステムの言語がリスト内の
言語と一致する場合、その言語がデフォルトでインストール用に選択されます。ただ
し、別の言語を選択することも可能です。

インストールセッションでは、インストールするすべてのコンポーネントに選択した
言語が適用されます。一部のコンポーネントをある言語セットでインストールし、そ
の他のコンポーネントを別の言語セットでインストールする場合は、インストーラを
複数回実行します。

以前にインストールしたコンポーネントに対し、インストーラを使用して追加言語
パッケージをインストールすることはできません。ただし、pkgadd または rpm ユー

ティリティを使用することで、いつでも言語を追加できます。各コンポーネント製品
に追加するパッケージについては、416 ページの「コンポーネント製品用のローカラ

イズされた Solaris のパッケージ」を参照してください。

すでに存在するソフトウェアの確認
インストール時に、インストーラはインストール先のマシンを調査し、次の要素を検
出します。

• すでにインストールされている Java Enterprise System コンポーネント製品

• Java Enterprise System との互換性がなく、アップグレードまたは消去が必要なコ
ンポーネント製品

• アップグレードが必要な共有コンポーネント

パッケージベースの方法でインストールされたソフトウェアについては、インストー
ラを使用して過去にインストールされた製品をリスト表示することができます。実行
方法については、152 ページの「アップグレードが必要なコンポーネントの確認」を

参照してください。
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多くのシステムでは、J2SE や NSS など、いくつかのバージョンの共有コンポーネント

が事前にインストールされています。Java Enterprise System インストーラは、マシン

にインストールされている共有コンポーネントを確認します。インストーラは、Java 
Enterprise System と互換性のないバージョンの共有コンポーネントを検出すると、そ

のリストを表示します。インストールを続行すると、インストーラにより共有コン
ポーネントがより新しいバージョンにアップグレードされます。

依存性の確認
インストールしたコンポーネントが正常に機能するように、インストーラはコンポー
ネント間のチェックを広範囲に行います。ここで説明する内容は次のとおりです。

• 「コンポーネント製品の依存性の確認」

• 44 ページの「コンポーネントの選択プロセス」

コンポーネント製品の依存性の確認

コンポーネントの多くは、主要な独自機能を提供するために、ほかのコンポーネント
の存在に依存しています。Java Enterprise System インストーラは、これらの依存性要

件を満たすために、依存性をチェックするロジックを備えています。このため、イン
ストーラは、ユーザーの選択に応じて特定のコンポーネントを自動的に選択する場合
があります。

たとえば、Identity Server は Directory Server のローカルまたはリモートインスタン

ス、および J2EE Web コンテナのインスタンス (Application Server または Web Server) 
を必要とします。また、Application Server は Message Queue のローカルインスタン

スを必要とします。

インストーラは、選択したソフトウェアとすでにインストールされているソフトウェ
アの関係を調べます。

注 Java Enterprise System の過去のコンポーネント製品についてマシンを調査
するときに、インストーラは次の特殊な状況を検出します。

• インストーラは Solaris オペレーティングシステムによって配布される 
Directory Server のバージョンを調べ、この Solaris の配布の中に含ま
れている Directory Server のスクリプトの名前がインストーラによって
変更されることを警告します。

• インストーラは、Solaris オペレーティングシステムによって配布され
る Message Queue のバージョンを検出します。このバージョンのパッ
ケージ名は、Java Enterprise System バージョンのパッケージ名と同じ
になります。
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例 :

• ユーザーが Application Server を選択し、互換性のないバージョンの Message 
Queue がインストールされている場合、インストーラはエラーを生成して、ユー
ザーによる操作を停止します。

• ユーザーが Identity Server を選択し、Directory Server の選択を解除すると、イン
ストーラは警告を生成しますが、ユーザーは操作を続行できます。この状況では、
設定時に Directory Server のリモートインスタンスを参照することで、Directory 
Server に対する Identity Server の依存関係を解決することができるので、警告だ
けが出力されます。

コンポーネントの選択プロセス

Java Enterprise System インストーラによるコンポーネント製品の選択と選択解除は、

通常次の規則に従って行われます。

• コンポーネントを選択すると、自動的に依存関係のあるコンポーネントおよびサ
ブコンポーネントが選択されます。

たとえば、Application Server を選択すると、インストーラは Message Queue を
自動的に選択します。

たとえば、Identity Server は J2EE Web コンテナ (Application Server または Web 
Server) のローカルインスタンスに依存します。この場合、インストーラは Web 
コンテナとして Application Server を自動的に選択します。Web コンテナとして 
Web Server を使用するには、Application Server ( および、Application Server に
よる依存のために自動的に選択される Message Queue) の選択を解除し、Web 
Server を選択します。

サブコンポーネントにまで拡張される例としては、Identity Server のインスタン
スまたは Identity Server SDK に対する Portal Server の依存が挙げられます。この
場合、インストーラは自動的に Identity Server を選択します。Identity Server 
SDK への依存を満たすには、Identity Server SDK 以外の Identity Server サブコン
ポーネントの選択を解除します。

• 選択している別のコンポーネントがローカルに必要とするコンポーネントの選択
を解除すると、コンポーネントの選択プロセスの先に進もうとしたときにインス
トーラによってエラーが出力されます。このエラーは、必要コンポーネントの選
択を促します。

• 選択している別のコンポーネントがローカルまたはリモートに必要とするコン
ポーネントの選択を解除すると、コンポーネントの選択プロセスの先に進もうと
したときにインストーラによって警告が出力されます。この警告は、必要なコン
ポーネントの選択、または設定時のリモートインスタンスの使用を促します。

• サブコンポーネントを選択すると、自動的に上位コンポーネントが選択されます。
ただし、それ以外のサブコンポーネントは自動的には選択されません。
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• コンポーネントの選択を解除すると、自動的にすべてのサブコンポーネントの選
択が解除されます。

相互依存性の例
次の図は、各種コンポーネント間のさまざまな依存関係を示しています。この図では、
実線はローカルマシン上で満たす必要のある依存性を表します。点線は、リモートで
満たす必要のある依存性を表します。

図 1-1 コンポーネント製品の相互依存の例

Identity Server を選択すると、インストーラは自動的に次の要素を選択します。

• Directory Server。Identity Server がローカルまたはリモート依存するため

• Application Server。Identity Server が J2EE Web コンテナにローカル依存し、イ
ンストーラがデフォルトの Web コンテナとして Application Server を使用するた
め

• Message Queue。Application Server ( 自動的に選択される Web コンテナ ) がロー
カル依存するため
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設定の種類とパラメータの設定
Java Enterprise System のコンポーネント製品の多くは、インストール時にある程度の

設定を行う必要があります。指定する情報は、管理者のユーザー ID やパスワードな

どのいくつかの一般的なパラメータだけの場合もあれば、コンポーネントに固有の詳
細なパラメータを含む場合もあります。インストールした製品の設定方法は、選択し
た設定の種類によって異なります。

• 「今すぐ設定」 インストール時に、インストール中の設定が可能なコンポーネン
ト製品を設定できます。

• 「あとで設定」 インストール時は、インストールに必要な 小限の値だけを入力
し、インストール後に詳細な設定を行います。

選択する設定の種類については、71 ページの「設定の種類の選択」を参照してくださ

い。

選択した設定の種類に応じて、インストール時に 2 種類の情報が必要になります。

• 共通サーバー設定 これは、複数のコンポーネント製品で使用するパラメータで
す。たとえば、ほとんどのコンポーネント製品では、管理 ID およびパスワードを
指定する必要があります。これらの共通の値を設定することで、すべてのコン
ポーネント製品の管理 ID とパスワードのデフォルト値を設定できます。

• コンポーネント製品設定 これらのパラメータは特定のコンポーネント製品に適
用され、設定モードとして「今すぐ設定」オプションを選択した場合にだけイン
ストール時に指定が求められます。コンポーネント製品の一部の設定は、共通
サーバー設定のページから取り込まれます。
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アンインストール
Java Enterprise System には、Java Enterprise System インストーラを使用してシステ

ムにインストールしたコンポーネント製品を消去するためのアンインストールプログ
ラムが用意されています。アンインストーラは、アンインストーラが実行されている
システムで製品の依存関係をチェックし、他の製品への依存が検出された場合は警告
メッセージを出力します。アンインストーラは、グラフィカル、テキストベース、ま
たはサイレントモードで実行できます。

Java Enterprise System をインストールすると、/var/sadm/prod/entsys にアンインス

トーラがインストールされます。

アンインストーラの詳細な使用方法については、319 ページの第 10 章「ソフトウェア

のアンインストール」を参照してください。

インストールの流れ
インストールの流れは、配備計画や、実装するコンポーネント製品の組み合わせに
よって異なります。インストール時に実行するタスクセットの詳細については、52
ページの「インストールの過程」を参照してください。これらのタスクをすべて実行
する必要がない場合もあります。

実行するインストールの種類別の高度な例については、53 ページの「特定の配備要件

に適したインストール手順」を参照してください。いずれかの例が計画している実装
に近い場合は、この手順をガイドラインとして利用できます。

次のフローチャートは、Java Enterprise System の標準的なインストールで実行する主

な操作と、意思決定が必要なポイントを示しています。サイズの制約により、図は各
部に分割されています。図の左側にインストーラの処理を示し、右側にユーザーの処
理を示します。
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図 1-2 開始からコンポーネントのアップグレードまでのインストールの流れ

次の図は、図 1-2 の続きです。図 1-2 の下部にある省略記号 (...) は、図 1-3 の上部にあ

る省略記号とつながっています。
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図 1-3 共有コンポーネントの互換性チェックから終了までのインストールの流れ
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第 2 章

インストールの準備

この章では、Java Enterprise System ソフトウェアのインストールに必要なタスクと意

思決定について説明します。

この章で説明するタスクを実行する前に、40 ページの「Java Enterprise System イン

ストーラのしくみ」に記載されている情報をよく理解しておく必要があります。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「インストールの過程」

• 53 ページの「特定の配備要件に適したインストール手順」

• 66 ページの「アップグレードの必要性の決定」

• 68 ページの「システムの準備状況の確認」

• 70 ページの「インストールモードの選択」

• 71 ページの「設定の種類の選択」

• 73 ページの「設定データの収集」

• 74 ページの「次の手順」
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インストールの過程
Java Enterprise System のインストール準備では、インストール時に実行されるイベン

トの一般的な流れを理解しておくことが大切です。次の表では、基本的なインストー
ルタスクが左の列に示され、そのタスクの実行に必要な情報が記載されている箇所が
右の列に示されています。

表 2-1 インストールの過程

実行するタスク 情報の参照先

配備計画の例を参照し、いずれかの例が必要
な配備と一致しているかどうかを確認する

コンポーネント製品をインストールする方
法、場所、順序を決定する

53 ページの「特定の配備要件に適したインストール手
順」

マシンにすでにインストールされているプロ
グラムを確認する

68 ページの「既存のソフトウェアの確認」

必要に応じてコンポーネント製品をアップグ
レードする

235 ページの第 8 章「Java Enterprise System 2003Q4 か
らのアップグレード」

および

307 ページの第 9 章「Java Enterprise System 以前のバー
ジョンからのコンポーネントのアップグレード」

システムでインストールの準備が整っている
ことを確認する

68 ページの「システムの準備状況の確認」

インストールモードを選択する 70 ページの「インストールモードの選択」

設定の種類を選択する 71 ページの「設定の種類の選択」

インストーラが必要とする設定データを収集
する

75 ページの第 3 章「インストールおよび設定に関する
情報の収集」

インストーラを実行するか、サイレントイン
ストール処理を設定して実行する

注意 : 選択したコンポーネント製品によって
は、この手順にインストール時の設定が含ま
れる可能性があります。

149 ページの第 4 章「グラフィカルインタフェースによ
るソフトウェアのインストール」

または

169 ページの第 5 章「テキストベースのインタフェース
を使用したソフトウェアのインストール」

または

185 ページの第 6 章「サイレントモードでのソフトウェ
アのインストール」

インストール後の設定を完了し、コンポーネ
ント製品を起動する

195 ページの第 7 章「インストール後の設定と起動」 
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特定の配備要件に適したインストール手順
このマニュアルでは、Java Enterprise System のほとんどの配備で利用できるインス

トール手順について説明します。しかし、特定の配備では若干異なる手順や、省略さ
れた手順が必要になります。次に、これらの配備の手順について説明します。

• 「コンポーネント製品間での LDAP ユーザーエントリの共有」

• 56 ページの「Sun Cluster ソフトウェアを使用した高可用性」

• 60 ページの「Platform Edition から Enterprise Edition への Message Queue の
アップグレード」

• 60 ページの「64 ビット Solaris SPARC プラットフォームでの 32 ビット Directory 
Server」

• 61 ページの「Identity Server とは異なるマシン上の Portal Server」

• 62 ページの「非ルート所有の Web Server または Application Server インスタンス
での Identity Server」

• 63 ページの「非ルート所有の Web Server または Application Server インスタンス
での Portal Server」

• 65 ページの「事前にロードされている Java Enterprise System ソフトウェアの配
備の完了」

インストールに関する問題を解決する 341 ページの第 11 章「トラブルシューティング」

必要に応じてアンインストーラを実行する 319 ページの第 10 章「ソフトウェアのアンインストー
ル」

必要に応じてインストールイメージを利用可
能にする

393 ページの付録 B 「ネットワークインストールのため
のセットアップ方法」

表 2-1 インストールの過程 ( 続き )

実行するタスク 情報の参照先
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コンポーネント製品間での LDAP ユーザーエン
トリの共有
Java Enterprise System の多くのコンポーネント製品は、Directory Server がホスティ

ングする LDAP ディレクトリを使用してユーザー情報を格納します。それぞれが、コ

ンポーネントに固有の情報を LDAP ユーザーエントリに格納します。これらの製品が 
Sun Java System LDAP Schema 2 とその DIT ( ディレクトリ情報ツリー ) をサポートす

るように設定すると、すべての製品が同じ LDAP ユーザーエントリを共有できるよう

になります。Java Enterprise System のユーザーごとに 1 つの共通 LDAP エントリを使

用することで、複数サービスにまたがるシングルサインオン (SSO) などの機能を利用

できます。

コンポーネント製品によっては、Java Enterprise System のインストール時、またはコ

ンポーネント製品のインストール後の設定時に、ディレクトリに関する値を指定しま
す。インストール後の設定を行うツールでは、他のコンポーネント製品から独立した
独自の DIT 構造を柔軟に指定できます。

すべての製品が共通のユーザーエントリを共有するようにインストールする場合は、
個々のコンポーネントの設定段階で DIT 固有値を調整する必要があります。

次のタイミングで値を指定できます。

• Java Enterprise System インストーラの実行中

• Directory Server 準備ツール (comm_dssetup.pl) の実行中

• Messaging Server configure ユーティリティの実行中

configure ユーティリティは、2 レベルの組織ツリー o=Default 
Organization,dc=example,dc=com を提供します。Messaging Server と Calendar 
Server は、どちらもこのような組織ツリーを必要としません。これら 2 つのレベ
ルが必要となるのは、同じ配備で追加のメールドメインやカレンダドメインを計
画している場合です。

注 コンポーネント製品が同じユーザー エントリで動作するようにするには、
すべてのコンポーネント製品が同じ DIT を共有する必要があります。

注 Calendar Server と Messaging Server の両方をインストールする場合
は、Directory Server 準備ツールは Messaging Server または Calendar 
Server から一度だけ実行されます。
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• Calendar Server csconfigurator.sh ユーティリティの実行中

• Instant Messaging 設定ツールの実行中

• 管理サーバー内の Messaging 用 ( 設定ツールの要件 )

次の表は、インストーラのディレクトリ値の例を示しています。「入力値の例」の列
で、ルートサフィックスがすべてのコンポーネント製品で同じになっている点に注意
してください。

注 ルートノードでドメインを定義すると、そのルートの下に追加のドメ
インを作成できなくなります。これは、それを許可することで、
Schema 2 で禁止されているネストされた名前空間が生じるためです。

初期の設定手順が終了すると、任意のディレクトリ構造を定義できま
す。

表 2-2 インストーラの入力値の例

コンポーネント製品 設定方法 入力フィールド デフォルト 入力値の例

Identity Server Java Enterprise 
System インス
トーラ

Identity Server 
ディレクトリルー
トサフィックス

デフォルトの 
DNS ドメイン

dc=example,dc=com

Portal Server Java Enterprise 
System インス
トーラ

(Identity Server か
ら継承 )

Identity Server 
のベース DN

dc=example,dc=com

Instant Messaging 
( および Identity 
Server)

コンポーネント製
品のスクリプト

( 暗黙で Identity 
Server と同じ )

( 暗黙で 
Identity Server 
と同じ )

( 暗黙で Identity Server 
と同じ )

Messaging Server コンポーネント製
品のスクリプト

ベース DN ルート dc=example,dc=com

Messaging Server コンポーネント製
品のスクリプト

ユーザーグループ
組織

デフォルトの
メール組織

o=default domain, 
dc=example,dc=com

Calendar Server コンポーネント製
品のスクリプト

ユーザーグループ
組織

デフォルトの組
織

o=default domain, 
dc=example,dc=com
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Sun Cluster ソフトウェアを使用した高可用性
Java Enterprise System の配備計画で、Sun Cluster ソフトウェアをインストールして

高可用性ソリューションをサポートする必要がある場合は、次の 2 段階のインストー

ル手順を実行してください。

1. Sun Cluster のフレームワークをインストールし、設定、起動します。

2. 適切なエージェントとコンポーネント製品、またはサードパーティ製品をインス
トールし、設定します。

Sun Cluster のフレームワークのインストール、設定、起動

1. クラスタに含めるマシンを決定します。

2. クラスタ内の各マシンが、『Sun Cluster Software Installation Guide for Solaris 
OS』(http://docs.sun.com/doc/817-4229) に示されるシステム要件を満たしている
ことを確認します。

3. クラスタ内の各マシンで Java Enterprise System インストーラを実行し、「あとで
設定」設定オプションを選択して、Sun Cluster コアコンポーネントをインストー
ルします。

4. 『Sun Cluster Software Installation Guide for Solaris OS』 
(http://docs.sun.com/doc/817-4229) に記載されている手順に従って、クラスタを
設定、起動します。一連の手順で scinstall プログラムを実行する場合に、
/usr/cluster/bin/scinstall に格納されているコピーを使用します。

エージェントと製品のインストールと設定

配備計画に Sun Java System 製品の高可用性を必要とする場合は、表 2-3 に示すインス

トール手順を参照してください。配備計画にその他の製品の高可用性を必要とする場
合は、その製品をサポートするエージェントを入手し、適切な Sun Cluster Data 
Service のマニュアルの説明に従ってインストールおよび設定を行います。Java 
Enterprise System Accessory CD 3 から他製品のエージェントを取得するのも一つの方

法です。SPARC プラットフォームの Data Service のマニュアルは、

http://docs.sun.com/coll/1124.1 で入手できます。また、X86 プラットフォーム用の

マニュアルは、http://docs.sun.com/coll/1125.1 で入手できます。

表 2-3 に、Sun Java System コンポーネント用の Sun Cluster エージェントに、対応す

るエージェントが用意されている Sun Java System 製品を示します。製品ごとに、利

用できる高可用性サービスを示し、サービスのインストール手順の概要を説明します。
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表 2-3 Sun Java System 用 Sun Cluster エージェントの高可用性インストールの概要

製品 HA サービス インストール手順の概要

管理サーバー フェイル
オーバー

インストールと設定については、『Sun Java System Directory Server 5 
2004Q2 Installation and Migration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5219) を参照してください。

必要なパッケージをインストールするには、各ノードで Java 
Enterprise System インストーラを実行し、「あとで設定」設定オプ
ションを選択して管理サーバーと HA Sun Java System Directory 
Server をインストールします。

設定時は、クラスタファイルシステム上の場所をサーバールートとし
て使用します。

Application Server フェイル
オーバー

インストールと設定については、『Sun Cluster Data Service for Sun 
Java System Application Server Guide for Solaris OS』
(http://docs.sun.com/doc/817-3920) を参照してください。

必要なパッケージをインストールするには、各ノードで Java 
Enterprise System インストーラを実行し、「あとで設定」設定オプ
ションを選択して Application Server と HA Sun Java System 
Application Server (PE/SE) をインストールします。インストールディ
レクトリを指定するときは、Application Server のノードのローカル
ファイルシステムの場所を使用し、Application Server のサーバー設定
と製品の場所としては、クラスタファイルシステム上の場所を使用し
ます。

Calendar Server フェイル
オーバー

インストールと設定については、『Sun Java System Calendar Server 
2004Q2 管理ガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) に
記載されている「高可用性 (HA) の設定」を参照してください。

必要なパッケージをインストールする方法は、次のとおりです。

• 一次ノードで Java Enterprise System インストーラを実行し、「あと
で設定」設定オプションを選択して Calendar Server と HA Sun 
Java System Calendar Server をインストールします。インストール
ディレクトリを指定するときは、Calendar Server のクラスタファ
イルシステム上の場所を使用します。

• 各ノードで Java Enterprise System インストーラを実行し、「あとで
設定」設定オプションを選択して HA Sun Java System Calendar 
Server をインストールします。
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Directory Server フェイル
オーバー

インストールと設定については、『Sun Java System Directory Server 5 
2004Q2 Installation and Migration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5219) を参照してください。

必要なパッケージをインストールするには、各ノードで Java 
Enterprise System インストーラを実行し、「あとで設定」設定オプ
ションを選択して Directory Server と HA Sun Java System Directory 
Server をインストールします。インストールディレクトリを指定する
ときは、Directory Server のサーバールートのクラスタファイルシステ
ム上の場所を使用します。

Message Queue フェイル
オーバー

インストールと設定については、『Sun Cluster Data Service for Sun 
Java System Message Queue Guide for Solaris OS』
(http://docs.sun.com/doc/817-4643) を参照してください。

必要なパッケージをインストールするには、各ノードで Java 
Enterprise System インストーラを実行し、「あとで設定」設定オプ
ションを選択して Message Queue と HA Sun Java System Message 
Queue をインストールします。

設定時に、スタティックファイルとデータの場所として各ノードの
ローカルファイルシステム上の場所を使用し、ダイナミックデータの
場所としてクラスタファイルシステム上の場所を使用します。

Messaging Server フェイル
オーバー

インストールと設定については、『Sun Java System Messaging Server 6 
2004Q2 管理ガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) に
記載されている「高可用性 (HA) の設定」を参照してください。

必要なパッケージをインストールするには、各ノードで Java 
Enterprise System インストーラを実行し、「あとで設定」設定オプ
ションを選択して Messaging Server と HA Sun Java System Messaging 
Server をインストールします。インストールディレクトリを指定する
ときは、Messaging Server のクラスタファイルシステム上の場所を使
用します。

設定時に、設定とデータをクラスタファイルシステムに配置します。

表 2-3 Sun Java System 用 Sun Cluster エージェントの高可用性インストールの概要 ( 続き )

製品 HA サービス インストール手順の概要
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Web Server フェイル
オーバー

インストールと設定については、『Sun Cluster Data Service for Sun 
Java System Web Server Guide for Solaris OS』
(http://docs.sun.com/doc/817-4641) を参照してください。

必要なパッケージをインストールする方法は、次のとおりです。

• 一次ノードで Java Enterprise System インストーラを実行し、「あと
で設定」設定オプションを選択して Web Server と HA/Scalable 
Sun Java System Web Server をインストールします。インストール
ディレクトリを指定するときは、Web Server のクラスタファイル
システム上の場所を使用します。

• 各ノードで Java Enterprise System インストーラを実行し、「あとで
設定」設定オプションを選択して HA/Scalable Sun Java System 
Web Server をインストールします。

設定時は、クラスタファイルシステムの場所をドキュメントルート
ディレクトリとして使用します。

Web Server スケーラブ
ル

インストールと設定については、『Sun Cluster Data Service for Sun 
Java System Web Server Guide for Solaris OS』
(http://docs.sun.com/doc/817-4641) を参照してください。

必要なパッケージをインストールするには、各ノードで Java 
Enterprise System インストーラを実行し、「あとで設定」設定オプ
ションを選択して Web Server と HA/Scalable Sun Java System Web 
Server をインストールします。インストールディレクトリを指定する
ときは、Web Server のローカルファイルシステム上の場所を使用しま
す。

設定時は、クラスタファイルシステムの場所をドキュメントルート
ディレクトリとして使用します。

HADB スケーラブ
ル

インストールと設定については、『Sun Cluster Data Service for Sun 
Java System HADB Guide for Solaris OS』
(http://docs.sun.com/doc/817-3919) を参照してください。

必要なパッケージをインストールするには、各ノードで Java 
Enterprise System インストーラを実行し、「あとで設定」設定オプ
ションを選択して HA Sun Java System HADB をインストールします。
Sun Java System HADB ソフトウェアは、Sun Java System Application 
Server Enterprise Edition ソフトウェアのインストール時にインストー
ルされます。

データベースが作成されると、デフォルトでは、各クラスタノードの
ローカルファイルシステムに設定とデータのファイルが作成されます。
各クラスタノードのローカルファイルシステムにスタティックファイ
ルとデータを格納します。

表 2-3 Sun Java System 用 Sun Cluster エージェントの高可用性インストールの概要 ( 続き )

製品 HA サービス インストール手順の概要
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データサービスおよびサポートされるすべての層 ( ボリュームマネージャ、クラスタ

ファイルシステム、リソースグループ情報 ) が完全に設定されるまでは、Java 
Enterprise System への Sun Cluster のインストールは完了しません。

Platform Edition から Enterprise Edition への 
Message Queue のアップグレード
すでにインストールされている Message Queue Platform Edition を Message Queue 
Enterprise Edition にアップグレードするには、Java Enterprise System アンインス

トーラを使用して Platform Edition をアンインストールし、次に Java Enterprise 
System インストーラを使用して Enterprise Edition をインストールします。Platform 
Edition をアンインストールしても、インスタンスに固有の設定データ、ユーザーリポ

ジトリ、アクセス制御ファイルは保持され、後からインストールした Enterprise 
Edition で再利用されます。

64 ビット Solaris SPARC プラットフォームで
の 32 ビット Directory Server
Java Enterprise System の配備計画で、64 ビットモードで稼動する Solaris SPARC プ
ラットフォームで Directory Server を 32 ビットモードで実行する必要があるときは、

次のインストール手順を実行します。

1. Java Enterprise System インストーラの「あとで設定」設定オプションを使用して 
Directory Server をインストールします。

2. pkgrm コマンドを実行して、64 ビットの Directory Server パッケージ、SUNWdsvhx 
および SUNWdsvx を削除します。

3. /var/sadm/install/productregistry ファイルを編集し、SUNWdsvhx パッケージ
と SUNWdsvx パッケージへの参照を削除します。

4. 204 ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後の Directory 
Server の設定」の説明に従って、Directory Server を設定します。

注 Identity Server と Portal Server は、高可用性 Web コンテナに配備すること
ができます。ただし、Web コンテナに配備されるその他の Web アプリ
ケーションと同様に、これらのサーバーは Web コンテナがフェイルオー
バーを行わないなどの障害が起こることがあります。
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Identity Server とは異なるマシン上の Portal 
Server
Portal Server のローカル依存性のため、従来リリースの Identity Server は Portal 
Server と同じマシンにインストールする必要がありました。Portal Server 2004Q2 に
は、この依存性はありません。その代わりに、Identity Server のローカルインスタン

ス、または Identity Server SDK に依存します。

Java Enterprise System インストーラで Portal Server を選択すると、Identity Server 
SDK だけでなく、Identity Server が自動的に選択されるため、Java Enterprise System 
の配備計画で Portal Server と Identity Server を異なるマシンで稼動する場合は、特別

なインストール手順を実行する必要があります。手順は、次のとおりです。

1. リモート マシンで Identity Server のインストール、設定を行い、起動します。

2. ローカルマシンに Portal Server をインストールします。インストールするコン
ポーネントを選択するときに、Portal Server を選択します。

3. Identity Server SDK を除く、Identity Server のすべてのサブコンポーネントの選
択を解除します。

4. インストーラが自動的に選択する Application Server 以外の Web コンテナに 
Portal Server を配備するには、次の手順を実行します。

a. Application Server と Message Queue の選択を解除します。

b. Web Server を選択して Portal Server を Web Server に配備するか、手順 5 に
進み、Portal Server を BEA WebLogic Server または IBM WebSphere 
Application Server に配備します。

5. 「今すぐ設定」設定オプションを選択して、インストール処理を継続します。

6. Identity Server SDK の設定値をインストール時に指定するときは、リモートマシ
ンに Identity Server をインストールするときに指定した値と同じ値を指定します。

7. インストールを完了します。次に、212 ページの「Portal Server の設定」で説明
するインストール後のタスクを実行します。
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非ルート所有の Web Server または Application 
Server インスタンスでの Identity Server
Java Enterprise System の配備計画で、スーパーユーザー (root) が所有していない 
Web Server または Application Server のインスタンスに Identity Server を配備する必

要があるときは、Directory Server と Web Server、または Application Server とは異

なるインストールセッションで Identity Server をインストールする必要があります。

1. Directory Server のインストールと設定を行います。Identity Server が、別のシス
テムで稼動する Directory Server を使用する場合はこの手順を省略できます。

2. 非ルート所有の Web Server または Application Server のインスタンスが、
Identity Server のインストール先と同じシステムにインストールされ、設定され
ていることを確認します。

❍ Web Server の場合

Web Server のインストールが完了していない場合は、Java Enterprise System 
インストーラの「今すぐ設定」設定オプションを選択して Web Server をイン
ストールし、実行時ユーザーと実行時グループの設定パラメータにルート以
外の所有者を指定します。

Web Server がすでにインストールされている場合は、Web Server の管理ユー
ティリティを使用して、非ルートユーザーが所有する新しい Web Server イン
スタンスを作成します。

❍ Application Server の場合

Application Server のインストールが完了していない場合は、Java Enterprise 
System インストーラを使用して Application Server をインストールします。

Application Server がすでにインストールされている場合は、Application 
Server の管理ユーティリティを使用して、非ルートユーザーが所有する新し
い Application Server インスタンスを作成します。

3. Directory Server が稼動していることを確認します。また、Web Server または 
Application Server の非ルートインスタンス、および Web Server または 
Application Server の管理インスタンスが稼動していることを確認します。

4. 「今すぐ設定」設定オプションを使用して Identity Server をインストールします。
インストーラを利用した設定で、次の手順を行います。

注 ルートが所有する Web Server または Application Server のインスタンスに
すでに Identity Server が配備されている場合は、次のインストール手順を
実行する前に、Identity Server をアンインストールしてください。
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❍ 「共通サーバー設定」ページに値を指定するときに、システムユーザーとシステム
グループのパラメータとして、ルート以外のインスタンス所有者のユーザー情報
とグループ情報を入力します。

❍ 「Identity Server:Sun Java System Web Server」ページまたは「Identity Server:Sun 
Java System Application Server」ページで値を指定するときに、非ルートインス
タンスに関する情報を入力します。

非ルート所有の Web Server または Application 
Server インスタンスでの Portal Server
Java Enterprise System の配備計画で、スーパーユーザー (root) が所有していない 
Web Server または Application Server のインスタンスに Portal Server を配備する必要

があるときは、Web Server または Application Server とは異なるインストールセッ

ションで Portal Server をインストールする必要があります。

1. Identity Server のインストールと設定を行います。Portal Server が、別のシステ
ムで稼動する Identity Server を使用する場合はこの手順を省略できます。

2. 非ルート所有の Web Server または Application Server のインスタンスが、Portal 
Server のインストール先と同じシステムにインストールされ、設定されているこ
とを確認します。

❍ Web Server の場合

Web Server のインストールが完了していない場合は、Java Enterprise System 
インストーラの「今すぐ設定」設定オプションを選択して Web Server をイン
ストールし、実行時ユーザーと実行時グループの設定パラメータにルート以
外の所有者を指定します。

Web Server がすでにインストールされている場合は、Web Server の管理ユー
ティリティを使用して、非ルートユーザーが所有する新しい Web Server イン
スタンスを作成します。

❍ Application Server の場合

Application Server のインストールが完了していない場合は、Java Enterprise 
System インストーラを使用して Application Server をインストールします。

Application Server がすでにインストールされている場合は、Application 
Server の管理ユーティリティを使用して、非ルートユーザーが所有する新し
い Application Server インスタンスを作成します。

3. Identity Server が稼動していることを確認します。また、Web Server または 
Application Server の非ルートインスタンス、および Web Server または 
Application Server の管理インスタンスが稼動していることを確認します。
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4. 「今すぐ設定」オプションを選択して Portal Server をインストールします。イン
ストーラを利用した設定段階で次の処理を行います。

❍ 「共通サーバー設定」ページに値を指定するときに、システムユーザーとシステム
グループのパラメータとして、ルート以外のインスタンス所有者のユーザー情報
とグループ情報を入力します。

❍ 「Portal Server:Sun Java System Web Server」ページまたは「Portal Server:Sun 
Java System Application Server」ページで値を指定するときに、非ルートインス
タンスに関する情報を入力します。

5. インストールが完了したら、Portal Server のディレクトリの所有者を root から 
Userid::UserGroup に変更します。Solaris では、次のように入力します。

chown -R Userid:UserGroup /opt/SUNWps
chown -R Userid:UserGroup /etc/opt/SUNWps
chown -R Userid:UserGroup /var/opt/SUNWps

Linux では、次のように入力します。

chown -R Userid:UserGroup /opt/sun/portal
chown -R Userid:UserGroup /etc/opt/sun/portal
chown -R Userid:UserGroup /var/opt/sun/portal

6. Portal Server ディレクトリの次のアクセス権を設定します。Solaris では、次のよ
うに入力します。

chmod 0755 /opt/SUNWps
chmod 0755 /etc/opt/SUNWps
chmod 0755 /var/opt/SUNWps

Linux では、次のように入力します。

chmod 0755 /opt/sun/portal
chmod 0755 /etc/opt/sun/portal
chmod 0755 /var/opt/sun/portal

7. Web Server または Application Server を停止し、起動し直します。
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事前にロードされている Java Enterprise 
System ソフトウェアの配備の完了
ソフトウェアが事前にロードまたはインストールされている Sun のハードウェアシス

テムを注文した場合は、Java Enterprise System ソフトウェアがシステムにすでにロー

ドされています。システムに次のディレクトリが存在すれば、Java Enterprise System 
ソフトウェアは事前にロードされています。

/var/spool/stage/JES_04Q2_architecture/

この architecture は、たとえば SPARC や X86 など、システムのハードウェアアーキテ

クチャを示します。Java Enterprise System ソフトウェアが事前にロードされている場

合、Sun Cluster を除くすべてのコンポーネント製品がそれぞれのデフォルトディレク

トリ (78 ページの表 3-1 を参照 ) に「あとで設定」設定モードでインストールされてい

ます。事前にインストールされているコンポーネント製品の設定を完了する方法につ
いては、195 ページの第 7 章「インストール後の設定と起動」を参照してください。

Sun Cluster をインストールおよび設定するには、このマニュアルの説明に従って Java 
Enterprise System インストーラを実行します。

システムに事前にロードされ、インストールされている Java Enterprise System ソフ

トウェアに関する情報については、http://www.sun.com/software/preinstall を参照し

てください。
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アップグレードの必要性の決定
次に、コンポーネント製品をどのように組み合わせてインストールするかを決定する
上で役立つ情報について説明します。

• 「コンポーネント製品の依存性」

• 68 ページの「既存のソフトウェアの確認」

コンポーネント製品の依存性
次の表は、各コンポーネント製品が他のコンポーネント製品に対して持つ依存性を示
しています。ここには J2SE などの共有コンポーネントに対する依存性は含まれていま

せん。

この表を利用して依存連鎖のリストやダイアグラムを作成し、 終的なインストール
セットを決定できます。

表 2-4 コンポーネント製品間の依存性

コンポーネント製品 必要なコンポーネント製品とバージョン ローカルの

必要性

管理サーバー 5 2004Q2 Directory Server 5 2004Q2 なし

Application Server 7.0 Update 3 Message Queue 3.5 SP1 あり

Calendar Server 6 2004Q2 Directory Server 5 2004Q2 なし

Communications Express Identity Server 2004Q2 または
Identity Server SDK 2004Q2

あり

Messaging Server 6.0 なし

J2EE Web コンテナ、次のいずれか

• Application Server 7.0 Update 3

• Web Server 6 2004Q1 Update 1 SP2

あり

Directory Proxy Sever 5 2004Q2 管理サーバー 5 2004Q2 あり

Directory Server 5 2004Q2 なし

Identity Server 2004Q2 Directory Server 5 2004Q2 なし

J2EE Web コンテナ、次のいずれか

• Application Server 7.0 Update 3

• Web Server 6 2004Q1 Update 1 SP2

あり
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Instant Messaging 6 2004Q2 Identity Server 2004Q2 または
Identity Server SDK 2004Q2

あり

Message Queue 3.5 SP1 なし

Messaging Server 6 2004Q2 Directory Server 5 2004Q2 なし

管理サーバー 5 2004Q2 あり

Portal Server 2004Q2 Identity Server 2004Q2 または
Identity Server SDK 2004Q2

あり

J2EE Web コンテナ、次のいずれか

• Application Server 7.0 Update 3

• Web Server 6 2004Q1 Update 1 SP2

• BEA WebLogic Server 6.1 SP4

• IBM WebSphere Application Server 
4.0.5

あり

Portal Server, Secure Remote 
Access 2004Q2

Portal Server 2004Q2 あり

Identity Server 2004Q2 または
Identity Server SDK 2004Q2

あり

Sun Cluster 3.1.2_11 なし

Sun Remote Services Net Connect 
3.5

なし

Web Server 6 2004Q1 Update 1 
SP2

なし

表 2-4 コンポーネント製品間の依存性 ( 続き )

コンポーネント製品 必要なコンポーネント製品とバージョン ローカルの

必要性
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既存のソフトウェアの確認
インストーラは、マシンにすでにインストールされているソフトウェアが Java 
Enterprise System ソフトウェアと互換性があるかどうかを確認します。互換性がない

場合、インストールが中断される可能性が高くなります。このため、インストールを
行う前にインストールされているソフトウェアのバージョンを確認し、必要なアップ
グレードを行うことをお勧めします。

prodreg や pkginfo などのコマンドを使用して、インストールされているソフトウェ

アを調べるか、インストーラ自体を使用してソフトウェアのパッケージベースのイン
ストールを調べることができます。インストーラを使用する方法については、152
ページの「グラフィカルインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの
必要性を判断するには」または 173 ページの「テキストベースのインストーラを使用

してコンポーネントのアップグレードの必要性を判断するには」を参照してください。

システムの準備状況の確認
インストール手順を開始する前に、次の点を考慮する必要があります。

• 「システム要件」

• 「アクセス権」

• 「メモリとディスク容量の要件」

システム要件
Java Enterprise System をインストールする前に、 小限のハードウェア要件およびオ

ペレーティングシステム要件を満たしていることを確認してください。サポートする
プラットフォーム、ソフトウェア要件、およびハードウェア要件に関する 新の情報
は、次の Web サイトにある『Java Enterprise System リリースノート』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

注 この情報を得るために、インストーラだけを頼りにすることは、避けるべ
きです。インストール済みのソフトウェアについて、システムを独自に調
査して確認することも必要です。インストーラは、Solaris および Linux 
パッケージ配布によってインストールされたコンポーネント製品だけを検
出し、その他の方法でインストールされたコンポーネントを検出しませ
ん。
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マシンに実装されているオペレーティングシステムが Java Enterprise System の要件

を満たしていないことが判明した場合、インストーラは処理を中断します。インス
トーラを終了し、問題を解決してからインストーラを再起動してください。

アクセス権
Java Enterprise System ソフトウェアをインストールするには、root としてログイン

するか、スーパーユーザーになる必要があります。

メモリとディスク容量の要件
選択したコンポーネント製品が必要とするメモリとディスク容量が十分であるかどう
かについて、インストーラはマシンを検証します。

• マシンから検出されたメモリが Java Enterprise System の推奨した容量に達しない
場合、インストーラは警告を出力しますが、インストール自体は続行できます。

• マシンのディスク容量が不足している場合は、インストーラは処理を中断します。
インストーラを終了し、問題を解決してからインストーラを再起動してください。

Linux 用 Portal Server の Korn シェル
Linux に Portal Server をインストールして設定するには、インストーラが /bin/ksh 
にアクセスするために Korn シェルが必要となります。Korn シェルがシステムにイン

ストールされていない場合は、次のように入力してインストールできます。

up2date pdksh
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インストールモードの選択
Java Enterprise System インストーラでは、対話的なインストールモード ( グラフィカ

ルおよびテキストベース ) と、非対話モード ( サイレント ) を利用できます。

グラフィカルモードを選択する場合
インストーラのグラフィカルモードを使用すると、Java Enterprise System コンポーネ

ントのインストールに必要な作業を、手順を追ってウィザード形式で実行できます。

次のいずれかの場合は、グラフィカルモードの使用を検討してください。

• グラフィカルワークステーションを使用している

• Java Enterprise System を評価目的でインストールする

• Java Enterprise System を初めてインストールする

テキストベースモードを選択する場合
インストーラのテキストベースモードでも、グラフィカルインタフェースと同じ機能
が提供されます。ただし、このモードを使用すると、ウィザード形式ではなく行単位
で応答が求められます。

インストールを端末ウィンドウ内で、かつ対話形式で実行する場合は、テキストベー
スモードの使用を検討してください。

サイレントモードを選択する場合
サイレントモードを使用すると、インストールに必要な値を状態ファイルと呼ばれる
再利用可能なスクリプトに保存できます。状態ファイルには、インストールおよび設
定パラメータを表す名前と値のペアのリストが含まれます。その後、複数のシステム
でインストーラを実行します。インストーラを実行するたびに、状態ファイルを使用
してオプションを指定します。

次の状況では、サイレントモードの使用を検討してください。

• 複数のマシン全体でインストールを高速化する

• 一貫した設定を正確に再作成して、多数のマシンに Java Enterprise System をイン
ストールする

• インストール値を作成するユーザーとは別のユーザーが、他のマシンでインス
トーラを実行する
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設定の種類の選択
Java Enterprise System インストーラでは、次の 2 種類の設定方法を利用できます。

• 「今すぐ設定」: 指定した値を使用してコンポーネントを設定する

• 「あとで設定」: コンポーネントを設定しない。Java Enterprise System インストー
ラを使用してインストールを実行した後で、コンポーネントを設定する必要があ
ります。

次の表は、各コンポーネント製品で利用できる設定オプションを示しています。

表 2-5 コンポーネント製品の設定の種類

コンポーネント製品 今すぐ設定 あとで設定

管理サーバー 可 可

Application Server 可 可

Calendar Server 不可 可

Communications Express 不可 可

Communications Services ユーザー管理ユーティリティ 不可 可

Directory Server 可 可

Directory Proxy Server 可 可

Identity Server 可 可

Instant Messaging 不可 可

Message Queue1

1. Message Queue は、インストール後の設定を必要としません。

適用外 適用外

Messaging Server 不可 可

Portal Server 可 可

Portal Server Secure Remote Access 可 可

Sun Cluster 不可 可

Sun Remote Services Net Connect 不可 可

Web Server 可 可



設定の種類の選択

72 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

「今すぐ設定」設定オプションを選択する場合
「今すぐ設定」設定オプションを使用すると、コンポーネント製品の設定値をインス
トール時に指定できます。

「今すぐ設定」設定オプションは、次のような場合に便利です。

• ユーザーがインストーラの使用経験豊富な管理者である

• 一部のコンポーネント製品がインストール済みである

• 一部の製品でデフォルト以外の値を指定する

• 個別のコンポーネント製品を、ネットワーク上の異なるホストに配備する計画が
ある

「今すぐ設定」設定オプションをサポートするコンポーネント製品の一覧については、
71 ページの表 2-5 を参照してください。

「あとで設定」設定オプションを選択する場合
「あとで設定」設定オプションを使用すると、インストール時に必要な作業は も少な
くてすみますが、インストール後に設定を行う必要があります。インストール時に

「あとで設定」設定オプションを選択した場合は、Java Enterprise System インストー

ラによって、コンポーネント製品のパッケージファイルが各ディレクトリに配置され
ます。パラメータの設定は行われず、実行時サービスを利用できないため、ほとんど
のコンポーネント製品はそのままでは機能しません。
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設定データの収集
「今すぐ設定」設定オプションを選択した場合は、インストール時にコンポーネント製
品の設定情報が求められます。

コンポーネント製品の設定パラメータについては、75 ページの第 3 章「インストール

および設定に関する情報の収集」を参照してください。「今すぐ設定」オプションを選
択した場合の設定に必要な設定データを記録するために、363 ページの付録 A 「情報

収集用ワークシート」にワークシートが用意されています。

インストール処理の 後に、インストール中に設定された設定値がサマリファイルに
記録されます。このファイルをインストーラで表示したり、このファイルが保存され
ている /var/sadm/install/logs ディレクトリから表示することができます。

インストールディレクトリ
各種コンポーネント製品のソフトウェアをどこにインストールするかを決定する必要
があります。インストーラが示すデフォルトディレクトリを使用する場合は、インス
トール前の操作は特に必要ありません。デフォルトディレクトリについては、78 ペー

ジの「インストールディレクトリ」を参照してください。

ポートの割り当て
インストールするコンポーネント製品のポート番号の割り当てを計画する必要があり
ます。インストーラが示すデフォルトポート番号を使用する場合は、インストール前
の操作は特に必要ありません。デフォルトポート番号については、405 ページの付録 
D 「コンポーネントのポート番号」を参照してください。

注 例外は Calendar Server、Communication Express、Instant Messaging、
Messaging Server、Sun Cluster、Sun Remote Services Net Connect コン
ポーネントで、これらのコンポーネントをインストール時に設定すること
はできません。
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次の手順
設定情報の収集やコンポーネントのアップグレードなど、この章で説明したタスクを
完了したら、インストールに関する次のいずれかの章に進んでください。

• 149 ページの第 4 章「グラフィカルインタフェースによるソフトウェアのインス
トール」

• 169 ページの第 5 章「テキストベースのインタフェースを使用したソフトウェア
のインストール」

• 185 ページの第 6 章「サイレントモードでのソフトウェアのインストール」
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第 3 章

インストールおよび設定に関する情報の収集

この章では、Java Enterprise System インストーラがコンポーネント製品を設定する上

で必要とする情報について説明します。この章の内容と、付録 A に掲載されている

ワークシートを使用して、Java Enterprise System のインストール準備を行なってくだ

さい。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 76 ページの「この章の利用方法」

• 78 ページの「インストールディレクトリ」

• 81 ページの「共通サーバー設定」

• 82 ページの「管理サーバーの設定」

• 85 ページの「Application Server の設定」

• 85 ページの「Calendar Server の設定」

• 86 ページの「Communications Express の設定」

• 86 ページの「Directory Server の設定」

• 93 ページの「Directory Proxy Server の設定」

• 94 ページの「Identity Server の設定」

• 109 ページの「Identity Server SDK の設定」

• 116 ページの「Instant Messaging の設定」

• 116 ページの「Message Queue の設定」

• 116 ページの「Messaging Server の設定」

• 116 ページの「Portal Server の設定」

• 124 ページの「Portal Server, Secure Remote Access の設定」

• 142 ページの「Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java System 用 Sun Cluster エー
ジェントの設定」
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• 142 ページの「Sun Remote Services Net Connect の設定」

• 143 ページの「Web Server の設定」

• 145 ページの「状態ファイルのみで使用されるパラメータ」

この章の内容は、すべてのインストーラモード ( グラフィカル、テキスト、およびサ

イレント ) に適用されます。

この章の利用方法
この章では、インストーラが必要とする設定情報のそれぞれについて説明します。設
定情報は、グラフィカルインストーラに表示されるとおりに、 初にコンポーネント
製品ごとに、次に情報の種類ごとにグループ化されています。この章に記載されてい
る表は、インストーラが表示するページに直接対応しています。

設定情報の表には、「ラベルと状態ファイルのパラメータ」と「説明」という 2 つの列

があります。「ラベルと状態ファイルのパラメータ」列には、次の情報が含まれます。

• ラベル : インストーラのグラフィカルモードで情報を識別するためのテキスト。
これは、通常は入力フィールドに付けられたラベルです。たとえば、インストー
ラには「パスワードの暗号鍵」というフィールドラベルがあります。

• 状態ファイルパラメータ : サイレントインストール用の状態ファイルで情報を識
別するためのキー。状態ファイルのパラメータは、大文字のモノスペースフォン
トで表示されます。たとえば、「パスワードの暗号鍵」フィールドに対応する状態
ファイルのパラメータは、AM_ENC_PWD です。

注 多くのコンポーネントでは、ポート番号の割り当てが必要になります。コ
ンポーネントの設定を開始する前に、405 ページの付録 D 「コンポーネン
トのポート番号」に記載されているデフォルトのポート番号を参照してく
ださい。

インストーラは、ポート番号の入力をユーザーに要求する際、使用中の
ポートの実行時チェックを実行して適切なデフォルト値を表示します。別
のコンポーネント製品、または同じコンポーネント製品の別のインスタン
スがデフォルト番号のポートを使用している場合、インストーラは別の値
を示します。

たとえば、Web Server と Application Server のデフォルトポート番号はど
ちらも 80 です。同じマシンに両方のコンポーネントをインストールしよう
とすると、 初にインストールするコンポーネントはデフォルトポートで
ある 80 を使用するように設定され、2 番目のコンポーネントには 81 また
は 82 などの別のデフォルトポートが設定されます。
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デフォルト値
デフォルト値は、インストーラのすべてのモードに適用されます。ただし、サイレン
トモードで使用される状態ファイルの説明では別の値が示されます。

状態ファイルでは、特に明記されない限り、すべての値で大文字と小文字が区別され
ます。

情報の参照方法
この章でグラフィカルモードのインストーラに表示される設定情報を参照するには、
次のようにします。

1. そのコンポーネントについて説明している項目を特定します。

2. 表示されているインストーラページに対応する表を探します。各表には、インス
トーラのそれぞれのページに含まれるすべてのフィールドと質問が記載されてい
ます。

この章で状態ファイルのパラメータに関する情報を参照するには、次のようにします。

• オンラインマニュアルを使用している場合は、HTML または PDF の検索機能を使
用してパラメータ文字列を検索します。

• 印刷されているマニュアルを使用している場合は、索引を参照します。索引には、
各パラメータ名の項目が記載されています。
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インストールディレクトリ
Java Enterprise System インストーラは、特に指定されない限り、コンポーネント製品

を自動的にデフォルトのディレクトリにインストールします。Java Enterprise System 
インストーラを実行すると、各コンポーネントのデフォルトの場所が表示されます。
通常は、デフォルトの場所を別の場所に変更できます。

次のコンポーネントのインストールディレクトリには制限があります。

• Directory Server: Directory Server の実行時設定データの場所を指定することはで
きますが、Directory Server のインストール場所を指定することはできません。

• Portal Server、Secure Remote Access: Portal Server、Secure Remote Access 
Support は、Portal Server と同じ場所にインストールする必要があります。

• Sun Cluster ソフトウェア、Sun Java System 用 Sun Cluster エージェント : イン
ストールディレクトリの場所を変更することはできません。

• Sun Java System Message Queue: インストールディレクトリの場所を変更する
ことはできません。

次の表は、Java Enterprise System コンポーネントのデフォルト ディレクトリを示し

ています。

表 3-1 デフォルトのインストールディレクトリ

ラベルと状態ファイルのパラメータ デフォルトディレクトリ コメント

Application Server
CMN_AS_INSTALLDIR 

/opt/SUNWappserver7 Application Server ソフト
ウェアのすべてのユー
ティリティ、実行可能
ファイル、およびライブ
ラリは、この場所に格納
される

Application Server の設定
CMN_AS_DOMAINSDIR

/var/opt/SUNWappserver7/domains 管理ドメインが作成され
るデフォルトの領域

アプリケーションサーバー製品
の設定
CMN_AS_CONFIGDIR

/etc/opt/SUNWappserver7 ライセンスやこのインス
トール用に設定された管
理ドメインのマスター一
覧など、インストール全
体に適用される設定情報
が保存される

Calendar Server
CMN_CS_INSTALLDIR

Solaris:/opt

Linux: /opt/sun 

Communications Express
CMN_UWC_INSTALLDIR

Solaris:/opt/SUNWuwc

Linux: /opt/sun/uwc 
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ディレクトリサーバー、サー
バールート
CMN_DS_INSTALLDIR

Solaris:/var/opt/mps/serverroot

Linux: /var/opt/sun/directory-server 

Directory Proxy Server
CMN_DPS_INSTALLDIR

Solaris: /

Linux: /opt/sun 

Identity Server
CMN_IS_INSTALLDIR

Solaris:/opt

Linux: /opt/sun 

Instant Messaging サーバー
CMN_IIM_INSTALLDIR

Solaris:/opt

Linux: /opt/sun 

Instant Messaging サーバーのド
キュメントディレクトリ
CMN_IIM_DOCSDIR

Solaris:/opt/SUNWiim/html

Linux: /opt/sun/im/html 

Instant Messaging サーバーの
ヘルプドキュメントのディレク
トリ
CMN_IIM_DOCSHELPDIR

Solaris:/opt/SUNWiim/html/en/imhelp

Linux: /opt/sun/im/html/en/imhelp 

表 3-1 デフォルトのインストールディレクトリ ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ デフォルトディレクトリ コメント
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Message Queue なし Message Queue ソフト
ウェアは、次の場所にイ
ンストールされる

/usr/bin
/usr/share/lib
/usr/share/lib/imq
/etc/imq
/var/imq
/usr/share/javadoc/
imq
/usr/demo/imq
/opt/SUNWimq/include

Linux では、次の場所にイ
ンストールされる

/opt/imq
/etc/opt/imq
/var/opt/imq

インストールディレクト
リを変更できないため、
この情報に関するインス
トーラのフィールド、ま
たは状態ファイルのパラ
メータのフィールドは存
在しない

Messaging Server
CMN_MS_INSTALLDIR

Solaris:/opt/SUNWmsgsr

Linux: /opt/sun/messaging 

Portal Server
CMN_PS_INSTALLDIR

Solaris:/opt

Linux: /opt/sun 

Portal Server Secure Remote 
Access
CMN_SRA_INSTALLDIR

Solaris:/opt

Linux: /opt/sun 

Portal Server, SRA Core を 
Portal Server と同じディ
レクトリにインストール
する必要がある

表 3-1 デフォルトのインストールディレクトリ ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ デフォルトディレクトリ コメント
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共通サーバー設定
「今すぐ設定」設定オプションを使用してコンポーネントをインストールする場合、イ
ンストーラにより、これらの共通サーバー設定が、設定を使用する各コンポーネント
のデフォルト値として表示されます。この値は、コンポーネントの設定時にコンポー
ネント単位で編集できます。

次の手順に進む前に、次の表に示す共通サーバー設定の値を指定する必要があります。

Sun Cluster なし Sun Cluster ソフトウェア
は、次の場所にインス
トールされる

/
/usr
/opt

インストールディレクト
リを変更できないため、
この情報に関するインス
トーラのフィールド、ま
たは状態ファイルのパラ
メータのフィールドは存
在しない

Web Server
CMN_WS_INSTALLDIR

Solaris:/opt/SUNWwbsvr

Linux: /opt/sun/webserver 

表 3-2 共通サーバー設定

ラベルと状態ファイルのパラ

メータ

説明 デフォルト値

ホスト名
CMN_HOST_NAME

インストール先マシンの
ホスト名

hostname コマンドの出力

DNS ドメイン名
CMN_DOMAIN_NAME

インストール先マシンの
ドメイン

ローカル DNS サーバーに登
録されている、このコン
ピュータのドメイン名

ホスト IP アドレス
CMN_IPADDRESS

インストール先マシンの 
IP アドレス

ローカルホストの IP アドレス

管理者ユーザー ID
CMN_ADMIN_USER

管理者のデフォルトユー
ザー ID

admin

表 3-1 デフォルトのインストールディレクトリ ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ デフォルトディレクトリ コメント
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管理サーバーの設定
インストール時に、管理サーバーについて次の情報を指定する必要があります。

• 管理情報

• 設定用ディレクトリの設定情報

管理サーバー : 管理情報

管理者パスワード
CMN_ADMIN_PASSWORD

管理者のデフォルトパス
ワード

パスワードは 8 文字以上
で指定する必要がある

なし

システムユーザー
CMN_SYSTEM_USER

管理サーバープロセスの
実行に適用されるユー
ザー ID

root

システムグループ
CMN_SYSTEM_GROUP

システムユーザーのグ
ループ (gid)

other

表 3-3 管理サーバーの管理に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

サーバールート
ADMINSERV_ROOT

管理サーバーによって管理されるコンポーネント製
品のインストール先のベースパス名

デフォルト値は /var/opt/mps/serverroot

管理ポート
ADMINSERV_PORT

管理コンソールから HTTP 経由でこの 管理サーバー
に接続する際に使用するポート

デフォルト値は 390使用可能な任意のポート番号を
指定できる

表 3-2 共通サーバー設定 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラ

メータ

説明 デフォルト値



管理サーバーの設定

第 3 章 インストールおよび設定に関する情報の収集 83

管理サーバー : 設定用ディレクトリの設定情報

管理ドメイン
ADMINSERV_DOMAIN

ディレクトリサービスを共有するサーバーコレク
ションの名前

推奨されるデフォルト値は、共通サーバー設定に指
定したホストドメイン名。81 ページの表 3-2 を参照
ただし、管理ドメインの名称は、ネットワークドメ
インに対して、一致や関連付けの必要はない

システムユーザー
ADMINSERV_SYSTEM_USER

管理サーバープロセスの実行に適用されるユーザー 
ID。有効な任意のシステムユーザーを指定できる

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「シ
ステムユーザー」の値。81 ページの表 3-2 を参照 

システムグループ
ADMINSERV_SYSTEM_GROUP

有効な任意のシステムグループを指定できる

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「シ
ステムグループ」の値。81 ページの表 3-2 を参照 

表 3-4 管理サーバーの設定用ディレクトリの設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理ユーザー ID
ADMINSERV_CONFIG_ADMIN_USER

設定ディレクトリ管理者のユーザー ID。管理サー
バーは、この ID を使用して設定ディレクトリの
データを管理する

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「管理者ユーザー ID」の値。81 ページの表 3-2 を参
照

このセッションで Directory Server をインストール
する場合、デフォルト値は Directory Server の「管
理者ユーザー ID」で指定した値となる。86 ページ
の表 3-6 を参照

表 3-3 管理サーバーの管理に関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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管理者パスワード
ADMINSERV_CONFIG_ADMIN_PASSW
ORD

設定ディレクトリ管理者のパスワード

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「管理者のユーザーパスワード」の値。81 ページの
表 3-2 を参照

このセッションで Directory Server をインストール
する場合、デフォルト値は Directory Server の「管
理者のユーザーパスワード」で指定した値となる。
86 ページの表 3-6 を参照

ディレクトリサーバーホスト
ADMINSERV_CONFIG_DIR_HOST

ホスト名、または設定ディレクトリが存在するホ
ストを解決する値を指定する。設定ディレクトリ
には、管理ドメインに所属する全サーバーの設定
データが保存される

このセッションで Directory Server をインストール
する場合、デフォルト値は共通サーバー設定で指
定した「ホスト名」の値 (CMN_HOST_NAME) となる。
81 ページの表 3-2 を参照

このセッションで Directory Server をインストール
しない場合、デフォルト値は存在しない

ディレクトリサーバーポート
ADMINSERV_CONFIG_DIR_PORT

LDAP 操作で設定ディレクトリへのバインド時に
使用するポート

使用中でない任意の有効なポート番号を指定でき
る

このセッションで Directory Server をインストール
する場合、デフォルト値は Directory Server の

「Port」の値となる。87 ページの表 3-7 を参照

このセッションで Directory Server をインストール
しない場合、デフォルト値は存在しない

表 3-4 管理サーバーの設定用ディレクトリの設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Application Server の設定
インストール時に、Application Server について次の情報を指定する必要があります。

Calendar Server の設定
Java Enterprise System インストーラを使用して、Calendar Server を設定することは

できません。Calendar Server は、インストール後に設定する必要があります。

Calendar Server の設定方法については、第 7 章「インストール後の設定と起動」を参

照してください。

表 3-5 Application Server の設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理者ユーザー ID
AS_ADMIN_USER

Application Server 管理者のユーザー ID

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「管
理者ユーザー ID」の値。81 ページの表 3-2 を参照

管理者パスワード
AS_ADMIN_PASSWORD

Application Server 管理者のパスワード

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「管
理者パスワード」の値。81 ページの表 3-2 を参照

管理サーバーポート
AS_ADMIN_PORT

Application Server の管理サーバーが接続を待機す
るポート

デフォルト値は 4848

HTTP サーバーポート
AS_HTTP_PORT

Application Server が HTTP 接続を待機するポート

デフォルト値は 80デフォルトポートが使用中の場
合、インストーラにより別の値が表示される
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Communications Express の設定
Java Enterprise System インストーラを使用して、Communications Express を設定す

ることはできません。Communications Express は、インストール後に設定する必要が

あります。Communication Express の設定方法については、第 7 章「インストール後

の設定と起動」を参照してください。

Directory Server の設定
インストール時に、Directory Server について次の情報を指定する必要があります。

• 管理情報

• サーバー設定情報

• Directory Server 設定情報

• データの格納場所の情報

• データ取り込み情報

Directory Server: 管理情報

表 3-6 Directory Server の管理に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理者ユーザー ID
DS_ADMIN_USER

設定ディレクトリに対して管理者権限を持つユー
ザー

このユーザーは、サフィックスの作成や削除など、
Directory Server の設定を変更できるが、アクセス
制御の制約を受ける

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「管
理者ユーザー ID」の値。81 ページの表 3-2 を参照

管理者パスワード
DS_ADMIN_PASSWORD

管理者のパスワード

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「管
理者パスワード」の値。81 ページの表 3-2 を参照 

ディレクトリマネージャの DN
DS_DIR_MGR_USER

Directory Server へのすべてのアクセス権を持つ
ユーザーの DN

デフォルト値は cn=Directory Manager
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Directory Server: サーバー設定情報

ディレクトリマネージャパスワー
ド
DS_DIR_MGR_PASSWORD

ディレクトリマネージャのパスワード

デフォルト値は存在しない

表 3-7 Directory Server のサーバーに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

サーバー識別子
DS_SERVER_IDENTIFIER

管理コンソールで Directory Server のインスタンス
を識別する名前

名前は、Solaris のファイル命名規則に準拠している
必要がある。ピリオドや空白文字は使用できない

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「ホ
スト名」の値 (CMN_HOST_NAME)。81 ページの表 3-2 
を参照

サーバーポート
DS_SERVER_PORT

Directory Server がクライアント接続を待機する
ポート

デフォルト値は 389

サフィックス
DS_SUFFIX

このインスタンスによって管理される初期ディレク
トリサフィックス

デフォルト値は、現在のホストの完全修飾ドメイン
名のセグメントから構成される。たとえば、インス
トール先が siroe.sub1.example.com の場合、デ
フォルト値は dc=sub1,dc=example,dc=com となる

管理ドメイン
DS_ADM_DOMAIN

Directory Server のこのインスタンスの管理ドメイ
ンの名前

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「DNS ドメイン名」の値 (CMN_DOMAIN_NAME) とな
る。81 ページの表 3-2 を参照

システムユーザー
DS_SYSTEM_USER

Directory Server プロセスの実行に適用されるユー
ザー ID

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「シ
ステムユーザー」の値。81 ページの表 3-2 を参照 

表 3-6 Directory Server の管理に関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Directory Server: Directory Server 設定情報
この Directory Server インスタンスの設定データは、この Directory Server インスタン

ス、または別のマシン上の既存の Directory Server インスタンスに格納できます。こ

のインスタンスに設定データを格納する場合は、次の表の 初の質問に対してだけ情
報を指定します。別のインスタンスに設定データを格納する場合は、次の表に示され
るすべての情報を指定します。

システムグループ
DS_SYSTEM_GROUP

ディレクトリサーバーがユーザーとして実行される
グループ

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「シ
ステムグループ」の値。81 ページの表 3-2 を参照 

表 3-8 Directory Server の Directory Server に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

このサーバーに設定データを保存
します。
このサーバーの設定データをディ
レクトリサーバーの次のインスタ
ンスに保存します。
USE_EXISTING_CONFIG_DIR

Java Enterprise System インストーラがこの 
Directory Server の設定データを格納する場所を、
この Directory Server インスタンスにするか、また
は別のインスタンスにするかを制御するオプショ
ン

状態ファイルで次のいずれかの値を指定する

• 0: ( ゼロ ) この Directory Server インスタンスを
使用する。これがデフォルト値

• 1: 別のインスタンスを使用する

別のインスタンスに設定データを格納する場合は、
この表の他の情報も指定する必要がある。このイ
ンスタンスに設定データを格納する場合は、他の
項目を指定する必要はない

ディレクトリサーバーホスト
CONFIG_DIR_HOST

ホスト名、または設定ディレクトリが存在するホ
ストを解決する値を指定する。設定ディレクトリ
には、管理ドメインに所属する全サーバーの設定
データが保存される

このパラメータは、状態ファイル内でデフォルト
値を持たない。この値は、
USE_EXISTING_CONFIG_DIR に 1 を設定した場合に
だけ指定が必要となる

表 3-7 Directory Server のサーバーに関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Directory Server: データ格納場所に関する設定
情報
ユーザーデータおよびグループデータは、この Directory Server インスタンスまたは

既存のインスタンスに格納できます。次の表に示す設定情報を指定する必要があるの
は、この Directory Server インスタンスのユーザーデータおよびグループデータを別

のインスタンスのユーザーディレクトリに格納する場合だけです。

ディレクトリサーバーポート
CONFIG_DIR_PORT

LDAP 操作で設定ディレクトリへのバインド時に
使用するポート

デフォルト値は 389

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト
値を持たない。この値は、
USE_EXISTING_CONFIG_DIR を 1 に設定した場合に
だけ指定が必要となる

ディレクトリマネージャ の DN
CONFIG_DIR_ADM_USER

Directory Server へのすべてのアクセス権を持つ
ユーザーの DN

デフォルト値は cn=Directory Manager

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト
値を持たない。この値は、
USE_EXISTING_CONFIG_DIR を 1 に設定した場合に
だけ指定が必要となる

ディレクトリマネージャパスワー
ド
CONFIG_DIR_ADM_PASSWD

ディレクトリマネージャのパスワードを指定する

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト
値を持たない。この値は、
USE_EXISTING_CONFIG_DIR を 1 に設定した場合に
だけ指定が必要となる

表 3-8 Directory Server の Directory Server に関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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表 3-9 Directory Server のデータ格納場所に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

このサーバーにユーザー / グルー
プデータを保存します。
ディレクトリサーバーの次のイン
スタンスにユーザー / グループ
データを保存します。
USE_EXISTING_USER_DIR

Java Enterprise System インストーラが、Directory 
Server のユーザーデータおよびグループデータを、
インストール中のインスタンスに格納するか、既存
の Directory Server インスタンスに格納するかを制
御するオプション

別のインスタンスにユーザーデータおよびグループ
データを保存する場合は、この表に記載された追加
情報を指定する必要がある

状態ファイルで次のいずれかの値を指定する

• 0: ( ゼロ ) ユーザーデータおよびグループデー
タをこの Directory Server インスタンスに格納
する。これがデフォルト値

• 1: リモートインスタンスを使用する

ディレクトリサーバーホスト
USER_DIR_HOST

Directory Server がユーザーデータを保存するホス
トを解決するホスト名または値を指定する

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト値
を持たない。この値は、USE_EXISTING_USER_DIR 
を 1 に設定した場合にだけ指定が必要となる

ディレクトリサーバーポート
USER_DIR_PORT

LDAP 操作でユーザーディレクトリへのバインド時
に使用するポート

このポートは、Directory Server の設定で指定した
「ディレクトリサーバーポート」の値と一致する必
要がある。デフォルト値は 389

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト値
を持たない。この値は、USE_EXISTING_USER_DIR 
を 1 に設定した場合にだけ指定が必要となる

ディレクトリマネージャの DN
USER_DIR_ADM_USER

Directory Server へのすべてのアクセス権を持つ
ユーザーの DN

デフォルト値は cn=Directory Manager

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト値
を持たない。この値は、USE_EXISTING_USER_DIR 
を 1 に設定した場合にだけ指定が必要となる
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Directory Server: データ取り込み情報
インストールおよび設定処理を行う際に、Directory Server のユーザーディレクトリを

取り込むことができます。

ディレクトリマネージャパスワー
ド
USER_DIR_ADM_PASSWD

ディレクトリマネージャのパスワード

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト値
を持たない。この値は、USE_EXISTING_USER_DIR 
を 1 に設定した場合にだけ指定が必要となる 

サフィックス
USER_DIR_SUFFIX

ユーザーおよびグループデータを含む Directory 
Server サフィックス。たとえば、
dc=example,dc=com など

この値は、LDAP ツリー内のエントリに対応してい
る必要がある

状態ファイルでは、このパラメータはデフォルト値
を持たない。この値は、USE_EXISTING_USER_DIR 
を 1 に設定した場合にだけ指定が必要となる 

表 3-10 Directory Server のデータ取り込みに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

サンプル組織構造の読み込み
DS_ADD_SAMPLE_ENTRIES

Java Enterprise System インストーラに対し、サン
プルのロールおよびグループを、この Directory 
Server インスタンスの対応するアクセス制御リス
トとともに追加するように指示するオプション

状態ファイルで次のいずれかの値を指定する

• 1: Directory Server にサンプル組織構造を読み
込む

• 0: ( ゼロ ) サンプルデータを読み込まない。こ
れがデフォルト値

表 3-9 Directory Server のデータ格納場所に関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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データの読み込み
DS_POPULATE_DATABASE

Java Enterprise System インストーラに対し、エン
トリを後で別個にロードするのではなく、インス
トールおよび設定処理の一部としてロードするよ
うに指示する

状態ファイルで次のいずれかの値を指定する

• 1: Directory Server にサンプルデータを読み込
む。これがデフォルト値

• 0: ( ゼロ ) サンプルデータを読み込まない。

サンプルデータ、
自分のデータ (LDIF ファイル )、
ファイル名
DS_POPULATE_DATABASE_FILE_NA
ME 

次のオプションのいずれかを指定する

• dir_svr_base/slapd-ServerID/ldif/ 内のサンプ
ル LDIF ファイルからエントリをロードする

• ユーザーが指定した LDIF ファイルからエント
リをロードする。このオプションを選択する場
合は、ファイル名を入力する必要がある

状態ファイルで次のいずれかを選択する

• パラメータ値には何も入力せずに、サンプル
ファイルからエントリをロードする

• 完全修飾ファイル名を指定して、そのファイル
からエントリをロードする

スキーマチェックを無効にして
データインポートを高速化する
DS_DISABLE_SCHEMA_CHECKING

Java Enterprise System インストーラに対し、エン
トリが既知のスキーマに従っているかどうかを
チェックせずにサンプルデータをロードするよう
に指示するオプション

スキーマチェックを有効にすると、既知のスキー
マに従っている場合にのみ、ロードされたエント
リを変更できる。スキーマチェックを無効にする
場合は、インストール後に矛盾を解決することを
予定に入れておく必要がある

状態ファイルで次のいずれかの値を指定する

• 1: スキーマチェックを無効にする

• 0: ( ゼロ ) スキーマチェックを有効にする。こ
れがデフォルト値

表 3-10 Directory Server のデータ取り込みに関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Directory Proxy Server の設定
インストール時に、Directory Proxy Server について次の情報を指定する必要がありま

す。

• ポート選択の情報

いずれかのバージョンの管理サーバーがすでにインストールされているマシンに 
Directory Proxy Server をインストールする場合は、インストーラに次の情報も指定す

る必要があります。

• 管理サーバーのルート情報

Directory Proxy Server: ポート選択の情報

Directory Proxy Server: サーバールート情報
管理サーバーがすでにインストールされている場合に限り、インストーラは次の表に
記載されている情報を要求します。

表 3-11 Directory Proxy Server のポート選択に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ディレクトリプロキシサーバーポート
DPS_PORT

Directory Proxy Server がクライアント接続を
待機するポート

デフォルト値は 489

表 3-12 Directory Proxy Server のサーバールートに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理サーバールートディレクトリ
DPS_SERVERROOT

DPS のこのインスタンスの管理サーバー設定デー
タが格納されているファイルシステムディレクト
リ

このディレクトリは、管理サーバーの「サーバー
ルート」の値 (ADMINSERV_ROOT) に関連している。
82 ページの表 3-3 を参照

この値の形式は、ローカルファイルシステムの完
全修飾パス名

デフォルト値は存在しない
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Identity Server の設定
Java Enterprise System インストーラは、Identity Server の次のサブコンポーネントの

インストールをサポートします。

• アイデンティティ管理とポリシーサービスコア

• Identity Server 管理コンソール

• 連携管理の共有ドメインサービス

• Identity Server SDK

インストールするサブコンポーネントが異なると、インストーラに指定する情報も異
なります。詳細は次の表を参照してください。この表には、関連情報を参照できる表
の参照先も記載されています。

注 アイデンティティ管理とポリシーサービスコアの一部として Identity 
Server SDK は自動的にインストールされますが、リモートマシンに個別に
インストールすることもできます。Identity Server SDK の個別のインス
トールについては、109 ページの「Identity Server SDK の設定」を参照し
てください。

表 3-13 Identity Server のサブコンポーネントのインストールに必要な情報

インストールするコンポーネント 必要な情報 参照先

アイデンティティ管理とポリシー
サービスコア

Web コンテナ情報 96 ページの「Identity 
Server: Web コンテナ情
報」

Directory Server 情報 106 ページの表 3-22

作成されたディレクト
リの情報

107 ページの表 3-23 およ
び 108 ページの表 3-24

連携管理の共有ドメインサービス サービス情報 100 ページの表 3-17

Identity Server 管理コンソール 管理情報 95 ページの表 3-14

サービス情報 100 ページの表 3-17
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Identity Server: 管理情報
Identity Server の管理コンソールをインストールする場合、インストーラは次の情報

を要求します。

表 3-14 Identity Server 用の管理に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理者ユーザー ID
IS_ADMIN_USER_ID

Identity Server の 上位管理者。このユーザーは、
Identity Server が管理するすべてのエントリに対
するすべてのアクセス権を持つ

デフォルト名の amadmin を変更することはできな
い。これにより、Identity Server 管理者のロールお
よび権限の作成と Directory Server へのマッピング
が正しく行われることが保証されるため、ユーザー
はインストール後すぐに Identity Server にログオン
できる

管理者パスワード
IS_ADMINPASSWD

amadmin ユーザーのパスワード。パスワードは 8 文
字以上で指定する必要がある

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した「管
理者パスワード」の値 (CMN_ADMIN_PASSWORD)。81 
ページの表 3-2 を参照

LDAP ユーザー ID
IS_LDAP_USER

LDAP サービス、Membership サービス、および 
Policy サービスに対するバインド DN ユーザー。こ
のユーザーは、ディレクトリサーバーのすべてのエ
ントリに対する読み取りおよび検索アクセス権を持
つ

デフォルトユーザー名の amldapuser は変更できな
い

LDAP パスワード
IS_LDAPUSERPASSWD

amldapuser ユーザーのパスワード。このパスワー
ドを amadmin ユーザーのパスワードと同じにするこ
とはできない。有効な任意の Directory Service パス
ワードを指定できる
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Identity Server: Web コンテナ情報
Identity Server のアイデンティティ管理およびポリシーサービスコアの各サブコン

ポーネントは、Web Server または Application Server で稼動します。インストーラが

必要とする情報は、Web コンテナの種類によって異なります。

• Web Server の場合は、97 ページの「Web コンテナ情報 : Web Server で稼動する 
Identity Server」を参照してください。

• Application Server の場合は、98 ページの「Web コンテナ情報 : Application 
Server で稼動する Identity Server」を参照してください。

パスワードの暗号鍵
AM_ENC_PWD

Identity Server がユーザーパスワードの暗号化に使
用する文字列

対話式インストーラは、デフォルトのパスワード暗
号化鍵を生成する。デフォルト値を受け入れること
も、J2EE 乱数発生関数の生成する任意の鍵を指定す
ることもできる。Identity Server のインストール時
にプロパティファイルが更新され、
am.encryption.pwd プロパティがこの値に設定され
る。プロパティファイルは /is_svr_base/SUNWam/
lib/AMConfig.properties で、IS_svr_base のデ
フォルト値は /opt である

Identity Server のサブコンポーネントはすべて、ア
イデンティティ管理およびポリシーサービスコアが
使用するのと同じ暗号化鍵を使用する必要がある。
Identity Server のサブコンポーネントを複数のシス
テム間で配布し、管理コンソールまたは連携管理の
共有ドメインサービスをインストールする場合、コ
アのインストールで生成された am.encryption.pwd 
の値をコピーし、このフィールドにペーストする

状態ファイルのデフォルトは LOCK。任意の文字の組
み合わせを使用できる

表 3-14 Identity Server 用の管理に関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Web コンテナ情報 : Web Server で稼動する Identity Server
表 3-15 は、Web Server が Identity Server のアイデンティティ管理およびポリシー

サービスコアサブコンポーネントの Web コンテナである場合に、インストーラに指定

する必要のある情報を示しています。

表 3-15 Identity Server と Web Server を連動させる場合の Web コンテナの設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ホスト名
IS_WS_HOST_NAME

ホストの完全修飾ドメイン名

たとえば、このホストが siroe.example.com の場
合、値は siroe.example.com となる

デフォルト値は、現在のホストの完全修飾ドメイ
ン名

Web サーバーポート
IS_WS_INSTANCE_PORT

Web Server が HTTP 接続に対して待機するポート

デフォルト値は 80

このインストーラセッションで Web Server をイン
ストールする場合、デフォルト値は「Web サー
バーポート」の値 (WS_INSTANCE_PORT) となる。
144 ページの表 3-59 を参照

Web サーバーインスタンスディレ
クトリ
IS_WS_INSTANCE_DIR

Web Server インスタンスのインストール先ディレ
クトリへのパス。パスの構文は次のとおり

web_svr_base/https-web-server-instance-name

例 :/opt/SUNWwbsvr/https-myinstance

このインストーラセッションで Web Server をイン
ストールする場合、web_svr_base のデフォルト値
は Web Server のインストールディレクトリ ( デ
フォルトでは /opt/SUNWwbsvr) となる

ドキュメントルートディレクトリ
IS_WS_DOC_DIR

Web Server がコンテンツドキュメントを格納する
ディレクトリ

このインストーラセッションで Web Server をイン
ストールする場合、デフォルト値は Web Server の
「ドキュメントルートディレクトリ」の値 
(WS_INSTANCE_CONTENT_ROOT) となる。144 ページ
の表 3-59 を参照

Web Server をインストールしない場合、デフォル
トの場所は web_svr_base/docs となる。
web_svr_base のデフォルト値は /opt/SUNWwbsvr
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Web コンテナ情報 : Application Server で稼動する Identity Server
表 3-16 は、Identity Server のアイデンティティ管理およびポリシーサービスコアサブ

コンポーネントの Web コンテナが Application Server である場合に、インストーラに

指定する必要のある情報を示しています。

セキュアサーバーインスタンス
ポート
IS_SERVER_PROTOCOL

Web Server のインスタンスのポートがセキュリ
ティ保護されたポートであるかどうかを指定する。
セキュリティ保護されたポートでは、HTTPS プロ
トコルが使用される。セキュリティ保護されてい
ないポートでは、HTTP が使用される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は http

表 3-16 Identity Server と Application Server を連動させる場合の Web コンテナの設
定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

インストールディレクトリ
IS_APPSERVERBASEDIR

Application Server のインストール先ディレクトリ
へのパス

Application Server をインストールする場合、この
値のデフォルト値は Application Server のイン
ストールディレクトリに指定した値となる

デフォルト値は /opt/SUNWappserver7

設定ディレクトリ
IS_AS_CONFIG_DIR

Application Server インスタンスの設定ファイルを
含むディレクトリへのパス

デフォルト値は /etc/opt/SUNWappserver7

Identity Server 実行時インスタン
ス
IS_IAS7INSTANCE

Identity Server を実行する Application Server イン
スタンスの名前

デフォルト値は server1

インスタンスディレクトリ
IS_IAS7INSTANCEDIR

Application Server がインスタンスのファイルを格
納するディレクトリへのパス

デフォルト値は /var/opt/SUNWappserver7/
domains/domain1/server1

表 3-15 Identity Server と Web Server を連動させる場合の Web コンテナの設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Identity Server インスタンスポー
ト
IS_IAS7INSTANCE_PORT

Application Server がインスタンスへの接続を待機
するポート

デフォルト値は 80 

ドキュメントルート
IS_SUNAPPSERVER_DOCS_DIR

Application Server がコンテンツドキュメントを格
納するディレクトリ

Portal Server を同じインストーラセッション内で
インストールする場合にのみ、このフィールドが
表示される

デフォルトのドキュメントルートは、
IS_IAS7INSTANCEDIR によって指定されるインス
タンスディレクトリの 後に /docroot を追加し
た値となる

管理者ユーザー ID
IS_IAS7_ADMIN

Application Server 管理者のユーザー ID

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「管理者ユーザー ID」の値。81 ページの表 3-2 を
参照 

管理者パスワード
IS_IAS7_ADMINPASSWD

Application Server 管理者のパスワード

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「管理者のユーザーパスワード」の値。81 ページ
の表 3-2 を参照 

管理ポート
IS_IAS7_ADMINPORT

Application Server の管理サーバーが接続を待機す
るポート

デフォルト値は 4848

セキュアサーバーインスタンス
ポート
IS_SERVER_PROTOCOL

「インスタンスポート」の値 
(IS_IAS7INSTANCE_PORT) がセキュリティ保護され
ているポートを参照するかどうかを指定する。セ
キュリティ保護されたポートでは、HTTPS プロト
コルが使用される。セキュリティ保護されていな
いポートでは、HTTP が使用される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は http

表 3-16 Identity Server と Application Server を連動させる場合の Web コンテナの設
定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Identity Server: サービス情報
Identity Server のサブコンポーネントが異なる場合、インストーラに指定する Identity 
Server サービスの情報も異なります。表 3-17 示すように、インストール済みのコン

ポーネントによっても要件が異なります。

セキュリティ保護された管理サー
バーポート
ASADMIN_PROTOCOL

「管理ポート」の値 (IS_IAS7_ADMINPORT) がセ
キュリティ保護されたポートであるかどうかを指
定する。セキュリティ保護されたポートでは、
HTTPS プロトコルが使用される。セキュリティ保
護されていないポートでは、HTTP が使用される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は http 

表 3-17 Identity Server とサービスの組み合わせ

インストールするサブコンポーネント インストールされているサブコ

ンポーネント

参照先

アイデンティティ管理とポリシーサー
ビスコア、および Identity Server 管理
コンソール
Identity Server 管理コンソール

Identity Server のコンポー
ネントはインストールされ
ていない

例 1、表 3-18

Identity Server 管理コンソールのみ アイデンティティ管理とポ
リシーサービスコア

例 2、表 3-19

Identity Server 管理コンソールのみ Identity Server のコンポー
ネントはインストールされ
ていない

例 3、表 3-20

連携管理の共有ドメインサービスのみ アイデンティティ管理とポ
リシーサービスコア

例 4、表 3-21

表 3-16 Identity Server と Application Server を連動させる場合の Web コンテナの設
定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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例 1
表 3-18 は、アイデンティティ管理、ポリシーサービスコア、および Identity Server 管
理コンソールサブコンポーネントのインストール時に、インストーラに指定するサー
ビス情報を示しています。

この例では、新規コンソールを配備するか、配備済みのコンソールを使用できます。
「説明」列に示すように、新規コンソールを配備する場合は表 3-18 の一部の情報は必

要ありません。

表 3-18 Identity Server のサービスに関する設定情報 ( 例 1)

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ホスト名
IS_SERVER_HOST

インストール先のシステムの完全修飾ドメイン名

デフォルト値は、ローカルシステムの完全修飾ド
メイン名 

サービス配備 URI
SERVER_DEPLOY_URI 

アイデンティティ管理およびポリシーサービスコ
アサブコンポーネントに関連する HTML ページ、
クラス、および JAR ファイルにアクセスするため
の URI (Uniform Resource Identifier) プレフィック
ス

デフォルト値は amserver。先頭にスラッシュを入
力してはならない

共通ドメイン配備 URI
CDS_DEPLOY_URI

Web コンテナ上の共通ドメインサービスにアクセ
スするための URI プレフィックス

デフォルト値は amcommon。先頭にスラッシュを入
力してはならない
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クッキードメイン
COOKIE_DOMAIN_LIST 

Identity Server がユーザーにセッション ID を付与
する場合にブラウザに返す、信頼できる DNS ドメ
インの名前

この値は、example.com などの単一の 上位ドメ
インに限定することができる。この場合、セッ
ション ID で example.com のすべてのサブドメイ
ンの認証が得られる

また、.corp.example.com,.sales.example.com 
のように、コンマで区切ってサブドメインを指定
することもできる。この場合、セッション ID でリ
スト内のすべてのサブドメインの認証が得られる

リスト内の各ドメインの先頭に、ドット (.) を指定
する必要がある

デフォルト値は、現在のドメインにプレフィック
スとしてドット (.) を付加した値となる

管理コンソール
新しいコンソールの配備と既存の
コンソールの使用
USE_DSAME_SERVICES_WEB
_CONTAINER

Identity Server がインストールされるホストの 
Web コンテナにコンソールを配備するには、新規
コンソールの配備を選択する。別のホストに配備
されている既存のコンソールを使用するには、既
存コンソールの使用を選択する

どちらの場合も、コンソール配備 URI とパスワー
ド配備 URI を指定する。既存のコンソールを使用
する場合は、コンソールホスト名とコンソール
ポートも指定する必要がある

状態ファイルでは、新規コンソールを配備する場
合は true、既存コンソールを使用する場合は 
false を指定する

コンソール配備 URI
CONSOLE_DEPLOY_URI

Identity Server 管理コンソールサブコンポーネント
に関連する HTML ページ、クラス、および JAR 
ファイルにアクセスするための URI プレフィック
ス

デフォルト値は amconsole。先頭にスラッシュを
入力してはならない

パスワード配備 URI
PASSWORD_SERVICE_DEPLOY_URI

Identity Server を実行する Web コンテナが使用す
る、ユーザー指定の文字列と対応する配備済みア
プリケーション間のマッピングを決定する URI

デフォルト値は ampassword。先頭にスラッシュを
入力してはならない

表 3-18 Identity Server のサービスに関する設定情報 ( 例 1) ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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例 2
表 3-19 は、次の両方の条件が真である場合にインストーラに指定するサービス情報を

示しています。

• Identity Server 管理コンソールサブコンポーネントのみをインストールする

• アイデンティティ管理およびポリシーサービスコアサブコンポーネントが、すで
に同一のホストにインストールされている

コンソールホスト名
CONSOLE_HOST

既存のコンソールをホストするサーバーの完全修
飾ドメイン名

コンソールを新たに配備する場合は、この値を指
定する必要はない。グラフィカルインストール
モードでは、既存のコンソールを使用する場合の
み、このフィールドを編集できる

デフォルト値には、「ホスト」に指定した値 
(IS_SERVER_HOST)、ドット、および共通サーバー
設定で指定した「DNS ドメイン名」の値が含まれ
る。81 ページの表 3-2 を参照

たとえば、ホストが siroe、ドメインが 
example.com であれば、デフォルト値は 
siroe.example.com となる

コンソールポート
CONSOLE_PORT

既存のコンソールが接続を待機するポート。0 ～ 
65535 の範囲内で、有効かつ未使用の任意のポート
番号を使用できる

コンソールを新たに配備する場合は、この値を指
定する必要はない。グラフィカルインストール
モードでは、既存のコンソールを使用する場合の
み、このフィールドを編集できる

デフォルト値は、次のいずれかの Web コンテナ
ポートで指定した値となる

• 「Web サーバーポート」
(IS_WS_INSTANCE_PORT)。97 ページの表 3-15 
の定義を参照 

• 「Identity Server インスタンスポート」
(IS_IAS7INSTANCE_PORT)。98 ページの表 3-16 
の定義を参照

表 3-18 Identity Server のサービスに関する設定情報 ( 例 1) ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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例 3
表 3-20 は、次の両方の条件が真である場合にインストーラに指定するサービス情報を

示しています。

• Identity Server 管理コンソールサブコンポーネントのみをインストールする

• アイデンティティ管理およびポリシーサービスコアサブコンポーネントが、異な
るホストにインストールされている

表 3-19 Identity Server のサービスに関する設定情報 ( 例 2)

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

コンソール配備 URI
CONSOLE_DEPLOY_URI

Identity Server 管理コンソールサブコンポーネン
トに関連する HTML ページ、クラス、および JAR 
ファイルにアクセスするための URI (Uniform 
Resource Identifier) プレフィックス

デフォルト値は amconsole。先頭にスラッシュを
入力してはならない

パスワードサービス配備 URI
PASSWORD_SERVICE_DEPLOY_URI

Identity Server を実行する Web コンテナが使用す
る、ユーザー指定の文字列と対応する配備済みア
プリケーション間のマッピングを決定する URI

デフォルト値は ampassword。先頭にスラッシュ
を入力してはならない

表 3-20 Identity Server のサービスに関する設定情報 ( 例 3)

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

Identity Server 管理コンソールを実行するための Web コンテナ

コンソールホスト名
CONSOLE_HOST

インストール先のシステムの完全修飾ドメイン名 

コンソール配備 URI
CONSOLE_DEPLOY_URI

Identity Server 管理コンソールサブコンポーネン
トに関連する HTML ページ、クラス、および JAR 
ファイルにアクセスするための URI (Uniform 
Resource Identifier) プレフィックス

デフォルト値は amconsole。先頭にスラッシュを
入力してはならない

パスワードサービス配備 URI
PASSWORD_SERVICE_DEPLOY_URI 

パスワードサービス用の配備 URI

デフォルト値は ampassword。先頭にスラッシュを
入力してはならない
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Identity Server サービスを実行するための Web コンテナ

サービスホスト
IS_SERVER_HOST 

アイデンティティ管理およびポリシーサービスコ
アサブコンポーネントのインストール先ホストの
完全修飾ドメイン名

デフォルト値は、このホストの完全修飾ドメイン
名。デフォルト値は指定形式を示す例としてだけ
用い、正しいリモートホスト名を指定する必要が
ある

状態ファイルでは、リモートホストの完全修飾ド
メイン名を指定する

ポート
CONSOLE_PORT

アイデンティティ管理およびポリシーサービスコ
アサブコンポーネントが接続を待機するポート。
このポートは、Web コンテナが使用する HTTP 
ポートまたは HTTPS ポートである

サービス配備 URI
SERVER_DEPLOY_URI

アイデンティティ管理およびポリシーサービスコ
アサブコンポーネントに関連する HTML ページ、
クラス、および JAR ファイルにアクセスするため
の URI プレフィックス

デフォルト値は amserver。先頭にスラッシュを入
力してはならない

クッキードメイン
COOKIE_DOMAIN_LIST

Identity Server がユーザーにセッション ID を付与
する場合にブラウザに返す、信頼できる DNS ドメ
インの名前

この値を、example.com などの単一の 上位ドメ
インに限定できる。この場合、セッション ID で 
example.com のすべてのサブドメインの認証が得
られる

また、.corp.example.com,.sales.example.com 
のように、コンマで区切ってサブドメインを指定
することもできる。この場合、セッション ID でリ
スト内のすべてのサブドメインの認証が得られる

各ドメインの先頭に、ドット (.) を指定する必要が
ある

デフォルト値は、現在のドメインにプレフィック
スとしてドット (.) を付加した値となる 

表 3-20 Identity Server のサービスに関する設定情報 ( 例 3) ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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例 4
表 3-21 は、連携管理サブコンポーネントの共有ドメインサービスのみをインストール

する場合に、インストーラに指定するサービス情報を示しています。

Identity Server: ディレクトリサーバー情報
アイデンティティ管理およびポリシーサービスコアをインストールする場合に、イン
ストーラに指定する情報は次のとおりです。

表 3-21 Identity Server のサービスに関する設定情報 ( 例 4)

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

共通ドメイン配備 URI
CDS_DEPLOY_URI

Web コンテナ上の共通ドメインサービスにアクセ
スするための URI プレフィックス

デフォルト値は amcommon。先頭にスラッシュを入
力してはならない

表 3-22 Identity Server 用の Directory Server の設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ディレクトリサーバーホスト
IS_DS_HOSTNAME

Directory Server が存在するホストを決定するホス
ト名または値

デフォルト値は、ローカルマシンの完全修飾ドメ
イン名。たとえば、ローカルマシンが 
siroe.example.com の場合、デフォルト値は 
siroe.example.com となる

ディレクトリサーバーポート
IS_DS_PORT

Directory Server がクライアント接続を待機する
ポート

デフォルト値は 389

Identity Server ディレクトリルー
トサフィックス
IS_ROOT_SUFFIX

Identity Server ルートサフィックスとして設定する
識別名 (DN)

デフォルト値は、このホストの完全修飾ホスト名
からホスト名を除いた値に基づく。たとえば、こ
のホストが siroe.subdomain.example.com の場
合、値は dc=subdomain,dc=example,dc=com とな
る
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Identity Server: プロビジョニングされている
ディレクトリの情報
プロビジョニングされたディレクトリの設定に必要な情報は、インストーラがマシン
内でプロビジョニングされた既存ディレクトリを検出するかどうかによって異なりま
す。

インストーラは、状態ファイルの生成時にプロビジョニングされた既存ディレクトリ
を検出すると、状態ファイルに IS_EXISTING_DIT_SCHEMA=y を書き込みます。プロビ

ジョニングされた既存ディレクトリを検出しないと、インストーラは状態ファイルに
　IS_EXISTING_DIT_SCHEMA=n を書き込みます。

プロビジョニングされた既存ディレクトリが検出された場合

インストーラがプロビジョニングされた既存ディレクトリを検出した場合は、次の情
報を指定します。

ディレクトリマネージャ の DN
IS_DIRMGRDN

Directory Server へのすべてのアクセス権を持つ
ユーザーの DN

デフォルト値は cn=Directory Manager

ディレクトリマネージャパスワー
ド
IS_DIRMGRPASSWD

ディレクトリマネージャのパスワード

表 3-23 Identity Server のプロビジョニングされた既存ディレクトリに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ユーザーネーミング属性
IS_USER_NAMING_ATTR 

プロビジョニングされたディレクトリ内でユー
ザーに対して使用されるネーミング属性

デフォルト値は uid

表 3-22 Identity Server 用の Directory Server の設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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プロビジョニングされた既存ディレクトリが検出されない場合

インストーラがプロビジョニングされた既存ディレクトリを検出しない場合、プロビ
ジョニングされた既存ディレクトリを使用するかどうかを選択できます。次の表の
初の質問に対して Yes を指定した場合、表に記載されている残りの質問に対しても情

報を指定する必要があります。

表 3-24 Identity Server のプロビジョニングされた既存ディレクトリが検出されない
場合の設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ディレクトリサーバーにユーザーデー
タが準備されていますか ? 
IS_LOAD_DIT

プロビジョニングされた既存ディレクトリを
使用するかどうかを指定する

デフォルト値は No

状態ファイルの値として指定できる値は、y ま
たは n。デフォルト値は n 

組織マーカーオブジェクトクラス
IS_ORG_OBJECT_CLASS

プロビジョニングされた既存ディレクトリ内
で組織に対して定義されているオブジェクト
クラス

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に
設定した場合にだけ使用される

デフォルト値は SunISManagedOrganization 

組織ネーミング属性
IS_ORG_NAMING_ATTR

プロビジョニングされている既存ディレクト
リ内で組織の定義に使用されるネーミング属
性

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に
設定した場合にだけ使用される

デフォルト値は o

ユーザーマーカーオブジェクトクラス
IS_USER_OBJECT_CLASS

プロビジョニングされた既存ディレクトリ内
でユーザーに対して定義されているオブジェ
クトクラス

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に
設定した場合にだけ使用される

デフォルト値は inetorgperson
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Identity Server SDK の設定
Identity Server のサブコンポーネントであるアイデンティティ管理とポリシーサービ

スコアをインストールすると、Identity Server SDK が自動的にインストールされま

す。Identity Server SDK は、Identity Server コアサービスから離れたリモートマシン

にも独立したコンポーネントとしてインストールできます。

Identity Server SDK を独立したコンポーネントとしてインストールする場合は、次の

情報を指定する必要があります。

• 管理情報

• Directory Server 情報

• プロビジョニングされているディレクトリの情報

• Web コンテナ情報

Identity Server SDK をインストールする前に、リモートマシンに Identity Server コア

サービスをインストールし、稼動しておく必要があります。このインストールの実行
中に指定する Web コンテナの情報と Directory Server の設定情報は、Identity Server 
コアサービスの Web コンテナ情報および Directory Server 設定情報と一致している必

要があります。

ユーザーネーミング属性
IS_USER_NAMING_ATTR

プロビジョニングされた既存ディレクトリ内
でユーザーに対して使用されるネーミング属
性

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に
設定した場合にだけ使用される

デフォルト値は uid

注 インストーラは、Web コンテナと Directory Server に関する情報を要求す
るときに、ローカルホストの設定に基づいてデフォルト値を表示します。

デフォルト値は形式の例としてだけ使用し、これらの値をそのまま適用し
ないでください。ここでは、デフォルト値の代わりに、正しいリモート情
報を指定する必要があります。

表 3-24 Identity Server のプロビジョニングされた既存ディレクトリが検出されない
場合の設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Identity Server SDK: 管理情報
Identity Server SDK だけをインストールする場合、インストーラは次の管理情報を要

求します。

表 3-25 Identity Server SDK 用の管理に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理者ユーザー ID
IS_ADMIN_USER_ID

Identity Server の 上位管理者。このユーザーは、
Identity Server が管理するすべてのエントリに対す
るすべてのアクセス権を持つ

デフォルト名の amadmin を変更することはできな
い。これにより、Identity Server 管理者のロールお
よび権限の作成と Directory Server へのマッピング
が正しく行われることが保証されるため、ユー
ザーはインストール後すぐに Identity Server にロ
グオンできる

管理者パスワード
IS_ADMINPASSWD

amadmin ユーザーのパスワード。パスワードは 8 
文字以上で指定する必要がある

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「管理者パスワード」の値 (CMN_ADMIN_PASSWORD)。

81 ページの表 3-2 を参照

LDAP ユーザー ID
IS_LDAP_USER

LDAP サービス、Membership サービス、および 
Policy サービスに対するバインド DN ユーザー。
このユーザーは、ディレクトリサーバーのすべて
のエントリに対する読み取りおよび検索アクセス
権を持つ

デフォルトユーザー名の amldapuser は変更できな
い

LDAP パスワード
IS_LDAPUSERPASSWD

amldapuser ユーザーのパスワード。このパスワー
ドを amadmin ユーザーのパスワードと同じにする
ことはできない。有効な任意の Directory Service 
パスワードを指定できる

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する
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Identity Server SDK: ディレクトリサーバー情報
Identity Server のサブコンポーネントなしで Identity Server SDK をインストールする

場合、インストーラは Directory Server に関する次の情報を要求します。

パスワードの暗号鍵
AM_ENC_PWD

Identity Server がユーザーパスワードの暗号化に使
用する文字列

Identity Server のサブコンポーネントはすべて、ア
イデンティティ管理およびポリシーサービスコア
が使用するのと同じ暗号化鍵を使用する必要があ
る。Identity Server SDK の暗号化鍵を指定するに
は、コアのインストール時に生成される 
am.encryption.pwd の値をコピーし、このフィー
ルドにペーストする

状態ファイルのデフォルトは LOCK。任意の文字の
組み合わせを使用できる

表 3-26 Identity Server SDK 用の Directory Server の設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ディレクトリサーバーホスト
IS_DS_HOSTNAME

Directory Server が存在するホストを決定するホ
スト名または値

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

ディレクトリサーバーポート
IS_DS_PORT

Directory Server がクライアント接続を待機す
るポート

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

表 3-25 Identity Server SDK 用の管理に関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Identity Server ディレクトリルート
サフィックス
IS_ROOT_SUFFIX

Directory Server のインストール時に Identity 
Server のルートサフィックスとして指定した識別
名 (DN)。ルートサフィックスは、Identity Server 
によって管理されるディレクトリの一部を示す

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

デフォルト値は、このホストの完全修飾ホスト名
からホスト名を除いた値に基づく。たとえば、こ
のホストが siroe.subdomain.example.com の場
合、値は dc=subdomain,dc=example,dc=com と
なる

デフォルト値は、形式を示す例としてだけ利用す
る

ディレクトリマネージャ の DN
IS_DIRMGRDN

Directory Server へのすべてのアクセス権を持つ
ユーザーの DN

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

デフォルト値は cn=Directory Manager

ディレクトリマネージャパスワード
IS_DIRMGRPASSWD

ディレクトリマネージャのパスワード

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

表 3-26 Identity Server SDK 用の Directory Server の設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Identity Server SDK: プロビジョニングされてい
るディレクトリの情報
プロビジョニングされたディレクトリの設定に必要な情報は、インストーラがマシン
内でプロビジョニングされた既存ディレクトリを検出するかどうかによって異なりま
す。

インストーラは、状態ファイルの生成時にプロビジョニングされた既存ディレクトリ
を検出すると、状態ファイルに IS_EXISTING_DIT_SCHEMA=y を書き込みます。プロビ

ジョニングされた既存ディレクトリを検出しないと、インストーラは状態ファイルに 
IS_EXISTING_DIT_SCHEMA=n を書き込みます。

プロビジョニングされた既存ディレクトリが検出された場合

インストーラがプロビジョニングされた既存ディレクトリを検出した場合は、次の情
報を指定します。

プロビジョニングされた既存ディレクトリが検出されない場合

インストーラがプロビジョニングされた既存ディレクトリを検出しない場合、プロビ
ジョニングされた既存ディレクトリを使用するかどうかを選択できます。次の表の
初の質問に対して Yes を指定した場合、表に記載されている残りの質問に対しても情

報を指定する必要があります。

表 3-27 Identity Server SDK のプロビジョニングされた既存ディレクトリに関する設
定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ユーザーネーミング属性
IS_USER_NAMING_ATTR 

プロビジョニングされたディレクトリ内でユー
ザーに対して使用されるネーミング属性

デフォルト値は uid

表 3-28 Identity Server SDK のプロビジョニングされた既存ディレクトリが検出され
ない場合の設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ディレクトリサーバーにユーザー
データが準備されていますか ? 
IS_LOAD_DIT

プロビジョニングされた既存ディレクトリを使用
するかどうかを指定する

デフォルト値は No

状態ファイルの値として指定できる値は、y または 
n。デフォルト値は n 
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組織マーカーオブジェクトクラス
IS_ORG_OBJECT_CLASS

プロビジョニングされた既存ディレクトリ内で組
織に対して定義されているオブジェクトクラス

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に設定
した場合にだけ使用される

デフォルト値は SunISManagedOrganization 

組織ネーミング属性
IS_ORG_NAMING_ATTR

プロビジョニングされている既存ディレクトリ内
で組織の定義に使用されるネーミング属性

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に設定
した場合にだけ使用される

デフォルト値は o

ユーザーマーカーオブジェクトク
ラス
IS_USER_OBJECT_CLASS

プロビジョニングされた既存ディレクトリ内で
ユーザーに対して定義されているオブジェクトク
ラス

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に設定
した場合にだけ使用される

デフォルト値は inetorgperson

ユーザーネーミング属性
IS_USER_NAMING_ATTR

プロビジョニングされた既存ディレクトリ内で
ユーザーに対して使用されるネーミング属性

この値は、この表の 初の項目の値を Yes に設定
した場合にだけ使用される

デフォルト値は uid

表 3-28 Identity Server SDK のプロビジョニングされた既存ディレクトリが検出され
ない場合の設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Identity Server SDK: Web コンテナ情報
Identity Server SDK だけをインストールする場合、インストーラは Web コンテナに関

する次の情報を要求します。

表 3-29 Identity Server SDK 用の Web コンテナに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ホスト
IS_WS_HOST_NAME (Web Server)

Identity Server コアサービスを実行する Web コン
テナのホスト名。リモートマシンに Identity Server 
をインストールするときに指定した値を使用する

デフォルト値は存在しない

サービス配備 URI
SERVER_DEPLOY_URI

Identity Server に関連する HTML ページ、クラス、
および JAR ファイルにアクセスするための URI プ
レフィックス

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

デフォルト値は amserver。先頭にスラッシュを入
力してはならない

クッキードメイン
COOKIE_DOMAIN_LIST

Identity Server がユーザーにセッション ID を付与
する場合にブラウザに返す、信頼できる DNS ドメ
インの名前

リモートマシン上の Identity Server が使用する値
と同じ値を設定する

デフォルト値は、現在のドメインにプレフィック
スとしてドット (.) を付加した値となる

サービスポート
IS_WS_INSTANCE_PORT (Web 
Server)
IS_IAS7INSTANCE_PORT 
(Application Server)

Identity Server コアサービスを実行する Web コン
テナインスタンスのポート番号。Identity Server コ
アサービスのインストール時に指定したポート番
号を使用する

Sun Java System Web Server と Sun Java System 
Application Server はどちらもデフォルトポート番
号として 80 を使用する
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Instant Messaging の設定
Java Enterprise System インストーラを使用して、Instant Messaging を設定すること

はできません。Instant Messaging の設定については、第 7 章「インストール後の設定

と起動」を参照してください。

Message Queue の設定
Java Enterprise System インストーラを使用して、Message Queue を設定することは

できません。Message Queue の設定については、第 7 章「インストール後の設定と起

動」を参照してください。

Messaging Server の設定
Java Enterprise System インストーラを使用して、Messaging Server を設定することは

できません。Messaging Server の設定については、第 7 章「インストール後の設定と

起動」を参照してください。

Portal Server の設定
インストール時に、Portal Server について次の情報を指定する必要があります。

• Web コンテナ情報

• 配備情報
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Portal Server: Web コンテナ情報
Portal Server は、4 種類の Web コンテナのいずれかで稼動します。インストーラが必

要とする情報は、Web コンテナの種類によって異なります。次の表は、4 種類の Web 
コンテナと、各 Web コンテナが必要とする情報について説明している表を示していま

す。

Web コンテナ情報 : Web Server を使用する Portal Server
表 3-31 は、Portal Server の Web コンテナが Web Server の場合にインストーラが必要

とする情報を示しています。

表 3-30 Portal Server に関する Web コンテナ情報

Web コンテナ 参照先

Web Server 117 ページの「Web コンテナ情報 : Web Server を使用する Portal 
Server」

Application 
Server

118 ページの「Web コンテナ情報 : Application Server を使用する 
Portal Server」

BEA WebLogic 120 ページの「Web コンテナ情報 : BEA WebLogic を使用する Portal 
Server」

IBM WebSphere 121 ページの「Web コンテナ情報 : IBM WebSphere を使用する 
Portal Server」

表 3-31 Portal Server と Web Server を連動させる場合の Web コンテナの設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

Web Server のインストール先ディレクトリ

デフォルト値は /opt/SUNWwbsvr

サーバーインスタンス
PS_DEPLOY_INSTANCE

Portal Server で使用する Web Server インスタンス

サーバーインスタンスポート
PS_DEPLOY_PORT

Web Server が HTTP 接続に対して待機するポート

デフォルト値は 80

このインストーラセッションで Web Server をイン
ストールする場合、デフォルト値は「Web サー
バーポート」の値 (WS_INSTANCE_PORT) となる。
144 ページの表 3-59 を参照



Portal Server の設定

118 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

Web コンテナ情報 : Application Server を使用する Portal Server
表 3-32 は、Portal Server の Web コンテナが Application Server の場合にインストーラ

が必要とする情報を示しています。

サーバードキュメントルート
PS_DEPLOY_DOCROOT

スタティックページが保持されるディレクトリ

デフォルト値は /opt/SUNWwbsvr/docs

セキュアサーバーインスタンス
ポート
PS_DEPLOY_PROTOCOL

Web Server のインスタンスのポートがセキュリ
ティ保護されたポートであるかどうかを指定する。
セキュリティ保護されたポートでは、HTTPS プロ
トコルが使用される。セキュリティ保護されてい
ないポートでは、HTTP が使用される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は http

表 3-32 Portal Server と Application Server を連動させる場合の Web コンテナの設定
情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

Application Server のインストール先ディレクトリ

デフォルト値は /opt/SUNWappserver7

ドメインディレクトリ
PS_DEPLOY_DOMAIN 

ドメインの、この Portal Server インスタンスを配
備する Application Server ディレクトリへのパス

デフォルト値は /var/opt/SUNWappserver7/
domains/domain1

サーバーインスタンス
PS_DEPLOY_INSTANCE

Portal Server を配備する Application Server イン
スタンスの名前。この名前は、Application Server 
インスタンスディレクトリの名前でもある

デフォルト値は server1

サーバーインスタンスポート
PS_DEPLOY_PORT

Application Server がインスタンスへの接続を待機
するポート

デフォルト値は 80 

表 3-31 Portal Server と Web Server を連動させる場合の Web コンテナの設定情報 (

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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ドキュメントルートディレクトリ
PS_DEPLOY_DOCROOT

スタティックページが保持されるディレクトリの
名前

デフォルト値は /var/opt/SUNWappserver7/
domains/domain1/server1/docroot

管理ポート
PS_DEPLOY_ADMIN_PORT

Application Server 管理インスタンスが、Portal 
Server のインストール先ドメインで稼動するポー
ト

デフォルト値は 4848

管理者ユーザー ID
PS_DEPLOY_ADMIN

Portal Server が Application Server に管理者とし
てアクセスする際に使用するユーザー ID

デフォルト値は admin

管理者のユーザーパスワード
PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

Portal Server が Application Server に管理者とし
てアクセスする際に使用するパスワード

セキュアサーバーインスタンス
ポート
PS_DEPLOY_PROTOCOL

「インスタンスポート」の値がセキュリティ保護さ
れているポートを参照するかどうかを指定する。
セキュリティ保護されたポートでは、HTTPS プロ
トコルが使用される。セキュリティ保護されてい
ないポートでは、HTTP が使用される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は http

セキュリティ保護された管理サー
バーポート
PS_DEPLOY_ADMIN_PROTOCOL

「管理ポート」の値がセキュリティ保護されたポー
トであるかどうかを指定する。セキュリティ保護
されたポートでは、HTTPS プロトコルが使用され
る。セキュリティ保護されていないポートでは、
HTTP が使用される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は http 

表 3-32 Portal Server と Application Server を連動させる場合の Web コンテナの設定
情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Web コンテナ情報 : BEA WebLogic を使用する Portal Server
表 3-33 は、Portal Server の Web コンテナが BEA WebLogic の場合にインストーラが

必要とする情報を示しています。

表 3-33 Portal Server と BEA WebLogic を連動させる場合の Web コンテナの設定
情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ホームディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

BEA WebLogic ホームディレクトリへのパス

デフォルト値は /usr/local/bea

製品インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_PRODUCT_DIR

BEA WebLogic のインストール先ディレクト
リへのパス

デフォルト値は /usr/local/bea/weblogic81

ユーザープロジェクトのディレクトリ
PS_DEPLOY_PROJECT_DIR

BEA WebLogic がユーザープロジェクトを格
納するディレクトリへのパス

デフォルトは user_projects

製品の JDK ディレクトリ
PS_DEPLOY_JDK_DIR

BEA WebLogic が使用する JDK のコピーのイ
ンストール先ディレクトリへのパス

デフォルトは /usr/local/bea/jdk141_05

サーバー / クラスタドメイン
PS_DEPLOY_DOMAIN

BEA WebLogic が配備される BEA WebLogic 
ドメインの名前

デフォルトは mydomain

サーバー / クラスタインスタンス
PS_DEPLOY_INSTANCE

Identity Server を実行する BEA WebLogic イ
ンスタンスの名前

デフォルトは myserver

サーバー / クラスタポート
PS_DEPLOY_PORT

BEA WebLogic が管理接続を待機するポート

デフォルトは 7001

サーバー / クラスタプロトコル
PS_DEPLOY_PROTOCOL

「サーバー / クラスタポート」の値がセキュリ
ティ保護されているポートを参照するかどう
かを指定する。セキュリティ保護されたポー
トでは、HTTPS プロトコルが使用される。セ
キュリティ保護されていないポートでは、
HTTP が使用される。

デフォルトは http

ドキュメントルートディレクトリ
PS_DEPLOY_DOCROOT

BEA WebLogic がコンテンツドキュメントを
格納するディレクトリへのパス
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Web コンテナ情報 : IBM WebSphere を使用する Portal Server
表 3-34 は、Portal Server の Web コンテナが IBM WebSphere の場合にインストーラが

必要とする情報を示しています。

管理者ユーザー ID
PS_DEPLOY_ADMIN

BEA WebLogic 管理者 ( システムユーザー ) の
ユーザー名

デフォルトは weblogic

管理者パスワード
PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

BEA WebLogic 管理者 ( システムユーザー ) の
パスワード

管理対象サーバー
PS_DEPLOY_NOW

BEA WebLogic Server が管理対象サーバーで
あることを指定できる

BEA WebLogic Server が管理対象サーバーで
ある場合、Portal Server Web アプリケーショ
ンを WebLogic の「サーバーインスタンス」
に指定したインスタンスに配備してはならな
い

状態ファイルで、管理対象サーバーの場合は 
n、または管理対象外サーバーの場合は y を指
定する。デフォルト値は y

表 3-34 Portal Server と IBM WebSphere を連動させる場合の Web コンテナの設定
情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

IBM WebSphere のインストール先ディレクトリへ
のパス

デフォルト値は /opt/WebSphere/AppServer

仮想ホスト
PS_DEPLOY_VIRTUAL_HOST

IBM WebSphere インスタンスの仮想ホストエイリ
アスの名前

デフォルト値は default_host

セル
PS_DEPLOY_CELL

IBM WebSphere セルの名前

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「ホスト名」の値 (CMN_HOST_NAME)。81 ページの表 
3-2 を参照

表 3-33 Portal Server と BEA WebLogic を連動させる場合の Web コンテナの設定
情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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ノード
PS_DEPLOY_NODE

IBM WebSphere ノードの名前

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「ホスト名」の値 (CMN_HOST_NAME)。81 ページの表 
3-2 を参照

サーバーインスタンス
PS_DEPLOY_INSTANCE

IBM WebSphere インスタンスの名前

デフォルト値は server1

サーバーインスタンスポート
PS_DEPLOY_PORT

IBM WebSphere アプリケーションインスタンスが 
HTTP 接続を待機するポート。この値は、通常は
フロントエンド Web サーバーから設定される

デフォルト値は 9080

ドキュメントルートディレクトリ
PS_DEPLOY_DOCROOT

IBM WebSphere がコンテンツドキュメントを格納
するディレクトリ

デフォルト値は /opt/IBMHttpServer/htdocs

英語以外の言語を使用する場合は、パス名の 後
の部分を変更する必要がある

Java ホームディレクトリ
PS_DEPLOY_JDK_DIR

IBM WebSphere が使用する JDK のコピーのインス
トール先ディレクトリへのパス

デフォルトは /opt/WebShpere/AppSErver/java

セキュリティ保護されたサーバー
インスタンス
PS_DEPLOY_PROTOCOL

「サーバーインスタンスポート」がセキュリティ保
護されたポートであるかどうかを指定する。セ
キュリティ保護されたポートでは、HTTPS プロト
コルが使用される。セキュリティ保護されていな
いポートでは、HTTP が使用される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は http

表 3-34 Portal Server と IBM WebSphere を連動させる場合の Web コンテナの設定
情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Portal Server: Web コンテナの配備
表 3-35 は、インストーラが Portal Server 用に必要とする Web コンテナの配備に関す

る情報を示しています。

表 3-35 Portal Server 用の Portal に関する設定情報 ( すべてのケース )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ロードバランサプロトコル ロードバランサが HTTP と HTTPS のどちらのプロ
トコルを使用するかを指定する。このオプション
は、「複数の Portal Server を制御するロードバラン
サ」オプションを指定した場合にだけ有効になる

ロードバランサホスト ロードバランサホストの完全修飾ホスト名。この
オプションは、「複数の Portal Server を制御する
ロードバランサ」オプションを指定した場合にだ
け有効になる

ロードバランサポート ロードバランサが接続を待機するポート。このオ
プションは、「複数の Portal Server を制御するロー
ドバランサ」オプションを指定した場合にだけ有
効になる

配備 URI
PS_DEPLOY_URI

Portal Server が使用する Web コンテナ上の領域に
アクセスするための URI (Uniform Resource 
Identifier)

値の先頭にスラッシュを含め、かつそれ以外のス
ラッシュを含んでいてはならない

デフォルト値は /portal

複数の Portal Server を制御する
ロードバランサ

インストールしている Portal Server へのアクセス
が、複数の Portal Server を制御するロードバラン
サを経由するかどうかを指定する

サンプルポータルの配備
PS_SAMPLE_PORTAL

サンプルポータルを配備するかどうかを指定する

状態ファイルで指定可能な値は、y または n。デ
フォルト値は y 
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Portal Server, Secure Remote Access の設定
Java Enterprise System インストーラは、Portal Server, Secure Remote Access の次のサ

ブコンポーネントのインストールをサポートします。

• Secure Remote Access コア

• ゲートウェイ

• Netlet プロキシ

• Rewriter プロキシ

ここでは、 初に Secure Remote Access コアのインストールについて説明し、次に

ゲートウェイ、Netlet プロキシ、Rewriter プロキシのインストールについて説明しま

す。

Secure Remote Access コアの設定
表 3-36 は、Portal Server, Secure Remote Access コアのインストール時にインストーラ

が必要とする情報を示しています。指定が必要となる情報は、次に示すインストール
方法によって異なります。

• 単一セッションインストール : Portal Server と Portal Server, Secure Remote 
Access を同時にインストールする

• 複数セッションインストール : あるセッションで Portal Server をインストールし、
その後のセッションで Portal Server, Secure Remote Access をインストールする

次の表の「必要な情報」列に示される項目は、グラフィカルモードのインストーラに
表示されるページの見出しと一致しています。この列の項目は、インストーラが表示
する関連ページと同じ順序で並んでいます。

表 3-36 Portal Server, Secure Remote Access コアのインストール時に必要となる情報

Portal Server のインストール 必要な情報 参照先

このセッションでインス
トールする

ゲートウェイ情報 125 ページの「単一セッ
ションインストール」
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単一セッションインストール

Portal Server, Secure Remote Access コアと Portal Server を単一のセッションでインス

トールする場合は、Portal Server, Secure Remote Access ゲートウェイに関する情報を

指定する必要があります。インストーラは、Portal Server, Secure Remote Access のそ

の他の設定情報を Portal Server の設定情報から取得します。

表 3-37 は、Portal Server, Secure Remote Access コアのインストール時にインストーラ

が必要とするゲートウェイに関する情報を示しています。

すでにインストールされ、
Sun Java System Web 
Server または IBM 
WebSphere を使用している

Web コンテナ配備情報

ゲートウェイ情報

Identity Server 情報

127 ページの「複数セッ
ションインストール (Sun 
Java System Web Server ま
たは IBM WebSphere を使
用 )」

すでにインストールされ、
Sun Java System 
Application Server を使用
している

Web コンテナ配備情報

Identity Server 情報

ゲートウェイ情報

Sun Java System 
Application Server 情報

128 ページの「複数セッ
ションインストール (Sun 
Java System Application 
Server または BEA 
WebLogic を使用 )」

すでにインストールされ、
BEA WebLogic を使用して
いる

Web コンテナ配備情報

ゲートウェイ情報

Identity Server 情報

BEA WebLogic 情報

128 ページの「複数セッ
ションインストール (Sun 
Java System Application 
Server または BEA 
WebLogic を使用 )」

表 3-36 Portal Server, Secure Remote Access コアのインストール時に必要となる情報 ( 続き )

Portal Server のインストール 必要な情報 参照先
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表 3-37 Portal Server, Secure Remote Access コアのインストール時に必要となるゲー
トウェイに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ゲートウェイプロトコル
SRA_GATEWAY_PROTOCOL

Portal Server との通信時にゲートウェイが使用す
るプロトコル。セキュリティ保護されたポートで
は、HTTPS プロトコルが使用される。セキュリ
ティ保護されていないポートでは、HTTP が使用
される

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は https

ポータルサーバードメイン
SRA_SERVER_DOMAIN

Portal Server のドメイン名

たとえば、完全修飾ドメイン名が 
siroe.subdomain.example.com の場合、
subdomain.example.com を入力する

ゲートウェイドメイン
SRA_GATEWAY_DOMAIN

ゲートウェイコンポーネントのドメイン名

たとえば、Portal Server ホストの完全修飾ドメイ
ン名が siroe.subdomain.example.com の場合、
subdomain.example.com を入力する

ゲートウェイポート
SRA_GATEWAY_PORT

ゲートウェイマシンが待機するポート

デフォルト値は 443

ゲートウェイプロファイル名
SRA_GATEWAY_PROFILE

リスナポート、SSL オプション、およびプロキシ
オプションなどのゲートウェイ設定情報を含むプ
ロファイル

デフォルト値は default

ログのユーザーパスワード
SRA_LOG_USER_PASSWORD

ルート以外のアクセス権を持つ管理者がゲート
ウェイログファイルにアクセスするためのパス
ワード
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複数セッションインストール (Sun Java System Web Server または 
IBM WebSphere を使用 )
ここでは、次の条件が満たされるマシンに Portal Server, Secure Remote Access をイン

ストールするときに必要となる情報について説明します。

• Portal Server がすでにインストールされている

• Portal Server は Sun Java System Web Server または IBM WebSphere Web コンテ
ナに配備されている

このケースでは、次の情報を指定する必要があります。

• Web コンテナ配備情報

• ゲートウェイ情報

• Identity Server 情報

次の表は、Web コンテナについて指定が必要な情報を示しています。

次の表は、Identity Server について指定が必要な情報を示しています。

表 3-38 Portal Server, Secure Remote Access コア用の Web コンテナ配備に関する設定
情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

Portal Server の配備に使用する URI (Uniform 
Resource Identifier)

配備 URI の値は、先頭がスラッシュであり、かつ
それ以外のスラッシュを含んでいてはならない

デフォルト値は /portal

表 3-39 Portal Server, Secure Remote Access コア用の Identity Server に関する設定
情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

LDAP パスワード
SRA_IS_LDAP_AUTH_PASSWORD

Identity Server に LDAP ユーザーとしてア
クセスするためのパスワード

管理者パスワード
PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

Identity Server に管理者としてアクセスす
るためのパスワード
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複数セッションインストール (Sun Java System Application Server 
または BEA WebLogic を使用 )
ここでは、次の条件が満たされるマシンに Portal Server, Secure Remote Access をイン

ストールするときに必要となる情報について説明します。

• Portal Server がすでにインストールされている

• Portal Server が Sun Java System Application Server Web コンテナまたは BEA 
WebLogic Web コンテナに配備されている

このケースでは、次の情報を指定する必要があります。

• Web コンテナ配備情報

• Identity Server 情報

• Sun Java System Application Server 情報または BEA WebLogic 情報

次の表は、Web コンテナについて指定が必要な情報を示しています。

次の表は、Identity Server について指定が必要な情報を示しています。

次の表は、Sun Java System Application Server または BEA WebLogic Server について

指定が必要な情報を示しています。

表 3-40 Portal Server, Secure Remote Access コア用の Web コンテナ配備に関する設定
情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

Portal Server の配備に使用する URI (Uniform 
Resource Identifier)

配備 URI の値は、先頭がスラッシュであり、かつ
それ以外のスラッシュを含んでいてはならない

デフォルト値は /portal

表 3-41 Portal Server, Secure Remote Access コア用の Identity Server に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

LDAP パスワード
SRA_IS_LDAP_AUTH_PASSWORD

Identity Server に LDAP ユーザーとしてア
クセスするためのパスワード

管理者パスワード
PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

Identity Server に管理者としてアクセスす
るためのパスワード
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ゲートウェイの設定
ここでは、Netlet プロキシサブコンポーネントをインストールするときに指定する必

要のある情報について説明します。このケースでは、次の情報を指定する必要があり
ます。

• Web コンテナ配備情報

• Identity Server 情報

• ゲートウェイ情報

• 証明書情報

Web コンテナ配備情報

次の表は、Web コンテナについて指定が必要な情報を示しています。

Identity Server 情報

次の表は、Identity Server について指定が必要な情報を示しています。

表 3-42 Portal Server, Secure Remote Access コア用の Sun Java System Application 
Server または BEA WebLogic Server に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理者のユーザーパスワード
PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

Portal Server が Application Server または BEA 
WebLogic に管理者としてアクセスするためのパス
ワード

表 3-43 Portal Server, Secure Remote Access ゲートウェイ用の Web コンテナ配備に関
する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

Portal Server の配備に使用する URI (Uniform 
Resource Identifier)

配備 URI の値は、先頭がスラッシュであり、かつ
それ以外のスラッシュを含んでいてはならない

デフォルト値は /portal
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ゲートウェイ情報

表 3-45 は、ゲートウェイサブコンポーネントのインストール時に、インストーラに指

定するゲートウェイ情報を示しています。

表 3-44 Portal Server, Secure Remote Access ゲートウェイ用の Identity Server に関す
る設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

インストールディレクトリ
SRA_IS_INSTALLDIR

Identity Server 製品のインストール先ディレクトリ

デフォルト値は /opt 

表 3-45 Portal Server, Secure Remote Access Gateway のインストール時に必要となる
ゲートウェイに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

プロトコル
SRA_GW_PROTOCOL

ゲートウェイが通信に使用するプロトコル (HTTP 
または HTTPS)。セキュリティ保護されたポートで
は、HTTPS プロトコルが使用される。セキュリ
ティ保護されていないポートでは、HTTP が使用
される。ほとんどの場合、ゲートウェイでは 
HTTPS を使用する必要がある

状態ファイルで、セキュリティ保護されたポート
の場合は https、またはセキュリティ保護されて
いないポートの場合は http を指定する。デフォル
ト値は https 

ホスト名
SRA_GW_HOSTNAME

ゲートウェイマシンの名前

たとえば、完全修飾ドメイン名が 
siroe.subdomain1.example.com の場合、siroe 
を入力する

デフォルト値は、ローカルマシンの名前 

サブドメイン
SRA_GW_SUBDOMAIN

ゲートウェイマシンのサブドメイン名

デフォルト値は存在しない 

ドメイン
SRA_GW_DOMAIN

ゲートウェイマシンのドメイン名

たとえば、完全修飾ドメイン名が 
siroe.example.com の場合、この値は 
example.com となる

デフォルト値は、ローカルマシンのドメイン 
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証明書に関する情報

ゲートウェイ、Netlet プロキシ、または Rewriter プロキシをインストールする場合、

Portal Server, Secure Remote Access で使用する自己署名付き証明書を作成するための

情報を指定できます。証明書を設定するには、インストーラに次の情報を指定する必
要があります。

IP アドレス
SRA_GW_IPADDRESS

ゲートウェイマシンの IP アドレス

デフォルト値は、ローカルマシンの IP アドレス

アクセスポート
SRA_GW_PORT

ゲートウェイの待機ポート

デフォルト値は 443

ゲートウェイプロファイル名
SRA_GW_PROFILE

リスナポート、SSL オプション、およびプロキシ
オプションなどのゲートウェイ設定情報を含むプ
ロファイル

デフォルト値は default

ログのユーザーパスワード
SRA_LOG_USER_PASSWORD

ルート以外のアクセス権を持つ管理者がゲート
ウェイログファイルにアクセスするためのパス
ワード

インストール後ゲートウェイの開
始
SRA_GW_START

インストール後にゲートウェイを自動的に起動さ
せるかどうかをインストーラに指示する

状態ファイルで指定可能な値は、y または n。デ
フォルト値は y

注 証明書情報には、マルチバイト文字を使用することはできません。

表 3-46 Portal Server, Secure Remote Access Gateway の証明書に関する情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

組織
SRA_CERT_ORGANIZATION

所属する組織または会社名

部署
SRA_CERT_DIVISION

所属する部署名

表 3-45 Portal Server, Secure Remote Access Gateway のインストール時に必要となる
ゲートウェイに関する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Netlet プロキシの設定
ここでは、Netlet プロキシサブコンポーネントをインストールするときに指定する必

要のある情報について説明します。このケースでは、次の情報を指定する必要があり
ます。

• Web コンテナ配備情報

• Identity Server 情報

• Netlet プロキシ情報

• プロキシ情報

• 証明書情報

次に、指定が必要な情報について詳しく説明します。

Web コンテナ配備情報

次の表は、Web コンテナについて指定が必要な情報を示しています。

市 / 地域
SRA_CERT_CITY

居住する市または地域

州 / 都道府県名
SRA_CERT_STATE

居住する都道府県

国名コード
SRA_CERT_COUNTRY

2 文字の国名コード

証明書データベースパスワード
SRA_CERT_PASSWORD

自己署名付き証明書にのみ適用されるパスワード ( お
よび確認用パスワード )

表 3-47 Portal Server, Secure Remote Access Netlet プロキシ用の Web コンテナ配備に
関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

Portal Server の配備に使用する URI (Uniform 
Resource Identifier)

配備 URI の値は、先頭がスラッシュであり、かつ
それ以外のスラッシュを含んでいてはならない

デフォルト値は /portal

表 3-46 Portal Server, Secure Remote Access Gateway の証明書に関する情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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Identity Server 情報

次の表は、Identity Server について指定が必要な情報を示しています。

Netlet プロキシ情報

表 3-49 は、Netlet プロキシのインストール時に、インストーラに指定する Netlet プロ

キシ情報を示しています。

表 3-48 Portal Server, Secure Remote Access Netlet プロキシ用の Identity Server に関
する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

インストールディレクトリ
SRA_IS_INSTALLDIR

Identity Server 製品のインストール先ディレクトリ

デフォルト値は /opt

表 3-49 Portal Server, Secure Remote Access Netlet プロキシ用の Netlet プロキシに関
する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ホスト名
SRA_NLP_HOSTNAME

Netlet プロキシマシンのホスト名

デフォルト値は、ローカルマシンのホスト名 

サブドメイン
SRA_NLP_SUBDOMAIN

Netlet プロキシマシンのサブドメイン名

デフォルト値は存在しない 

ドメイン
SRA_NLP_DOMAIN

Netlet プロキシマシンのドメイン名

デフォルト値は、ローカルマシンのドメイン 

IP アドレス
SRA_NLP_IPADDRESS

Netlet プロキシマシンの IP アドレス

デフォルト値は、ローカルマシンの IP アドレ
ス

アクセスポート
SRA_NLP_PORT

Netlet プロキシの待機ポート

デフォルト値は 10555 

ゲートウェイプロファイル名
SRA_NLP_GATEWAY_PROFILE

リスナポート、SSL オプション、およびプロキ
シオプションなどのゲートウェイ設定情報を含
むプロファイル

デフォルト値は default

ログのユーザーパスワード
SRA_NLP_USER_PASSWORD

ルート以外のアクセス権を持つ管理者がログ
ファイルにアクセスするためのパスワード



Portal Server, Secure Remote Access の設定

134 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

プロキシ情報

次の表は、Portal Server, Secure Remote Access がすでにインストールされているマシ

ンにプロキシサブコンポーネントをインストールする場合に指定が必要な情報を示し
ています。

インストール後 Netlet プロキシの開始
SRA_NLP_START

インストール後に Netlet プロキシを自動的に起
動させるかどうかをインストーラに指示する

状態ファイルで指定可能な値は、y または n。
デフォルト値は y 

表 3-50 Portal Server, Secure Remote Access Netlet プロキシ用のプロキシに関する設
定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

別のホスト上でポータルサーバーで
作業
SRA_IS_CREATE_INSTANCE

このホストに Netlet プロキシと Rewriter プロキ
シをインストールし、これらのプロキシが Portal 
Server SRA のリモートインスタンスと通信する場
合にだけこのオプションを選択する (CLI モード
では y を指定する )

Netlet プロキシと Rewriter プロキシが Portal 
Server SRA のローカルインスタンスと通信する場
合は、このオプションを選択しない (CLI モード
では n を指定する )

状態ファイルで指定可能な値は、y または n。状
態ファイルでのこの値の意味は次のとおり

• y を指定した場合、プロキシは Portal Server 
SRA のローカルインスタンスと対話する

• n を指定した場合、プロキシは Portal Server 
SRA のリモートインスタンスと対話する

この表に示す残りのフィールドは、プロキシが 
Portal Server SRA のリモートインスタンスと対話
することを指定した場合にだけ適用される

プロトコル
SRA_SERVER_PROTOCOL

ゲートウェイが Portal Server との通信に使用する
プロトコル (HTTP または HTTPS)

状態ファイルで、https または http を指定する。
デフォルト値は https

表 3-49 Portal Server, Secure Remote Access Netlet プロキシ用の Netlet プロキシに関
する設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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ポータルホスト名
SRA_SERVER_HOST

Portal Server のインストール先ホストの完全修飾
ドメイン名

ポータルサーバーポート
SRA_SERVER_PORT

Portal Server へのアクセスに使用するポート

デフォルト値は 80

ポータルサーバー配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

Portal Server の配備に使用する URI (Uniform 
Resource Identifier)

配備 URI の値は、先頭がスラッシュであり、かつ
それ以外のスラッシュを含んでいてはならない

デフォルト値は /portal

組織 DN
SRA_IS_ORG_DN

Portal Server のインストール先ドメインのルート
サフィックスの識別名 (DN)

デフォルト値は .com。このデフォルト値を編集
する必要がある

Identity Server サービス URI
SRA_IS_SERVICE_URI

Identity Server サービスの呼び出しに使用する 
URI (Uniform Resource Identifier)

デフォルト値は /amserver

Identity Server パスワードの暗号鍵
SRA_IS_PASSWORD_KEY

Identity Server がユーザーパスワードの暗号化に
使用する文字列

Portal Server SRA は、Identity Server がインス
トール時に使用した暗号化鍵を使用する必要があ
るため、インストーラはデフォルト値を自動的に
その鍵に設定する。対話モードのインストーラで
は、デフォルト値として表示される値を変更して
はならない

Identity Server の暗号化鍵は、/IS_svr_base/
SUNWam/lib/AMConfig.properties という 
Identity Server プロパティファイルで確認できる。
このファイル名の IS_svr_base のデフォルト値は 
/opt である

この値を含むプロパティは am.encryption.pwd 
である

表 3-50 Portal Server, Secure Remote Access Netlet プロキシ用のプロキシに関する設
定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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証明書に関する情報

ゲートウェイ、Netlet プロキシ、または Rewriter プロキシをインストールする場合、

Portal Server, Secure Remote Access で使用する自己署名付き証明書を作成するための

情報を指定できます。証明書を設定するには、インストーラに次の情報を指定する必
要があります。

注 証明書情報には、マルチバイト文字を使用することはできません。

表 3-51 Portal Server, Secure Remote Access Netlet プロキシ用の証明書に関する情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

組織
SRA_CERT_ORGANIZATION

所属する組織または会社名

部署
SRA_CERT_DIVISION

所属する部署名

市 / 地域
SRA_CERT_CITY

居住する市または地域

州 / 都道府県名
SRA_CERT_STATE

居住する都道府県

国名コード
SRA_CERT_COUNTRY

2 文字の国名コード

証明書データベースパスワード
SRA_CERT_PASSWORD

自己署名付き証明書にのみ適用されるパスワード 
( および確認用パスワード )
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Rewriter プロキシの設定
ここでは、Rewriter プロキシサブコンポーネントをインストールするときに指定する

必要のある情報について説明します。このケースでは、次の情報を指定する必要があ
ります。

• Web コンテナ配備情報

• Identity Server 情報

• Rewriter プロキシ情報

• プロキシ情報

• 証明書情報

次に、指定が必要な情報について詳しく説明します。

Web コンテナ配備情報

次の表は、Web コンテナについて指定が必要な情報を示しています。

Identity Server 情報

次の表は、Identity Server について指定が必要な情報を示しています。インストーラ

は、ゲートウェイ、Netlet プロキシ、Rewriter プロキシについて、この情報を必要と

します。

表 3-52 Portal Server, Secure Remote Access Rewriter プロキシ用の Web コンテナ配
備に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

Portal Server の配備に使用する URI (Uniform 
Resource Identifier)

配備 URI の値は、先頭がスラッシュであり、かつ
それ以外のスラッシュを含んでいてはならない

デフォルト値は /portal

表 3-53 Portal Server, Secure Remote Access Rewriter プロキシ用の Identity Server に
関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

インストールディレクトリ
SRA_IS_INSTALLDIR

Identity Server 製品のインストール先ディレクトリ

デフォルト値は /opt
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Rewriter プロキシ情報

表 3-54 は、Rewriter プロキシのインストール時に、インストーラに指定する Rewriter 
プロキシ情報を示しています。

表 3-54 Portal Server, Secure Remote Access Rewriter プロキシ用の Rewriter プロキシ
に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

ホスト名
SRA_RWP_HOSTNAME

Rewriter プロキシのインストール先マシンのホス
ト名

デフォルト値は、ローカルマシンのホスト名

サブドメイン
SRA_RWP_SUBDOMAIN

Rewriter プロキシのインストール先マシンのサブ
ドメイン名

デフォルト値は存在しない

ドメイン
SRA_RWP_DOMAIN

Rewriter プロキシのインストール先マシンのドメ
イン名

デフォルト値は、ローカルマシンのドメイン名

IP アドレス
SRA_RWP_IPADDRESS

Rewriter プロキシのインストール先マシンの IP ア
ドレス

デフォルト値は、ローカルホストの IP アドレス

アクセスポート
SRA_RWP_PORT

Rewriter プロキシの待機ポート

デフォルト値は 10443

ゲートウェイプロファイル名
SRA_RWP_GATEWAY_PROFILE

リスナポート、SSL オプション、およびプロキシ
オプションなどのゲートウェイ設定情報を含むプ
ロファイル

デフォルト値は default

ログのユーザーパスワード
SRA_LOG_USER_PASSWORD

ルート以外のアクセス権を持つ管理者がログファ
イルにアクセスするためのパスワード

インストール後 Rewriter プロキシ
の開始
SRA_RWP_START

インストール後に Rewriter プロキシを自動的に起
動させるかどうかをインストーラに指示する

状態ファイルで指定可能な値は、y または n。デ
フォルト値は y
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プロキシ情報

次の表は、Portal Server, Secure Remote Access がすでにインストールされているマシ

ンにプロキシサブコンポーネントをインストールする場合に指定が必要な情報を示し
ています。

表 3-55 Portal Server, Secure Remote Access Rewriter プロキシ用のプロキシに関する
設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

別のホスト上でポータルサーバーで作業
SRA_IS_CREATE_INSTANCE

このホストに Netlet プロキシと Rewriter プ
ロキシをインストールし、これらのプロキ
シが Portal Server SRA のリモートインスタ
ンスと通信する場合にだけこのオプション
を選択する (CLI モードでは y を指定する )

Netlet プロキシと Rewriter プロキシが 
Portal Server SRA のローカルインスタンス
と通信する場合は、このオプションを選択
しない (CLI モードでは n を指定する )

状態ファイルで指定可能な値は、y または 
n。状態ファイルでのこの値の意味は次のと
おり

• y を指定した場合、プロキシは Portal 
Server SRA のローカルインスタンスと
対話する

• n を指定した場合、プロキシは Portal 
Server SRA のリモートインスタンスと
対話する

この表に示す残りのフィールドは、プロキ
シが Portal Server SRA のリモートインスタ
ンスと対話することを指定した場合にだけ
適用される

プロトコル
SRA_SERVER_PROTOCOL

ゲートウェイが Portal Server との通信に使
用するプロトコル (HTTP または HTTPS)

状態ファイルで、https または http を指定
する。デフォルト値は https

ポータルホスト名
SRA_SERVER_HOST

Portal Server のインストール先ホストの完
全修飾ドメイン名

ポータルサーバーポート
SRA_SERVER_PORT

Portal Server へのアクセスに使用するポー
ト

デフォルト値は 80
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証明書に関する情報

ゲートウェイ、Netlet プロキシ、または Rewriter プロキシをインストールする場合、

Portal Server, Secure Remote Access で使用する自己署名付き証明書を作成するための

情報を指定できます。証明書を設定するには、インストーラに次の情報を指定する必
要があります。

ポータルサーバー配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

Portal Server の配備に使用する URI 
(Uniform Resource Identifier)

配備 URI の値は、先頭がスラッシュであ
り、かつそれ以外のスラッシュを含んでい
てはならない

デフォルト値は /portal

組織 DN
SRA_IS_ORG_DN

Portal Server のインストール先ドメインの
ルートサフィックスの識別名 (DN)

デフォルト値は .com。このデフォルト値を
編集する必要がある

Identity Server サービス URI
SRA_IS_SERVICE_URI

Identity Server サービスの呼び出しに使用
する URI (Uniform Resource Identifier)

デフォルト値は /amserver

Identity Server パスワードの暗号鍵
SRA_IS_PASSWORD_KEY

Identity Server がユーザーパスワードの暗
号化に使用する文字列

Portal Server SRA は、Identity Server がイ
ンストール時に使用した暗号化鍵を使用す
る必要があるため、インストーラはデフォ
ルト値を自動的にその鍵に設定する。対話
モードのインストーラでは、デフォルト値
として表示される値を変更してはならない

Identity Server の暗号化鍵は、/
IS_svr_base/SUNWam/lib/
AMConfig.properties という Identity 
Server プロパティファイルで確認できる。
このファイル名の IS_svr_base のデフォルト
値は /opt である

この値を含むプロパティは 
am.encryption.pwd である

表 3-55 Portal Server, Secure Remote Access Rewriter プロキシ用のプロキシに関する
設定情報 ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明
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注 証明書情報には、マルチバイト文字を使用することはできません。

表 3-56 Portal Server, Secure Remote Access Rewriter プロキシ用の証明書に関する情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

組織
SRA_CERT_ORGANIZATION

所属する組織または会社名

部署
SRA_CERT_DIVISION

所属する部署名

市 / 地域
SRA_CERT_CITY

居住する市または地域

州 / 都道府県名
SRA_CERT_STATE

居住する都道府県

国名コード
SRA_CERT_COUNTRY

2 文字の国名コード

証明書データベースパスワード
SRA_CERT_PASSWORD

自己署名付き証明書にのみ適用されるパスワード 
( および確認用パスワード )
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Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java System 用 
Sun Cluster エージェントの設定

Java Enterprise System インストーラを使用して、Sun Cluster ソフトウェアを設定す

ることはできません。Sun Cluster ソフトウェアおよび Sun Java System 用 Sun Cluster 
エージェントは、インストール後に設定する必要があります。

インストール時に Sun Cluster ソフトウェアを設定することはできませんが、インス

トール後により簡単にソフトウェアを設定できるように、インストーラを使用して 
Sun Cluster ソフトウェアのリモート設定サポートを有効にすることができます。表 
3-57 は、このオプションを説明しています。

Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java System 用 Sun Cluster エージェントの設定につ

いては、第 7 章「インストール後の設定と起動」を参照してください。

Sun Remote Services Net Connect の設定
Java Enterprise System を使用して Sun Remote Services Net Connect を設定すること

はできません。Sun Remote Services Net Connect の設定については、第 7 章「インス

トール後の設定と起動」を参照してください。

表 3-57 Sun Cluster のリモート設定サポート

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

Sun Cluster のリモート設定サポー
トを有効にしますか ?

インストーラが Sun Cluster のリモート設定サポー
トを有効にするかどうかを指定します。

デフォルト値は Yes
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Web Server の設定
インストール時に、Web Server に関する以下の情報を指定する必要があります。

• 管理情報

• デフォルトの Web Server インスタンス情報

Web Server: 管理情報

表 3-58 Web Server 用の管理に関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理者ユーザー ID
WS_ADMIN_USER

Web Server 管理者のユーザー ID

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「管理者ユーザー ID」の値。81 ページの表 3-2 を参
照

管理者パスワード
WS_ADMIN_PASSWORD

Web Server 管理者のパスワード

デフォルト値は、共通サーバー設定で指定した
「管理者パスワード」の値。81 ページの表 3-2 を参
照

Web Server ホスト
WS_ADMIN_HOST

ローカルホストとして解決されるホストとドメイ
ンの値。この値を使用して、Web Server インスタ
ンスのサーバールート内にディレクトリが作成さ
れる

デフォルト値は、共通サーバー設定の「ホスト名」
と「DNS ドメイン名」に指定した値を結合して自
動的に作成される。値の書式は、 
host-name.domain-name である。81 ページの表 3-2 
を参照 

管理ポート
WS_ADMIN_PORT

Web Server の管理サーバーが接続を待機するポー
ト

デフォルト値は 8888

管理実行時ユーザー ID
WS_ADMIN_SYSTEM_USER

Web Server の管理サーバーを実行するユーザー ID

デフォルト値は root
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Web Server: デフォルト Web Server インスタ
ンス情報

表 3-59 Web Server 用のデフォルト Web Server インスタンスに関する設定情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

実行時ユーザー ID
WS_INSTANCE_USER

Web Server のデフォルトインスタンスがシステム
での実行に使用するユーザー ID 

Identity Server または Portal Server をインストー
ルする場合は、この値を root に設定し、「実行時
グループ」の値を other に設定する。これらの値
は、インストール後に変更できる。その他のサー
バーの場合、「実行時ユーザー ID」をルート以外の
ユーザーに設定する必要がある 

デフォルト値は webservd 

実行時グループ
WS_INSTANCE_GROUP

Web Server のデフォルトインスタンスを実行する
グループ ID

デフォルト値は webservd

HTTP ポート
WS_INSTANCE_PORT

Web Server が HTTP 接続に対して待機するポート

デフォルト値は 80

ドキュメントルートディレクトリ
WS_INSTANCE_CONTENT_ROOT

Web Server がコンテンツドキュメントを格納する
場所

デフォルト以外の値を使用するには、指定する
ディレクトリがファイルシステムにすでに存在し
ていることを確認する。存在しないディレクトリ
を指定しても、インストーラはディレクトリを作
成しない

デフォルト値は /opt/SUNWwbsvr/docs

システムが再起動すると自動的に 
Web サーバーを起動します
WS_INSTANCE_AUTO_START

システムを再起動したときに Web Server が自動的
に起動されるように設定する

Web Server は、システムの再起動時に Identity 
Server の起動スクリプトによって起動されるため、
Identity Server を Web Server に配備した場合、こ
の値は無視される

状態ファイルで指定可能な値は、 Y または N。デ
フォルト値は Y
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状態ファイルのみで使用されるパラメータ
次の表は、コンポーネント製品の設定に関係しない状態ファイルパラメータに関する
情報を示しています。パラメータ名は、アルファベット順に記載されています。

表 3-60 状態ファイルのパラメータ

パラメータ名 説明

CCCP_UPGRADE_EXTERNAL_
INCOMPATIBLE_JDK

JDK がシステム内で検出されたが、Java Enterprise 
System により配布される JDK とは互換性がない場
合に、アップグレードするかどうかを指定する

指定できる値は yes または no のいずれか。このパ
ラメータでは、大文字と小文字は区別される。デ
フォルト値は no 

CONFIG_TYPE 設定の種類を定義する 

指定できる値は、Custom ( インストール時に設定 ) 
または Skip ( インストール後に設定 )。デフォルト
値は Custom

状態ファイルにこの値を設定してはならない。イ
ンストーラを実行して状態ファイルを生成する場
合にのみ、この値を指定する。設定タイプは、イ
ンストーラの処理ロジックにさまざまな方法で影
響を及ぼす。状態ファイルの生成後に値を変更し
た場合、エラーが発生する場合がある 

DeploymentServer Identity Server の Web コンテナの種類を指定する

指定可能な値は、WebServer および AppServer。
デフォルト値は AppServer (Application Server) 
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LANGUAGE_SUPPORT インストールする言語を指定する 

指定可能な値と各略語の意味は次のとおり

• en ( 英語 )

• es ( スペイン語 )

• ja ( 日本語 )

• fr ( フランス語 )

• de ( ドイツ語 )

• ko ( 韓国語 )

• zh_TW ( 繁体字中国語 )

• zh_CN ( 簡体字中国語 )

英語はいかなる場合でもインストールされ、パラ
メータ値が空白の場合でもインストールされる。
複数の言語を選択する場合は、言語の略号をコン
マで区切って指定する。たとえば、en,es,ja,fr 
のように指定することができる 

LICENSE_TYPE 指定可能な値は「Evaluation」および
「Deployment」であるが、このフィールドは使用
されない

PSP_EXIT_ON_DEPENDENCY_WAR
NING

選択したコンポーネントの依存関係が要件を満た
していない場合に終了するようにインストーラに
指示する。通常、警告を確認することで、設定時
に指定可能なリモートコンポーネントに適した依
存関係を識別できる

依存関係の警告が表示されたらインストールを終
了する場合は Yes を指定し、警告に関係なく処理
を続行する場合は No を指定する。デフォルト値は 
No

このパラメータでは、大文字と小文字が区別され
ない

表 3-60 状態ファイルのパラメータ ( 続き )

パラメータ名 説明
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状態ファイル内の PSP_SELECTED_COMPONENTS パラメータの値は、「コンポーネントの

選択」ページで選択したコンポーネントをコンマで区切って指定します。

このリストの内容を理解するには、次の表で名前を確認してください。表の左側の列
には、コンポーネント製品の名前が記載されています。状態ファイルに、この値を入
力しないようにしてください。これは、他の 2 つの列の値を見つけやすくするための

キーワードです。次の列には、コンポーネントを識別するための文字列が記載されて
います。コンポーネントに選択可能なサブコンポーネントが存在する場合は、3 番目

の列にその名前が記載されています。

PSP_LOG_CURRENTLY_INSTALLE
D

現在インストールされている製品リストのログ
ファイルへの書き出しをインストーラに指示する。
このオプションは、グラフィカルインストーラの

「製品の選択」ページの「インストール済みの製
品」ボタンをクリックする操作に相当する

指定可能な値は、Yes および No。デフォルト値は 
Yes

このパラメータでは、大文字と小文字が区別され
ない

PSP_SELECTED_COMPONENTS インストールするコンポーネントおよびサブコン
ポーネントをコンマで区切って指定したリスト。
値には、All またはコンポーネントのリストを指定
できる。記述子については、表 3-61 を参照

デフォルト値は All

表 3-61 状態ファイルのコンポーネント名

コンポーネント 最上位の名前 選択可能なサブコンポーネント

管理コンソールおよび
管理サーバー

AdminConsole、
AdminServ

Application Server appserv1 ASAdminClient
ASCore
ASStudioSupport
PointBase Server 4.2
ASSE
ASPE

Calendar Server CalendarServ

Directory Proxy Server DirectoryProxyServ

表 3-60 状態ファイルのパラメータ ( 続き )

パラメータ名 説明
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サブコンポーネントが存在するコンポーネントをインストールするには、コンポーネ
ントの 上位レベルの名前とすべてのサブコンポーネント名を指定します。選択した
サブコンポーネントだけをインストールするには、 上位レベルの名前とインストー
ルするサブコンポーネントの名前を含めます。

Directory Server DirectoryServ32

Identity Server IdentityServ SunONEIdentityServerManagementandPolicyS
ervices
ISAdministrationConsole
ISCommonDomainDeployment
IdentityServerSDKAlone

Instant Messaging InstantMessagingSe
rv

InstantMessagingConfig
InstantMessagingServer
InstantMessengerResources
IdentityServerInstantMessagingService

Message Queue SunONEMessageQueue MQPE
MQEE

Messaging Server MessagingServ

Portal Server PortalServer

Portal Server, Secure 
Remote Access

PortalSRA SRACore
SRAGateway
SRANetletProxy
SRARewriterProxy 

Sun Cluster SunCluster SCCore 

Sun Cluster エージェ
ント

SCAgents SCAdminServer、SCDirSrver、SCAppServer、
SCCalServer、SCMsgServer、SCMQ、SCHADB

Web Server SunONEWebServer

1. デフォルトでは、Standard Edition (SE) がインストールされる。Platform Edition をインストールする場合は ASPE を指定する。

表 3-61 状態ファイルのコンポーネント名 ( 続き )

コンポーネント 最上位の名前 選択可能なサブコンポーネント
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第 4 章

グラフィカルインタフェースによる
ソフトウェアのインストール

この章では、インストーラの対話的なグラフィカルインタフェースを使用して、Java 
Enterprise System ソフトウェアをインストールする方法を説明します。この章で説明

するタスクを実行する前に、51 ページの第 2 章「インストールの準備」に記載されて

いるタスクを完了しておく必要があります。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「インストール前のチェックリスト」

• 152 ページの「アップグレードが必要なコンポーネントの確認」

• 154 ページの「グラフィカルモードでのインストーラの実行」

• 167 ページの「コンポーネントの追加」

• 167 ページの「次の手順」

Java Enterprise System インストーラの概要については、40 ページの「Java Enterprise 
System インストーラのしくみ」を参照してください。
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インストール前のチェックリスト
次の表は、インストールを開始する前に必要なタスクを示しています。左の列は、タ
スクの一般的な実行順序を示し、中央の列は実行する操作を説明しています。右の列
は、便利なその他の情報と参照先を示しています。

表 4-1 インストール前の作業

順序 実行するタスク 便利な情報と参照先

1 システム要件が満たされていることを確認
する

『Java Enterprise System リリースノート』、
http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

2 Java Enterprise System 2004Q2 との互換性
を持たない既存のコンポーネント製品を
アップグレードする

prodreg、pkginfo、または rpm コマンド ( 詳細
についてはマニュアルページを参照 )

152 ページの「アップグレードが必要なコンポー
ネントの確認」

235 ページの第 8 章「Java Enterprise System 
2003Q4 からのアップグレード」

307 ページの第 9 章「Java Enterprise System 以
前のバージョンからのコンポーネントのアップ
グレード」

3 製品コンポーネントのインストール方法を
計画する

51 ページの第 2 章「インストールの準備」

4 コンポーネント製品に必要な設定情報を収
集する

75 ページの第 3 章「インストールおよび設定に
関する情報の収集」

363 ページの付録 A 「情報収集用ワークシート」

5 製品レジストリファイルのコピーを Solaris 
では 
/var/sadm/install/productregistry、 
Linux では 
/var/opt/sun/install/productregistry 
に作成する

製品レジストリのバックアップコピーは、イン
ストールが失敗した際にシステムの復旧に役立
つ

6 必要なシステムアカウントを作成する Directory Server、Directory Proxy Server、また
は管理サーバーをルート以外のユーザーとして
実行する場合は、設定前にアカウントを作成す
る必要がある

7 Sun Cluster ソフトウェアをインストールす
る場合は、インストールの順序を計画する。
Sun Cluster ソフトウェアは Solaris 版のみ
提供

56 ページの「Sun Cluster ソフトウェアを使用し
た高可用性」
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8 すでにインストールされているサーバーま
たはサービスに依存するコンポーネントを
インストールする場合は、既存のサーバー
およびサービスが稼動し、アクセス可能で
あることを確認する

たとえば、Portal Server, Secure Remote Access 
サブコンポーネントをインストールする場合は、
Portal Server, Secure Remote Access コアが稼動
し、アクセス可能である必要がある

9 Application Server または Directory Server 
を Solaris にインストールする場合は、Perl 
がインストールされていることを確認する

Perl のパッケージ (SUNWpl5*) は Solaris 8 およ
び Solaris 9 の媒体に用意されている。パッケー
ジの追加には pkgadd を使用する

10 Identity Server または Messaging Server を
インストールする場合は、Identity Server 
のインストール先となるマシンのドメイン
名が設定されていることを確認する

ドメイン名を設定するには、次のいずれかの操
作を行う

• /etc/resolv.conf ファイルが存在する場合
は、domain 設定エントリにドメイン名を入
力する。例 : domain madisonparc.com

• /etc/resolv.conf ファイルが存在しない場
合は、次のコマンドを実行する

 # domainname domain_name

11 Web Server をインストールする場合は、
UID 80 と GID 80 がすでに Web Server に割
り当てられていないことを確認する

Web Server にすでに 80 が割り当てられている場
合、エラーが発生して Web Server のインストー
ルは失敗する

12 再インストールを行う場合、Web Server の
ディレクトリが存在しないことを確認する

Web Server のデフォルトのインストールディレ
クトリは、Solaris の場合 /opt/SUNWwbsvr、
Linux の場合 /opt/sun/webserver となる

13 Calendar Server または Messaging Server を
インストールする場合は、/etc/hosts ファ
イルの 2 番目の列に単純なホスト名ではな
く完全修飾識別名 (FQDN) が含まれている
ことを確認する

例 :

192.18.99.999  mycomputer.company.com  
loghost

14 J2SE ソフトウェアをアップグレードする場
合は、アップグレードする J2SE コンポーネ
ントに依存するその他の製品が停止されて
いることを確認する

J2SE の詳細については、316 ページの「J2SE プ
ラットフォームのアップグレード情報」を参照

15 Directory Proxy Server が、すでにインス
トールされている設定用 Directory Server 
を使用する場合は、Directory Proxy Server 
のインストール時に設定用 Directory Server 
が稼動していることを確認する。Directory 
Proxy Server と設定用 Directory Server を同
時にインストールするときは、この事前タ
スクを実行する必要はない

表 4-1 インストール前の作業 ( 続き )

順序 実行するタスク 便利な情報と参照先
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アップグレードが必要なコンポーネントの確認
パッケージベースでインストールされたソフトウェアについては、システムにすでに
インストールされている、Java Enterprise System に関連するソフトウェアパッケージ

をインストール前にチェックするにはインストーラを使用できます。このチェックの
利点は、互換性のないコンポーネントを事前に確認し、インストール前に必要な処理
を行えることです。これにより、インストールセッションをより効率的に実行するこ
とができます。

➤ グラフィカルインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必要性グラフィカルインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必要性グラフィカルインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必要性グラフィカルインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必要性
を判断するにはを判断するにはを判断するにはを判断するには

1. ローカルディスプレイへのアクセスを確保します。

❍ Java Enterprise System インストーラは、ローカルディスプレイへのアクセスを必
要とすることがあります。リモートマシンにログインする、または su コマンドを
使用してローカルマシンのスーパーユーザーになる場合は、ローカルマシンで 
xhost コマンドを実行し、ローカルディスプレイにアクセスできるようにします。
たとえば、すべてのユーザーにアクセスを許可するには、次のコマンドを使用し
ます。

xhost + 

❍ リモートマシンにログインするときは、DISPLAY 環境変数がローカルディスプレ
イに適切に設定されていることを確認します。DISPLAY 変数が正しく設定されて
いないと、インストーラはテキストベースで実行されます。

❍ C Shell での例 ( マシン名は myhost) :

setenv DISPLAY myhost:0.0

❍ Korn シェルでの例 ( マシン名は myhost) :

DISPLAY=myhost:0.0

2. アクティブインストールではないことを示す -no オプションを指定してインス
トーラを起動します。

./installer -no

3. インストーラのページを先に進め、「コンポーネントの選択」ページを表示しま
す。

4. ページ上部の「コンポーネントの状態表示」をクリックします。

インストールされているコンポーネント製品が「コンポーネントの状態表示」レ
ポートにリスト表示され、各コンポーネントの Java Enterprise System での互換性
レベルが指定されます。
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5. マシンに古いバージョンのコンポーネント製品がインストールされていることが
「コンポーネントの状態表示」レポートに示される場合は、インストーラを終了
し、そのコンポーネントをアップグレードしてください。それ以外の場合は「コ
ンポーネントの状態表示」レポートを閉じ、手順 6 に進みます。

Java Enterprise System 2003Q4 バージョンからのコンポーネントのアップグレー
ドについては、235 ページの第 8 章「Java Enterprise System 2003Q4 からのアップ
グレード」を参照してください。それ以前のバージョンからのコンポーネントの
アップグレードについては、307 ページの第 9 章「Java Enterprise System 以前の
バージョンからのコンポーネントのアップグレード」を参照してください。

6. 「すべてを選択」をクリックし、すべてのコンポーネント製品を選択します。「次
へ」をクリックして操作を続けます。

Java Enterprise System との互換性がない共有コンポーネントがマシンに含まれる
場合は、「アップグレードの必要がある共有コンポーネント」ページが表示されま
す。

7. 各共有コンポーネントについて、「インストール済みのバージョン」と「必要な
バージョン」を比較し、必要なアップグレードを確認します。

8. インストーラを終了します。次に、共有コンポーネントの新しいバージョンの 
Java Enterprise System と、ホストにインストールされているその他のアプリケー
ションとの間に互換性があるかどうかを調べます。

ホスト上の共有コンポーネントを安全にアップグレードできることを確認したら、
次のいずれかの操作を行います。

❍ 必要に応じて共有コンポーネントをアップグレードする

❍ アクティブインストール時にインストーラで共有コンポーネントをアップグレー
ドする

コンポーネントが Java Enterprise System の要件を満たすことをインストーラが示す

までこの手順を繰り返します。

警告警告警告警告 ホストに存在する依存関係を確認せずに共有コンポーネントをアップ
グレードしないでください。ホストにインストールされ、その共有コ
ンポーネントを使用するアプリケーションの動作に問題が生じる可能
性があります。必要となる共有コンポーネントのバージョンと、既存
のアプリケーションとの間に互換性があるかどうかを確認する必要が
あります。
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グラフィカルモードでのインストーラの実行
ここでは、次の手順について説明します。

• 「グラフィカルインストーラを起動するには」

• 155 ページの「インストールの言語を選択するには」

• 156 ページの「コンポーネント製品を選択するには」

• 157 ページの「インストーラを使用して選択内容を確認するには」

• 158 ページの「共有コンポーネントをアップグレードするには」

• 160 ページの「インストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始す
るには」

• 161 ページの「設定の種類を指定するには」

• 162 ページの「共通サーバー設定を指定するには」

• 163 ページの「個々のコンポーネント製品を設定するには」

• 165 ページの「インストールの準備が完了していることを確認するには」

• 166 ページの「製品を登録し、ソフトウェアのインストールを開始するには」

• 166 ページの「インストールをキャンセルするには」

• 166 ページの「インストールセッションを終了するには」

アンインストール時に生じる問題については、341 ページの第 11 章「トラブルシュー

ティング」を参照してください。

➤ グラフィカルインストーラを起動するにはグラフィカルインストーラを起動するにはグラフィカルインストーラを起動するにはグラフィカルインストーラを起動するには

1. ローカルディスプレイへのアクセスを確保します。

❍ Java Enterprise System インストーラは、ローカルディスプレイへのアクセスを必
要とすることがあります。リモートマシンにログインする、または su コマンドを
使用してローカルマシンのスーパーユーザーになる場合は、ローカルマシンで 
xhost コマンドを実行し、ローカルディスプレイにアクセスできるようにします。
たとえば、すべてのユーザーにアクセスを許可するには、次のコマンドを使用し
ます。

xhost + 

❍ リモートマシンにログインするときは、DISPLAY 環境変数がローカルディスプレ
イに適切に設定されていることを確認します。DISPLAY 変数が正しく設定されて
いないと、インストーラはテキストベースで実行されます。

❍ C Shell での例 ( マシン名は myhost) :

setenv DISPLAY myhost:0.0

❍ Korn シェルでの例 ( マシン名は myhost) :
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DISPLAY=myhost:0.0

2. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

3. グラフィカルインストールソフトウェアを起動します。

❍ ソフトウェアをダウンロードした場合は、ダウンロードしたディレクトリに移動
します。

cd installer-directory 

コマンドを入力してインストーラを起動します。

./installer

❍ DVD を使用している場合は、プラットフォームと一致する名前のディレクトリ 
(Solaris_sparc、Solaris_x86 または Linux_x86) に移動します。次に、コマン
ドを入力してインストーラを起動します。

./installer

❍ CD を使用している場合は、インストールセッション中に CD を切り替えられるよ
うに、CD 上以外のディレクトリに移動します。たとえば、次のように入力しま
す。

cd /tmp

インストーラへの完全修飾パスを使用し、コマンドを入力してインストーラ
を起動します。

mount-point/os-arch/installer

この mount-point は、CD をマウントした位置です。os-arch はプラットフォー
ムを表し、Solaris_sparc、Solaris_x86 または Linux_x86 のいずれかです。

オプションの -no パラメータを使用して、ソフトウェアをインストールせずにイ
ンストーラを実行することができます。このオプションは、インストーラの動作
について詳しく知る場合、およびサイレントインストールのための状態ファイル
を作成する場合に役立ちます。

インストーラのオプションの詳細については、401 ページの「インストーラのコ
マンド行オプション」を参照してください。

4. インストーラが起動し、「ようこそ」というページが表示されます。

➤ インストールの言語を選択するにはインストールの言語を選択するにはインストールの言語を選択するにはインストールの言語を選択するには

ここで選択した言語は、選択するすべてのコンポーネントにインストールされます。
言語を追加するごとにインストールするパッケージが増え、インストールに必要な
ディスク容量が増えます。英語は必ずインストールされます。

注 ホストシステムのロケールの言語が英語ではない場合、ホストシステムの
言語がデフォルトで選択されます。
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1. Java Enterprise System コンポーネントのインストールに使用する言語を「言語サ
ポート」ページで選択します。

2. 「次へ」をクリックして処理を継続します。

➤ コンポーネント製品を選択するにはコンポーネント製品を選択するにはコンポーネント製品を選択するにはコンポーネント製品を選択するには

「コンポーネントの選択」ページには、関連サービスごとにグループ分けされたコン
ポーネント製品のリストが表示されます。

1. 選択可能なすべてのコンポーネントをインストールするには、「すべてを選択」を
クリックします。「次へ」をクリックし、157 ページの「インストーラを使用して
選択内容を確認するには」に進みます。

2. 特定のコンポーネント製品をインストールするには、インストールするコンポー
ネント製品を個別に選択します。コンポーネントを選択するたびに、そのコン
ポーネントが依存するコンポーネントが自動的に選択されます。

ヒントヒントヒントヒント 別のマシンにインストールされているコンポーネントを参照すること
で依存性を解決する場合は、その選択をした後、コンポーネント製品
のリスト全体を調査します。この結果、インストーラが自動的に選択
したコンポーネントの選択が解除されたことが確認できます。
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コンポーネントの選択が完了したら、「次へ」をクリックします。

各コンポーネント製品の隣には、その製品が必要とするディスク容量を表す数字が示
されます。ページ上部の予定容量の値は、コンポーネント製品を選択および選択解除
するたびに変化し、選択しているすべてのコンポーネント製品のインストールに必要
なディスク容量の総量を概算で示します。

すでにインストールされているコンポーネント製品の選択は解除されます ( このため、

グレイ表示される )。これらのコンポーネントに関するレポートを表示するときは、

ページ上部の「コンポーネントの状態表示」をクリックします。

➤ インストーラを使用して選択内容を確認するにはインストーラを使用して選択内容を確認するにはインストーラを使用して選択内容を確認するにはインストーラを使用して選択内容を確認するには

「コンポーネントの選択」ページで「次へ」をクリックすると、インストーラは選択し
ているコンポーネント製品の依存性チェックを行います。依存性に問題がある場合、
問題の種類に応じて「製品の依存関係のチェック」エラーウィンドウまたは警告ウィ
ンドウが表示されます。

• ローカルな依存性を満たすことができない場合、インストーラはエラーウィンド
ウを表示します。たとえば、Messaging Server を使用するには、同じマシンに管
理サーバーがインストールされている必要があるため、Messaging Server だけを
選択して管理サーバーを選択しない場合はエラーウィンドウが表示されます。

このような状況では、コンソールをクリックしてエラーウィンドウを閉じ、適切
なコンポーネントを選択して依存関係を解決します。

• コンポーネント設定の以後の操作でリモート依存性を満たさなければならない状
況では、インストーラは警告ウィンドウを表示します。たとえば、Identity Server 
を選択して Directory Server を選択しないと、インストーラは警告ウィンドウを
表示して、Identity Server を設定するときに Directory Server のリモートインス
トールが必要になることを知らせます。

このような状況では、設定完了までにリモートインストールを指定する場合は、
「継続」をクリックします。それ以外の場合は「取り消し」をクリックし、適切な
コンポーネントを選択して依存関係をローカルに解決します。

• コンポーネント製品の以前のバージョンがすでにインストールされている場合、
インストーラは警告ウィンドウを表示します。

このような状況では、「取り消し」をクリックしてインストーラを終了し、指摘さ
れたコンポーネントをアップグレードする必要があります。

Java Enterprise System 2003Q4 バージョンからのコンポーネントのアップグレー
ドについては、235 ページの第 8 章「Java Enterprise System 2003Q4 からのアップ
グレード」を参照してください。それ以前のバージョンからのコンポーネントの
アップグレードについては、307 ページの第 9 章「Java Enterprise System 以前の
バージョンからのコンポーネントのアップグレード」を参照してください。
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➤ 共有コンポーネントをアップグレードするには共有コンポーネントをアップグレードするには共有コンポーネントをアップグレードするには共有コンポーネントをアップグレードするには

「コンポーネントの選択」ページで「次へ」をクリックすると、インストーラは選択し
ているコンポーネント製品の依存性チェックを行います。このチェックが完了すると、
インストーラはすでにインストールされている共有コンポーネントの互換性チェック
を行います。

1. システム全体を通して、互換性のないバージョンの J2SE Software Development 
Kit (SDK) が検出されると、J2SETM Software Development Kit のアップデートを要
求するページが表示されます。

アップグレードのオプションについては、316 ページの「J2SE プラットフォーム
のアップグレード情報」を参照してください。オプションを選択し、「次へ」をク
リックします。

2. その他の共有コンポーネントの互換性のないバージョンが検出された場合は、
「アップグレードの必要がある共有コンポーネント」ページが表示されます。

注 Linux プラットフォームにはシステム共通の J2SE Software 
Development Kit がインストールされないため、インストーラはこの
チェックを Solaris プラットフォーム上でのみ行います。
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「アップグレードの必要がある共有コンポーネント」ページに表示される共有コン
ポーネントをインストーラでアップグレードするには、「次へ」をクリックしま
す。

警告警告警告警告 ホストに存在する依存関係を確認せずに共有コンポーネントをアップ
グレードしないでください。ホストにインストールされ、その共有コ
ンポーネントを使用するアプリケーションの動作に問題が生じる可能
性があります。必要となる共有コンポーネントのバージョンと、既存
のアプリケーションとの間に互換性があるかどうかを確認する必要が
あります。
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➤ インストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するにはインストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するにはインストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するにはインストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するには

「インストールディレクトリ」ページには、選択したコンポーネント製品のデフォルト
ディレクトリが表示されます。

1. 確定する前にデフォルトのインストールディレクトリを調べ、配備に適したディ
レクトリであることを確認します。

2. デフォルトのディレクトリが適していない場合は、必要に応じて別のパスを参照
し、変更します。

3. 「次へ」をクリックしてシステムチェックを開始します。

インストーラは指定したディレクトリを基に、次のシステム要件を確認します。

❍ 利用可能なディスク容量

❍ インストールされているメモリ

❍ オペレーティングシステムのパッチ

❍ オペレーティングシステムのリソース

次の表の左側の列には、システムチェックの結果表示されるメッセージを示して
います。右の列は、それぞれの結果に対して必要となる対処方法を示しています。
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4. システムチェックが完了し、システムの状態に問題がなければ、「次へ」をクリッ
クします。

➤ 設定の種類を指定するには設定の種類を指定するには設定の種類を指定するには設定の種類を指定するには

インストール時に設定できるコンポーネントを選択した場合は、「設定タイプ」ページ
が表示されます。

1. どの種類の設定を行うかを指定します。

❍ 「今すぐ設定」: インストール時に設定可能なコンポーネント製品を設定します。

共通サーバー設定を指定し、次に選択したコンポーネント製品の設定情報を
指定します。

表 4-2 システムチェックの結果

表示されるメッセージ 対処方法

システムはインストールの準備が完了して
います

「次へ」をクリックし、設定の種類を指定する

システムはインストールの準備が完了しています
メモリの量が推奨レベルに達していないこ
とを示す警告メッセージを含む場合

「次へ」をクリックしてインストールを続行するが、作業完
了後にメモリを追加する。メモリを追加しない場合、パ
フォーマンスに深刻な影響が生じる可能性がある

システムはインストールの準備ができていません 「レポートの参照」をクリックし、インストーラによって検
出された問題に関する情報を参照する

問題としては、メモリ不足、オペレーティングシステムの
パッチが見つからないなどが考えられる。インストーラを
停止して問題を解決する必要がある場合は、「取消し」をク
リックする。問題を解決し、インストーラを再起動する

インストーラを停止することなく、レポートされた問題を
解決できる場合は、問題を解決した後で「再チェック」を
クリックし、システムの再チェックを行う。システム
チェックの結果として次のメッセージが表示されたら、「次
へ」をクリックして処理を継続する システムはインストール
の準備が完了しています 

注 Calendar Server、Communications Express、Instant Messaging、
Messaging Server、Sun Cluster、Sun Remote Services Net Connect の各コ
ンポーネント製品は、インストール時に設定できません。
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❍ 「あとで設定」: インストーラは、詳細設定を行わずに処理を先に進めます。165
ページの「インストールの準備が完了していることを確認するには」に進んでく
ださい。

2. 設定の種類を選択し、「次へ」をクリックします。

➤ 共通サーバー設定を指定するには共通サーバー設定を指定するには共通サーバー設定を指定するには共通サーバー設定を指定するには

設定の種類を選択し、インストール時の設定を必要とするコンポーネントセットを選
択すると、設定ページが表示されます。インストーラの各設定ページに関する情報は、
コンポーネント別に 75 ページの第 3 章「インストールおよび設定に関する情報の収

集」に記載されています。

インストールのこの段階を実行する前に、選択したコンポーネント製品に必要な設定
情報が収集されていることを確認してください。設定データの収集に利用できるワー
クシートが 363 ページの付録 A 「情報収集用ワークシート」に用意されています。

「今すぐ設定」設定オプションを選択した場合は、「共通サーバー設定」ページが表示
されます。

1. デフォルトの設定をそのまま適用するか、コンポーネント製品ワークシートに収
集した情報を使用します。共通サーバー設定の値については、81 ページの表 3-2 
を参照してください。
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ここに入力する値は、コンポーネント製品の設定ページにデフォルト値として表
示されます。

2. 「次へ」をクリックして、コンポーネント製品の設定ページに進みます。

➤ 個々のコンポーネント製品を設定するには個々のコンポーネント製品を設定するには個々のコンポーネント製品を設定するには個々のコンポーネント製品を設定するには

「共通サーバー設定」ページの設定が完了すると、インストーラは選択したコンポーネ
ント製品専用の設定ページを表示します。

コンポーネント製品のページの一部のフィールドには、「共通サーバー設定」ページに
指定したデフォルト値が表示されます。これらの値は編集可能です。たとえば、次の
画面例は Directory Server の初期設定ページを示しています。「共通サーバー設定」

ページにデフォルト値が設定されているフィールドは、「管理者ユーザー ID」と「管

理者のパスワード」です。これらのフィールドには「* 共有デフォルト値」という

マークが付けられます。

ヒントヒントヒントヒント ここに入力するデフォルト以外の情報とパスワードは書き留めておい
てください。後から実行するタスクでこの情報が必要になることがあ
ります。この情報の記録には、363 ページの付録 A 「情報収集用ワー
クシート」に記載されているワークシートが役立ちます。
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1. 表示される各設定ページでは、設定に関する情報の入力が求められます。

次の表は、設定情報の詳細が記載された第 3 章「インストールおよび設定に関す
る情報の収集」の各ページへの相互参照を示しています。

2. 「次へ」をクリックして、次のコンポーネント製品の設定ページに進みます。

後のコンポーネント製品の 後の設定ページで「次へ」をクリックすると、イ
ンストール時の設定が完了します。インストーラでは、ソフトウェアパッケージ
のインストールに進むことができるようになります。

ヒントヒントヒントヒント 設定パネルの操作中に、インストーラは設定情報を収集します。イン
ストール完了後にインストールサマリでこの情報を確認することがで
きます。インストールサマリは、Solaris では 
/var/sadm/install/logs、Linux では /var/opt/sun/install/logs 
にあります。

表 4-3 コンポーネント製品のフィールドが説明されている場所

コンポーネント 設定情報の参照先

管理サーバー 82 ページの「管理サーバーの設定」

Application Server 85 ページの「Application Server の設定」

Calendar Server 85 ページの「Calendar Server の設定」

Directory Server 86 ページの「Directory Server の設定」

Directory Proxy Server 93 ページの「Directory Proxy Server の設定」

Identity Server 94 ページの「Identity Server の設定」

Identity Server SDK 109 ページの「Identity Server SDK の設定」

Instant Messaging 116 ページの「Instant Messaging の設定」

Message Queue 116 ページの「Message Queue の設定」

Messaging Server 116 ページの「Messaging Server の設定」

Portal Server 116 ページの「Portal Server の設定」

Portal Server, Secure Remote 
Access

124 ページの「Portal Server, Secure Remote 
Access の設定」

Web Server 143 ページの「Web Server の設定」
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➤ インストールの準備が完了していることを確認するにはインストールの準備が完了していることを確認するにはインストールの準備が完了していることを確認するにはインストールの準備が完了していることを確認するには

システムにソフトウェアを転送する前に、「コンポーネントの選択」ページで選択した
コンポーネント製品を示す概要ページが表示されます。ここには共有コンポーネント
は表示されませんが、必要に応じてインストールされます。

1. 「インストールの準備が完了しています」ページに表示されるコンポーネントを確
認します。

2. 「コンポーネントの選択」ページで、必要な変更を行います。

a. 「コンポーネントの選択」ページに戻るには、「戻る」ボタンをクリックし、
「コンポーネントの選択」ページが表示されるまで各ページの「戻る」ボタン
をクリックし続けます。

b. インストーラの先のページに進むには、「次へ」をクリックします。すでに入
力されている値を変更する必要はありません。

注 インストーラがこのページを表示するときに、共有コンポーネントが
インストールされることを示す「共有コンポーネントのアップグレー
ド / インストール」ウィンドウが表示されます。共有コンポーネント
がインストールされるまで待機してください。
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3. 「インストールの準備が完了しています」ページの情報が適切であることを確認し
たら、「次へ」をクリックします。

➤ 製品を登録し、ソフトウェアのインストールを開始するには製品を登録し、ソフトウェアのインストールを開始するには製品を登録し、ソフトウェアのインストールを開始するには製品を登録し、ソフトウェアのインストールを開始するには

ソフトウェアのインストール中に「製品登録」ページが表示されます。ここには、製
品の登録オプションが示されます。

1. インストール中に登録フォームの入力と送信をしたくない場合は、デフォルトの
「インストール中に登録ウィンドウを開きます」オプションの選択を解除します。

2. 「インストール」をクリックして、コンポーネントパッケージのインストールを開
始します。インストール中に表示される項目は次のとおりです。

❍ インストールがどこまで完了したか、割合を示す進捗バー

❍ インストールしているパッケージの名前

❍ 製品登録オプションを受け入れた場合は、登録を行うためのブラウザウィンドウ

➤ インストールをキャンセルするにはインストールをキャンセルするにはインストールをキャンセルするにはインストールをキャンセルするには

「取消し」をクリックすると、インストールをキャンセルすることができます。インス
トールをキャンセルすると、アンインストーラが起動し、それまでにインストールさ
れたソフトウェアが消去されます。

➤ インストールセッションを終了するにはインストールセッションを終了するにはインストールセッションを終了するにはインストールセッションを終了するには

インストールが完了すると、「インストールが完了しました」ページが表示されます。
メモリ不足など、インストールに関する問題はこのページに表示されます。また、こ
のページからインストールサマリおよびログを参照することができます。

1. 「サマリの表示」または「ログの表示」ボタンをクリックすると、インストールに
関する情報が表示されます。この情報は Solaris では /var/sadm/install/logs、
Linux では /var/opt/sun/install/logs 内のファイルに保存されるので、インス
トーラを終了してからも参照できます。

❍ インストールサマリ : インストールされた各コンポーネントと、指定した設定内
容が記録されます。「今すぐ設定」設定オプションを選択した場合、このサマリ
ファイルにはすべての設定値が記録されます。

❍ インストールログ : コンポーネント製品に関するインストーラのログメッセージ
を示します。

2. 「閉じる」をクリックしてインストーラを終了します。

これでインストーラセッションは完了です。インストールしたコンポーネント製
品は、インストール後のタスクが完了してから起動する必要があります。

注 インストールのサイズと複雑さによっては、インストールに長い時間がか
かる可能性があります。
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3. Java Enterprise System のインストールを完了する方法については、「次の手順」
を参照してください。

コンポーネントの追加
インストーラを再び実行し、追加のコンポーネントをインストールできます。インス
トーラは、新しくインストールされたコンポーネントを検出し、他のコンポーネント
との依存関係を満たすコンポーネントを使用します。インストールされたコンポーネ
ントについては、「コンポーネントの選択」ページで選択肢が無効表示されます。

たとえば、今回のインストールで Identity Server およびその依存コンポーネントをイ

ンストールしたとします。その後で、Portal Server をインストールすることになりま

した。Portal Server との依存関係を満たす Identity Server の既存のインスタンスが使

用され、Identity Server の再インストールを促すメッセージは表示されません。

次の手順
この章を終えた時点で、Java Enterprise System のインストールのうち、インストーラ

で実行する部分は完了しています。コンポーネント製品を環境に合わせて設定する
終的な方法については、195 ページの「インストール後の設定と起動」を参照してく

ださい。

インストールイメージを企業内の他の管理者も利用できるようにする方法については、
393 ページの「ネットワークインストールのためのセットアップ方法」を参照してく

ださい。

注 インストール時に拡張設定を行なっている場合もありますが、ほとんどの
コンポーネント製品では追加設定が必要です。他の作業に進む前に、イン
ストール後の設定要件を参照してください。
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第 5 章

テキストベースのインタフェースを使用した
ソフトウェアのインストール

この章では、対話的なテキストベースのインタフェースを使用して Java Enterprise 
System コンポーネント製品をインストールする方法について説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「テキストベースモードの使用方法」

• 171 ページの「インストール前のチェックリスト」

• 173 ページの「アップグレードが必要なコンポーネントの確認」

• 175 ページの「テキストベースモードでのインストーラの実行」

• 184 ページの「コンポーネントの追加」

• 184 ページの「次の手順」

インストールを開始する前に、Java Enterprise System とそのコンポーネント製品につ

いて、インストールに関連する全体的な機能に習熟している必要があります。概要を
迅速に把握するには、40 ページの「Java Enterprise System インストーラのしくみ」

および第 4 章「グラフィカルインタフェースによるソフトウェアのインストール」を

参照してください。
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テキストベースモードの使用方法
インストーラのテキストベースモードでは、グラフィカルな画面は表示されず、一連
の質問の形式で情報が要求されます。次の表は、Java Enterprise System インストーラ

のプロンプトで要求される応答について説明しています。

表 5-1 インストーラのプロンプトに対する応答

処理 入力

角カッコ ([ ]) 内に示されているデ
フォルト値を受け入れる

Return キーを押す

リストから項目を選択する 項目の番号を入力し、複数の場合はコンマで区切
り、Return キーを押す。空白文字は使用できな
い。たとえば、リスト内の項目 2 を選択するに
は、2 と入力してから Return キーを押す

項目 1、3、4 を選択するには、1,3,4 と入力して
から Return キーを押す

リストに含まれる項目の選択を解除
する

項目番号の前にマイナス記号 (-) を入力し、複数
の場合はコンマで区切る。空白文字は使用できな
い。 後に Return キーを押す

たとえば、リスト内の項目 2 の選択を解除するに
は、-2 を入力してから Return キーを押す

項目 1、3、4 の選択を解除するには、-1,-3,-4 
と入力してから Return キーを押す

テキストフィールドに値を指定する

たとえば、ユーザー名やポート番号
の指定が求められた場合など

値を入力し、Return キーを押す

パスワードを指定する パスワードを入力し、Return キーを押す

パスワードは端末ウィンドウには表示されない

前のページに戻る 左向きの不等号 (<) を入力し、Return キーを押す

セッションを終了する 感嘆符 (!) を入力し、Return キーを押す
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インストール前のチェックリスト
次の表は、インストールを開始する前に必要なタスクを示しています。左の列は、タ
スクの一般的な実行順序を示し、中央の列は実行する操作を説明しています。右の列
は、便利なその他の情報と参照先を示しています。

表 5-2 インストール前の作業

順序 実行するタスク 便利な情報と参照先

1 システム要件が満たされていることを確認
する

『Java Enterprise System リリースノート』、
http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

2 Java Enterprise System 2004Q2 との互換性
を持たない既存のコンポーネント製品を
アップグレードする

prodreg、pkginfo、または rpm コマンド ( 詳細
についてはマニュアルページを参照 )

173 ページの「アップグレードが必要なコンポー
ネントの確認」

235 ページの第 8 章「Java Enterprise System 
2003Q4 からのアップグレード」

307 ページの第 9 章「Java Enterprise System 以
前のバージョンからのコンポーネントのアップ
グレード」

3 製品コンポーネントのインストール方法を
計画する

51 ページの第 2 章「インストールの準備」

4 コンポーネント製品に必要な設定情報を収
集する

75 ページの第 3 章「インストールおよび設定に
関する情報の収集」

363 ページの付録 A 「情報収集用ワークシート」

5 Solaris の場合は 
(/var/sadm/install/productregistry)、
Linux の場合は 
/var/opt/sun/install/productregistry) 
に製品レジストリファイルのコピーを作成
する 

製品レジストリのバックアップコピーは、イン
ストールが失敗した際にシステムの復旧に役立
つ

6 必要なシステムアカウントを作成する Directory Server、Directory Proxy Server、また
は管理サーバーをルート以外のユーザーとして
実行する場合は、設定前にアカウントを作成す
る必要がある

7 Sun Cluster ソフトウェアをインストールす
る場合は、インストールの順序を計画する。
Sun Cluster ソフトウェアは Solaris 版のみ
提供

56 ページの「Sun Cluster ソフトウェアを使用し
た高可用性」
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8 すでにインストールされているサーバーま
たはサービスに依存するコンポーネントを
インストールする場合は、既存のサーバー
およびサービスが稼動し、アクセス可能で
あることを確認する

たとえば、Portal Server, Secure Remote Access 
サブコンポーネントをインストールする場合は、
Portal Server, Secure Remote Access コアが稼動
し、アクセス可能である必要がある

9 Application Server または Directory Server 
を Solaris にインストールする場合は、Perl 
がインストールされていることを確認する

Perl のパッケージ (SUNWpl5*) は Solaris 8 およ
び Solaris 9 の媒体に用意されている。パッケー
ジの追加には pkgadd を使用する

10 Identity Server または Messaging Server を
インストールする場合は、Identity Server 
のインストール先となるマシンのドメイン
名が設定されていることを確認する

ドメイン名を設定するには、次のいずれかの操
作を行う

• /etc/resolv.conf ファイルが存在する場合
は、domain 設定エントリにドメイン名を入
力する。例 : domain madisonparc.com

• /etc/resolv.conf ファイルが存在しない場
合は、次のコマンドを実行する

 # domainname domain_name

11 Web Server をインストールする場合は、
UID 80 と GID 80 がすでに Web Server に割
り当てられていないことを確認する

Web Server にすでに 80 が割り当てられている場
合、エラーが発生して Web Server のインストー
ルは失敗する

12 再インストールを行う場合、Web Server の
ディレクトリが存在しないことを確認する

Web Server のデフォルトインストールディレク
トリは、Solaris の場合 /opt/SUNWwbsvr、Linux 
の場合 /opt/sun/webserver となる

13 Calendar Server または Messaging Server を
インストールする場合は、/etc/hosts ファ
イルの 2 番目の列に単純なホスト名ではな
く完全修飾識別名 (FQDN) が含まれている
ことを確認する

例 :

192.18.99.999  mycomputer.company.com  
loghost

14 J2SE ソフトウェアをアップグレードする場
合は、アップグレードする J2SE コンポーネ
ントに依存するその他の製品が停止されて
いることを確認する

J2SE の詳細については、316 ページの「J2SE プ
ラットフォームのアップグレード情報」を参照

15 Directory Proxy Server が、すでにインス
トールされている設定用 Directory Server 
を使用する場合は、Directory Proxy Server 
のインストール時に設定用 Directory Server 
が稼動していることを確認する。Directory 
Proxy Server と設定用 Directory Server を同
時にインストールするときは、この事前タ
スクを実行する必要はない

表 5-2 インストール前の作業 ( 続き )

順序 実行するタスク 便利な情報と参照先
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アップグレードが必要なコンポーネントの確認
パッケージベースでインストールされたソフトウェアについては、システムにすでに
インストールされている、Java Enterprise System に関連するソフトウェアパッケージ

をインストール前にチェックするにはインストーラを使用できます。このチェックの
利点は、互換性のないコンポーネントを事前に確認し、インストール前に必要な処理
を行えることです。これにより、インストールセッションをより効率的に実行するこ
とができます。

次の手順は、テキストベースモードのインストーラを使用して、アップグレードが必
要なコンポーネントを確認する方法を示しています。グラフィカルベースのインス
トーラを使用する手順については、152 ページの「グラフィカルインストーラを使用

してコンポーネントのアップグレードの必要性を判断するには」を参照してください。

➤ テキストベースのインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必テキストベースのインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必テキストベースのインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必テキストベースのインストーラを使用してコンポーネントのアップグレードの必
要性を判断するには要性を判断するには要性を判断するには要性を判断するには

1. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

2. アクティブインストールではないことを示す -no オプションを指定してインス
トーラを起動します。

./installer -nodisplay -no

3. サポートが必要な言語の指定が完了するまで、インストーラの各ページを設定し
ます。

4. サポートする言語を選択すると、インストーラはすでにインストールされている
コンポーネント製品についてシステムを調べます。

❍ すでにインストールされているコンポーネント製品をインストーラが検出すると、
「このホストのコンポーネント製品」というタイトルのレポートとしてコンポーネン
トに関する情報が表示されます。

この場合は、レポートに表示される情報を確認します。古いバージョンのコ
ンポーネント製品がシステムにインストールされていることが示される場合
は、インストーラを終了し、そのコンポーネントをアップグレードしてくだ
さい。それ以外の場合は、「コンポーネントの選択」メニューを使用して、イ
ンストールするコンポーネントを選択します。次に、手順 5 に進みます。

Java Enterprise System 2003Q4 バージョンからのコンポーネントのアップグ
レードについては、235 ページの第 8 章「Java Enterprise System 2003Q4 から
のアップグレード」を参照してください。それ以前のバージョンからのコン
ポーネントのアップグレードについては、307 ページの第 9 章「Java 
Enterprise System 以前のバージョンからのコンポーネントのアップグレード」
を参照してください。
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❍ インストーラがインストール済みコンポーネントを検出しなかった場合は、インス
トールのタイプというタイトルの下で、Java Enterprise System 製品およびサービス
をフルセットでインストールするかどうかの確認が促されます。デフォルトの 
Yes を受け付ける場合は、Return キーを押します。

5. インストーラはコンポーネント製品の依存性チェックを行い、問題があれば説明
を表示します。製品の依存問題を参照し、Return キーを押して処理を継続しま
す。

6. インストーラは、システムにある Java Enterprise System と互換性のない共有コン
ポーネントを調べます。互換性のない共有コンポーネントが検出されると、イン
ストール時にアップグレードされる共有コンポーネントに関する説明が表示され
ます。

7. 共有コンポーネントに関する問題を参照し、その共有コンポーネントをインス
トール時にインストーラでアップグレードするか、ユーザー自身が手動でアップ
グレードする必要があるかを決定します。

8. ! を入力して Return キーを押し、インストーラを終了します。

9. 共有コンポーネントに必要なアップグレードを行います。

新しいバージョンが、ホストにインストールされているアプリケーションと互換
性を持つかどうかを確認します。ホスト上の共有コンポーネントを安全にアップ
グレードできることを確認したら、次のいずれかの操作を行います。

❍ 必要に応じて共有コンポーネントを手動でアップグレードする

❍ アクティブインストール時にインストーラで共有コンポーネントをアップグ
レードする

コンポーネントが Java Enterprise System の要件を満たすことをインストーラが示す

までこの手順を繰り返します。

警告警告警告警告 ホストに存在する依存関係を確認せずに共有コンポーネントをアップ
グレードしないでください。ホストにインストールされ、その共有コ
ンポーネントを使用するアプリケーションの動作に問題が生じる可能
性があります。必要となる共有コンポーネントのバージョンと、既存
のアプリケーションとの間に互換性があるかどうかを確認する必要が
あります。
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テキストベースモードでのインストーラの実行
ここでは、次の手順について説明します。

• 「テキストベースのインストーラを起動するには」

• 176 ページの「インストールの言語を選択するには」

• 176 ページの「コンポーネントを選択するには」

• 179 ページの「インストーラを使用して選択内容を確認するには」

• 179 ページの「共有コンポーネントをアップグレードするには」

• 181 ページの「インストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始す
るには」

• 181 ページの「設定の種類を選択するには」

• 181 ページの「設定データを指定するには」

• 183 ページの「インストールの準備が完了していることを確認するには」

• 183 ページの「ソフトウェアをインストールするには」

アンインストール時に生じる問題については、341 ページの第 11 章「トラブルシュー

ティング」を参照してください。

➤ テキストベースのインストーラを起動するにはテキストベースのインストーラを起動するにはテキストベースのインストーラを起動するにはテキストベースのインストーラを起動するには

1. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

2. テキストベースのインストールインタフェースを起動します。

❍ ソフトウェアをダウンロードした場合は、ダウンロードしたディレクトリに移動
します。

cd installer-directory 

コマンドを入力してインストーラを起動します。

./installer -nodisplay

❍ DVD を使用している場合は、プラットフォームと一致する名前のディレクトリ 
(Solaris_sparc、Solaris_x86 または Linux_x86) に移動します。次に、コマン
ドを入力してインストーラを起動します。

./installer -nodisplay
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❍ CD を使用している場合は、インストールセッション中に CD を切り替えられるよ
うに、CD 上以外のディレクトリに移動します。たとえば、次のように入力しま
す。

cd /tmp

インストーラへの完全修飾パスを使用し、コマンドを入力してインストーラ
を起動します。

mount-point/os-arch/installer -nodisplay

この mount-point は、CD をマウントした位置です。os-arch はプラットフォー
ムを表し、Solaris_sparc、Solaris_x86 または Linux_x86 のいずれかです。

オプションの -no パラメータを使用して、ソフトウェアをインストールせずにイ
ンストーラを実行することができます。このオプションは、インストーラの動作
について詳しく知る場合、およびサイレントインストールのための状態ファイル
を作成する場合に役立ちます。

インストーラのオプションの詳細については、401 ページの「インストーラのコ
マンド行オプション」を参照してください。

3. インストーラが起動すると、起動に成功したことを示すメッセージが表示されま
す。

➤ インストールの言語を選択するにはインストールの言語を選択するにはインストールの言語を選択するにはインストールの言語を選択するには

インストールする追加の言語パッケージの選択が求められます。英語は必ずインス
トールされます。

1. インストールする追加の言語パッケージに対応する番号をコンマで区切って入力
します。

2. Return キーを押して処理を継続します。

➤ コンポーネントを選択するにはコンポーネントを選択するにはコンポーネントを選択するにはコンポーネントを選択するには

インストールする言語を選択すると、インストーラはすでにインストールされている
コンポーネント製品のバージョンについてシステムを調べます。

• コンポーネント製品のインストール済みバージョンが検出されない場合は、Java 
Enterprise System 製品およびサービスのフルセットをインストールするかどうか
を尋ねるメッセージが表示されます。
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デフォルトの設定 (Yes) を選択した場合は、次項に進みます。179 ページの「共有
コンポーネントをアップグレードするには」に進んでください。

No を選択した場合は、コンポーネント選択用のメインメニューが表示されます。

• すでにインストールされているコンポーネント製品をインストーラが検出すると、
検出されたコンポーネントのリストが「このホストのコンポーネント製品」というタ
イトルの下に表示されます。次に、コンポーネント選択用のメインメニューが表
示されます。

これらのコンポーネント製品は、製品の選択ページでは選択できませんが、Java 
Enterprise System の要件、または他のコンポーネント製品との依存要件を満たし
ていないバージョンの場合は、アップグレードが必要になることがあります。

1. コンポーネント選択メインメニューには、インストール可能なコンポーネント製
品がリスト表示されます。

インストールのタイプ
-----------------

Sun Java(TM) Enterprise System の製品とサービスの一式をインストール
しますか ?

 製品とサービスをインストールしますか ?(yes/no) [Yes] {"<" 戻る , 
"!" 終了 } 
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2. インストールするコンポーネントに対応する番号をコンマで区切って入力し、イ
ンストールするコンポーネント製品を指定して Return キーを押します。

インストーラは、インストールする製品の確認または変更を求めます。

3. 製品の選択を確認します。

選択している各コンポーネント製品にサブコンポーネントがある場合には、イン
ストールするサブコンポーネントの選択が必要になります。

コンポーネントの選択 - メインメニュー
-------------------------------

注 :"* *" は、選択が無効であることを示します。

[ ] 1. Sun Java(TM) System Calendar Server 6 2004Q2 (42.66 MB)
[ ] 2. Sun Java(TM) System Web Server 6 2004Q1 Update 1 
Service Pack 2

 (63.51 MB)
[ ] 3. Sun Java(TM) System Messaging Server 6 2004Q2 (122.87 
MB)
[ ] 4. Sun Remote Services Net Connect (27.62 MB)
[ ] 5. Sun Java(TM) System Administration Server 5 2004Q2 
(12.98 MB)
[ ] 6. Sun Java(TM) System Identity Server 2004Q2 (27.17 MB)
[ ] 7. Sun Cluster 3.1 4/04 (58.93 MB)
[ ] 8. Sun Java(TM) System Communications Express (16.88 MB)
[ ] 9. Sun Java(TM) System Message Queue 3.5 SP 1 (8.40 MB)
[ ] 10. Sun Java(TM) System Instant Messaging 6 2004Q2 (9.89 
MB)
[ ] 11. Sun Java(TM) System Application Server 7.0 Update 3 
(80.92 MB)
[ ] 12. Sun Java(TM) System Directory Proxy Server 5 2004Q2 
(9.44 MB)
[ ] 13. Sun Java(TM) System Portal Server Secure Remote Access 
2004Q2

 (14.82 MB)
[ ] 14. Sun Java(TM) System Portal Server 2004Q2 (76.90 MB)
[ ] 15. Sun Cluster Agents for Sun Java(TM) System (7.41 MB)
[ ] 16. Sun Java(TM) System Directory Server 5 2004Q2 (45.28 
MB)

 インストールする製品をコンマで区切って入力してください [] {"<" 戻る
, "!"終了 }: 
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4. 表示されるメッセージに従って、インストールするサブコンポーネントを選択し
ます。

➤ インストーラを使用して選択内容を確認するにはインストーラを使用して選択内容を確認するにはインストーラを使用して選択内容を確認するにはインストーラを使用して選択内容を確認するには

コンポーネント製品とそのサブコンポーネントの選択が完了すると、インストーラは
選択されたコンポーネント製品の依存性検査を行います。依存性に問題がある場合、
問題の種類に応じて「製品の依存関係のチェック」エラーまたは警告が表示されます。

• ローカルな依存性を満たすことができない場合、インストーラはエラーを表示し
ます。たとえば、Messaging Server を使用するには、同じマシンに管理サーバー
がインストールされている必要があるため、Messaging Server だけを選択して管
理サーバーを選択しない場合はエラーウィンドウが表示されます。

このような状況では、コンポーネント選択メインメニューに戻り、ローカル依存
関係を解決できるように、適切なコンポーネントを選択します。

• コンポーネント設定の以後の操作でリモート依存性を満たさなければならない状
況では、インストーラは警告ウィンドウを表示します。たとえば、Identity Server 
を選択して Directory Server を選択しないと、インストーラは警告ウィンドウを
表示して、Identity Server を設定するときに Directory Server のリモートインス
トールが必要になることを知らせます。

このような状況で、設定完了までにリモートインストールを指定する場合は、イ
ンストール処理を継続します。そうでない場合は、コンポーネント選択メインメ
ニューに戻り、ローカル依存関係を解決できるように、適切なコンポーネントを
選択します。

• コンポーネント製品の以前のバージョンがすでにインストールされている場合、
インストーラは警告を表示します。

このような状況では、インストーラを終了し、指摘されたコンポーネントをアッ
プグレードする必要があります。

Java Enterprise System 2003Q4 バージョンからのコンポーネントのアップグレー
ドについては、235 ページの第 8 章「Java Enterprise System 2003Q4 からのアップ
グレード」を参照してください。それ以前のバージョンからのコンポーネントの
アップグレードについては、307 ページの第 9 章「Java Enterprise System 以前の
バージョンからのコンポーネントのアップグレード」を参照してください。

➤ 共有コンポーネントをアップグレードするには共有コンポーネントをアップグレードするには共有コンポーネントをアップグレードするには共有コンポーネントをアップグレードするには

選択したコンポーネント製品に関するインストーラによる依存性検査が完了すると、
すでにインストールされている共有コンポーネントの互換性検査が行われます。

1. システム全体を通して、互換性のないバージョンの J2SE Software Development 
Kit (SDK) が検出されると、インストーラは J2SE SDK のアップグレード、または 
Java Enterprise System 用の第 2 の J2SE SDK のインストールのどちらを行うか、
選択を求めます。
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これらのアップグレードオプションについては、316 ページの「J2SE プラット
フォームのアップグレード情報」を参照してください。オプションを選択し、
Return キーを押します。

2. 互換性のないバージョンのその他の共有コンポーネントが検出された場合は、次
のようなレポートが表示されます。

注 Linux プラットフォームにはシステム共通の J2SE Software 
Development Kit がインストールされないため、インストーラはこの
チェックを Solaris プラットフォーム上でのみ行います。

アップグレードの必要がある共有コンポーネント
-----------------------------------

現在、以下の共有コンポーネントがインストールされています。これらは、イン
ストール対象として選択された製品との互換性を維持するために
アップグレードされます。

コンポーネントパッケージ
--------------------
NSS  SUNWtls

 3.3.6:PATCHES:114045-02,115924-02 (インストール済み )
 3.3.10:PATCHES:114045-10,115924-08 (必須 )

ICU  SUNWicu

 1.0:PATCHES:116103-03 (インストール済み )
 1.0:PATCHES:116103-04 (必須 )

NSSX  SUNWtlsx

 3.3.6:PATCHES:114045-02,115924-02 (インストール済み )
 3.3.10:PATCHES:114045-10,115924-08 (必須 )

ICUX  SUNWicux

 1.0:PATCHES:116103-03 (インストール済み )
 1.0:PATCHES:116103-04 (必須 )

 Enter 1 to continue and 2 to exit [1] {"<" 戻る , "!" 終了 }:
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表示される共有コンポーネントのアップグレードをインストーラで実行する場合
は、インストールを継続します。

➤ インストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するにはインストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するにはインストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するにはインストールディレクトリを指定し、システムチェックを開始するには

デフォルトのディレクトリが表示されます。

1. 操作環境に応じて、必要であればディレクトリを変更します。

2. システムチェックの結果を確認します。

インストーラは、ディスク容量、メモリ、オペレーティングシステムのパッチ、
およびオペレーティングシステムリソースのシステムチェックを実行します。
ディスク容量またはメモリが不足している場合や、オペレーティングシステムの
パッチが見つからない場合は、一度インストーラを終了し、問題を解決してから
再起動します。

➤ 設定の種類を選択するには設定の種類を選択するには設定の種類を選択するには設定の種類を選択するには

設定の種類について、「今すぐ設定」( デフォルト ) または「あとで設定」のいずれか

のオプションを指定します。

• 「今すぐ設定」: インストール時に設定可能なコンポーネント製品を設定します。

共通サーバー設定を指定し、次に選択したコンポーネント製品の設定情報を指定
します。

• 「あとで設定」: パッケージのインストールに必要な 小限の値だけを入力します。

インストーラは、詳細設定を行わずに処理を先に進めます。183 ページの「イン
ストールの準備が完了していることを確認するには」に進んでください。

➤ 設定データを指定するには設定データを指定するには設定データを指定するには設定データを指定するには

インストール時に設定が必要なコンポーネント製品または設定の種類を選択した場合
は、共通サーバー設定およびコンポーネント製品の設定の設定情報を指定するように
指示されます。

パスワードを除いて、デフォルト値が表示されます。パスワードは 8 文字以上で指定

する必要があります。

警告警告警告警告 ホストに存在する依存関係を確認せずに共有コンポーネントをアップ
グレードしないでください。ホストにインストールされ、その共有コ
ンポーネントを使用するアプリケーションの動作に問題が生じる可能
性があります。必要となる共有コンポーネントのバージョンと、既存
のアプリケーションとの間に互換性があるかどうかを確認する必要が
あります。
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1. 共通サーバー設定を指定します。

デフォルト値を受け入れるか、または共通サーバー設定のワークシートで収集し
た情報を使用してインストーラの質問に答えます。これらのフィールドの詳細に
ついては、81 ページの「共通サーバー設定」を参照してください。

2. コンポーネント製品の設定を指定します。

デフォルト値を受け入れるか、またはコンポーネント製品のワークシートで収集
した情報を使用してインストーラの質問に答えます。

次の表は、設定情報の詳細が記載された第 3 章「インストールおよび設定に関す
る情報の収集」の各ページへの相互参照を示しています。

ヒントヒントヒントヒント 設定パネルの操作中に、インストーラは設定情報を収集します。インス
トール完了後にインストールサマリでこの情報を確認することができます。
インストールサマリは、Solaris では /var/sadm/install/logs、Linux で
は /var/opt/sun/install/logs にあります。

表 5-3 コンポーネント製品のフィールドが説明されている場所

コンポーネント 設定情報の参照先

管理サーバー 82 ページの「管理サーバーの設定」

Application Server 85 ページの「Application Server の設定」

Calendar Server 85 ページの「Calendar Server の設定」

Directory Server 86 ページの「Directory Server の設定」

Directory Proxy Server 93 ページの「Directory Proxy Server の設定」

Identity Server 94 ページの「Identity Server の設定」

Identity Server SDK 109 ページの「Identity Server SDK の設定」

Instant Messaging 116 ページの「Instant Messaging の設定」

Message Queue 116 ページの「Message Queue の設定」

Messaging Server 116 ページの「Messaging Server の設定」

Portal Server 116 ページの「Portal Server の設定」

Portal Server, Secure Remote 
Access

124 ページの「Portal Server, Secure Remote 
Access の設定」

Web Server 143 ページの「Web Server の設定」
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➤ インストールの準備が完了していることを確認するにはインストールの準備が完了していることを確認するにはインストールの準備が完了していることを確認するにはインストールの準備が完了していることを確認するには

選択したコンポーネント製品が表示されます。共有コンポーネントは表示されません
が、必要に応じてインストールされます。

このリストをよく確認してください。変更する必要がある場合は、変更が必要な質問
が表示されるまで < キーを押し続けます。

➤ ソフトウェアをインストールするにはソフトウェアをインストールするにはソフトウェアをインストールするにはソフトウェアをインストールするには

1. インストールを開始するには、Return キーを押してデフォルトの「1」を受け入
れます。

インストール処理が開始され、進捗バーにインストールの状況が表示されます。
例 :

Java Enterprise System
|-1%--------------25%-----------------50%--

インストールが正常に完了すると、「インストールが完了しました」というメッ
セージが表示されます。

2. Solaris では /var/sadm/install/logs、Linux では /var/opt/sun/install/logs 
に格納される、インストール後のファイルを確認します。

❍ [1] インストールサマリ : インストールされた各コンポーネントと、指定した設定
内容が記録されます。「今すぐ設定」設定オプションを選択した場合、このサマリ
ファイルにはすべての設定値が記録されます。

❍ [2] インストールログ : コンポーネント製品に関するインストーラのログメッセー
ジを示します。

❍ 別のログファイルに、共有コンポーネントのインストールについての情報が記載
されます。

3. インストーラを終了します。

注 インストールのサイズと複雑さによっては、インストールに長い時間
がかかる場合があります。
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コンポーネントの追加
さらにコンポーネント製品を追加するために、インストーラを再び実行することもで
きます。インストーラは、新しくインストールされたコンポーネントを検出し、他の
コンポーネントとの依存関係を満たすコンポーネントを使用します。インストールさ
れているコンポーネントを表すオプションは無効になっています。

たとえば、今回のインストールで Identity Server およびその依存コンポーネントをイ

ンストールしたとします。その後で、Portal Server をインストールすることになりま

した。Portal Server との依存関係を満たす Identity Server の既存のインスタンスが使

用され、Identity Server の再インストールを促すメッセージは表示されません。

次の手順
この章を終えた時点で、Java Enterprise System のインストールのうち、インストーラ

で実行する部分は完了しています。操作環境に合わせてコンポーネント製品をさらに
設定する方法については、195 ページの「インストール後の設定と起動」を参照して

ください。

インストールイメージを企業内の他の管理者も利用できるようにする方法については、
393 ページの「ネットワークインストールのためのセットアップ方法」を参照してく

ださい。

注 インストール時に拡張設定を行なっている場合もありますが、ほとんどの
コンポーネント製品では追加設定が必要です。他の作業に進む前に、イン
ストール後の設定要件を参照してください。
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第 6 章

サイレントモードでのソフトウェア
のインストール

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「サイレントインストールの概要」

• 186 ページの「状態ファイルの生成」

• 188 ページの「状態ファイルの編集」

• 192 ページの「サイレントモードでのインストーラの実行」

• 194 ページの「次の手順」

サイレントインストールの概要
サイレントインストールは、類似した設定を共有している複数のホストに Java 
Enterprise System をインストールする場合に便利です。サイレントインストールで

は、インストーラを実行して、状態ファイルに入力した値が取り込まれるようにする
必要があります。応答が含まれている状態ファイルはパラメータのリストであり、そ
れぞれが 1 つのフィールドのプロンプトを表します。

同じ状態ファイルを入力に使用して、多数のホストでインストーラを実行できます。
このプロセスにより、企業内の複数のホストに設定が伝達されます。

Java Enterprise System のコンポーネントを使い慣れている場合は、手動で状態ファイ

ルを作成することに慣れているかもしれません。この方法では、インストール時、設
定時、またはサーバーの起動時に問題が発生する可能性があります。

正しいサイレントインストールのためのガイドラインは、次のとおりです。

• インストーラを使用して状態ファイルを生成する前に、150 ページの「インス
トール前のチェックリスト」に記載されているタスクを必ず実行します。
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• 186 ページの「状態ファイルの生成」に説明されている方法で、インストーラが
状態ファイルを生成できるようにします。

独自の状態ファイルは作成しないでください。インストーラが生成する状態ファ
イルを使用することで、リアルタイムの依存性チェックとエラーレポートを活用
することができます。

• 編集する前に、状態ファイルのコピーを保存します。

• 値を編集する以外は、パラメータを変更しないでください。

❍ 値が指定されていない場合でも、パラメータを削除しないでください。

❍ パラメータを追加しないでください。

❍ パラメータの順序を変更しないでください。

• 値を編集する場合は、次のガイドラインに従ってください。

❍ 元のタイプと形式に注意し、新しい値を入力するときはそれに従う例 : 

❍ 古い値がホスト名の場合、ドメインの完全修飾名ではなく、ホスト名を入力
する

❍ 古い値の先頭にスラッシュ (/) が付いている場合、新しい値の先頭にも必ず
スラッシュを付ける

❍ 削除する値の代わりに、他の値を入力する。パラメータが必要な場合、インス
トールまたは設定に失敗する可能性がある

❍ 元の値の大文字 / 小文字の区別を維持する

状態ファイルの生成
状態ファイルを生成するには、グラフィカルインタフェースまたはテキストベースイ
ンタフェースを使用して、 初にインストーラを実行する必要があります。具体的な
操作方法については、149 ページの第 4 章「グラフィカルインタフェースによるソフ

トウェアのインストール」または 169 ページの第 5 章「テキストベースのインタ

フェースを使用したソフトウェアのインストール」を参照してください。インストー
ル前チェックリストで指示されているタスクを事前に実行しておくことは、特に重要
です。

➤ 状態ファイルを生成するには状態ファイルを生成するには状態ファイルを生成するには状態ファイルを生成するには

1. 状態ファイルを作成するには、ソフトウェアを実際にインストールせずにインス
トーラを実行します。状態ファイルのパス名を次の構文で指定します。

./installer [-no] [-nodisplay] -saveState [statefile]

各オプションの意味は次のとおりです。
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2. 状態ファイルの作成にグラフィカルインタフェースとテキストベースインタ
フェースのどちらを使用するかに応じて、次のいずれかの項で説明されている手
順に従って操作します。

❍ 154 ページの「グラフィカルモードでのインストーラの実行」

❍ 175 ページの「テキストベースモードでのインストーラの実行」

3. インストーラが表示する各ページに情報を指定します。

インストーラからの質問に回答すると、その回答が状態ファイルに記録されます。
インストールが完了すると、指定された場所にある状態ファイルが利用可能にな
ります。これにより、状態ファイルのコピーを作成し、Java Enterprise System を
サイレントモードでインストールする各種マシンに合わせてその値を編集できる
ようになります。

-no インストーラによってこのホストにソフトウェアがインス
トールされないようにする

-nodisplay インストーラをテキストベースモードで起動する。このオプ
ションを指定しない場合、インストーラはグラフィカルモー
ドで起動される

-saveState statefile によって指定される場所に状態ファイルを生成する
ようにインストーラに指示する。指定されたファイルが存在
しない場合、このファイルは自動的に作成される

statefile の値を省略すると、インストーラはデフォルトの 
statefile.out ファイルに書き込みを行う

連続インストールセッションで同じ状態ファイルを指定する
ことができる。初回のインストールセッションが終了する
と、ファイル名に n が追加される。この n はゼロ (0) から始
まる整数であり、セッションが開始されるたびに増える

statefile 生成する状態ファイルへの絶対パスまたは相対パスを指定す
る
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状態ファイルの編集
サイレントインストールを実行する前に、ホスト名、ドメイン名、IP アドレスなどの

ローカルパラメータ、およびその他の設定がインストール先の各マシンに適切になる
ように、状態ファイルを編集する必要があります。

状態ファイルを作成したのとは異なるオペレーティングシステムプラットフォームに
インストールすることを計画している場合、状態ファイルのキーの変更が必要になる
場合があります。

この節で説明する内容は、次のとおりです。

• 「ローカルパラメータの編集」

• 190 ページの「プラットフォームに適した状態ファイル ID の作成」

ローカルパラメータの編集
次の表は、インストールするコンポーネントに応じて編集の必要があるパラメータを
示しています。また、編集が必要となるパラメータは、マシンのセットアップによっ
ても異なります。たとえば、状態ファイルを生成したマシンが、インストール先のマ
シンと同じドメインに含まれるかどうか、などの条件が影響します。

表 6-1 編集する状態ファイルのパラメータ

コンポーネント パラメータ名

共通サーバー設定 CMN_HOST_NAME 

CMN_DOMAIN_NAME

CMN_IPADDRESS

管理サーバー ADMINSERV_DOMAIN

ADMINSERV_CONFIG_DIR_HOST

Directory Server DS_SERVER_IDENTIFIER

CONFIG_DIR_HOST (USE_EXISTING_CONFIG_DIR が 1 に設定
されている場合 )

USER_DIR_HOST (USE_EXISTING_USER_DIR が 1 に設定され
ている場合 )
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各パラメータの詳細については、第 3 章「インストールおよび設定に関する情報の収

集」を参照してください。

Identity Server IS_WS_HOST_NAME

IS_WS_INSTANCE_DIR (Web Server が Web コンテナの場合 )

CONSOLE_HOST

SERVER_HOST

IS_DS_HOST

IS_DS_HOSTNAME

COOKIE_DOMAIN_LIST

Portal Server SRA_SERVER_DOMIAN

SRA_GATEWAY_DOMAIN

SRA_GW_DOMAIN

SRA_GW_IPADDRESS

SRA_NLP_DOMAIN

SRA_NLP_IPADDRESS

SRA_RWP_DOMAIN

SRA_RWP_IPADDRESS

Portal Server, Secure 
Remote Access

SRA_GW_HOSTNAME

SRA_GW_SUBDOMAIN

SRA_NLP_HOSTNAME

SRA_NLP_SUBDOMAIN 

SRA_RWP_HOSTNAME

SRA_RWP_SUBDOMAIN 

SRA_SERVER_HOST

Web Server WS_ADMIN_HOST 

表 6-1 編集する状態ファイルのパラメータ ( 続き )

コンポーネント パラメータ名
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プラットフォームに適した状態ファイル ID の作成
状態ファイルは、状態ファイルの正常な完了が保証されている同一プラットフォーム
タイプのマシンだけで実行できます。タイプが異なる場合は、状態ファイルの ID を
手動で編集する必要があります。次のプラットフォームごとに、異なる状態ファイル 
ID があります。

• SPARC 上の Solaris 8

• SPARC 上の Solaris 9

• x86 上の Solaris

• x86 上の Red Hat Enterprise Linux AS

状態ファイルを作成したプラットフォームとは異なるプラットフォームでその状態
ファイルを編集するには、2 つの手順があります。

• 「インストーラを使用して状態ファイル ID を生成するには」

• 191 ページの「プラットフォーム固有の配布ファイルを使用して状態ファイル ID 
を生成するには」

➤ インストーラを使用して状態ファイルインストーラを使用して状態ファイルインストーラを使用して状態ファイルインストーラを使用して状態ファイル ID を生成するにはを生成するにはを生成するにはを生成するには

この手順では、サイレントインストールを実行するプラットフォームでインストーラ
を実行することによって、状態ファイル ID を生成します。

1. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

2. インストーラが格納されているディレクトリに移動します。

cd installer-dir

3. -id オプションを指定してインストーラを実行します。

./installer -id

このコマンドにより、暗号化された ID が生成されます。

4. ID をコピーし、STATE_BEGIN パラメータおよび STATE_DONE パラメータの値とし
て状態ファイルに貼り付けます。

次に、状態ファイル内の状態ファイル ID の例を示します。

[STATE_BEGIN Sun Java(tm) Enterprise System 
f31c7e86a64605bc5b9b629931a30b275a0eb447]
.
.
.
[STATE_DONE Sun Java(tm) Enterprise System 
f31c7e86a64605bc5b9b629931a30b275a0eb447]
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➤ プラットフォーム固有の配布ファイルを使用して状態ファイルプラットフォーム固有の配布ファイルを使用して状態ファイルプラットフォーム固有の配布ファイルを使用して状態ファイルプラットフォーム固有の配布ファイルを使用して状態ファイル ID を生成するにはを生成するにはを生成するにはを生成するには

この手順では、プラットフォームに固有の Java Enterprise System の配布ファイルを

使用して状態ファイル ID を生成します。Java Enterprise System の配布用 DVD には、

プラットフォーム別のすべての配布ファイルが含まれています。この手順は、1 つの

プラットフォーム専用のファイルをダウンロードした場合にも有効です。

1. プラットフォームに固有の .install ディレクトリに移動します。

cd platform/.install

ここで、platform の値は Solaris_sparc、Solaris_x86 、または Linux_x86 です。

2. 次のいずれかのコマンドを実行して、プラットフォームに固有の ID を生成しま
す。

❍ Solaris 8 の場合 :

java -classpath . -D"wizard.idInfo" EntsysInstall8

❍ Solaris 9 の場合 :

java -classpath . -D"wizard.idInfo" EntsysInstall9

❍ Solaris x86 の場合 : 

java -classpath . -D"wizard.idInfo" EntsysInstall9

このコマンドにより、暗号化された ID が生成されます。

3. ID をコピーし、STATE_BEGIN パラメータおよび STATE_DONE パラメータの値とし
て状態ファイルに貼り付けます。

次に、状態ファイル内の状態ファイル ID の例を示します。

[STATE_BEGIN Sun Java(tm) Enterprise System 
f31c7e86a64605bc5b9b629931a30b275a0eb447]
.
.
.
[STATE_DONE Sun Java(tm) Enterprise System 
f31c7e86a64605bc5b9b629931a30b275a0eb447]
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サイレントモードでのインストーラの実行
状態ファイルを生成したマシンと同じオペレーティングシステムがインストールされ
ているマシンで、インストーラを実行します。実行できない場合は、190 ページの

「プラットフォームに適した状態ファイル ID の作成」を参照してください。

ここでは、次の手順について説明します。

• 「サイレントモードでインストーラを実行するには」

• 193 ページの「サイレントインストールの進行状況を監視するには」

アンインストール時に生じる問題については、341 ページの第 11 章「トラブルシュー

ティング」を参照してください。

➤ サイレントモードでインストーラを実行するにはサイレントモードでインストーラを実行するにはサイレントモードでインストーラを実行するにはサイレントモードでインストーラを実行するには

1. Java Enterprise System のコンポーネントをインストールするホストで端末ウィン
ドウを開きます。

2. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

3. インストーラプログラムが格納されているディレクトリに移動します。

cd installer-directory

4. 次のオプションを指定してインストーラを起動します。

./installer -nodisplay -noconsole -state statefile 

各オプションの意味は次のとおりです。

インストールしようとしているコンポーネントの数とタイプによっては、時間がかか
る場合があります。インストーラの実行中、インストールログの変化に注意すること
によって、進行状況を監視することができます。

-nodisplay グラフィカル表示を抑制する

-noconsole ユーザーインタフェースを抑制し、インストーラをサイレント
モードで起動する

-state 指定された状態ファイルをサイレントインストールの入力とし
て使用する

statefile 状態ファイルへの絶対または相対パス名を指定する
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➤ サイレントインストールの進行状況を監視するにはサイレントインストールの進行状況を監視するにはサイレントインストールの進行状況を監視するにはサイレントインストールの進行状況を監視するには

1. 端末のウィンドウで cd コマンドを使用して、ログファイルディレクトリを 
Solaris では /var/sadm/install/logs、Linux では /var/opt/sun/install/logs に
変更します。

2. 現在のインストールのログファイルを探します。

2 つのログファイルがあります。 初に共有コンポーネントがインストールされ、
次にコンポーネント製品がインストールされます。2 つのログファイルには、次
の形式の名前が付いています。

Java_Enterprise_System_Shared_Component_Install.datetimestamp 
Java_Enterprise_System_install.Bdatetimestamp

timestamp 変数は、ログの作成時刻を表します。形式は MMddhhmm です。各要素
の意味は次のとおりです。

3. tail コマンドを使用して、ログに書き込まれるメッセージを監視します。次の形
式で実行します。

tail -f log-file-name

MM 月を示す

dd 日付を示す

hh 時間を示す

mm 分を示す
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次の手順
この章を終えた時点で、Java Enterprise System のインストールのうち、インストーラ

で実行する部分は完了しています。コンポーネント製品を環境に合わせて設定する
終的な方法については、195 ページの「インストール後の設定と起動」を参照してく

ださい。

インストールイメージを企業内の他の管理者も利用できるようにする方法については、
393 ページの「ネットワークインストールのためのセットアップ方法」を参照してく

ださい。

注 インストール時に拡張設定を行なっている場合もありますが、ほとんどの
コンポーネント製品では追加設定が必要です。他の作業に進む前に、イン
ストール後の設定要件を参照してください。
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第 7 章

インストール後の設定と起動

この章では、インストールされたコンポーネント製品の設定、およびその製品が動作
することを確認するための手順を説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「インストール後の設定の概要」

• 197 ページの「Sun Cluster の設定」

• 199 ページの「コンポーネント製品の設定」

• 216 ページの「コンポーネント製品の起動と停止」

• 234 ページの「次の手順」

インストール後の設定の概要
Java Enterprise System インストーラによるインストールが完了したら、コンポーネン

ト製品に対しては追加の設定を行う必要があります。設定の内容は、選択した設定の
種類 (「今すぐ設定」または「あとで設定」設定オプション )、またはコンポーネント

製品を Sun Cluster ソフトウェアを使用して設定するかどうかによって異なります。

「あとで設定」設定オプションを選択した場合のインストールを完了するために、多く
のコンポーネント製品には設定ツールが用意されています。設定ツールを実行した後
で、本書および各コンポーネント製品のマニュアルに記載されている手順に従ってさ
らに変更を加えることもできます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

• 「「今すぐ設定」モード」

• 「「あとで設定」モード」

• 196 ページの「インストールと設定の確認」
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「今すぐ設定」モード
「今すぐ設定」設定オプションを選択した場合、コンポーネント製品に関する設定情報
の指定がインストール時に必要になります。インストールプロセスの 後に、インス
トール中に設定された値を記録したサマリレポートが作成されます。Solaris では

/var/sadm/install/logs、Linux では /var/opt/sun/install/logs ディレクトリに保

存されたこのファイルを確認できます。

「あとで設定」モード
インストール時に「あとで設定」設定オプションを選択した場合は、Java Enterprise 
System インストーラによって、コンポーネント製品のパッケージファイルが各ディレ

クトリに配置されます。パラメータの設定は行われず、実行時サービスを利用できな
いため、ほとんどのコンポーネント製品はそのままでは機能しません。

Java Enterprise System 環境が機能するには、その前にほとんどのコンポーネント製品

で追加の設定が必要です。

インストールと設定の確認
設定の大部分が終わっている場合でも、この章の各節を参照し、インストールしたコ
ンポーネント製品に追加設定が必要かどうかを確認してください。追加設定が必要な
い場合は、216 ページの「コンポーネント製品の起動と停止」に進み、コンポーネン

ト製品が動作することを確認します。

• インストールの確認方法 : この章で説明する手順を実行する前に、pkginfo コマン
ドを使用して、コンポーネント製品のファイルがインストールされていることを
確認します。コンポーネント製品に関連するパッケージのリストについては、410
ページの「コンポーネント製品用にインストールされる Solaris のパッケージ」を
参照してください。

• 設定の確認方法 : この章に記載されている設定作業が完了したら、216 ページの
「コンポーネント製品の起動と停止」に記載されている、コンポーネントに固有の
手順に従ってインストール後の設定を確認します。

注 Java Enterprise System インストーラは、すべてのコンポーネント製品の設
定をサポートしています。ただし、Calendar Server、Instant Messaging、
Messaging Server、Sun Cluster の各コンポーネントの設定は行えません。
これらの例外製品を設定できるのは、インストール後だけです。
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Sun Cluster の設定
次のコンポーネント製品は、Sun Cluster ソフトウェアで使用するように指定できま

す。

• 管理サーバー

• Application Server

• Calendar Server

• Directory Server

• Messaging Server

• Message Queue

• Web Server

Sun Cluster のインストールについては、56 ページの「Sun Cluster ソフトウェアを使

用した高可用性」を参照してください。

Java Enterprise System インストーラによって、Sun Cluster パッケージの単純な 
pkgadd インストールが実行されます。pkginfo コマンドを使用して、Sun Cluster パッ

ケージがインストールされていることを確認できます。Sun Cluster コンポーネントに

関連するパッケージのリストについては、414 ページの「Sun Cluster ソフトウェアと

エージェント」を参照してください。

インストール中に、Java Enterprise System インストーラによって Sun Cluster パッ

ケージがインストールされ、/usr/cluster/bin ディレクトリがセットアップされま

す。設定は行われません。パッケージがインストールされたら、クラスタを確立する
必要があります。ただし、クラスタを確立する前に次のコンポーネント製品の設定を
完了しておく必要があります。

• Application Server の場合は、201 ページの「「あとで設定」設定オプションでの
インストール後の Application Server の設定」を参照してください。

• Directory Server の場合は、204 ページの「「あとで設定」設定オプションでのイ
ンストール後の Directory Server の設定」を参照してください。

• Messaging Server の場合は、210 ページの「インストール後の Messaging Server 
の設定」を参照してください。

• Web Server の場合は、215 ページの「「あとで設定」設定オプションでのインス
トール後の Web Server の設定」を参照してください。

注 管理サーバーと Message Queue は、追加設定なしで Sun Cluster ソフト
ウェアと併用できます。
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➤ インストール後にインストール後にインストール後にインストール後に Sun Cluster ソフトウェアを設定するにはソフトウェアを設定するにはソフトウェアを設定するにはソフトウェアを設定するには

『Sun Cluster Software Installation Guide for Solaris OS』 
(http://docs.sun.com/doc/817-4229) に記載されている手順に従って、クラスタを設定

して起動します。一連の手順で scinstall プログラムを実行する場合は、

/usr/cluster/bin/scinstall に格納されているコピーを使用します。

この段階で、scinstall ユーティリティによって Sun Cluster パッケージが検証されま

す。いずれかのパッケージが見つからない場合は、CD に収録されているパッケージ

を使用できないことを示すエラーメッセージが表示されます。このエラーが表示され
る場合は、Java Enterprise System インストーラによって正しい Sun Cluster パッケー

ジがインストールされていることを確認する必要があります。

➤ コンポーネント製品のデータサービスの設定コンポーネント製品のデータサービスの設定コンポーネント製品のデータサービスの設定コンポーネント製品のデータサービスの設定

クラスタの設定が完了すると、データサービスの設定準備が整います。

コンポーネント製品のデータサービスの設定方法は、次の場所で参照できます。

• 管理サーバー : Directory Server を参照

• Application Server: 『Sun Cluster Data Service for Sun Java System Application 
Server Guide for Solaris OS』 (http://docs.sun.com/doc/817-3920) を参照

• Calendar Server: 『Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の「高可用性 (HA) の設定」を参照

• Directory Server: 『Directory Server 5 2004Q2 Installation and Migration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5219) を参照

• Message Queue: 『Sun Cluster Data Service for Sun Java System Message Queue 
Guide for Solaris OS』 (http://docs.sun.com/doc/817-4643) を参照

• Messaging Server: 『Sun Java System Messaging Server 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の「High Availability の構成」を参照

• Web Server: 『Sun Cluster Data Service for Sun Java System Web Server Guide for 
Solaris OS』 (http://docs.sun.com/doc/817-4641) を参照

データサービスおよびサポートされるすべての層 ( ボリュームマネージャ、クラスタ

ファイルシステム、リソースグループ情報 ) が完全に設定されるまでは、Java 
Enterprise System への Sun Cluster のインストールは完了しません。

注 コンポーネント製品のデータサービスを設定するには、その前にクラスタ
を確立し、Sun Cluster コアと Sun Java System 用 Sun Cluster エージェン
トソフトウェアの両方をインストールする必要があります。
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コンポーネント製品の設定
この節で説明する内容は、次のとおりです。

• 200 ページの「管理サーバーの設定」

• 201 ページの「Application Server の設定」

• 202 ページの「Calendar Server の設定」

• 203 ページの「Communications Express の設定」

• 204 ページの「Directory Server の設定」

• 205 ページの「Directory Proxy Server の設定」

• 206 ページの「Identity Server の設定」

• 209 ページの「Instant Messaging の設定」

• 210 ページの「Messaging Server の設定」

• 212 ページの「Portal Server の設定」

• 214 ページの「Sun Remote Services Net Connect の設定」

• 215 ページの「Web Server の設定」

設定手順で使用するパス名
Java Enterprise System コンポーネント製品がインストールされるデフォルトの場所

は、Solaris オペレーティングシステムと Linux オペレーティングシステムで異なりま

す。この違いがあるため、以下の節ではプレースホルダを使用して、これらの場所を
表します。
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管理サーバーの設定

➤「今「今「今「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定すぐ設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定すぐ設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定すぐ設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定

「今すぐ設定」設定オプションでのインストールが完了した時点で、管理サーバーは、
1 件の例外を除いて、起動のためのすべての設定が完了しています。管理サーバーを 
Sun Cluster ソフトウェアで使用する場合に設定を完了する方法については、197 ペー

ジの「Sun Cluster の設定」を参照してください。

➤「あとで設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定「あとで設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定「あとで設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定「あとで設定」設定オプションでのインストール後の管理サーバーの設定

「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、パッケージがインス
トールされ、管理サーバーコンポーネント製品の設定作業ができます。

1. 設定ユーティリティを起動します。Solaris の場合、次のように入力します。

/usr/sbin/mpsadmserver configure

各画面に表示される指示に従います。

2. <server root>/alias の下にあるファイルへのアクセス権が、インストールされる
サーバー以外のすべてのユーザー アカウントによるアクセスが禁じられるように
設定されていることを確認します。

3. 81 ページの「共通サーバー設定」に記載されている共通のサーバーの設定、およ
び 82 ページの「管理サーバーの設定」の表に記載されている管理サーバーの設定
を確認します。

必要に応じて、設定を更新します。これらの設定については、『Sun Java System 
Administration Server 5 2004Q2 Administration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5215) を参照してください。

4. 可能な場合は、管理サーバーを Sun Cluster ソフトウェアで使用するように設定し
ます。197 ページの「Sun Cluster の設定」を参照

5. 設定を確認するには、218 ページの「管理サーバーの起動と停止」に進んでくだ
さい。

注 管理サーバーを設定するには、事前に Directory Server の設定を完了して
おく必要があります。204 ページの「「あとで設定」設定オプションでのイ
ンストール後の Directory Server の設定」を参照

注 管理サーバーを Identity Server と共にインストールした場合は、手順 3 の
ほとんどの設定がインストール中に完了しています。
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Application Server の設定

➤「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の Application Server の設定の設定の設定の設定

「今すぐ設定」設定オプションでのインストールが完了した時点で、Application 
Server は、1 件の例外を除いて、起動のためのすべての設定が完了しています。

Application Server を Sun Cluster ソフトウェアで使用する場合、設定を完了する方法

については、197 ページの「Sun Cluster の設定」を参照してください。

設定を確認するには、220 ページの「Application Server の起動と停止」に進んでくだ

さい。

➤「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の Application Server の設定の設定の設定の設定

「あとで設定」設定オプションを選択してインストールすると、Application Server 
パッケージがインストールされ、直ちに設定を開始できます。

1. PATH 環境変数に app_svr_base/bin を追加します。この設定を確認するには、次の
ように入力します。

which asadmin

2. MANPATH 環境変数に app_svr_base/man を追加します。これが動作することを確認す
るには、次のように入力します。

man asadmin

asadmin マニュアルページが表示されます。

3. 次の asadmin コマンドを使用して、Application Server の初期ドメインを作成しま
す。

asadmin create-domain --path domain_path --sysuser sys_user --passwordfile 
file_name --adminport port_number --adminuser admin_user --adminpassword 
password domain_name asadmin 

例 :

asadmin create-domain --adminport 4848 --adminuser MyAdmin 
--adminpassword MyPassword MyDomain

Application Server の管理の詳細については、『Sun ONE Application Server 7 管
理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

4. 可能な場合は、Application Server を Sun Cluster で使用するように設定します。
197 ページの「Sun Cluster の設定」を参照

5. 設定を確認するには、220 ページの「Application Server の起動と停止」に進んで
ください。
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Calendar Server の設定

➤ インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の Calendar Server の設定の設定の設定の設定

Java Enterprise System インストーラを使用して、Calendar Server コンポーネント製

品を設定することはできません。

1. comm_dssetup.pl スクリプトを実行し、Directory Server の通信サービス 
(Calendar Server、Messaging Server、およびユーザー管理ユーティリティ ) を設
定します。

a. Directory Server が稼動していることを確認します。必要に応じて 223 ページ
の「Directory Server の起動と停止」を参照してください。

b. Directory Server が Calendar Server と同じシステムに存在する場合は、
comm_dssetup.pl スクリプトを実行します。

cd cal_svr_base/cal/sbin
perl comm_dssetup.pl

それ以外の場合は、comm_dssetup.pl スクリプトと関連ファイルを Directory 
Server 側のシステムにコピーします。これは、
cal_svr_base/cal/install/dssetup.zip ファイルを Directory Server 側システ
ムにコピーすることで行えます。コピー後に Zip ファイルを解凍し、
comm_dssetup.pl スクリプトを実行します。

c. 実行中のスクリプトから入力を求められたら、以前のバージョンの Calendar 
Server、Messaging Server またはカスタムアプリケーションとの互換性を維
持する必要がないかぎり、スキーマタイプとして Schema 2 ネイティブモード
を選択します。選択方法の詳細については、『Sun Java System Calendar 
Server 6 2004Q2 管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 
2 章「LDAP ディレクトリの設定」を参照してください。

2. 単純なホスト名ではなく、完全修飾ドメイン名 (FQDN) が含まれる /etc/hosts 
ファイルの 2 番目の列を確認します。

例 :

192.18.99.999 mycomputer.company.com loghost

3. この手順が必要なのは、インストールに Identity Server と LDAP Schema 2 が含ま
れ、Messaging Server の設定時にこの手順を実行しなかった場合だけです。ユー
ザー管理ユーティリティ cs_umu_base/sbin/config-iscli を実行して、Calendar 
Server のプロビジョニングを設定します。

注 Messaging Server またはユーザー管理ユーティリティの設定時に同一 
Directory Server に対して comm_dssetup.pl スクリプトをすでに実行
している場合は、この手順を省略します。
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ユーティリティの実行方法については、『Sun Java System Communications 
Services 6 2004Q2 User Management Utility Administration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5703) を参照してください。

4. Calendar Server の設定プログラム cal_svr_base/cal/sbin/csconfigurator.sh を実
行して Calendar Server を設定します。

Calendar Server の設定については、『Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2 
管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

5. 可能な場合は、Calendar Server を Sun Cluster ソフトウェアで使用するように設
定します。この設定手順については、197 ページの「Sun Cluster の設定」を参照
してください。

6. 設定を確認するには、222 ページの「Calendar Server の起動と停止」に進んでく
ださい。

Communications Express の設定

➤ インストール後にインストール後にインストール後にインストール後に Communications Express を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

Java Enterprise System インストーラを使用して、Communications Express コンポー

ネント製品を設定することはできません。

Communications Express の設定プログラム、cm_xprs_base/sbin/config-uwc の使用方

法については、『Sun Java System Communications Express 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の「Communications Express のインス

トールおよび設定」を参照してください。

注 config-iscli を実行するには、事前に Identity Server のインストー
ルと設定が完了している必要があります。
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Directory Server の設定

➤「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の Directory Server の設定の設定の設定の設定

1. idsktune コマンドを実行して、Directory Server の使用に関する要件を出力しま
す。

2. 可能な場合は、Directory Server を Sun Cluster ソフトウェアで使用するように設
定します。197 ページの「Sun Cluster の設定」を参照

3. 設定を確認するには、223 ページの「Directory Server の起動と停止」および 218
ページの「管理サーバーの起動と停止」に進んでください。

➤「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の Directory Server の設定の設定の設定の設定

「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、Directory Server コン

ポーネント製品の設定作業を直ちに実行できます。次の手順を実行して、Directory 
Server の初期設定を行います。

1. 設定ユーティリティを起動します。

例 :

directoryserver -u 5.2 configure

各画面に表示される指示に従います。

2. ( 推奨 ) システム設定を更新し、コアファイルの生成を有効にします。

例 :

coreadm -e proc-setid

スーパーユーザー以外のユーザーとして Directory Server を実行するようにイン
ストールした場合、Directory Server はクラッシュ時にコアファイルを生成できな
い可能性があります。コアファイル用の十分な容量を確保し、クラッシュ時に 
Directory Server がコアファイルを生成できるように設定することを強くお勧めし
ます。

3. ( 省略可能 ) Perl で記述された多くのコマンド行スクリプトは、バインドパスワー
ドを対話的に読み取ることができます (-w オプション )。この機能を有効にする手
順は、次のとおりです。

a. CPAN (http://cpan.org) から入手できる Term::ReadKey Perl モジュールをイ
ンストールします。

b. 各 Perl スクリプトを編集し、適切な行のコメントアウト設定を解除すること
で、バインドパスワードの対話的な読み取りを有効にします。

Term::ReadKey モジュールがなくても、Perl スクリプトのその他すべての機能は
使用可能です。
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4. 81 ページの「共通サーバー設定」に記載されている共通のサーバーの設定、およ
び 86 ページの「Directory Server の設定」の表に記載されている Directory Server 
の設定を確認します。

必要に応じて、設定を更新します。

5. idsktune コマンドを実行して、Directory Server の使用に関する要件を出力しま
す。

6. 可能な場合は、Directory Server を Sun Cluster ソフトウェアで使用するように設
定します。197 ページの「Sun Cluster の設定」を参照

7. 設定を確認するには、223 ページの「Directory Server の起動と停止」および 218
ページの「管理サーバーの起動と停止」に進んでください。

Directory Proxy Server の設定

➤ Directory Proxy Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

インストール時に「あとで設定」設定オプションを選択した場合は、この手順を実行
します。

1. idsktune コマンドを実行して、Java Enterprise System の使用に関する要件を出
力します。

2. quickstart.tcl スクリプトを使用して Directory Proxy Server インスタンスを設
定します。

例 :

# cd /usr/sadm/mps/admin/v5.2/dps 
# /usr/sadm/mps/admin/v5.2/bin/tcl8.2/tclsh quickstart.tcl -cid cid_path 
-listen port number -password password -serverroot serverroot_path -userID dn 

次の表は、quickstart.tcl スクリプトの引数について説明しています。

表 7-1 quickstart.tcl スクリプトの引数

引数 説明

-cid プログラムが次のディレクトリの存在を確認するための完全修飾パス

cid_path/bin/dps/install/script 

-serverroot インストールおよび設定が完了している管理サーバーへの完全修飾パ
ス。スクリプトは、次のファイルの存在を確認します。

serverroot_path/admin-serv/config/adm.conf 
serverroot_path/admin-serv/config/jvm12.conf 

-listen Directory Proxy Server ポート
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3. 81 ページの「共通サーバー設定」に記載されている共通のサーバー設定を確認し
ます。

Directory Proxy Server の共通サーバー設定を、81 ページの表 3-2 のように更新し
ます。

4. 93 ページの「Directory Proxy Server の設定」に記載されている設定を確認しま
す。

5. 224 ページの「Directory Proxy Server の起動と停止」に記載されている手順を実
行して Directory Proxy Server を起動します。

Identity Server の設定

➤「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の Identity Server の設定の設定の設定の設定

Java Enterprise System インストーラを実行した直後に Identity Server を起動してその

コンソールにログインすることはできますが、設定の 後の手順を完了するまで、基
本的なユーザー管理操作を実行することはできません。これらの手順は、すでにユー
ザーデータがプロビジョニングされた Directory Server インスタンスを Identity Server 
が使用するかどうかによって異なります。

次に、次のような状況でどのような処理が必要になるかについて説明します。

• 「Directory Server にすでにユーザーデータがプロビジョニングされている場合」

• 207 ページの「Directory Server にユーザーデータがプロビジョニングされていな
い場合」

Directory Server にすでにユーザーデータがプロビジョニングされている
場合
Directory Server にすでにユーザーデータがプロビジョニングされている場合、設定の

後の手順については、『Sun Java System Identity Server 2004Q2 Migration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5708) の「Configuring a Provisioned Directory Server」
を参照してください。

設定を確認するには、225 ページの「Identity Server の起動と停止」に進んでくださ

い。

-userID 管理サーバー管理者のユーザー識別名

-password 管理サーバー管理者のパスワード

表 7-1 quickstart.tcl スクリプトの引数

引数 説明
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Directory Server にユーザーデータがプロビジョニングされていない場合
Directory Server にまだユーザーデータがプロビジョニングされていない場合は、次の 
2 つの手順を実行します。

• 「参照整合性検査プラグインの有効化」

• 「Identity Server インデックスの追加」

➤ 参照整合性検査プラグインの有効化参照整合性検査プラグインの有効化参照整合性検査プラグインの有効化参照整合性検査プラグインの有効化

参照整合性検査プラグインが有効になっている場合、削除または名前変更の操作を実
行した直後に、指定された属性の整合性が更新されます。これにより、関連するエン
トリ間の関係がデータベース全体で維持されます。

1. Directory Server コンソールで、「設定」をクリックします。

2. ナビゲーションツリーで「プラグイン」をダブルクリックし、プラグインのリス
トを展開します。

3. 「プラグイン」リストで、「Referential integrity postoperation」をクリックしま
す。

4. プロパティの領域で、「プラグインを有効に」ボックスを選択します。

5. 「保存」をクリックします。

6. Directory Server を再起動して、プラグインを有効にします。

➤ Identity Server インデックスの追加インデックスの追加インデックスの追加インデックスの追加

データベースのインデックスによって、Directory Server での検索パフォーマンスが向

上します。

1. Directory Server コンソールで、「設定」をクリックします。

2. nsroledn インデックスを追加します。

a. ナビゲーションツリーで「データ」アイコンをダブルクリックし、Identity 
Server で使用するディレクトリエントリが含まれるルートサフィックスをク
リックします。

b. 「インデックス」タブをクリックします。

c. 「追加インデックス」の下で、nsroledn 属性の「等価」、「実在」、および「部
分文字列」のチェックボックスを選択します。

d. 「保存」をクリックします。

ヒントヒントヒントヒント ここで説明する作業を実行する前に、Directory Server が実行中であること
を確認します。Directory Server の稼動状態を確認する方法については、
223 ページの「Directory Server の起動」を参照してください。
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e. インデックスの作成が正常に完了したら、「インデックス」ウィンドウで「閉
じる」をクリックします。

3. memberof インデックスを追加します。

a. 「インデックス」タブで、「属性の追加 ...」をクリックします。

b. 「属性の追加」ウィンドウで、属性 memberof を選択し、「了解」をクリックし
ます。

c. 「インデックス」タブで、memberof 属性の「等価」と「実在」のチェック
ボックスを選択します。

d. 「保存」をクリックします。

e. インデックスの作成が正常に完了したら、「インデックス」ウィンドウで「閉
じる」をクリックします。

4. iplanet-am-static-group インデックスを追加します。

a. 「インデックス」タブで、「属性の追加 ...」をクリックします。

b. 「属性の追加」ウィンドウで、属性 iplanet-am-static-group を選択し、「了
解」をクリックします。

c. 「インデックス」タブで、iplanet-am-static-group 属性の「等価」チェック
ボックスを選択します。

d. 「保存」をクリックします。

e. インデックスの作成が正常に完了したら、「インデックス」ウィンドウで「閉
じる」をクリックします。

5. iplanet-am-modifiable-by インデックスを追加します。

a. 「インデックス」タブで、「属性の追加 ...」をクリックします。

b. 「属性の追加」ウィンドウで、属性 iplanet-am-modifiable-by を選択し、「了
解」をクリックします。

c. 「インデックス」タブで、iplanet-am-modifiable-by 属性の「等価」チェッ
クボックスを選択します。

d. 「保存」をクリックします。

e. インデックスの作成が正常に完了したら、「インデックス」ウィンドウで「閉
じる」をクリックします。

6. iplanet-am-user-federation-info-key インデックスを追加します。

a. 「インデックス」タブで、「属性の追加 ...」をクリックします。

b. 「属性の追加」ウィンドウで、属性 iplanet-am-user-federation-info-key 
を選択し、「了解」をクリックします。
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c. 「インデックス」タブで、iplanet-am-user-federation-info-key 属性の「等
価」チェックボックスを選択します。

d. 「保存」をクリックします。

e. インデックスの作成が正常に完了したら、「インデックス」ウィンドウで「閉
じる」をクリックします。

7. Directory Server を再起動します。

8. 設定を確認するには、225 ページの「Identity Server の起動と停止」に進んでくだ
さい。

➤「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の Identity Server の設定の設定の設定の設定

「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了したら、Identity Server 設定プ

ログラム id_svr_base/bin/amconfig を使用して Identity Server を設定します。このプ

ログラムの使用方法については、『Sun Java System Identity Server 2004Q2 管理ガイ

ド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

Instant Messaging の設定

➤ インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の Instant Messaging の設定の設定の設定の設定

Instant Messaging コンポーネント製品は、Java Enterprise System インストーラに

よって設定することができません。

Instant Messaging の設定ツール、inst_msg_base/configure を使用する方法について

は、『Sun Java System Instant Messaging 6 2004Q2 Installation Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5934) の「Configuring Sun Java System Instant 
Messenger」の章を参照してください。

設定を確認するには、227 ページの「Instant Messaging の起動と停止」に進んでくだ

さい。
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Message Queue の設定

➤ インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の Message Queue の設定の設定の設定の設定

Message Queue コンポーネント製品は、追加設定を必要とします。ただし、Message 
Queue の自動起動の設定は、共通のオプションタスクです。このタスクを実行するに

は、スーパーユーザの権限で imqbrokerd.conf 設定ファイル (Solaris では /etc/imq、
Linux では /etc/opt/imq) のプロパティを編集する必要があります。編集するプロパ

ティは次のとおりです。

• AUTOSTART: 起動時にブローカを自動起動するかどうか (YES または NO) を指定す
る。デフォルト値は NO

• ARGS: ブローカ起動コマンドに渡すコマンド行オプションと引数を指定する。
imqbrokerd コマンドのオプションのリストと説明については、『Message Queue 
管理ガイド』を参照 ( たとえば、-name instanceName など )

• RESTART: 起動されたブローカに異常がある場合に自動再起動するかどうか (YES ま
たは NO) を指定する。デフォルト値は YES

Message Queue の追加設定については、『Sun Java System Message Queue 3.5 SP1 管
理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。たとえば、

デフォルトの管理パスワードを変更することができます。

設定を確認するには、228 ページの「Message Queue の起動」に進んでください。

Messaging Server の設定

➤ インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の Messaging Server の設定の設定の設定の設定

Messaging Server コンポーネント製品は、Java Enterprise System のインストーラに

よって設定することができません。

1. comm_dssetup.pl スクリプトを実行し、Directory Server の通信サービス 
(Calendar Server、Messaging Server、およびユーザー管理ユーティリティ ) を設
定します。

a. Directory Server が稼動していることを確認します。必要に応じて 223 ページ
の「Directory Server の起動と停止」を参照してください。

注 Calendar Server またはユーザー管理ユーティリティの設定時に同一 
Directory Server に対して comm_dssetup.pl スクリプトをすでに実行
している場合は、この手順を省略します。
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b. Directory Server が Messaging Server と同じシステムに存在する場合は、
comm_dssetup.pl スクリプトを実行します。

cd msg_svr_base/lib
perl comm_dssetup.pl

それ以外の場合は、comm_dssetup.pl スクリプトと関連ファイルを Directory 
Server 側のシステムにコピーします。これは、
msg_svr_base/install/dssetup.zip ファイルを Directory Server 側システムに
コピーすることで行えます。コピー後に Zip ファイルを解凍し、
comm_dssetup.pl スクリプトを実行します。

c. 実行中のスクリプトから入力を求められたら、以前のバージョンの Calendar 
Server、Messaging Server またはカスタムアプリケーションとの互換性を維
持する必要がないかぎり、スキーマタイプとして Schema 2 ネイティブモード
を選択します。選択方法の詳細については、『Sun Java System Messaging 
Server 6 2004Q2 配備計画ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) 
の第 7 章「Messaging Server スキーマとプロビジョニングオプションの理解」
を参照してください。

2. 単純なホスト名ではなく、完全修飾ドメイン名 (FQDN) が含まれる /etc/hosts 
ファイルの 2 番目の列を確認する例 :

192.18.99.1 mycomputer.company.com loghost

3. この手順が必要なのは、インストールに Identity Server と LDAP Schema 2 が含ま
れ、Calendar Server の設定時にこの手順を実行しなかった場合だけです。ユー
ザー管理ユーティリティ cm_umu_base/sbin/config-iscli を実行して、
Messaging Server のプロビジョニングを設定します。詳細については、『Sun Java 
System Communications Services 6 2004Q2 User Management Utility 
Administration Guide』 (http://docs.sun.com/doc/817-5703) を参照してください。

4. Messaging Server 設定プログラム msg_svr_base/sbin/configure を実行して、
Messaging Server を設定します。

Messaging Server の設定については、『Sun Java System Messaging Server 6 
2004Q2 管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してくださ
い。

5. 可能な場合は、Sun Cluster ソフトウェアで使用するように設定します。197 ペー
ジの「Sun Cluster の設定」を参照

6. 設定を確認するには、228 ページの「Messaging Server の起動と停止」に進んで
ください。
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Portal Server の設定

➤「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に Application Server またはまたはまたはまたは 
Web Server 上の上の上の上の Portal Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

Portal Server の Web コンテナとして Application Server または Web Server を使用し

ている場合は、そのインスタンスに変更を適用する必要があります。操作方法につい
ては、『Sun Java System Portal Server 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 2 章に記載されている「Portal Server 
インストール後の作業」を参照してください。

設定を確認するには、229 ページの「Portal Server の起動と停止」に進んでください。

➤「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後に BEA WebLogic サーバーサーバーサーバーサーバー まままま
たはたはたはたは IBM Web Sphere アプリケーションサーバー上のアプリケーションサーバー上のアプリケーションサーバー上のアプリケーションサーバー上の Portal Server を設定するを設定するを設定するを設定する
にはにはにはには

Portal Server の Web コンテナとして BEA WebLogic サーバー または IBM Web Sphere 
アプリケーションサーバーを使用している場合は、次の手順を実行します。

1. 管理インスタンスも含め、すべての Web コンテナインスタンスを停止し、BEA 
WebLogic サーバーでは管理対象のサーバーインスタンスも停止します。

2. Web コンテナの管理サーバーインスタンスを起動します。BEA WebLogic サー
バーの管理対象インスタンスにインストールした場合は、管理対象インスタンス
も起動します。

3. 配備コマンドを実行して Portal Server を配備します。

cd prtl_svr_base/bin 
./deploy

プロンプトが表示されたら、配備 URI のデフォルト値とサーバーインスタンス名
を選択し、Web コンテナの管理パスワードを入力します。

4. サンプルポートレット (portletsamples.war ファイル ) を配備します。

setenv DEPLOY_ADMIN_PASSWORD web-container-admin-password 
setenv IDSAME_ADMIN_PASSWORD Identity-Server-admin-password 
cd prtl_svr_base/lib 
./postinstall_PortletSamples

プロンプトが表示されたら、Web コンテナの管理パスワードと Identity Server の
管理パスワードを入力します。

5. Portal Server を配備した Web コンテナインスタンスを再起動します。Web コン
テナインスタンスの起動方法については、Web コンテナのドキュメントを参照し
てください。
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設定を確認するには、229 ページの「Portal Server の起動と停止」に進んでください。

➤「あとで設定」設定オプションでのインストール後に「あとで設定」設定オプションでのインストール後に「あとで設定」設定オプションでのインストール後に「あとで設定」設定オプションでのインストール後に Application Server またはまたはまたはまたは 
Web Server 上の上の上の上の Portal Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

Portal Server コンポーネント製品には、すべての Portal Server サブコンポーネント、

および Portal Server Secure Remote Access の設定に使用できる、共通の設定プログラ

ムが用意されています。

1. Portal Server の設定プログラム prtl_svr_base/lib/configurator を実行して、
Portal Server の実行時設定を行います。

設定プログラムで使用される設定の説明、および設定プログラムの実行手順につ
いては、『Sun Java System Portal Server 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 2 章に記載されている「 小イン
ストールの設定」を参照してください。

2. インスタンスに変更を適用します。操作方法については、『Sun Java System Portal 
Server 6 2004Q2 管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 2 章
に記載されている「Portal Server インストール後の作業」を参照してください。

設定を確認するには、229 ページの「Portal Server の起動と停止」および 231 ページ

の「Portal Server Secure Remote Access の起動と停止」に進んでください。

➤「あとで設定」設定オプションでのインストール後に「あとで設定」設定オプションでのインストール後に「あとで設定」設定オプションでのインストール後に「あとで設定」設定オプションでのインストール後に BEA WebLogic サーバーサーバーサーバーサーバー まままま
たはたはたはたは Web Sphere アプリケーションサーバー上のアプリケーションサーバー上のアプリケーションサーバー上のアプリケーションサーバー上の Portal Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

Portal Server コンポーネント製品には、すべての Portal Server サブコンポーネント、

および Portal Server Secure Remote Access の設定に使用できる、共通の設定プログラ

ムが用意されています。

1. Portal Server の設定プログラム prtl_svr_base/lib/configurator を実行して、
Portal Server の実行時設定を行います。

設定プログラムで使用される設定の説明、および設定プログラムの実行手順につ
いては、『Sun Java System Portal Server 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 2 章に記載されている「 小イン
ストールの設定」を参照してください。

2. 管理インスタンスも含め、すべての Web コンテナインスタンスを停止し、BEA 
WebLogic サーバーでは管理対象のサーバーインスタンスも停止します。

注 BEA WebLogic サーバーの管理対象サーバーへのインストールでは、.war 
ファイルは配備されません。BEA WebLogic サーバーの管理コンソールか
ら .war ファイルを配備してください。
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3. Web コンテナの管理サーバーインスタンスを起動します。BEA WebLogic サー
バーの管理対象インスタンスにインストールした場合は、管理対象インスタンス
も起動します。

4. 配備コマンドを実行して Portal Server を配備します。

cd prtl_svr_base/bin 
./deploy

プロンプトが表示されたら、配備 URI のデフォルト値とサーバーインスタンス名
を選択し、Web コンテナの管理パスワードを入力します。

5. サンプルポートレット (portletsamples.war ファイル ) を配備します。

setenv DEPLOY_ADMIN_PASSWORD web-container-admin-password 
setenv IDSAME_ADMIN_PASSWORD Identity-Server-admin-password 
cd prtl_svr_base/lib 
./postinstall_PortletSamples

プロンプトが表示されたら、Web コンテナの管理パスワードと Identity Server の
管理パスワードを入力します。

6. Portal Server を配備した Web コンテナインスタンスを再起動します。Web コン
テナインスタンスの起動方法については、Web コンテナのドキュメントを参照し
てください。

設定を確認するには、229 ページの「Portal Server の起動と停止」および 231 ページ

の「Portal Server Secure Remote Access の起動と停止」に進んでください。

Sun Remote Services Net Connect の設定

➤ Sun Remote Services Net Connect を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

Java Enterprise System を使用して Sun Remote Services Net Connect コンポーネント

製品を設定することはできません。

Sun Remote Services Net Connect を有効化および設定する方法については、『Sun 
Remote Services Net Connect Installation and Activation Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/916-1586) の「Activation」の章を参照してください。

設定を確認するには、232 ページの「Sun Remote Services Net Connect の起動と停止」

に進んでください。

注 BEA WebLogic サーバーの管理対象サーバーへのインストールでは、.war 
ファイルは配備されません。BEA WebLogic サーバーの管理コンソールか
ら .war ファイルを配備してください。
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Web Server の設定

➤「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後の Web Server の設定の設定の設定の設定

「今すぐ設定」設定オプションでのインストールが完了した時点で、Web Server は、1 
件の例外を除いて、起動のためのすべての設定が完了しています。Web Server を Sun 
Cluster ソフトウェアで使用する場合に設定を完了する方法については、197 ページの

「Sun Cluster の設定」を参照してください。

設定を確認するには、232 ページの「Web Server の起動と停止」に進んでください。

➤「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の「あとで設定」設定オプションでのインストール後の Web Server の設定の設定の設定の設定

「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、Web Server コンポー

ネント製品の設定作業ができます。

1. Web Server の設定プログラム、web_svr_base/setup/configure を実行して、Web 
Server を設定します。設定プログラムによって、管理サーバーおよびデフォルト
インスタンスを含む、実行時設定が行われます。

2. 81 ページの「共通サーバー設定」に記載されている共通のサーバーの設定、およ
び 143 ページの「Web Server の設定」の表に記載されている Web サーバーの設
定を確認します。

必要に応じて、設定を更新します。これらの設定の詳細については、『Sun ONE 
Web Server 6.1 インストールおよび移行ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

3. 可能な場合は、Sun Cluster ソフトウェアで使用するように設定します。197 ペー
ジの「Sun Cluster の設定」を参照

設定を確認するには、232 ページの「Web Server の起動と停止」に進んでください。
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コンポーネント製品の起動と停止
ここでは、Java Enterprise System 全体を稼動させるための推奨シーケンスを含め、

Java Enterprise System のコンポーネント製品を起動および停止する方法について説明

します。ここで説明する手順を実行することで、コンポーネント製品が正常に稼動す
るかどうかを確認できます。

ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 217 ページの「Java Enterprise System の起動シーケンス」

• 218 ページの「管理サーバーの起動と停止」

• 220 ページの「Application Server の起動と停止」

• 222 ページの「Calendar Server の起動と停止」

• 223 ページの「Directory Server の起動と停止」

• 224 ページの「Directory Proxy Server の起動と停止」

• 225 ページの「Identity Server の起動と停止」

• 227 ページの「Instant Messaging の起動と停止」

• 228 ページの「Message Queue の起動」

• 228 ページの「Messaging Server の起動と停止」

• 229 ページの「Portal Server の起動と停止」

• 231 ページの「Portal Server Secure Remote Access の起動と停止」

• 232 ページの「Sun Cluster ソフトウェアの停止と再起動」

• 232 ページの「Sun Remote Services Net Connect の起動と停止」

• 232 ページの「Web Server の起動と停止」

注 次に説明する例は、ほとんどがデフォルト情報に基づいています。コン
ポーネント製品に指定したインストールや設定の値を思い出せない場合
は、これらの例を参照してください。
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Java Enterprise System の起動シーケンス
Java Enterprise System を起動するには、特定の順序でコンポーネント製品を一つずつ

起動します。まず、Directory Server が提供する基本的なサービスと Web コンテナ 
(Web Server または Application Server) を起動します。Java Enterprise System は、イ

ンストール中にこれらのサービスの実行可能インスタンスを作成します。Portal 
Server と Identity Server は Web コンテナ内で実行されるため、Web コンテナを起動

すると、これらのサーバーも起動されます。

Java Enterprise System コンポーネントセット全体を起動するための一般的なシーケン

スは、次の表に示すとおりです。左側の列は起動手順の実行順序、中央の列は作業の
内容、右側の列は作業の実行手順が解説されている場所をそれぞれ示しています。

表 7-2 Java Enterprise System の推奨起動シーケンス

順序 実行するタスク 説明の場所

1 ディレクトリサーバーを起動する。

A. Directory Server を起動する 223 ページの「Directory Server の起動」

B. 管理サーバーを起動する 218 ページの「管理サーバーの起動」

C. Console Server を起動する 219 ページの「Console Server の起動」

2 使用する Web コンテナを起動する。インストールされている場合は、Identity 
Server と Portal Server が起動される。また、インストールされている場合は 
Portal Server の起動時に Mobile Access が起動される

Application Server を起動する 
(Message Queue も起動する )

220 ページの「Application Server の起動」

225 ページの「Application Server 上の 
Identity Server と Portal Server の確認」

BEA WebLogic Server を起動す
る (Portal Server と併用する場
合のみ )

230 ページの「BEA WebLogic 上の Identity 
Server と Portal Server の確認」

IBM WebSphere Server を起動
する (Portal Server と併用する
場合のみ )

230 ページの「IBM WebSphere 上の 
Identity Server と Portal Server の確認」

Web Server を起動する 232 ページの「Web Server の起動」

226 ページの「Web Server 上の Identity 
Server と Portal Server の確認」

3 Portal Server Secure Remote 
Access を起動する

231 ページの「Portal Server Secure Remote 
Access の起動」

4 Instant Messaging を起動する 227 ページの「Instant Messaging の起動」

5 Messaging Server を起動する 228 ページの「Messaging Server の起動」
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コンポーネントセット全体を停止するときは、このシーケンスと逆の順序で行います。

管理サーバーの起動と停止
管理サーバーを確認するには、管理サーバーと Console Server を起動します。管理

サーバーは Directory Server に依存しています。

➤ 管理サーバーの起動管理サーバーの起動管理サーバーの起動管理サーバーの起動

1. Solaris では、次のコマンドを入力します。

/usr/sbin/mpsadmserver start

2. 管理サーバープロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep admin-serv/config

➤ 管理サーバーの停止管理サーバーの停止管理サーバーの停止管理サーバーの停止

1. Solaris では、次のコマンドを入力します。

/usr/sbin/mpsadmserver stop

2. 管理サーバーが稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep admin-serv/config

6 Calendar Server を起動します。 222 ページの「Calendar Server の起動」

7 Directory Proxy Server を起動
する

224 ページの「Directory Proxy Server の起
動」

./uxwdog -e -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 

表 7-2 Java Enterprise System の推奨起動シーケンス ( 続き )

順序 実行するタスク 説明の場所
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➤ Console Server の起動の起動の起動の起動

1. 必要に応じて $DISPLAY 変数を設定し、マシンで Console Server を表示します。

2. 管理サーバープロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep admin-serv/config

3. Solaris では、次のコマンドを入力します。

/usr/sbin/mpsadmserver startconsole

4. Console Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep console

➤ Console Server の停止の停止の停止の停止

1. Console Server を終了するには、グラフィカルインタフェースを終了します。

2. Console Server が稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep console

./uxwdog -e -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 
ns-httpd -d /var/opt/mps/serverroot/admin-serv/config 

/usr/lib/saf/ttymon -g -h -p mycomputer console login:-T sun 
-d /dev/console -1
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Application Server の起動と停止
Application Server を確認するには、Application Server のインスタンスを起動し、グ

ラフィカル管理インタフェースを呼び出してログインします。Application Server は 
Message Queue に依存しています。

➤ Application Server の起動の起動の起動の起動

1. app_svr_base/bin に移動します。

2. 個々の Application Server インスタンスを起動します。

例 :

./asadmin start-domain --domain domain1

また、すべてのドメインのすべてのインスタンスを起動することもできます。

./asadmin asadmin start-appserv

3. Application Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep appservd

注 起動失敗に関するメッセージが出力された場合は、設定変更がまだ適
用されていない可能性があります。この場合は、asadmin reconfig 
コマンドを実行します。

例 :

asadmin reconfig --user admin --password adminadmin 
--host localhost --port 4848 server1
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➤ Application Server のグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセス

ブラウザで、http://hostname.domain:adminport という形式で Application Server の管

理インタフェースにアクセスします。

例 :

http://mycomputer.example.com:4848

Application Server にログインすることにより、インストールが成功したことを確認

できます。

➤ Application Server の停止の停止の停止の停止

1. app_svr_base/bin に移動します。

2. Application Server インスタンスを個別に停止します。

./asadmin stop-domain --domain domain1

また、すべてのドメインのすべてのインスタンスを停止することもできます。

./asadmin asadmin stop-appserv

3. Application Server が稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep appservd

./appservd-wdog -r /SUNWappserver7 -d 
/var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/a 
appservd -r /SUNWappserver7 -d 
/var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/admin-se 
appservd -r /SUNWappserver7 -d 
/var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/admin-se 
/SUNWappserver7/lib/Cgistub -f /tmp/admin-server-4f378e6f/.cgistub_4816 
/SUNWappserver7/lib/Cgistub -f /tmp/admin-server-4f378e6f/.cgistub_4816 
/SUNWappserver7/lib/Cgistub -f /tmp/admin-server-4f378e6f/.cgistub_4816 
./appservd-wdog -r /SUNWappserver7 -d 
/var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/s 
appservd -r /SUNWappserver7 -d 
/var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/server1/
appservd -r /SUNWappserver7 -d 
/var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/server1/



コンポーネント製品の起動と停止

222 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

Calendar Server の起動と停止
Calendar Server は Directory Server に依存しています。

➤ Calendar Server の起動の起動の起動の起動

1. cal_svr_base/cal/sbin に移動します。

2. Calendar Server を起動します。

./start-cal

3. Calendar Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep cal

➤ Calendar Server のグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセス

Calendar Server で指定している LDAP ディレクトリにすでにデータがプロビジョニ

ングされている場合は、Calendar Server にログインできます。ブラウザで、

http://hostname.domain[:port] という形式で Calendar Server の管理インタフェースに

アクセスします。

例 :

http://mycomputer.example.com:89

初回ログイン時に、Calendar Server はデフォルトカレンダーを作成します。Calendar 
Server にログインすることにより、インストールが成功したことを確認できます。

➤ Calendar Server の停止の停止の停止の停止

1. cal_svr_base/cal/sbin に移動します。

2. Calendar Server を停止します。

./stop-cal

3. Calendar Server が稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep cal

/opt/SUNWics5/cal/lib/cshttpd -d 3
/opt/SUNWics5/cal/lib/enpd -p 57997 -c config/ics.conf
/opt/SUNWics5/cal/lib/csadmind
/opt/SUNWics5/cal/lib/csnotifyd
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Directory Server の起動と停止
Directory Server がクラスタの一部である場合は、論理ホストのアクティブノードで作

業していることを確認してください。Directory Server には依存関係がありません。

➤ Directory Server の起動の起動の起動の起動

1. Solaris の場合に、Directory Server を起動するには、次のいずれかのコマンドを
使用します。

❍ Directory Server 5.2 がデフォルトバージョンである場合 :

/usr/sbin/directoryserver start

❍ Directory Server 5.2 がデフォルトバージョンでない場合 :

/usr/sbin/directoryserver -useversion 5.2 start

2. Directory Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep slapd

➤ Directory Server の停止の停止の停止の停止

1. Solaris の場合に、Directory Server を停止するには、次のいずれかのコマンドを
使用します。

❍ Directory Server 5.2 がデフォルトバージョンである場合 :

/usr/sbin/directoryserver stop

❍ Directory Server 5.2 がデフォルトバージョンでない場合 :

/usr/sbin/directoryserver -useversion 5.2 stop

2. Directory Server が稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep slapd

./ns-slapd -D /var/opt/mps/serverroot/slapd-host1 -i 
/var/opt/mps/serverroot/slapd-host1
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Directory Proxy Server の起動と停止
サーバーが 1024 未満の番号のポートで稼動している場合は、ルートとしてログインし

ます。1024 以上の番号のポートで稼動している場合は、ルートまたはサーバーの管理

者アカウントとしてログインします。Directory Proxy Server は管理サーバーに依存し

ています。

➤ Directory Proxy Server の起動の起動の起動の起動

1. dpxy_svr_base/dps-instance-name (instance-name は通常はマシン名 ) に移動します。
たとえば、デフォルトのディレクトリは次のとおりです。

cd /var/opt/mps/serverroot/dps-host1

2. Directory Proxy Server プロセスを開始します。

./start-dps

3. Directory Proxy Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep dps

➤ Directory Proxy Server の停止の停止の停止の停止

1. dpxy_svr_base/dps-instance-name に移動します。

例 :

cd /var/opt/mps/serverroot/dps-host1

2. Directory Proxy Server プロセスを停止します。

./stop-dps

3. Directory Proxy Server が稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep dps

./ldapfwd -t /var/opt/mps/serverroot/dps-or03/etc/tailor.txt 
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Identity Server の起動と停止
Identity Server を確認するには、Web コンテナ上の Identity Server の特定の配備設定

にアクセスします。

• Application Server

• Web Server

Identity Server は Directory Server および Web コンテナに依存しています。

ここでは、次の手順について説明します。

• 225 ページの「Identity Server の起動」

• 225 ページの「Application Server 上の Identity Server と Portal Server の確認」

• 226 ページの「Web Server 上の Identity Server と Portal Server の確認」

• 226 ページの「Identity Server の停止」

➤ Identity Server の起動の起動の起動の起動

1. id_svr_base/bin ディレクトリに移動します。

2. Identity Server プロセスを開始します。

./amserver start

3. Web コンテナインスタンスを起動します。

4. Identity Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep SUNWam

➤ Application Server 上の上の上の上の Identity Server とととと Portal Server の確認の確認の確認の確認

1. 次の URL を指定して、デフォルトページにアクセスします。

http://appserver-host:port/amconsole

Identity Server のログインページが表示されます。

2. ログインします。

Identity Server にログインすることにより、Identity Server が正常に Application 
Server に配備されていることを確認できます。デフォルトの管理者アカウントは、
amadmin です。

/opt/SUNWam/share/bin/amsecuridd -c 58943
/opt/SUNWam/share/bin/amunixd -c 58946 
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3. 新しいブラウザに次の URL を指定してサンプルデスクトップを表示します。

http://server:port/portal

サンプルデスクトップを表示することで、Portal Server が正常に Application 
Server に配備されていることを確認できます。

➤ Web Server 上の上の上の上の Identity Server とととと Portal Server の確認の確認の確認の確認

1. 次の URL を指定して、デフォルトページにアクセスします。

http://webserver-host:port/amconsole

Identity Server のログインページが表示されます。

2. ログインします。

Identity Server にログインすることにより、Identity Server が正常に Web Server 
に配備されていることを確認できます。

3. 新しいブラウザに次の URL を指定してサンプルデスクトップを表示します。

http://server:port/portal

サンプルデスクトップを表示することで、Portal Server が正常に Web Server に配
備されていることを確認できます。

➤ Identity Server の停止の停止の停止の停止

1. id_svr_base/bin に移動します。

2. Web コンテナインスタンスを停止します。

3. Identity Server プロセスを停止します。

./amserver stop

4. Identity Server プロセスが稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep SUNWam



コンポーネント製品の起動と停止

第 7 章 インストール後の設定と起動 227

Instant Messaging の起動と停止
Instance Messaging は Identity Server および Identity Server SDK に依存しています。

➤ Instant Messaging の起動の起動の起動の起動

1. 次のいずれかの方法で行います。

❍ 次のコマンドを実行します。

/etc/init.d/sunwiim start

❍ imadmin コマンドを実行します。

例 :

inst_msg_base/sbin/imadmin start

2. サーバーが実行中であることを確認します。

inst_msg_base/sbin/imadmin check

➤ Instant Messaging の停止の停止の停止の停止

1. 次のいずれかの方法で行います。

❍ 次のコマンドを実行します。

/etc/init.d/sunwiim stop

❍ imadmin コマンドを実行します。
例 :

inst_msg_base/sbin/imadmin stop

2. Messaging Server プロセスが稼動していないことを確認します。

inst_msg_base/sbin/imadmin check

 /../lib/multiplexor -c ./../config/iim.conf
...
/usr/j2se/bin/java -server -Xmx256m -cp ./../classes/imserv.jar:./../classes/im

注 Instant Messaging クライアントは、多くの方法で起動できます。詳しく
は、『Sun Java System Instant Messaging 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 3 章「Instant Messenger 
の管理」に記載されている「Sun Java System Instant Messenger を起動す
るには」を参照してください。
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Message Queue の起動

➤ Message Queue の起動の起動の起動の起動

1. msg_q_base/bin ディレクトリに移動します。

2. Message Queue ブローカを起動します。

./imqbrokerd

3. Message Queue プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep imqbrokerd

Messaging Server の起動と停止
Messaging Server は、Directory Server および管理サーバーに依存しています。

➤ Messaging Server の起動の起動の起動の起動

1. msg_svr_base/sbin に移動します。

2. Messaging Server プロセスを開始します。

./start-msg

3. Messaging Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep SUNWmsgsr

bin/sh /bin/imqbrokerd

/opt/SUNWmsgsr/lib/enpd
/opt/SUNWmsgsr/lib/stored -d
/opt/SUNWmsgsr/lib/popd -d 5
/opt/SUNWmsgsr/lib/imapd -d 5 -D 6
/opt/SUNWmsgsr/lib/mshttpd -d 5 -D 6
/opt/SUNWmsgsr/lib/dispatcher
/opt/SUNWmsgsr/lib/job_controller
/opt/SUNWmsgsr/lib/tcp_lmtp_server
/opt/SUNWmsgsr/lib/tcp_smtp_server 
/opt/SUNWmsgsr/lib/tcp_smtp_server 
/opt/SUNWmsgsr/lib/imsched
/opt/SUNWmsgsr/lib/watcher
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表示されるプロセスは、使用するように設定されている Messaging Server 機能に
よって異なります。

➤ Messaging Server のグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセス

Messaging Server で指定している LDAP ディレクトリにすでにデータがプロビジョニ

ングされている場合は、Messaging Server にログインできます。ブラウザで、

http://hostname.domain[:port] という形式で Messaging Server の管理インタフェース

にアクセスします。

例 :

http://mycomputer.example.com:80

➤ Messaging Server の停止の停止の停止の停止

1. msg_svr_base/sbin に移動します。

2. Messaging Server プロセスを停止します。

./stop-msg

3. Messaging Server プロセスが稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep SUNWmsgsr

実行中トランザクションが完了するまで待機する必要があるため、一部の 
Messaging Server プロセスは停止まで数分かかることがあります。

Portal Server の起動と停止
Portal Server の起動と停止のメカニズムは、Web コンテナ (Web Server または 
Application Server のいずれか ) の起動と停止のメカニズムの一部です。Portal Server 
は Directory Server、Identity Server または Identity Server SDK、および Web コンテ

ナに依存しています。

Portal Server を確認するには、次の情報を参照してください。

• 225 ページの「Application Server 上の Identity Server と Portal Server の確認」

• 226 ページの「Web Server 上の Identity Server と Portal Server の確認」

• 230 ページの「BEA WebLogic 上の Identity Server と Portal Server の確認」

注 Portal Server の一部であるため、Mobile Access を独自に停止または起動
することはできません。Portal Server または Identity Server を起動すると、
Mobile Access も自動的に起動されます。
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• 230 ページの「IBM WebSphere 上の Identity Server と Portal Server の確認」

➤ BEA WebLogic 上の上の上の上の Identity Server とととと Portal Server の確認の確認の確認の確認

1. 次の URL を指定して、デフォルトページにアクセスします。

http://beaweblogic-host:port/amconsole

Identity Server のログインページが表示されます。

2. ログインします。

Identity Server にログインすることにより、Identity Server が正常に BEA 
WebLogic に配備されていることを確認できます。

3. 新しいブラウザに次の URL を指定してサンプルデスクトップを表示します。

http://server:port/portal

サンプルデスクトップを表示することで、Portal Server が正常に BEA WebLogic 
に配備されていることを確認できます。

➤ IBM WebSphere 上の上の上の上の Identity Server とととと Portal Server の確認の確認の確認の確認

1. 次の URL を指定して、デフォルトページにアクセスします。

http://ibmwebsphere-host:port/amconsole

Identity Server のログインページが表示されます。

2. ログインします。

Identity Server にログインすることにより、Identity Server が正常に IBM 
WebSphere に配備されていることを確認できます。

3. 新しいブラウザに次の URL を指定してサンプルデスクトップを表示します。

http://ibmwebsphere-host:port/amconsole

サンプルデスクトップを表示することで、Portal Server が正常に IBM WebSphere 
に配備されていることを確認できます。
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Portal Server Secure Remote Access の起動と
停止
Portal Server Secure Remote Access は、Portal Server、および Identity Server または 
Identity Server SDK に依存しています。

➤ Portal Server Secure Remote Access の起動の起動の起動の起動

1. /etc/init.d に移動します。

2. Portal Server ゲートウェイを起動します。

./gateway start

3. Portal Server, Secure Remote Access プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep entsys

➤ Portal Server Secure Remote Access の停止の停止の停止の停止

1. /etc/init.d に移動します。

2. Portal Server ゲートウェイを停止します。

./gateway stop

3. Portal Server Secure Remote Access プロセスが稼動していないことを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep entsys

/usr/jdk/entsys-j2se/bin/java -ms64m -mx128m -classpath
/opt/SUNWam/lib:/opt 
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Sun Cluster ソフトウェアの停止と再起動
Sun Cluster ソフトウェアは他のコンポーネント製品のように起動、停止されることは

ありませんが、停止して非クラスタモードで再起動することができます。操作方法に
ついては、『Sun Cluster System Administration Guide for Solaris OS』 
(http://docs.sun.com/doc/817-4230) を参照してください。

Sun Remote Services Net Connect の起動と停止
Sun Remote Services Net Connect は、有効化後 3 分以内に自動的に起動されます。30 
分後には、レポートを生成できるようになります。

Sun Remote Services Net Connect が適切に機能していることを確認する方法について

は、『Sun Remote Services Net Connect Installation and Activation Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/916-1586) の第 2 章に記載されている「Testing the 
Installation」を参照してください。

Web Server の起動と停止
Web Server には依存関係がありせん。

➤ Web Server の起動の起動の起動の起動

1. web_svr_base/https-instance-name に移動します。

2. Web Server 管理プロセスを開始します。

./start

3. web_svr_base/https-hostname.domain に移動します。

4. Web Server インスタンスを起動します。

./start

5. Web Server プロセスが実行中であることを確認します。

/usr/bin/ps -ef | grep SUNWwbsvr
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➤ Web Server のグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセスのグラフィカルインタフェースへのアクセス

1. ブラウザで、http://hostname.domain:port という形式で Web Server の管理インタ
フェースにアクセスします。

例 :

http://host1.example.com:80

2. ブラウザで、http://hostname.domain:adminport という形式で管理サーバーにアク
セスします。

例 :

http://host1.example.com:8888

Web Server にログインすることにより、インストールが成功したことを確認できま

す。

➤ Web Server の停止の停止の停止の停止

1. web_svr_base/https-instance-name に移動します。

2. Web Server 管理プロセスを停止します。

./stop

3. web_svr_base/https-hostname.domain に移動します。

例 :

4. Web Server インスタンスを停止します。

./stop

5. Web Server プロセスが稼動していないことを確認します。

ps -ef | grep SUNWwbsvr

./webservd-wdog -r /opt/SUNWwbsvr -d /opt/SUNWwbsvr/https-admserv/config -n 
http
./webservd-wdog -r /opt/SUNWwbsvr -d /opt/SUNWwbsvr/https-host1.example.com
webservd -r /opt/SUNWwbsvr -d /opt/SUNWwbsvr/https-admserv/config -n 
https-admserv
webservd -r /opt/SUNWwbsvr -d /opt/SUNWwbsvr/https-admserv/config -n 
https-admserv
webservd -r /opt/SUNWwbsvr -d /opt/SUNWwbsvr/https-host1.example.com/config
webservd -r /opt/SUNWwbsvr -d /opt/SUNWwbsvr/https-host1.example.com/config
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次の手順
この章を終えると、コンポーネント製品の設定と、それが正常に機能することの確認
が完了します。これで Java Enterprise System のインストールが完了しました。

ここからは、次のいずれかのトピックに進むことができます。

• Sun Cluster ソフトウェア管理 : 『Sun Cluster System Administration Guide for 
Solaris OS』 (http://docs.sun.com/doc/817-4230)、および『Sun Cluster Data 
Services Planning and Administration Guide for Solaris OS』 
(http://docs.sun.com/doc/817-4638)

コンポーネント製品のすべてのマニュアルについては、『Java Enterprise System ド
キュメントロードマップ』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の表 2 を参照し

てください。
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第 8 章

Java Enterprise System 2003Q4 からの
アップグレード

この章では、Solaris オペレーティングシステム用の Java Enterprise System 2003Q4 リ
リースのコンポーネント製品を Solaris オペレーティングシステム用の Java Enterprise 
System 2004Q2 リリースにアップグレードする手順について説明します。Java 
Enterprise System 2003Q4 より前のリリースからのアップグレードについては、307
ページの「Java Enterprise System 以前のバージョンからのコンポーネントのアップグ

レード」を参照してください。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 236 ページの「アップグレードの準備」

• 238 ページの「共有コンポーネントのアップグレード」

• 245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」

• 249 ページの「Application Server のアップグレード情報」

• 251 ページの「Calendar Server のアップグレード情報」

• 254 ページの「Directory Server のアップグレード情報」

• 261 ページの「Directory Proxy Server のアップグレード情報」

• 264 ページの「Identity Server のアップグレード情報」

• 273 ページの「Instant Messaging のアップグレード情報」

• 275 ページの「Message Queue のアップグレード情報」

• 277 ページの「Messaging Server のアップグレード情報」

• 282 ページの「Mobile Access のアップグレード情報」

• 287 ページの「Portal Server のアップグレード情報」

• 295 ページの「Sun Cluster のアップグレード情報」
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• 297 ページの「Web Server のアップグレード情報」

アップグレードの準備
サーバーをアップグレードする上で、注意すべき事項は次のとおりです。

• 製品をアップグレードする前に、『Java Enterprise System 2004Q2 リリースノー
ト』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja)、およびアップグレードする製品
のリリースノートを参照する

• 必要なパッチを SunSolve Web サイトから取得する

http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patches/patch-access

• アップグレード前にすべてのデータのバックアップをとる

• Java Enterprise System 2004Q2 と Java Enterprise System 2004Q2 以前のコンポー
ネント製品を同じシステムで実行しない

• 同一システムにインストールするすべてのコンポーネントは、同一の Java 
Enterprise System 2004Q2 にアップグレードする必要がある

• Java Enterprise System コンポーネント製品の前に共有コンポーネントをアップグ
レードする (238 ページの「共有コンポーネントのアップグレード」を参照 )

• Java Enterprise System 2003Q4 のコンポーネント製品とそれぞれの改訂について
は、37 ページの「コンポーネント製品」を参照

• システムに適した 新の Solaris パッチクラスタを適用する (238 ページの「パッ
チクラスタの適用」を参照 )。特に、Solaris 8 と J2SE Solaris 8 の推奨パッチクラ
スタを適用する

• Sun Cluster がインストールされている環境では、Solaris 8 ユーザー向けの Sun 
Cluster 3.1 パッチ情報ドキュメント、または Solaris 9 ユーザー向けの Sun Cluster 
3.1 パッチ情報ドキュメントが必要な場合がある



アップグレードの準備

第 8 章 Java Enterprise System 2003Q4 からのアップグレード 237

製品の依存性
多くのコンポーネント製品は、その製品をアップグレードする上で別の製品のアップ
グレードが必要となります。アップグレードプロセスを決定する依存性連鎖のリスト
化またはチャート化に必要な情報は、66 ページの「アップグレードの必要性の決定」

に記載されています。

次に、アップグレードが必要な順序で製品のリストを示します。状況に応じて適切な
製品を特定し、この順序でアップグレードしてください。

1. Sun Cluster (295 ページの「Sun Cluster のアップグレード情報」を参照 )

2. 共有コンポーネント (238 ページの「共有コンポーネントのアップグレード」を参
照 )

3. 管理サーバー (245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」を参照 )

4. Directory Server (254 ページの「Directory Server のアップグレード情報」を参照 )

5. Directory Proxy Server (261 ページの「Directory Proxy Server のアップグレード
情報」を参照 )

6. Web Server (297 ページの「Web Server のアップグレード情報」を参照 )

7. Message Queue (275 ページの「Message Queue のアップグレード情報」を参照 )

8. Application Server (249 ページの「Application Server のアップグレード情報」を
参照 )

9. Identity Server (264 ページの「Identity Server のアップグレード情報」を参照 )

10. Messaging Server (277 ページの「Messaging Server のアップグレード情報」を参
照 )

11. Calendar Server (251 ページの「Calendar Server のアップグレード情報」を参照 )

12. Portal Server (287 ページの「Portal Server のアップグレード情報」を参照 )

13. Instant Messaging (273 ページの「Instant Messaging のアップグレード情報」を参
照 )

14. Mobile Access (282 ページの「Mobile Access のアップグレード情報」を参照 )

15. Sun Cluster エージェント (295 ページの「Sun Cluster のアップグレード情報」を
参照 )
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共有コンポーネントのアップグレード
Sun Cluster を除くすべてのコンポーネント製品は、Java Enterprise System 2004Q2 共
有コンポーネントのアップグレードを必要とします。ここで説明する内容は、次のと
おりです。

• 「パッチクラスタの適用」

• 239 ページの「J2SE パッケージのアップグレード」

• 243 ページの「パッチの内容」

パッチクラスタの適用
共有コンポーネントをアップグレードするために、次の 4 種類の共有コンポーネント

クラスタが用意されています。これらのクラスタは、実行している Solaris のバージョ

ンに応じて適用する必要があります。次のパッチを適用します。

• Java Enterprise System 必須コンポーネントパッチ Solaris 8/9 SPARC

• Java Enterprise System 必須コンポーネントパッチ Solaris 8 SPARC

• Java Enterprise System 必須コンポーネントパッチ Solaris 9 SPARC

• Java Enterprise System 必須コンポーネントパッチ Solaris 9 x86

各パッチクラスタの内容については、243 ページの「パッチの内容」を参照してくだ

さい。

➤ 共有コンポーネントパッチクラスタの適用共有コンポーネントパッチクラスタの適用共有コンポーネントパッチクラスタの適用共有コンポーネントパッチクラスタの適用

1. 次に示す SunSolve のサイトにアクセスし、共有コンポーネントクラスタをダウン
ロードします。

http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patches/patch-access

2. su を実行し、スーパーユーザーのパスワードを入力してルートになります。

3. 重要な指示とパッチに関する 新の情報が記載された README を参照します。

4. install_cluster スクリプトを実行し、適切なすべてのパッチをインストールし
ます。

README には、パッチのインストールに関する具体的な指示が記載されていま
す。
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J2SE パッケージのアップグレード
ここでは、次の手順について説明します。

• 「J2SE バージョンの確認」

• 240 ページの「J2SE 1.4.2 の取得」

• 240 ページの「J2SE パッケージのインストール場所の確認」

• 241 ページの「J2SE パッケージのインストール」

• 242 ページの「J2SE シンボリックリンクの設定」

• 243 ページの「追加ファイルのアップグレード」

➤ J2SE バージョンの確認バージョンの確認バージョンの確認バージョンの確認

1. su を実行し、スーパーユーザーのパスワードを入力してルートになります。

2. 新規バージョンの J2SE をインストールする必要があるか、または既存の J2SE イ
ンストールを再利用できるかを調べます。

次のコマンドを入力し、システムのデフォルト位置にインストールされている 
J2SE のバージョンを調べます。

# /usr/jdk/entsys-j2se/bin/java -fullversion

注 パッチクラスタをインストールする場合は、先に OS バージョンに適した
パッチクラスタをインストールし、次に OS に適した Java Enterprise 
System 2004Q2 で必要な共有コンポーネントパッチクラスタをインストー
ルします。

必要に応じてパッチを個別に入手し、インストールすることができます。
この場合は、SunSolve から各パッチを個別にダウンロードし、そのパッチ
のインストール指示に従います。

Java Enterprise System 必須コンポーネントパッチクラスタを含む次のパッ
チにより、手動による操作を必要とする状況が検出される場合もありま
す。このような問題を解決するには、パッチクラスタと個別のパッチの 
README ファイルにある指示に従ってください。

SPARC

• 116296-10: Sun One Application Server Java Activation Framework 
Patch

• 116298-10: Sun One Application Server Java API for XML Parsing 1.2 
Patch

• 116300-10: Sun One Application Server Java Mail Runtime Patch
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➤ J2SE 1.4.2 の取得の取得の取得の取得

1. J2SE 1.4.2 を取得するには、次のいずれかの場所からパッケージを取得します。

❍ Java Enterprise System 2004Q2 2004Q2 配布

JavaEnterpriseSystem_base/Solaris_arch/Product/shared_components/
Packages/

❍ Sun java.sun.com:

http://java.sun.com/j2se/1.4.2/download.html

➤ J2SE パッケージのインストール場所の確認パッケージのインストール場所の確認パッケージのインストール場所の確認パッケージのインストール場所の確認

1. シンボリックリンク /usr/jdk/entsys-j2se を調べ、次のように指定されている、
Java Enterprise System が使用する J2SE の場所を特定します。

# ls -l /usr/jdk/entsys-j2se

リンクが Solaris での J2SE 1.4 のデフォルトのインストール場所である /usr/j2se 
とうい場所をポイントしている場合は、/usr/j2se の下にインストールされてい
る J2SE のコピーをアップグレードする必要があります。リンクが 
/usr/jdk/.j2se1.4.1_06 または同等の場所をポイントする場合は、/usr/jdk の
下に J2SE 1.4.2 をインストールするか、デフォルトのインストール場所である 
/usr/j2se の下にインストールされている J2SE をアップグレードするかを選択で
きます。

注 バージョンが 1.4.2_04 以上で 1.5 未満であれば、Java Enterprise System 
2004Q2 のサポートにより、既存の J2SE インストールを再利用できます。
この場合は、242 ページの「J2SE シンボリックリンクの設定」の手順を実
行し、適切なサービスの停止、シンボリックリンクのリセット、各サービ
スの再起動を行います。

バージョンが 1.4.2_04 未満の場合は、次の手順を実行します。

• J2SE 1.4.2 の取得

• J2SE パッケージのインストール場所の確認

• J2SE パッケージのインストール

• J2SE シンボリックリンクの設定

注 デフォルトの場所である /usr/j2se にインストールされている J2SE の
バージョンを更新することは、J2SE パッケージの追加インスタンスをイン
ストールするより簡単です。ただし、デフォルトの場所にインストールさ
れている特定バージョンの J2SE に依存するアプリケーションを利用してい
る場合は、そのバージョンをそのまま残し、J2SE パッケージの追加インス
タンスをインストールすることができます。
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➤ J2SE パッケージのインストールパッケージのインストールパッケージのインストールパッケージのインストール

1. J2SE に依存する Java Enterprise System サービスを停止します。

2. Java Enterprise System 2004Q2 の配布に含まれる J2SE パッケージをインストール
します。

Java Enterprise System 2004Q2 コンポーネントとの動作が検証された J2SE の新し
いバージョンは、Java Enterprise System 2004Q2 の配布または 1.4.2 ダウンロード
の次のディレクトリに格納されています。

Solaris_arch/Product/shared_components/Packages 

J2SE を構成するのは、SUNWj3* という名前が付けられた一連のパッケージです。

240 ページの「J2SE パッケージのインストール場所の確認」の結果に基づいて、
次の 2 つの項目のいずれかの指示に従います。

a. /usr/j2se の下にインストールされたバージョンのアップグレード

I. システムをシングルユーザーモードに設定します。

II. 既存のパッケージを削除します。

pkgrm SUNWj3dmo SUNWj3man SUNWj3dev SUNWj3rt

III. 新しいバージョンの J2SE のパッケージを追加します。

Java Enterprise System 2004Q2 の配布または 1.4.2 ダウンロードの、J2SE 
の新規バージョンが含まれるディレクトリ内で次のコマンドを実行しま
す。

pkgadd -d . SUNWj3rt SUNWj3cfg SUNWj3dev SUNWj3man SUNWj3dmo 
SUNWj3dvx SUNWj3jmp SUNWj3rtx

パッケージ SUNWj3dvx および SUNWj3rtx は 64 ビットサポートだけで必要
とされ、パッケージ SUNWj3jmp は日本語マニュアルページのサポートだ
けで必要とされます。

b. /usr/jdk の下への新規バージョンのインストール

J2SE パッケージの追加インスタンスのインストールは、デフォルトの場所で
ある /usr/j2se にインストールされている J2SE の更新よりも複雑です。

I. インストール管理ファイルを作成し、J2SE のデフォルト以外のインス
トール場所を指定します。

# cp /var/sadm/install/admin/default /tmp/admin-file

/tmp/admin-file ファイルを開き、次の行を探します。

basedir=default

これを次のように編集します。

basedir=/usr/jdk/.j2se1.4.2_04
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このファイルのその他の設定を変更する必要はありません。

インストール管理ファイルを使用してデフォルト以外の場所にパッケー
ジをインストールすることについては、デフォルト以外の場所への SDK 
のインストールに関する情報が記載されたマニュアル ページ pkgadd(1) 
および admin(4) を参照してください。

II. カスタマイズしたインストール管理ファイルを使用して、J2SE の新規
バージョンのパッケージを追加します。

Java Enterprise System 2004Q2 の配布または 1.4.2 ダウンロードの、J2SE 
の新規バージョンが含まれるディレクトリ内で次のコマンドを実行しま
す。

pkgadd -a /tmp/admin-file -d . SUNWj3rt SUNWj3cfg SUNWj3dev 
SUNWj3man SUNWj3dmo SUNWj3dvx SUNWj3jmp SUNWj3rtx

パッケージ SUNWj3dvx および SUNWj3rtx は 64 ビットサポートだけで必要
とされ、パッケージ SUNWj3jmp は日本語マニュアルページのサポートだ
けで必要とされます。

III. 次のように入力し、新たにインストールされる J2SE の JAVA_HOME の場所
を示すシンボリックリンクを追加します。

# ln -s /usr/jdk/.j2se1.4.2_04/j2se  /usr/jdk/j2se1.4.2_04 

「.j2se1.4.2_04」のように、 初の引数の先頭に「.」が付けられている
ことに注意してください。

➤ J2SE シンボリックリンクの設定シンボリックリンクの設定シンボリックリンクの設定シンボリックリンクの設定

1. J2SE に依存する Java Enterprise System サービスを停止します。

2. /usr/jdk/entsys-j2se シンボリックリンクをリセットし、新しい J2SE の場所を
ポイントします。

/usr/j2se の下にインストールされている J2SE のバージョンを更新する場合は、
シンボリックリンクを次のようにリセットします。

# rm /usr/jdk/entsys-j2se 
# ln -s /usr/j2se /usr/jdk/entsys-j2se

デフォルト以外の場所に J2SE の新規バージョンをインストールする場合は、シン
ボリックリンクを次のようにリセットします。

# rm /usr/jdk/entsys-j2se 
# ln -s /usr/jdk/j2se1.4.2_04 /usr/jdk/entsys-j2se

3. J2SE に依存する Java Enterprise System サービスを起動します。
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➤ 追加ファイルのアップグレード追加ファイルのアップグレード追加ファイルのアップグレード追加ファイルのアップグレード

1. Application Server と Message Queue 用の Sun Java Enterprise System を 2003Q4 
から 2004Q2 にアップグレードするための追加ファイルを入手し、ロードします。
評価版は次の場所にあります。

http://metis.red.iplanet.com:1088/iw-mount/default/main/sunSoftware/
WORKAREA/_downloads/.preview/downloads/production/40b28b91.html

SunSolve のアカウントがある場合は、次の場所から入手できます。

http://javashoplm.sun.com/ECom/docs/Welcome.jsp?StoreId=8&
PartDetailId=JES2-AS-MQ-UPG-OTH-G-F&TransactionId=try

2. README ファイルの指示に従って、追加ファイルをインストールしてください。

パッチの内容
表 8-1 から表 8-4 は、共有コンポーネントクラスタの内容と説明を示しています。

注 ここで紹介するすべてのパッチは、アップグレードに必要な 小バージョ
ン番号で示されています。このマニュアルの発行後により新しいバージョ
ンのパッチが公開されている可能性もあります。新しいバージョンは、
パッチのバージョン番号の 後が異なります。例 : 123456-04 は 123456-02 
より新しいバージョンですが、パッチ ID は同じです。注意事項について
は、各パッチの README ファイルを参照してください。

表 8-1 共有コンポーネントパッチ Solaris 8/9 SPARC

パッチ ID 説明

116296-10 Sun One Application Server Java Activation Framework Patch

116298-10 Sun One Application Server Java API for XML Parsing 1.2 Patch

116300-10 Sun One Application Server Java Mail Runtime Patch

116585-10 SunOS5.8 SunOS5.9:Sun ONE commcli core patch 

117024-02 ktsearch 1.3 ktsearch 1.3_x86:KT Search Engine
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表 8-2 必須共有コンポーネントパッチ Solaris 8 SPARC

パッチ ID 説明

114045-10 NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.4.4

115328-01 Simple Authentication and Security Layer (2.01)

115924-08 NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.10 / JSS 3.1.3

116103-04 SunOS 5.8:International Components for Unicode Patch 

表 8-3 共有コンポーネントパッチ Solaris 9 SPARC

パッチ ID 説明

114049-11 SunOS 5.9:NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.4.4

114677-06 SunOS 5.9:International Components for Unicode Patch 

115342-01 SunOS 5.9:Simple Authentication and Security Layer (2.01)

115926-08 SunOS 5.9:NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.10 / JSS 3.1.3

表 8-4 共有コンポーネントパッチ Solaris 9 x86

パッチ ID 説明

114050-10 SunOS 5.9_x86:NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.4.4

114678-06 SunOS 5.9_x86:International Components for Unicode Patch 

115927-08 SunOS 5.9_x86:NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.10 / JSS 3.1.3

116297-10 Sun One Application Server 7.0_x86:Java Activation Framework Patch 

116586-10 SunOS5.9_x86:Sun ONE commcli core patch 

117024-02 ktsearch 1.3 ktsearch 1.3_x86:KT Search Engine

116299-10 Sun One Application Server 7.0_x86: Java API for XML

116301-10 Sun One Application Server 7.0_x86:Java Mail Runtime
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管理サーバーのアップグレード情報
管理サーバーをアップグレードするには、パッチを適用して設定を設定用ディレクト
リサーバーと同期させます。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 「管理サーバーパッチの適用」

• 247 ページの「管理サーバーパッチの削除」

• 248 ページの「管理サーバーのトラブルシューティング」

➤ 管理サーバーパッチの適用管理サーバーパッチの適用管理サーバーパッチの適用管理サーバーパッチの適用

1. プラットフォームおよびインストールされているサーバーコンポーネント製品に
適したパッチを入手します。

SPARC プラットフォームで必要なパッチには、次が含まれます。

❍ SolarisTM オペレーティングシステム用 Sun Java Enterprise System 2004Q2 推奨
パッチクラスタ (238 ページの「共有コンポーネントのアップグレード」を参照 )

❍ 管理サーバー (245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」を参照 )

❍ Calendar Server (251 ページの「Calendar Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Directory Proxy Server (261 ページの「Directory Proxy Server のアップグレード情
報」を参照 )

注 管理サーバーが、同じ管理サーバーを共有する製品グループに属している
場合は、これらの製品にも同時にパッチを適用する必要があります。

複数の管理サーバーが 1 つの設定用ディレクトリサーバーを共有している
場合は、管理サーバーのすべてのインスタンスに対して同時にパッチを適
用する必要があります。

パッチの適用によってアップグレードできる管理サーバーは、SUNWas* 
パッケージとして Solaris システムにインストールされている管理サーバー
だけです。

パッチの適用により、SSL 証明書データベースがアップグレードされます。
パッチの適用後に証明書データベースに変更を加え、その後にパッチの適
用を取り消す場合は、パッチの適用を取り消した後で、証明書データベー
スを手動で再変更する必要があります。

サーバー証明書の変更後にパッチの適用を取り消した場合、管理サーバー
をセキュアモードで起動することはできません。ただし、セキュアモード
をオフにして管理サーバーを再起動し、サーバー証明書を再インストール
してから SSL モードを有効にすることは可能です。

Sun Cluster データサービスのローリングアップグレードはサポートされま
せん。
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❍ Directory Server (254 ページの「Directory Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Messaging Server (277 ページの「Messaging Server のアップグレード情報」を参
照 )

これらのパッチは、
http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patches/patch-access からダウ
ンロードできます。

2. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

3. サーバーを次の順序で停止します。

a. Calendar Server

b. Messaging Server

c. Directory Proxy Server

d. Directory Server

e. 管理サーバー

サーバーの起動と停止の方法については、216 ページの「コンポーネント製品の
起動と停止」を参照してください。

4. patchadd(1M) コマンドを使用して、プラットフォームに適した推奨パッチクラス
タを適用します。

5. patchadd (1M) コマンドを使用して、インストールされているすべてのサーバー
に対して 245 ページの手順 1 に示されるパッチを次の順序で適用します。設定が
完了していないサーバーも処理の対象となります。

a. 管理サーバー

b. Directory Server (254 ページの「Directory Server のアップグレード情報」の
製品別の指示を参照 )

c. Directory Proxy Server (261 ページの「Directory Proxy Server のアップグレー
ド情報」の製品別の指示を参照 )

d. Messaging Server (277 ページの「Messaging Server のアップグレード情報」
の製品別の指示を参照 )

注 Identity Server とともに Messaging Server または Calendar Server、お
よびその両方を使用する場合は、Identity Server をアップグレードし
てください (264 ページの「Identity Server のアップグレード情報」を
参照 )。また Communications Services ユーザー管理ユーティリティも
アップグレードしてください (238 ページの「共有コンポーネントの
アップグレード」でアップグレードを行い、252 ページの「ユーザー
管理ユーティリティのアップグレード」で設定を行う )。



管理サーバーのアップグレード情報

第 8 章 Java Enterprise System 2003Q4 からのアップグレード 247

e. Calendar Server (251 ページの「Calendar Server のアップグレード情報」の
製品別の指示を参照 )

6. 手順 5 と同じ順序でサーバーを再起動します。

7. 管理サーバーが設定されている場合は、mpsadmserver(1M) コマンドを使用して、
アップグレード後の管理サーバーの設定を設定用ディレクトリサーバーに記録さ
れている設定と同期させます。

# /usr/sbin/mpsadmserver sync-cds

この手順を正常に完了するには、設定用ディレクトリサーバーが稼動し、使用可
能になっている必要があります。

➤ 管理サーバーパッチの削除管理サーバーパッチの削除管理サーバーパッチの削除管理サーバーパッチの削除

245 ページの「管理サーバーパッチの適用」で適用したパッチをすべてのサーバーか

ら削除するには、次の手順を実行します。

1. 管理サーバーが設定されている場合は、mpsadmserver(1M) コマンドを使用して、
設定用ディレクトリサーバーに記録されているパッチ適用前の設定に戻ります。

# /usr/sbin/mpsadmserver sync-cds 5.2

後に指定されている 5.2 に注意してください。この手順を正常に完了するには、
設定用ディレクトリサーバーが稼動し、使用可能になっている必要があります。

2. すべてのサーバーを次の順序で停止します。

a. Calendar Server

b. Messaging Server

c. Directory Proxy Server

d. Directory Server

e. 管理サーバー

3. patchrm(1M) コマンドを使用して、手順 2 と同じ順序でサーバーパッチの適用を
取り消します。各サーバーに適用されていたパッチは、削除する必要があります。

a. Calendar Server (253 ページの「Calendar Server パッチの削除」の製品別の
指示を参照 )

b. Messaging Server (281 ページの「Messaging Server パッチの削除」の製品別
の指示を参照 )

注 Java Enterprise System に同梱されている Directory Server を再起動す
るには、次のように入力します。

directoryserver -d 5.2 start 
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c. Directory Proxy Server (262 ページの「Directory Proxy Server パッチの削除」
の製品別の指示を参照 )

d. Directory Server (257 ページの「Directory Server パッチの削除」の製品別の
指示を参照 )

e. 管理サーバー (247 ページの「管理サーバーパッチの削除」の製品別の指示を
参照 )

4. サーバーを次の順序で再起動します。

a. 管理サーバー

b. Directory Server

c. Directory Proxy Server

d. Messaging Server

e. Calendar Server

➤ 管理サーバーのトラブルシューティング管理サーバーのトラブルシューティング管理サーバーのトラブルシューティング管理サーバーのトラブルシューティング

• パッチの適用後に、Sun Java System というブランドのコンソールではなく、Sun 
ONE というブランドのコンソールが表示されるときは、設定用ディレクトリサー
バー (mpsadmserver sync-cds) との設定の同期が有効であるかどうかを調べてく
ださい。

• パッチの適用を取り消せない場合、通常は、パッチ適用の取り消しを行う前に、
アップグレードされた管理サーバーの設定を設定用ディレクトリサーバーの設定
と同期させていないことが原因です。245 ページの「管理サーバーパッチの適用」
からの手順全体を繰り返してください。

注 Java Enterprise System に同梱されている Directory Server を再起動す
るには、次のように入力します。

directoryserver -d 5.2 start 
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Application Server のアップグレード情報
Application Server をアップグレードするには、パッチを適用して設定を設定用ディ

レクトリサーバーと同期させます。この節で説明する内容は、次のとおりです。

• 「追加ファイルをアップグレードするには」

• 「Application Server パッチの適用」

• 250 ページの「Application Server パッチを削除するには」

Web コンテナソフトウェアのアップグレードについては、次に示す Web コンテナの

ドキュメントを参照してください。

http://docs.sun.com/coll/s1_asseu3_en

Application Server 7 から Application Server 7 Update 3 にアップグレードするには、

次の手順を実行します。

➤ 追加ファイルをアップグレードするには追加ファイルをアップグレードするには追加ファイルをアップグレードするには追加ファイルをアップグレードするには

1. Application Server と Message Queue の Sun Java Enterprise System を 2003Q4 か
ら 2004Q2 にアップグレードするための追加ファイルを入手し、ロードします 
(243 ページの「追加ファイルのアップグレード」を参照 )。

2. README ファイルの指示に従って、追加ファイルをインストールしてください。

➤ Application Server パッチの適用パッチの適用パッチの適用パッチの適用

1. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. 次のように入力し、Application Server の実行中のすべてのインスタンスを停止し
ます。

app_svr_base/bin/ asadmin stop-appserv 

3. すべての Java Enterprise System 共有コンポーネントをアップグレードします (238
ページの「共有コンポーネントのアップグレード」を参照 )。

4. patchadd(1M) を使用して、次の Application Server パッチを適用します。

注 Application Server 7 Update 1 をアップグレードするには、事前に 
Message Queue をアップグレードする必要があります (275 ページの

「Message Queue のアップグレード情報」を参照 )。
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5. Application Server インスタンスを再起動します。

➤ Application Server パッチを削除するにはパッチを削除するにはパッチを削除するにはパッチを削除するには

Application Server パッチを削除するときは、次の手順を実行します。

1. 次のように入力し、Application Server の実行中のすべてのインスタンスを停止し
ます。

/asadmin stop-appserv/

2. ルートになります。

su root

パスワードが要求されたら、ルートのパスワードを入力します。

3. patchrm(1M) を使用して、249 ページの「Application Server パッチの適用」で
追加した Application Server パッチを削除します。

4. Application Server インスタンスを再起動します。

app_svr_base/bin/asadmin start-appserv

表 8-5 Application Server パッチ

パッチの機能領域 Solaris SPARC のパッチ ID Solaris x86 のパッチ ID

Sun One Application Server 
Unbundled Core Patch

116286-10 116287-10

Application Server 7:Proxy 
Plugin patch 

116292-10 116293-10

Application Server 7:Unbundled 
Languages Patch 

116354-06 116355-06

注 SUNWaspx パッケージがインストールされているシステムでは、
Application Server 7 Proxy Plugin Patch (SPARC では 116292、x86 で
は 116293) だけを適用します。SUNWaspx がインストールされているか
確認するには、pkginfo -l SUNWaspx コマンドを使用します。
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Calendar Server のアップグレード情報
Calendar Server のアップグレードは、データのバックアップ、その他の Java 
Enterprise System コンポーネントのアップグレード、および適切なパッチの適用に

よって行われます。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 「非クラスタ配備のアップグレード」

• 252 ページの「クラスタ配備のアップグレード」

• 252 ページの「ユーザー管理ユーティリティのアップグレード」

• 253 ページの「Calendar Server パッチの削除」

➤ 非クラスタ配備のアップグレード非クラスタ配備のアップグレード非クラスタ配備のアップグレード非クラスタ配備のアップグレード

1. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. Calendar Server を停止します。

cal_svr_base/cal/sbin/stop-cal

3. Calendar Server データベース、設定ファイル (ics.conf)、カスタマイズしたその他
のファイルのバックアップをとります。これには、データベース内のファイル、
設定ファイル、UI XSL ファイル、HTML ファイルが含まれます。

これらのファイルのデフォルトのディレクトリは、次のとおりです。

❍ データベース ディレクトリ :/var/opt/SUNWics5/csdb 

❍ 設定ディレクトリ :/etc/opt/SUNWics5/config 

❍ UI XSL および HTML ファイル :/opt/SUNWics5/cal/html 

❍ SSL 証明書ディレクトリ ( 設定されている場合 ):/opt/SUNWics5/cal/lib/alias 

4. Calendar Server をアップグレードするサーバー上のすべての Java Enterprise 
System コンポーネントをアップグレードします。Calendar Server は、次のコン
ポーネントに依存します。

❍ 共有コンポーネント NSPR、NSS、SASL、ICU、LDAPCSDK (238 ページの「共有
コンポーネントのアップグレード」を参照 )

❍ 管理サーバー (245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」を参照 )

❍ Directory Server (254 ページの「Directory Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Identity Server (264 ページの「Identity Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Communications Services ユーザー管理ユーティリティ (238 ページの「共有コン
ポーネントのアップグレード」でアップグレードされ、280 ページの「ユーザー
管理ユーティリティのアップグレード」で設定される )

❍ Messaging Server (277 ページの「Messaging Server のアップグレード情報」を参
照 )
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5. patchadd(1M) を使用して、次の Calendar Server パッチを適用します。

6. Calendar Server を起動します。

cal_svr_base/cal/sbin/start-cal

➤ クラスタ配備のアップグレードクラスタ配備のアップグレードクラスタ配備のアップグレードクラスタ配備のアップグレード

1. クラスタサービスを停止します。

cal_svr_base/cal/sbin/stop-cal

2. 次のように入力し、Calendar Server を含むクラスタノードを特定します。

#  pkginfo | grep -i sunwics5

3. Calendar Server がインストールされている各ノードで、251 ページの「非クラス
タ配備のアップグレード」の手順を実行します。

➤ ユーザー管理ユーティリティのアップグレードユーザー管理ユーティリティのアップグレードユーザー管理ユーティリティのアップグレードユーザー管理ユーティリティのアップグレード

Calendar Server では、ユーザー管理ユーティリティ (commadmin) を使用して、ユー

ザー、グループ、ドメイン、およびリソースをプロビジョニングする必要があります。

パッチを適用してユーザー管理ユーティリティをアップグレードしてから (238 ページ

の「共有コンポーネントのアップグレード」を参照 ) 、280 ページの「ユーザー管理

ユーティリティのアップグレード」および 281 ページの「Schema 2 互換モードでの 
commadmin の使用」に記載されている手順を実行する必要があります。

注 同一マシンにインストールさせるすべてのコンポーネントは、同一の 
Java Enterprise System 2004Q2 にアップグレードする必要があります。

表 8-6 Calendar Server パッチ

パッチの機能領域 Solaris SPARC のパッチ ID Solaris x86 のパッチ 
ID

Calendar Server コア 116577-09 116578-09

ローカライゼーションパッチ 117010-08 117011-08

注 Communication Express は、Java Enterprise System 2004Q2 リリース
で新たに登場した Web クライアントです。Calendar Server のアップ
グレード後に、Java Enterprise System インストーラを使用して 
Communications Express をインストールできます。
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➤ Calendar Server パッチの削除パッチの削除パッチの削除パッチの削除

Java Enterprise System 2004Q2 パッチ (116577-09/117010-08 および 
116575-09/116578-08) を削除するときは、次の手順を実行します。

1. Calendar Server を停止します。

cal_svr_base/cal/sbin/stop-cal

2. カレンダーデータベースのバックアップを取ります。デフォルトのデータベース
ディレクトリは、次のとおりです。

/var/opt/SUNWics5/csdb

3. 252 ページの手順 5 で追加した該当する Calendar Server パッチを削除します。

手順 4 でインストールした共有コンポーネントパッチを次の順序で削除します。

❍ Messaging Server (277 ページの「Messaging Server のアップグレード情報」を参
照 )

❍ Communications Services ユーザー管理ユーティリティ (282 ページの
「commadmin パッチの削除」を参照 )

❍ Identity Server (264 ページの「Identity Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Directory Server (254 ページの「Directory Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ 共有コンポーネント NSPR、NSS、SASL、ICU、LDAPCSDK (238 ページの「共有
コンポーネントのアップグレード」を参照 )

すべての製品が Java Enterprise System 2003Q4 レベルで実行されていることを確
認します。

4. SSL 証明書を 251 ページの手順 3 で作成したバックアップと置き換えます。

5. 251 ページの手順 3 でバックアップしたデータベースを有効にするには、次の手
順を実行します。

a. 次のディレクトリに移動します。

 cd /var/opt/SUNWics5/csdb

b. データベース一時ファイルを削除します。

 rm __db.*

c. データベースログファイルを削除します。

 rm log.*

d. Calendar Server の設定プログラム 
/opt/SUNWics5/cal/sbin/csconfigurator.sh を実行して Calendar Server を
設定します。



Directory Server のアップグレード情報

254 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

Directory Server のアップグレード情報
Directory Server をアップグレードするには、パッチを適用して設定を設定用ディレク

トリサーバーと同期させます。

• 「Directory Server パッチの適用」

• 255 ページの「スキーマの修正」

• 256 ページの「クラスタ設定のアップグレード」

• 257 ページの「Directory Server パッチの削除」

• 257 ページの「Directory Server のトラブルシューティング」

• 258 ページの「HAStorage から HAStoragePlus へのアップグレード」

注 Directory Server は、同一の管理サーバーを共有する製品グループに属し
ています。これらの製品に対して、同時にパッチを適用する必要がありま
す。

パッチの適用によってアップグレードできる Directory Server は、SUNWds* 
パッケージとして Solaris システムにインストールされている Directory 
Server だけです。

パッチによるアップグレードの実行中に、ServerRoot/slapd-serverID/ の
下にある一部の ( すべてではありません ) インスタンス固有のスクリプト
が ServerRoot/slapd-serverID/upgrade/bak_patch2/ の下にバックアップ
され、アップグレード中に加えられた変更を反映して再生成されます。
パッチの適用を取り消すと、バックアップされたスクリプトは復元されま
す。

パッチの適用により、SSL 証明書データベースがアップグレードされます。
パッチの適用後に証明書データベースに変更を加え、その後にパッチの適
用を取り消す場合は、パッチの適用を取り消した後で、証明書データベー
スを手動で再変更する必要があります。

サーバー証明書の変更後にパッチの適用を取り消した場合、Directory 
Server をセキュアモードで起動することはできません。ただし、セキュア
モードをオフにして Directory Server を再起動し、サーバー証明書を再イ
ンストールしてから SSL モードを有効にすることは可能です。

詳細については、『Sun Java System Directory Server 5 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

Sun Cluster データサービスとして Directory Server をローリングアップグ
レードすることはサポートされません。
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➤ Directory Server パッチの適用パッチの適用パッチの適用パッチの適用

1. 245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」に記載されている手順を実
行し、パッチを適用します。この手順は、管理サーバーパッチの README ファイル
にも記載されています。

これらのパッチは、
http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patches/patch-access で入手で
きます。

2. Directory Server が設定されている場合は、directoryserver(1M) コマンドを使用
して、アップグレード後の Directory Server の設定を設定用ディレクトリサー
バーに記録されている設定と同期させます。

# /usr/sbin/directoryserver -u 5.2 sync-cds

この手順を正常に完了するには、設定用ディレクトリサーバーが稼動し、使用可
能になっている必要があります。

➤ スキーマの修正スキーマの修正スキーマの修正スキーマの修正

1. 99user.ldif ファイルおよび 60iplanet-calendar.ldif ファイルから、
nsSchemaCSN 属性を削除します。

2. server_root/slapd-instance の下にある ldap インスタンスの名前を、
schema_push.pl script から schema_push.pl.ref. に変更します。

3. server_root/bin/slapd/admin/scripts にあるテンプレートファイルすなわち 
template-schema_push.pl を server_root/slapd-instance にコピーして、名前を 
schema_push.pl. に変更します。

4. 新しい schema_push.pl ファイルを編集します。

a. {{PERL-EXEC}} を #!/server_root/bin/slapd/admin/bin/perl に置き換えます。

b. {{MY-DS-ROOT}} を server_root/slapd-instance に置き換えます。

c. {{SEP}} を "/" に置き換えます。

5. schema_push.pl のモードを変更して、実行モードを追加します。

6. 次のコマンドで、スキーマのレプリケーションを実行します。

server_root/schema_push.pl. 

7. ファイルが正しいことを確認するには、nsSchemaCSN 属性が 99user.ldif ファイ
ルに追加されていることを確認します。

注 管理サーバーのインストールを明示的に指定しなかった場合でも、こ
の手順に従って管理サーバーパッチを適用する必要があります。
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➤ クラスタ設定のアップグレードクラスタ設定のアップグレードクラスタ設定のアップグレードクラスタ設定のアップグレード

Directory Server をクラスタ内のサービスとして実行している場合にパッチを適用、お

よび削除する方法は、次のとおりです。

1. 各 Directory Server インスタンスと、関連管理サーバーを停止します。たとえば、
1 つのインスタンスに対して、次のように実行します。

/usr/sbin/directoryserver stop
/usr/sbin/directoryserver stop-admin

2. 次のように入力し、現在のノードをアクティブノードにします。

scswitch -z -g ldap-group -h this-node-name 

3. 255 ページの「Directory Server パッチの適用」で説明した方法で、このノードに
アップグレードパッチを適用します。

ここで、/var/spool/patch はパッチの場所、/export/backout はバックアウト
データの格納場所、patch-nbr-list は空白文字で区切られたパッチ番号のリストで
す。パッチの適用中は、Java Enterprise System は停止されます。

4. 別のクラスタノードをアクティブノードにします。

scswitch -z -g ldap-group -h another-node-name 

5. クラスタに含まれるすべてのノードにパッチが適用されるまで、手順 3 と手順 4 
を繰り返します。

6. 各 Directory Server インスタンスと、関連管理サーバーを再起動します。たとえ
ば、1 つのインスタンスに対して、次のように実行します。

注 Sun Cluster サービスとして実行している Directory Server のパッチを適
用、または取り消す場合、アップグレード後の Directory Server インスタ
ンスで従来バージョンの Directory Server 5.2 バイナリを実行することがで
きないため、アップグレードまたは取り消しの実行中はサービスを停止す
る必要があります。つまり、アップグレードの実行中は、サービスを利用
できません。

アップグレード前に、データのバックアップをとってください。

クラスタのすべてのノードは、同一バージョンやリリースの Directory 
Server および関連する管理サーバーで実行される必要があります。次の手
順で説明するように、すべてのノードに順にパッチを適用します。

クラスタに含まれるノードに 1 つずつパッチを適用し、すべてのノードが
アップグレードされるまでこれを繰り返します。これは並行してではな
く、順番に実行されます。1 つのノードに対する適用が完了してから、次
のノードへのパッチの適用を開始します。
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/usr/sbin/directoryserver -u 5.2 start 
/usr/sbin/directoryserver start-admin

7. Directory Server が設定されている場合は、directoryserver(1M) を使用して、
アップグレードされた Directory Server の設定を設定用ディレクトリサーバーの
設定と同期させます。アクティブノードに対してだけ、次のように入力します。

/usr/sbin/directoryserver -u 5.2 sync-cds
/usr/sbin/mpsadmserver sync-cds

設定用ディレクトリサーバーがローカルシステムに存在しない場合、この手順を
完了するには設定用ディレクトリサーバーが稼動し、使用可能になっている必要
があります。

8. HAStorage から HAStoragePlus へのアップグレードを行う場合は、258 ページの
「HAStorage から HAStoragePlus へのアップグレード」を参照してください。

➤ Directory Server パッチの削除パッチの削除パッチの削除パッチの削除

1. Directory Server が設定されている場合は、directoryserver(1M) コマンドを使用
して、設定用ディレクトリサーバーに記録されているパッチ適用前の設定に戻り
ます。

# /usr/sbin/directoryserver -u 5.2 sync-cds 5.2

後に指定されている 5.2 に注意してください。この手順を正常に完了するには、
設定用ディレクトリサーバーが稼動し、使用可能になっている必要があります。

2. 247 ページの「管理サーバーパッチの削除」に記載されている手順を実行し、
パッチを削除します。この手順は、管理サーバーパッチの README ファイルにも記
載されています。

3. デフォルトでは、directoryserver(1M) コマンドは 5.2 に適用されることに注意し
てください。

# /usr/sbin/directoryserver -d 5.2

➤ Directory Server のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

• パッチを適用し、デフォルトで 5.2 に適用されるように directoryserver(1M) コ
マンドを設定しても (directoryserver -d 5.2)、Sun Java System ブランドのコン
ソールではなく、Sun ONE ブランドのコンソールが表示される場合は、設定用
ディレクトリサーバーとの設定の同期が有効であるかどうかを調べてください 
(directoryserver sync-cds)。

• パッチの適用を取り消せない場合、通常は、パッチ適用の取り消しを行う前に、
アップグレードされた Directory Server の設定を設定用ディレクトリサーバーの
設定と同期させていないことが原因です。261 ページの「Directory Proxy Server 
パッチの適用」からの手順全体を繰り返してください。
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HAStorage から HAStoragePlus へのアップグ
レード
Directory Server を Sun Cluster データサービスとして実行している場合は、

HAStoragePlus にアップグレードすることができます。この節で説明する内容は、次

のとおりです。

• 「HAStoragePlus を使用する理由」

• 「アップグレードの実行」

SUNW.HAStoragePlus リソースタイプは、HA ストレージとデータサービスの間の動作

を同期させ、クラスタ内のローカルマウントされたファイルシステムの可用性を向上
させます。この機能により、Directory Server のようにディスクを多用するデータサー

ビスがフェイルオーバーされた場合に、サービスとともにファイルシステムアクセス
もフェイルオーバーされるため、パフォーマンスが向上します。

HAStoragePlus を使用する理由

HAStoragePlus は、グローバルデバイスグループに存在するどのファイルシステムで

も使用できるだけでなく、グローバルファイルサービスに加えてフェイルオーバー
ファイルサービスも提供します。グローバルにマウントされたファイルサービスとは
異なり、フェイルオーバーサービスでは、一時に 1 つのクラスタノードからのアクセ

スだけが許可されます。また、該当ストレージデバイスに物理的に接続しているノー
ドからのアクセスだけが許可されます。グローバルファイルサービスと同様に、
Directory Server が古いノードから新しいノードに切り替わる、またはフェイルオー

バーすると、HAStoragePlus によってファイルシステムは古いシステムからアンマウ

ントされ、新しいノードに再マウントされます。フェイルオーバーファイルサービス
を伴う HAStoragePlus は、グローバルファイルシステムサービス層を完全にバイパス

するため、パフォーマンスが向上します。また、グローバルファイルシステムサービ
スがサポートしていないタイプを含め、オペレーティングシステムがサポートするあ
らゆるファイルシステムタイプを使用できます。

背景情報については、SUNW.HAStoragePlus(5) を参照してください。また、新規リソー

スの SUNW.HAStoragePlus リソースタイプの設定については、Sun Cluster 3.1 4/04 製
品のドキュメント (http://docs.sun.com/coll/1124.1) を参照してください。

アップグレードの実行

ここでは、Directory Server と SUNW.HAStorage を併用している場合に、

SUNW.HAStoragePlus にアップグレードする方法について説明します。ここで説明する

手順により、グローバルファイルシステムサービスの使用は、フェイルオーバーファ
イルシステムサービスの使用に切り替えられます。要約すると、/etc/vfstab を修正

し、サーバーリソースグループが HAStoragePlus に依存するようにクラスタ情報を変

更します。
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• 「HAStorage リソースに対する依存の無効化」

• 259 ページの「ファイルシステム設定の更新」

• 260 ページの「HAStoragePlus リソースの準備」

• 260 ページの「HAStoragePlus リソースに対する依存の有効化」

次の手順は、論理ホスト名リソース (lhn-res)、Directory Server リソース (ds-res)、管理

サーバーリソース (as-res)、およびグローバルファイルシステムサービスを管理する 
HAStorage リソース (has-res) を含む ds-resource-group を参照します。完了時には、

HAStorage リソースは、Directory Server が使用するフェイルオーバーファイルシス

テムサービスを管理する HAStoragePlus リソース (hasp-res) に置き換えられます。

HAStoragePlus を有効にするには、次に示すすべての手順を実行する必要がありま

す。

➤ HAStorage リソースに対する依存の無効化リソースに対する依存の無効化リソースに対する依存の無効化リソースに対する依存の無効化

1. Directory Server リソースグループをオフラインにします。

# scswitch -F -g ds-resource-group 

2. Directory Server リソースを無効化し、リソースグループから削除します。

# scswitch -n -j ds-res
# scswitch -r -j ds-res 

3. 管理サーバーリソースを無効化し、リソースグループから削除します。

# scswitch -n -j as-res
# scswitch -r -j as-res 

4. HAStorage リソースを無効化し、リソースグループから削除します。

# scswitch -n -j has-res
# scswitch -r -j has-res 

➤ ファイルシステム設定の更新ファイルシステム設定の更新ファイルシステム設定の更新ファイルシステム設定の更新

1. ファイルシステムをアンマウントします。

2. /etc/vfstab を次のように編集します。

❍ ローカルファイルシステムであることを定義している、ファイルシステムの global 
フラグを削除します。

❍ ファイルシステムの logging オプションが設定されていることを確認します。

❍ 起動時にマウントされるオプションの設定を解除します。

この時点ではファイルシステムをマウントしません。「HAStoragePlus リソースの準

備」に進んでください。
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➤ HAStoragePlus リソースの準備リソースの準備リソースの準備リソースの準備

1. HAStoragePlus リソースを登録し、リソースグループに追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus
# scrgadm -a -j hasp-res -g ds-resource-group -t SUNW.HAStoragePlus \
-x FilesystemMountPoints=volume-mount-point 

この volume-mount-point は、Directory Server がデータを格納するディスクボ
リュームを識別します。

2. HAStoragePlus リソースを有効化します。

# scswitch -e -j hasp-res 

➤ HAStoragePlus リソースに対する依存の有効化リソースに対する依存の有効化リソースに対する依存の有効化リソースに対する依存の有効化

1. Directory Server リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g ds-resource-group 

2. hasp-res に依存する Directory Server リソースを再作成します。

# scrgadm -a -j ds-res -g ds-resource-group -t SUNW.dsldap \
-y Network_resources_used=logical-host-name \
-y Port_list=port-number/tcp \
-x Confdir_list=ServerRoot/slapd-serverID \
-y Resource_dependencies=hasp-res 

3. Directory Server リソースを有効化します。

# scswitch -e -j ds-res 

4. hasp-res に依存する管理サーバーリソースを再作成します。

# scrgadm -a -j as-res -g ds-resource-group -t SUNW.mps \
-y Network_resources_used=logical-host-name \
-y Port_list=port-number/tcp \
-x Confdir_list=ServerRoot \
-y Resource_dependencies=hasp-res 

5. 管理サーバーリソースを有効化します。

# scswitch -e -j as-res 

この時点でサーバーは、必要に応じてファイルシステムのマウントとアンマウントを
行う HAStoragePlus を使用し始めます。
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Directory Proxy Server のアップグレード情報
Directory Proxy Server をアップグレードするには、パッチを適用して設定を設定用

ディレクトリサーバーと同期させます。

ここでは、Directory Proxy Server 5.2 を Directory Proxy Server 5 2004Q2 にアップグ

レードするための準備と手順について説明します。ここで説明する内容は、次のとお
りです。

• 「Directory Proxy Server パッチの適用」

• 262 ページの「Directory Proxy Server パッチの削除」

• 263 ページの「Directory Proxy Server のトラブルシューティング」

➤ Directory Proxy Server パッチの適用パッチの適用パッチの適用パッチの適用

1. 245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」に記載されている手順を実
行し、パッチを適用します。この手順は、管理サーバーパッチの README ファイル
にも記載されています。

これらのパッチは、
http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patches/patch-access で入手で
きます。

注 S Directory Proxy Server は、同一の管理サーバーを共有する製品グループに
属しています。これらの製品に対して、同時にパッチを適用する必要があ
ります。

パッチの適用によってアップグレードできる Directory Proxy Server は、
SUNWdps* パッケージとして Solaris システムにインストールされている 
Directory Proxy Server だけです。

パッチの適用により、SSL 証明書データベースがアップグレードされます。
パッチの適用後に証明書データベースに変更を加え、その後にパッチの適
用を取り消す場合は、パッチの適用を取り消した後で、証明書データベー
スを手動で再変更する必要があります。

サーバー証明書の変更後にパッチの適用を取り消した場合、Directory 
Proxy Server をセキュアモードで起動することはできません。ただし、セ
キュアモードをオフにして管理サーバーを再起動し、サーバー証明書を再
インストールしてから SSL モードを有効にすることは可能です。

注 管理サーバーのインストールを明示的に指定しなかった場合でも、こ
の手順に従って管理サーバーパッチを適用する必要があります。

Directory Server が稼動していることを確認します。
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2. Directory Proxy Server が設定されている場合に、パッチの適用時に設定を設定用
ディレクトリサーバーの設定と同期させなかったときは、アップグレードされた 
Directory Proxy Server の設定を、設定用ディレクトリサーバーに記録されている
設定と手動で同期させます。

# AS_BASEDIR/usr/sadm/mps/admin/v5.2/bin/tcl8.2/tclsh
# AS_BASEDIR/usr/sadm/mps/admin/v5.2/bin/bin/dps/install/script/sync-dps-cds.tcl \
-cid AS_BASEDIR/usr/sadm/mps/admin/v5.2 -serverroot ServerRoot 

❍ AS_BASEDIR のデフォルトは / なので、省略できる可能性があります。

❍ -cid オプションは、次のディレクトリが存在することをプログラムが確認できる
ように、完全パス cid_path をとります。

cid_path/bin/dps/install/script 

❍ -serverroot オプションは、インストールと設定が完了している管理サーバーへ
の完全パスをとります。スクリプトは、次のファイルの存在を確認します。

ServerRoot/admin-serv/config/adm.conf

ServerRoot/admin-serv/config/jvm12.conf

この手順を正常に完了するには、設定用ディレクトリサーバーが稼動し、使用可
能になっている必要があります。

➤ Directory Proxy Server パッチの削除パッチの削除パッチの削除パッチの削除

1. Directory Proxy Server が設定されている場合は、設定用ディレクトリサーバーに
記録されている、パッチ適用前の設定に戻ります。

# AS_BASEDIR/usr/sadm/mps/admin/v5.2/bin/tcl8.2/tclsh
# AS_BASEDIR/usr/sadm/mps/admin/v5.2/bin/bin/dps/install/script/sync-dps-cds.tcl \
-cid AS_BASEDIR/usr/sadm/mps/admin/v5.2 -serverroot ServerRoot -v5.2 

後に付けられている -v5.2 オプションに注意してください。

❍ AS_BASEDIR のデフォルトは / なので、省略できる可能性があります。

❍ -cid オプションは、次のディレクトリが存在することをプログラムが確認できる
ように、完全パス cid_path をとります。

cid_path/bin/dps/install/script 

❍ -serverroot オプションは、インストールと設定が完了している管理サーバーへ
の完全パスをとります。スクリプトは、次のファイルの存在を確認します。

ServerRoot/admin-serv/config/adm.conf

ServerRoot/admin-serv/config/jvm12.conf

この手順を正常に完了するには、設定用ディレクトリサーバーが稼動し、使用可
能になっている必要があります。

2. 管理サーバーパッチの README ファイルに記載されている指示に従って、パッチを
削除します。
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➤ Directory Proxy Server のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

1. Directory Proxy Server 5 2004Q2 にアップグレードしてから、コンソールを開始し
ます。

図 8-1 に示されているコンソールが表示されます。

図 8-1 Directory Proxy Server コンソール

2. パッチの適用後に、Sun Java System というブランドのコンソールではなく、Sun 
ONE というブランドのコンソールが表示されるときは、設定用ディレクトリサー
バーとの設定の同期が有効であるかどうかを調べてください。

パッチの適用を取り消せない場合、通常は、パッチ適用の取り消しを行う前に、
アップグレードされた Directory Proxy Server の設定を設定用ディレクトリサー
バーの設定と同期させていないことが原因です。

3. 261 ページの「Directory Proxy Server パッチの適用」からの手順全体を繰り返し
てください。



Identity Server のアップグレード情報

264 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

Identity Server のアップグレード情報
ここでは、Identity Server 6.1 のインスタンスのアップグレードについて、次の情報を

提供します。

• 「Web コンテナのカスタマイズファイルのバックアップ」

• 265 ページの「Web コンテナソフトウェアのアップグレード」

• 266 ページの「アップグレード前スクリプトの実行」

• 268 ページの「Identity Server のインストール」

• 268 ページの「アップグレード後スクリプトの実行」

• 270 ページの「アップグレードの確認」

• 271 ページの「Identity Server の複数インスタンスのアップグレード」

Web コンテナのカスタマイズファイルのバック
アップ
アップグレードを行う前に、Identity Server 6.1 に関連する Web コンテナのカスタマ

イズファイルをバックアップします。これには、次のファイルが含まれます。

• カスタマイズしたコンソール JSP ページ

• カスタマイズした認証 JSP ページ

• 認証モジュールとカスタマイズモジュール用の JAR ファイル

アップグレード後にカスタマイズ設定を再実行し、それが正常に機能することを確認
できるように、カスタマイズした設定のリストを作成しておくことをお勧めします。

Identity Server 6.1 のインストール時に使用した暗号化鍵と同じ鍵を指定する必要があ

ります。この鍵は、次のファイルの am.encryption.pwd プロパティに指定されていま

す。

id_svr_base/lib/AMConfig.properties

注 Identity Server のアップグレードに進む前に、255 ページの「スキーマの
修正」に記載されている手順を実行してください。

注 AMConfig.properties は、アップグレード前のスクリプトによって指定の
場所に移動され、拡張子が .bak に変更されます。アップグレード時に生
成、表示されるデフォルトの暗号化鍵は使用できません。
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Identity Server のアップグレードを開始する前に、次の追加情報を参照してください。

• 95 ページの「Identity Server: 管理情報」

• 371 ページの「Identity Server のワークシート」

Web コンテナソフトウェアのアップグレード
Identity Server 6 2004Q2 は、Web コンテナとして Web Server 6.1 SP 2 または 
Application Server 7 Update 3 をサポートしています。古いバージョンを使用している

場合は、Identity Server 6 2004Q2 リリースへのアップグレード前に Web コンテナソフ

トウェアをアップグレードする必要があります。

Web コンテナソフトウェアのアップグレードについては、各 Web コンテナのドキュ

メントを参照してください。

• Web Server 6.1 SP 2 の場合は、297 ページの「Web Server のアップグレード情報」
を参照

• Application Server 7 Update 3 の場合は、249 ページの「Application Server の
アップグレード情報」を参照

また、264 ページの「Web コンテナのカスタマイズファイルのバックアップ」でカス

タマイズファイルを保存した場合は、Web コンテナのアップグレード後にカスタマイ

ズを再実行する必要があります。

➤ Application Server インスタンスが実行中であることの確認インスタンスが実行中であることの確認インスタンスが実行中であることの確認インスタンスが実行中であることの確認

1. Application Server がインストールされているディレクトリ ( デフォルトでは 
/opt/SUNWappserver7) に移動し、次のように入力します。

cd /opt/SUNWappserver7

asadmin list-instances

asadmin>list-instances
admin-server <running>
server1 <running>
asadmin>

デフォルト以外のインスタンスが使用されている場合は、出力が異なります。

2. 必要に応じて Application Server のインスタンスドメインを起動します。

cd /opt/SUNWappserver7/bin

注 Web コンテナとして Application Server を使用している場合は、
Application Server が稼働していることを確認します。
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asadmin> start-domain --domain domain-name 

asadmin>start-domain --domain domain-name
Instance domain-name:admin-server started
Instance domain-name:server1 started
Domain domain-name Started.

適切なドメイン名を使用します。変更していない場合は、デフォルトで domain1 
となります。

3. 使用可能なすべてのドメインを表示するには、次のように入力します。

asadmin> list-domains

domain1  [/var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1]
asadmin>

アップグレード前スクリプトの実行
Identity Server 6 2004Q2 のアップグレード前スクリプト (pre61to62upgrade) は、Sun 
Java Enterprise System の一部です。このスクリプトは、次のディレクトリに格納され

ています。

JavaEnterpriseSystem_base/Solaris_sparc/Product/identity_srv/Tools

この JavaEnterpriseSystem_base は、アーカイブを解凍したディレクトリです。

アップグレード前スクリプトは、次の処理を行います。

• am2bak スクリプトを実行して Identity Server 6.1 のバックアップをとる

• Identity Server 6.1 パッケージ (Directory Server または Web コンテナパッケージ
を除く ) を削除し、パッケージの削除を反映するように 
/var/sadm/install/productregistry ファイルを更新する

• Sun_Java_System_Identity_Server_upgrade_log.timestamp ログファイルを 
/var/sadm/install/logs ディレクトリに書き込む

アップグレード前スクリプトを実行する前に、次のサーバーが稼動している必要があ
ります。

• Directory Server

• Web コンテナ

❍ Web Server

❍ Application Server

• Identity Server



Identity Server のアップグレード情報

第 8 章 Java Enterprise System 2003Q4 からのアップグレード 267

➤ アップグレード前スクリプトの実行アップグレード前スクリプトの実行アップグレード前スクリプトの実行アップグレード前スクリプトの実行

1. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. Directory Server が稼動していることを確認します。

例 :

# ps -ef | grep slapd

Directory Server が稼動していない場合は起動します。
例 :

# cd /var/opt/mps/serverroot/slapd-instance-name 
# ./start-slapd 

3. アップグレード前スクリプトが格納されているディレクトリに移動し、スクリプ
トを実行します。

例 :

# cd JavaEnterpriseSystem_base/Solaris_sparc/Product/identity_srv/Tools 
# ./pre61to62upgrade 

4. スクリプトによるプロンプトが表示されたら、次の情報を入力します。

❍ Directory Server の完全修飾ホスト名
例 : ds.example.com 

❍ Directory Server のポート番号。デフォルトは 389

❍ 上位 Identity Server 管理者の識別名 (DN) とパスワード
例 : uid=amAdmin,ou=People,dc=example,dc=com 

❍ スクリプトによる Identity Server 6.1 ファイルのバックアップ先ディレクトリ
例 : /opt/is_backup 

❍ Web コンテナの証明書ディレクトリ
例 : /opt/SUNWwbsvr/alias 

アップグレード前スクリプトは、実行時にその状態を表示します。スクリプトが完全
に終了することを確認してください。完了前にスクリプトを中止すると、予期できな
い結果が生じます。

スクリプトが完了すると、Identity Server 6 2004Q2 のインストール準備が整います。
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Identity Server のインストール
Identity Server 6 2004Q2 をインストールするには、Sun Java Enterprise System インス

トーラを実行する必要があります。

インストーラを実行する前に、371 ページの「Identity Server のワークシート」を使

用して、必要な情報を収集します。また、インストーラが「Directory Server にユー

ザーデータが準備されていますか ?」という質問を表示する場合は、「yes」を選択し

ます。

アップグレード後スクリプトの実行
Identity Server 6 2004Q2 のインストールが完了すると、次のディレクトリに Identity 
Server アップグレード後スクリプト (Upgrade61DitTo62) が作成されます。

/IdentityServer_base/SUNWam/migration/61to62/scripts

この IdentityServer_base は、Identity Server 6 2004Q2 のベースインストールディレクト

リです。デフォルトのベースインストールディレクトリは /opt です。

アップグレード後スクリプトは、次の処理を行います。

• Directory Server 内の Identity Server スキーマを Identity Server 6 2004Q2 にアッ
プグレードする

• Sun_Java_System_Identity_Server_upgrade_dit_log.timestamp ログファイルを 
/var/sadm/install/logs ディレクトリに書き込む

アップグレード後スクリプトを実行するには、Directory Server が稼動している必要が

あります。スクリプトの実行中に、スクリプトを継続するために Directory Server の
再起動が求められることがあります。 終的に、変更を適用するために Directory 
Server と Web コンテナの両方の再起動が求められます。

注 Web Server の詳細画面 ( メニュー 3/6) には、現在の情報が表示されます。
ただし、「次へ」ボタンをクリックすると、表示される Web Server ディレ
クトリが無効であることを示すエラーメッセージが表示されます。ブラウ
ズ機能を使用して同じ場所を選択してから処理を進めてください。これ
は、Web Server コンテナだけに適用されます。

既存のコンソールを使用するオプションではなく、新規コンソールを使用
するオプションを選択してください ( メニュー 4/6)。

インストーラが「Directory Server にユーザーデータが準備されています
か ? 」という質問を表示する場合は、「yes」を選択します ( メニュー 6/6)。
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➤ Identity Server アップグレード後スクリプトの実行アップグレード後スクリプトの実行アップグレード後スクリプトの実行アップグレード後スクリプトの実行

1. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. Directory Server が稼動していることを確認します。

例 :

# ps -ef | grep slapd

Directory Server が稼動していない場合は起動します。
例 :

cd /var/opt/mps/serverroot/slapd-instance-name 
./start-slapd 

3. アップグレード後スクリプトを実行します。

例 :

cd /IdentityServer_base/SUNWam/migration/61to62/scripts 
./Upgrade61DitTo62 

この IdentityServer_base は、Identity Server 6 2004Q2 のベースインストールディレ
クトリです。

4. スクリプトによるプロンプトが表示されたら、次の情報を入力します。

❍ Directory Server の完全修飾ホスト名
例 : ds.example.com 

❍ Directory Server のポート番号。デフォルトは 389

❍ Directory 管理者の識別名 (DN) とパスワード

❍ 上位 Identity Server 管理者の識別名 (DN) とパスワード 
uid=amAdmin,ou=People,dc=example,dc=com 

5. スクリプトによるプロンプトが表示されたら、Directory Server を再起動します。
再起動のためにスクリプトは中断されます。

6. Directory Server を再起動したらスクリプトに戻り、Enter キーを押して処理を継
続します。スクリプトが完了すると、次のメッセージが表示されます。

YOU MUST RESTART THE DIRECTORY AND WEB SERVERS FOR THE UPGRADE 
CHANGES TO TAKE EFFECT.

注 スクリプトがオブジェクトクラス違反で失敗した場合は、255 ページ
の「スキーマの修正」に記載されている手順を実行し、Directory 
Server を再起動します。
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7. Directory Server と Web コンテナを再起動します。

Directory Server と Web コンテナが起動されると、アップグレードが正常に完了した

かどうかを確認できるようになります。

アップグレードの確認
Identity Server 6.1 のインストールがカスタマイズされていた場合は、新しい Identity 
Server 6 2004Q2 のインストールで手動でカスタマイズし直す必要があります。

アップグレードが正常に行われたことを、いくつかの方法で確認できます。

• 次の URL を使用して、Identity Server 6 2004Q2 のコンソールにアクセスします。

http://host-name.domain-name:port/amconsole

この host-name.domain-name:port は、使用する Web コンテナの完全修飾ホスト名と
ポートです。

Identity Server のログインページが表示されたら、amadmin としてログインしま
す。「サービス設定」タブをクリックします。「ディスカバリサービス」や

「Liberty 個人プロファイルサービス」など、新しい Identity Server 6 2004Q2 サー
ビスを利用できる場合は、その Web コンテナでの Identity Server のアップグレー
ドは正常に完了しています。

• /var/sadm/install/logs ディレクトリ内の次のログファイルを調べ、アップグ
レードの状態を確認します。

❍ アップグレード前スクリプト (pre61to62upgrade):

Java_Shared_Component_Install.timestamp

❍ Sun Java Enterprise System インストーラ :

Java_Enterprise_System_Shared_Component_Install.timestamp
Java_Enterprise_System_install.Atimestamp 
Java_Enterprise_System_install.Btimestamp 
Java_Enterprise_System_Summary_Report_install.timestamp

❍ アップグレード後スクリプト (Upgrade61DitTo62):

Sun_Java_System_Identity_Server_upgrade_dit_log.timestamp
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Identity Server の複数インスタンスのアップグ
レード
ここでは、同一 Directory Server を共有し、異なるホストで稼動する Identity Server 
6.1 の複数のインスタンスをアップグレードする方法について説明します。

別のホストにインストールされている Identity Server 6.1 と Identity Server 6 2004Q2 
は、共有される同一 Directory Server に対して並行して実行できます。

➤ Identity Server の複数インスタンスのアップグレードの複数インスタンスのアップグレードの複数インスタンスのアップグレードの複数インスタンスのアップグレード

1. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. Directory Server にアクセスするすべての Identity Server 6.1 インスタンスを停止
します。

例 :

# cd /IdentityServer_base/SUNWam/bin 
# ./amserver stop

この IdentityServer_base は、Identity Server 6.1 のベースインストールディレクトリ
です。

すべてのインスタンスを停止することで、アップグレードの実行中に Identity 
Server が Directory Server に変更を加えることを防止できます。

3. アップグレードするインスタンスを起動します。

例 :

# ./amserver start

4. 手順 3 で起動した Identity Server インスタンスをアップグレードします。次の各
項を参照してください。

❍ 267 ページの「アップグレード前スクリプトの実行」

❍ 268 ページの「Identity Server のインストール」

❍ 268 ページの「アップグレード後スクリプトの実行」

初のインスタンスのアップグレード時に、アップグレード後スクリプト 
(Upgrade61DitTo62) によって Identity Server スキーマは Identity Server 6 2004Q2 
にアップグレードされます。以後のその他のインスタンスのアップグレードでは、
アップグレード後スクリプトは Directory Server がアップグレードされているこ
とを検出するため、アップグレードの再実行は行われません。

5. アップグレードしたインスタンスを再起動します。

異なるホスト上の、アップグレードする各 Identity Server 6.1 インスタンスについ
て、手順 3 ～手順 5 を繰り返します。
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6. アップグレードしなかった Identity Server 6.1 インスタンスがあれば、それを再起
動します。Identity Server 6.1 と Identity Server 6 2004Q2 の共存については、

『Sun Java System Identity Server 2004Q2 Migration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5708) を参照してください。

➤ Portal Server Mobile Access の使用の使用の使用の使用

Java System Portal Server, Mobile Access 6 2004Q2 を使用するには、Identity Server ク
ライアントディテクショングローバル属性を次のように変更する必要があります。

1. 次の URL を使用して、Identity Server 6 2004Q2 のコンソールにアクセスします。

http://host-name.domain-name:port/amconsole

この host-name.domain-name:port は、使用する Web コンテナの完全修飾ホスト名と
ポートです。

2. Identity Server のログインページが表示されたら、amadmin としてログインしま
す。

3. コンソールで、「サービス設定」タブをクリックします。

コンソールのナビゲーションフレームにサービス設定オプションが表示されます。

4. 「サービス設定」の下のナビゲーションフレームで、「クライアントディテクショ
ン」をクリックします。

5. 「クライアントディテクション」について、データフレームで次の項目を設定しま
す。

a. 「クライアントディテクションクラス」グローバル属性を 
com.sun.mobile.cdm.FEDIClientDetector に設定します。

b. 「クライアントディテクションを有効」ボックスにチェックマークを付けま
す。

6. 「保存」をクリックします。

注 アップグレードプロセスは、異なるホストシステムにインストールさ
れている Identity Server の複数のインスタンスをサポートしていま
す。現在のリリースでは、同一ホストにインストールされている 
Identity Server の複数インスタンスのアップグレードはサポートされ
ていません。同一ホストに複数のインスタンスが存在する場合は、メ
インインスタンスをアップロードしてから追加インスタンスを再作成
する必要があります。
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➤ Identity Server SDK のみのアップグレードのみのアップグレードのみのアップグレードのみのアップグレード

Identity Server 2003Q4 (6.1) SDK のインストールだけをアップグレードする場合は、

2003Q4 バージョンをアンインストールし、2004Q2 バージョンを再インストールする

必要があります。Identity Server SDK のインストールのみをアップグレードするに

は、次の手順を実行します。

1. AMConfig.properties および serverconfig.xml ファイルを含む Identity Server 
2003Q4 設定ファイルのバックアップをとります。アップグレードプロセスは、
ユーザーデータには影響を与えません。

2. 第 10 章「ソフトウェアのアンインストール」に記載されている手順に従って、
Identity Server 2003Q4 SDK をアンインストールします。

3. 149 ページの「グラフィカルインタフェースによるソフトウェアのインストール」
に記載されている手順に従って、Identity Server 2004Q2 SDK をインストールしま
す。

4. 手順 1 で保存した設定変更を、新しい Identity Server 2004Q2 の設定ファイルに取
り込みます。

Instant Messaging のアップグレード情報
Instant Messaging をアップグレードするには、パッチを適用して設定を設定用ディレ

クトリサーバーと同期させます。

ここでは、Instant Messaging のインスタンスのアップグレードについて、次の情報を

提供します。

• 「Instant Messaging パッチの適用」

• 274 ページの「Instant Messaging パッチの削除」

➤ Instant Messaging パッチの適用パッチの適用パッチの適用パッチの適用

1. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. 次のように入力し、Instant Messaging サービスを停止します ( サーバーコンポー
ネントがインストールされている場合 )。

inst_msg_base/sbin/imadmin stop

3. データファイル、設定ファイル、カスタマイズされたクライアントファイルの
バックアップをとります。

これらのファイルのデフォルトのディレクトリは、次のとおりです。



Instant Messaging のアップグレード情報

274 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

4. patchadd(1M) を使用して、次の Instant Messaging パッチを適用します。

5. Instant Messaging サービスを再起動します ( サーバーコンポーネントがインス
トールされている場合 )。

➤ Instant Messaging パッチの削除パッチの削除パッチの削除パッチの削除

Instant Messaging パッチを削除するときは、次の手順を実行します。

1. Instant Messaging を停止します。

2. データファイル、設定ファイル、カスタマイズされたクライアントファイルの
バックアップをとります。

これらのファイルのデフォルトのディレクトリは、次のとおりです。

表 8-7 データの場所

種類 場所

設定 /etc/opt/SUNWiim/ 

Messenger リソース imdocroot ( デフォルトは /opt/SUNWiim/html)

ユーザーデータ 具体的な場所については、iim.instancevardir 設定オプ
ションを参照。デフォルト値は 
/var/opt/SUNWiim/default/db

表 8-8 Instant Messaging パッチ

パッチの機能領域 Solaris SPARC のパッチ ID Solaris x86 のパッチ ID

Instant Messaging コア 115732-09 116645-09

ローカライゼーション 116936-06 116937-06

表 8-9 データの場所

種類 場所

設定 /etc/opt/SUNWiim/ 

Messenger リソース imdocroot ( デフォルトは /opt/SUNWiim/html)

ユーザーデータ 具体的な場所については、iim.instancevardir 設定オ
プションを参照。デフォルト値は 
/var/opt/SUNWiim/default/db 



Message Queue のアップグレード情報

第 8 章 Java Enterprise System 2003Q4 からのアップグレード 275

3. ルートになります。

su root

パスワードが要求されたら、ルートのパスワードを入力します。

4. patchrm(1M) を使用して、274 ページの手順 4 で追加した Instant Messaging 
パッチを削除します。

Message Queue のアップグレード情報
ここでは、従来のバージョンから Message Queue 3.5 SP1 にアップグレードする方法

について説明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 「追加ファイルのアップグレード」

• 「Solaris での Message Queue のアップグレード」

• 276 ページの「Message Queue のインストールの確認」

➤ 追加ファイルのアップグレード追加ファイルのアップグレード追加ファイルのアップグレード追加ファイルのアップグレード

1. Application Server と Message Queue の Sun Java Enterprise System を 2003Q4 か
ら 2004Q2 にアップグレードするための追加ファイルを入手し、ロードします 
(243 ページの「追加ファイルのアップグレード」を参照 )。

2. README ファイルの指示に従って、追加ファイルをインストールしてください。

➤ Solaris でのでのでのでの Message Queue のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

従来のバージョンは上書きされるので、アンインストールする必要はありません。
Solaris 環境に Message Queue 製品をインストールする方法を示す、次の手順を実行

します。

1. ソフトウェアは、製品配布サイトからダウンロードするか、CD による配布を利
用します。

2. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

3. 次のように入力し、既存の Message Queue ブローカを停止します。

imqcmd shutdown bkr -u name -p password [-b hostName:port]

4. Java Enterprise System 2003Q4 に同梱されている Message Queue を、Java 
Enterprise System 2004Q2 に同梱されている Message Queue にアップグレードす
るには、mqupgrade スクリプトを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_arch/Product/message_queue/Tools
# ./mqupgrade
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上の例は、製品 CD からコマンドを検索し、ダウンロード場所からコマンドを実
行します。

# cd /unzipped location/Solaris_arch/Product/message_queue/Tools
# ./mqupgrade

スクリプトは、次のディレクトリにログファイルを作成します。

/var/sadm/install/logs/Message_Queue_upgrade_date.log 

5. ルートシェルを終了します。

➤ Message Queue のインストールの確認のインストールの確認のインストールの確認のインストールの確認

Message Queue の想定されるバージョンがシステムで実行されていることを確認する

には、次のコマンドを入力します。

imqbrokerd -version

このコマンドの結果出力は、システムにインストールされている JDK と Message 
Queue のバージョンを示します。

注 mqupgrade はまず、共有コンポーネントを 初にインストールするか
どうかを確認します。共有コンポーネントのアップグレードがまだ完
了していない場合は、y を選択します。共有コンポーネントのアップ
グレードがすでに完了している場合は、n を選択します。

注 Message Queue のアップグレードでは、Message Queue ブローカに
よって維持されるすべての設定データと状態は保存されます。
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Messaging Server のアップグレード情報
ここでは、従来の Java Enterprise System 2003Q4 バージョンから Messaging Server 6 
2004Q2 へのアップグレード手順について説明します。ここで説明する内容は、次のと

おりです。

• 「前提条件」

• 278 ページの「非クラスタ配備のアップグレード」

• 279 ページの「クラスタ配備のアップグレード」

• 280 ページの「ユーザー管理ユーティリティのアップグレード」

• 281 ページの「Schema 2 互換モードでの commadmin の使用」

• 281 ページの「Messaging Server パッチの削除」

• 282 ページの「commadmin パッチの削除」

前提条件
Messaging Server 6 2004Q2 へのアップグレードを行う前に、次の手順を完了する必要

があります。

1. Messaging Server を停止します。

2. Messaging Server をアップグレードするサーバー上のすべての Java Enterprise 
System コンポーネントをアップグレードします。特に、Messaging Server が依存
する Java Enterprise System コンポーネントのアップグレードは重要です。次のコ
ンポーネントが対象となります。

❍ 共有コンポーネント、特に NSPR (SUNWpr)、NSS (SUNWtls)、SASL 
(SUNWsasl)、ICU (SUNWicu)、LDAPCSDK (SUNWldk)、JSS (SUNWjss) (238
ページの「共有コンポーネントのアップグレード」を参照 )

❍ 管理サーバー (245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」を参照 )

❍ Directory Server (254 ページの「Directory Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Identity Server (264 ページの「Identity Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Web Server (297 ページの「Web Server のアップグレード情報」を参照 )

❍ Application Server (249 ページの「Application Server のアップグレード情報」を
参照 )

❍ Communications Services ユーザー管理ユーティリティ (238 ページの「共有コン
ポーネントのアップグレード」でアップグレードされ、280 ページの「ユーザー
管理ユーティリティのアップグレード」で設定される )
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➤ 非クラスタ配備のアップグレード非クラスタ配備のアップグレード非クラスタ配備のアップグレード非クラスタ配備のアップグレード

1. スーパーユーザー (root) としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. patchadd(1M) を使用して、Messaging Server パッチを適用します。次の 3 つの
パッチがあります。

3. 次のプログラムを使用して、設定ファイルの新しい候補を生成します。

msg_svr_base/sbin/patch-config

4. 手動、または次のプログラムを使用して、新しい設定ファイルを適用します。

msg_svr_base/sbin/install-newconfig

注 上記コンポーネントがすべてマシンに存在するとは限りません。また、存
在する場合でも、Messaging Server が上記コンポーネントすべてを使用す
るとは限りません。上記コンポーネントを Java Enterprise System 2004Q2 
バージョンにアップグレードしてください。

Communication Services ユーザー管理ユーティリティが存在する場合、
Messaging Server はこのユーティリティに依存し、このユーティリティは 
Identity Server に依存します。Identity Server は Web コンテナに依存しま
す。Identity Server の Web コンテナは、Application Server または Web 
Server です。

ユーザーがメールフィルターを配備したり、Java Enterprise System 
2004Q2 に含まれる新しい Sun ONE Unified Web Client を配備する場合は、
Messaging Server は Web Server に依存する可能性があります。

管理サーバーのインストールを明示的に指定しなかった場合でも、この手
順に従って管理サーバーパッチを適用する必要があります。

サーバー証明書の変更後にパッチの適用を取り消した場合、Messaging 
Server をセキュアモードで起動することはできません。ただし、セキュア
モードをオフにして Messaging Server を再起動し、サーバー証明書を再イ
ンストールしてから SSL モードを有効にすることは可能です。

表 8-10 Messaging Server パッチ

パッチの機能領域 Solaris SPARC のパッチ ID Solaris x86 のパッチ ID

Messaging Server コア 116568-51 116569-51

ローカライゼーション 116570-09 116571-09

vcsha ( オプション、Veritas HA 
インストール専用 )

116574-01
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5. msg_svr_base/lib/patch の下にある ldif ファイルを適用します。Messaging Server 
または Directory Server に含まれる ldapmodify コマンドを使用してください。

6. 必要に応じて次のコマンドを実行し、設定をコンパイルします。

msg_svr_base/sbin/imsimta chbuild

msg_svr_base/sbin/imsimta clbuild -image_file=IMTA_COMMAND_DATA 
IMTA_BIN:pmdf.cld

msg_svr_base/sbin/imsimta cnbuild

7. 次のように入力し、Messaging Server を起動します。

msg_svr_base/sbin/start-msg

➤ クラスタ配備のアップグレードクラスタ配備のアップグレードクラスタ配備のアップグレードクラスタ配備のアップグレード

クラスタ化された環境で Messaging Server の複数のインスタンスを利用している場合

は、クラスタを 大限に利用できるように、ローリングアップグレードによって、
サーバーを 1 つずつアップグレードします。まず、1 つのマシンで Messaging Server 
をアップグレードします。Messaging Server のアップグレードには、そのマシン上の 
Messaging Server 用に、mboxlist データベースの上位バージョンへのアップグレード

が含まれます。

クラスタ環境でのインストール方法は、次のとおりです。

1. スタンバイノードに Messaging Server 6 2004Q2 をインストールします。

2. 一次ノードの設定データを使用するように設定します。

3. スタンバイノードにフェイルオーバーします。

4. クラスタから一次ノードを削除します。

5. patchadd を使用して一次ノードをアップグレードします (278 ページの手順 2 を参
照 )。

6. 一次ノードをクラスタに戻します。

7. 設定とデータをスタンバイノードから一次ノードにフェイルオーバーし直します。

8. patch-config を実行し、アップグレードされた設定ファイルの新規候補を生成し
ます。

9. アップグレードされた設定ファイルの新規候補の内容を手動で確認します。

10. 一次ノードの設定とデータのダウン時間をスケジューリングします。

ダウン時間中に次の処理を行います。

a. 一次ノードのサービスを停止します。

b. 新しい confide ファイルをインストールします。install-confined コマンドを
使用できます。
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c. コマンドを実行します。

msg_svr_base/sbin/imsimta chbuild

msg_svr_base/sbin/imsimta clbuild -image_file=IMTA_COMMAND_DATA 
IMTA_BIN:pmdf.cld 

msg_svr_base/sbin/imsimta cnbuild 

d. サービスを再起動します。

11. クラスタ上でアップグレードするすべてのノードについて、手順 2 ～手順 10 を繰
り返します。

➤ ユーザー管理ユーティリティのアップグレードユーザー管理ユーティリティのアップグレードユーザー管理ユーティリティのアップグレードユーザー管理ユーティリティのアップグレード

Messaging Server と Calendar Server では、ユーザー管理ユーティリティ (commadmin) 
を使用して、ユーザー、グループ、ドメイン、およびリソースをプロビジョニングす
る必要があります。

Sun ONE commcli コアパッチを適用してユーザー管理ユーティリティをアップグレー

ドした後で (238 ページの「共有コンポーネントのアップグレード」を参照 )、次の手

順を実行する必要があります。

1. ユーザー管理ユーティリティ設定プログラム config-iscli を実行します。
config-iscli プログラムの実行方法については、『Sun Java System Communications 
Services User Management Utility Administration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5703) を参照してください。

2. ACI を入手して、ドメイン管理者の権限を適切に制限します。

次の手順を実行します。

a. 次のパスにある usergroup.ldif ファイルを開きます。

opt/SUNWcomm/config/usergroup.ldif

b. テンプレート ldif の ugldapbasedn を実際のユーザーグループのサフィックス
に置き換えます。

c. 編集した usergroup.ldif を LDAP ディレクトリに追加します。

3. commcli.mod.ldif ファイルを LDAP ディレクトリに追加します。このファイルは
次のパスにあります。

opt/SUNWcomm/install/patch/patchnumber-rev_number/commcli.mod.ldif

ここで patchnumber-rev_number は、パッチ番号と 新リビジョン番号です。
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➤ Schema 2 互換モードでの互換モードでの互換モードでの互換モードでの commadmin の使用の使用の使用の使用

ユーザー管理ユーティリティ (commadmin) を有効にして、Schema 2 互換モードの 
LDAP ディレクトリで使用するには、次に説明する追加の手順を手動で実行する必要

があります。

1. これらの実行方法の詳細については、『Sun Java System Messaging Server リリー
スノート』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の「既知の問題と制限事項」
の節にある「ユーザー管理ユーティリティ」を参照してください。

手動による手順の概要は、次のとおりです。

a. 組織ツリーのルートサフィックスと DC ツリー ルートサフィックスに、ACI 
を適用します。

b. AMConfig.properties ファイルの com.iplanet.am.domaincomponent プロパ
ティを DC ツリールートサフィックスに設定します。

c. Identity Server コンソールを開き、「ドメインコンポーネントツリーを有効」
のチェックボックスをチェックして Identity Server を互換モードで使用でき
るようにします。

d. ディレクトリのすべての DC ツリー ノードに inetdomain オブジェクトクラス
を追加します。

e. Web コンテナを再起動します。

➤ Messaging Server パッチの削除パッチの削除パッチの削除パッチの削除

1. stop-msg コマンドを使用して、Messaging Server を停止します。

2. 次のように configutil コマンドを実行し、監視デーモンを無効にします。

configutil -o local.watcher.enable -v no

3. stored -r コマンドを使用して、メッセージストアデータベース環境ファイルを
削除します。

このコマンドを実行してもファイルを削除できない場合は、stored -R コマンド
を使用します。この場合、ファイルの削除が強制的に実行されます。

4. 次のように入力し、監視デーモンを有効化します。

configutil -o local.watcher.enable -v yes

5. mboxlist ディレクトリの下にあるログファイルを削除します。

例 :

rm -f /var/opt/SUNWmsgsr/store/mboxlist/log.*

6. patchrm patch id コマンドを実行して、Messaging Server 6 2004Q2 パッチを削除し
ます。
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7. 必要に応じて、バックアップしておいた設定ファイルを手動で復元します。アッ
プグレード前の設定ファイルは、次の場所に格納されています。

msg_svr_base/install/patch/patchnumber/save

patchnumber は、Messaging Server コアパッチです。

8. 次のように、imsimta cnbuild コマンドを実行します。

msg_svr_base/sbin/imsimta cnbuild

9. 次のように start-msg コマンドを使用して、Messaging Server を起動します。

msg_svr_base/sbin/start-msg

➤ commadmin パッチの削除パッチの削除パッチの削除パッチの削除

commadmin へのパッチを取り消す必要がある場合は、次のパスにある 
commcli.revert.ldif ファイルを適用します。

opt/SUNWcomm/install/patch/116585-rev_number/commcli.revert.ldif

ここで rev_number は、パッチの 新リビジョン番号です。

Mobile Access のアップグレード情報
Mobile Access 6.2 は、Java Enterprise System 2003Q4 インストールの Identity Server 
と Portal Server を補完するために用意された単機能製品です。Mobile Access の機能

は、現在では Java Enterprise System 2004Q2 の標準機能となっています。現在では、

Identity Server と Portal Server のモバイル対応は標準とされています。

Mobile Access 6.2 がインストールされている、またはされていない Java Enterprise 
System 2003Q4 から Java Enterprise System 2004Q2 のインストールに移行するには、

ここの項で提供する情報を使用します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 「移行例と戦略」

• 283 ページの「カスタマイズされた環境への移行」

❍ 283 ページの「Mobile Access 6.2 を使用するシステムのアップグレード」

❍ 284 ページの「Mobile Access 6.2 を使用しないシステムのアップグレード」

• 285 ページの「Mobile Access 6.2 と Mobile Access for Java Enterprise System 
2004Q2 の違い」

❍ 285 ページの「設定ファイル」

❍ 285 ページの「/etc/opt/SUNWma/config.properties」

❍ 286 ページの「/etc/opt/SUNWps/MAConfig.properties」
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❍ 286 ページの「ポータルデスクトップの種類」

❍ 286 ページの「クライアントデータ」

移行例と戦略
Java Enterprise System 2003Q4 では、Identity Server と Portal Server は同一マシンへ

のインストールだけが許可されていたため、ここで紹介するケースにもこの条件が適
用されます。ここに示す手順は、Java Enterprise System 2003Q4 から Java Enterprise 
System 2004Q22004Q2 へのアップグレードによって可能となる、Identity Server と 
Portal Server の別マシンでのインストールの作成を対象としていません。Identity 
Server と Portal Server をそれぞれ異なるマシンにインストールするには、製品のアッ

プグレードではなく、クリーンインストールが必要です。

カスタマイズされた環境への移行
このケースでは、Java Enterprise System 2003Q4 の Identity Server と Portal Server が
インストールされ、かつ Mobile Access 6.2 のインストールが適用されている状況を対

象としています。

➤ Mobile Access 6.2 を使用するシステムのアップグレードを使用するシステムのアップグレードを使用するシステムのアップグレードを使用するシステムのアップグレード

1. Portal Server と同じベースディレクトリ ( デフォルトは /opt) で、Mobile Access 
6.2 のアンインストーラ (uninstallmap) を実行します。「関連 Portal Server 情報を 
Identity Server から削除」ボックスにチェックマークが付けられていないことを
確認してください。

2. Mobile Access 6.2 を削除するには、Mobile Access のインストール時に作成された
アンインストーラを実行します。これは、インストール時に指定した /opt 以下の
インストールディレクトリに格納されています。また、次のコマンドを実行して、
Mobile Access のディレクトリとファイルをクリーンアップします。

a. CD の Tools ディレクトリに移動するか、Java Enterprise System Web ページ
に移動します。

b. ローカルハードドライブに mobileaccess.tar.gz ファイルをコピーします。

c. mobileaccess.tar.gz ファイルをローカルディレクトリに解凍します。

注 アップグレードプロセスを開始する前に、Mobile Access 6.2 インストール
に関連する、カスタマイズされたファイルが存在する場合、それらをすべ
て保存しておく必要があります。
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d. ローカルディレクトリから次のコマンドを実行します。

> ./unconfigureMA62

3. Identity Server をアップグレードします (264 ページの「Identity Server のアップ
グレード情報」を参照 )。

4. Portal Server をアップグレードします (287 ページの「Portal Server のアップグ
レード情報」を参照 )。

5. Java Enterprise System 2004Q22004Q2 Mobile Access アップデータを実行します。

➤ Mobile Access 6.2 を使用しないシステムのアップグレードを使用しないシステムのアップグレードを使用しないシステムのアップグレードを使用しないシステムのアップグレード

このケースでは、Java Enterprise System 2003Q4 の Identity Server と Portal Server が
インストールされ、かつ Mobile Access 6.2 のインストールが適用されていない状況を

対象としています。Java Enterprise System の将来のバージョンが Identity Server と 
Portal Server を正しくアップグレードするためには、この手順を実行する必要があり

ます。

1. Identity Server をアップグレードします (264 ページの「Identity Server のアップ
グレード情報」を参照 )。

2. Portal Server をアップグレードします (287 ページの「Portal Server のアップグ
レード情報」を参照 )。

3. Java Enterprise System Mobile Access インストーラを実行します。

注 GNU バージョンの zip と tar コマンド (gunzip および gtar) を使用し
ます。
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Mobile Access 6.2 と Mobile Access for Java 
Enterprise System 2004Q2 の違い
Mobile Access 6.2 と Mobile Access for Java Enterprise System 2004Q2 の間にはいくつ

かの違いがあり、古い環境から新しい環境に特定のカスタマイズを正しく移行するに
は、手動の修正が必要になることがあります。

設定ファイル

Java Enterprise System 2003Q4 とは異なり、Java Enterprise System 2004Q2 では 
Identity Server と Portal Server をそれぞれ異なるマシンにインストールすることがで

きます。Mobile Access のほとんどの機能は、LDAP ディレクトリに格納されている

情報によって駆動されますが、少数の機能は標準のフラットファイルによる設定を必
要とします。

Java Enterprise System 2003Q4 では、この設定情報は次のファイルに格納されていま

した。

/etc/opt/SUNWps/MAP/MAPConfig.properties

Java Enterprise System 2004Q2 では Identity Server と Portal Server を別マシンにイン

ストールできるようになったため、このファイルは次の 2 つのファイルに分割されま

した。

Java Enterprise System 2004Q2 で新たに導入された Mobile Access 関連の設定プロパ

ティはありません。ここでは参照のために、プロパティは 2 つのファイルの間でどの

ように分散されたかを示します。

/etc/opt/SUNWma/config.properties
このファイルには、Identity Server と Portal Server の両方のインストールに共通のモ

バイル対応用プロパティが含まれます。このファイルに記録されるプロパティは次の
とおりです。

• ps.uaprof.http.headers 

表 8-11 Identity Server と設定ファイル

ファイル名 場所

/etc/opt/SUNWma/config.prope
rties 

Identity Server と Portal Server のすべてのイン
ストール

/etc/opt/SUNWps/MAConfig.pro
perties 

Portal Server のインストール
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• storeProfileInClient 

• fediConfigRoot 

• schemaFile 

• vocabularyDefinitions

/etc/opt/SUNWps/MAConfig.properties
このファイルには、Portal Server インストールのモバイル対応用プロパティが含まれ

ます。このファイルに記録されるプロパティは次のとおりです。

• ps.jsp.doc.root

• ma.dispatch.servlet.name

• ma.dispatch.parm.name

• ma.compressor.max.url

• ma.dispatch.error.page

• ma.compressor.enable

ポータルデスクトップの種類

Mobile Access 6.2 では、「MAP」と「sampleMAP」という 2 種類のデスクトップが追

加されました。これらのデスクトップは、次のファイル階層に反映されています。

/etc/opt/SUNWps/desktop/MAP 

/etc/opt/SUNWps/desktop/sampleMAP 

Portal Server Mobile Access for Java Enterprise System 2004Q2 では、「MAP」と

「sampleMAP」のデスクトップは廃止されました。「MAP」デスクトップは「default」
デスクトップに移行され、「sampleMAP」デスクトップは「sampleportal」デスク

トップに移行されました。

「MAP」または「sampleMAP」デスクトップをカスタマイズしていた場合は、その変

更を Java Enterprise System 2004Q2 2004Q2 の「default」および「sampleportal」デ

スクトップに移行する必要があります。

独自のデスクトップを定義していた場合は、Java Enterprise System 2003Q4 から Java 
Enterprise System 2004Q2 2004Q2 へのアップグレードの後に、Identity Server 管理コ

ンソールを使用して、カスタムデスクトップを追加する必要があります。

クライアントデータ

Mobile Access 6.2 と Mobile Access for Java Enterprise System 2004Q2 は、クライアン

トデータの格納用に異なるディレクトリスキーマを実装しています。
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アップグレードプロセスによって、Java Enterprise System 2003Q4 クライアントデー

タはディレクトリから削除され、更新されたクライアントデータセットに置き換えら
れます。独自のクライアントデータを作成していた場合や、既存のクライアントデー
タを修正していた場合は、Java Enterprise System 2004Q2 へのアップグレードの前に

その追加または修正を記録しておき、Java Enterprise System 2004Q2 へのアップグ

レード後に Identity Server コンソールからそれを適用する必要があります。

Portal Server のアップグレード情報
ここでは、従来の Java Enterprise System バージョンから Portal Server 6 2004Q2 への

アップグレード手順について説明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 287 ページの「Portal Server のアップグレードパッチへのアクセス」

• 288 ページの「Web コンテナのカスタマイズファイルのバックアップ」

• 289 ページの「Sun Web コンテナソフトウェアのアップグレード」

• 289 ページの「Identity Server のアップグレード」

• 290 ページの「サードパーティ製 Web コンテナの使用」

• 291 ページの「Portal Server のアップグレード」

• 294 ページの「アップグレードの確認」

Portal Server のアップグレードパッチへのアク
セス
Portal Server のアップグレードは、パッチを使用して行われます。次の表に示される

パッチを SunSolve からダウンロードします。次の表に記載されているパッチまたは

それ以降のパッチを使用してください。

表 8-12 Portal Server 2004Q2 パッチ

パッチの機能領域 Solaris SPARC のパッチ ID x86 のパッチ ID

Portal Server 116736-20 116737-20

Secure Remote Access Support 116749-20 116750-20

ゲートウェイ 116738-19 116739-19

Rewriter プロキシ 116742-19 116743-19

Netlet プロキシ 116740-19 116741-19
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Web コンテナのカスタマイズファイルのバック
アップ
アップグレードを行う前に、Portal Server 6.2 に関連する Web コンテナのカスタマイ

ズファイルをバックアップします。これには、次のファイルが含まれます。

• カスタマイズしたコンソール JSP ページ

• カスタマイズした認証 JSP ページ

• カスタマイズしたモジュールの JAR ファイル

• カスタマイズしたサンプル Portal Server

アップグレード後にカスタマイズ設定を再実行し、それが正常に機能することを確認
できるように、カスタマイズした設定のリストを作成しておくことをお勧めします。

バックアップが必要なディレクトリは次のとおりです。

• /opt/SUNWps ( デフォルトのインストールディレクトリを前提とする )

• /etc/opt/SUNWps

• /var/opt/SUNWps

ローカライゼーション 117012-05 117105-05

表 8-12 Portal Server 2004Q2 パッチ ( 続き )

パッチの機能領域 Solaris SPARC のパッチ ID x86 のパッチ ID
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Sun Web コンテナソフトウェアのアップグレード
Java Enterprise System 2004Q2 リリースでは、同一システムにインストールされた 
Sun の Web Server または Application Server (Web Server 6.1 SP2 または Application 
Server 7 Update 3 など ) で Identity Server インスタンスを実行する必要があります。

古いバージョンを使用している場合は、Java Enterprise System 2004Q2 リリースへの

アップグレード前に Web コンテナソフトウェアをアップグレードする必要がありま

す。

Sun の Web Server または Application Server ソフトウェアのアップグレードについて

は、各 Web コンテナのドキュメントを参照してください。

• Web Server 6.1 SP2 については、次のドキュメントを参照してください。

http://docs.sun.com/coll/S1_websvr61sp2_en

• Application Server 7 Update 3 の場合は、次のドキュメントを参照してください。

http://docs.sun.com/coll/s1_asseu3_en

また、264 ページの「Web コンテナのカスタマイズファイルのバックアップ」でカス

タマイズファイルを保存した場合は、Web コンテナのアップグレード後にカスタマイ

ズを再実行する必要があります。

Identity Server のアップグレード
Portal Server のアップグレードは、Identity Server に依存します。Portal Server を
アップグレードする前に、Identity Server を実行するすべてのシステムを Java 
Enterprise System 2004Q2 バージョンにアップグレードします。

Identity Server のアップグレードについて詳しくは、264 ページの「Identity Server の
アップグレード情報」を参照してください。

➤ クライアントディテクションの有効化クライアントディテクションの有効化クライアントディテクションの有効化クライアントディテクションの有効化

クライアントディテクションを有効にするには、次の手順を実行して Identity Server 
クライアントディテクショングローバル属性を変更します。

1. 次の URL を使用して、Identity Server 2004Q2 のコンソールにアクセスします。

http://host-name.domain-name:port/amconsole 

この host-name.domain-name:port は、使用する Web コンテナの完全修飾ホスト名と
ポートです。

2. Identity Server のログインページが表示されたら、amadmin としてログインしま
す。
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3. コンソールで、「サービス設定」タブをクリックします。

コンソールのナビゲーションフレームにサービス設定オプションが表示されます。

4. 「サービス設定」の下のナビゲーションフレームで、「クライアントディテクショ
ン」をクリックします。

5. 「保存」をクリックします。

サードパーティ製 Web コンテナの使用
Java Enterprise System 2004Q2 リリースは、Identity Server SDK を使用して別システ

ムで実行される WebLogic 8.1 SP2 または WebSphere 5.1 Web コンテナだけをサポート

しています。

➤ サードパーティ製サードパーティ製サードパーティ製サードパーティ製 Web コンテナの使用コンテナの使用コンテナの使用コンテナの使用

1. 設定用ディレクトリサーバーに格納されているデータを保存し、WebLogic 6.1 
SP4 または WebSphere 4.0.5 ノード上の Identity Server をアンインストールしま
す。

2. 次の製品の適切なベンダーアップグレードスクリプトを実行します。

❍ WebLogic 6.1 SP4 から WebLogic 8.1 SP2

❍ WebSphere 4.0.5 から WebSphere 5.1

3. WebLogic 8.1 SP2 または WebSphere 5.1 ノードに対して Identity Server 2004Q2 
アップグレード前スクリプトを実行します。

4. Identity Server、Directory Server、および Web Server または Application Server 
を別システムにインストールします。

「Directory Server にユーザーデータが準備されていますか ?」という質問が表示
される場合は、「yes」を選択します。

5. WebLogic 8.1 SP2 または WebSphere 5.1 ノードに Identity Server SDK をインス
トールします。

警告警告警告警告 Identity Server 6.1 のインストール時に使用した暗号化鍵と同じ鍵を指定す
る必要があります。この鍵は、次のファイルの am.encryption.pwd プロ
パティに指定されています。

id_svr_base/lib/AMConfig.properties

AMConfig.properties は、アップグレード前のスクリプトによって指定の
場所に移動され、拡張子が .bak に変更されます。アップグレード時に生
成、表示されるデフォルトの暗号化鍵は使用できません。
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「Directory Server にユーザーデータが準備されていますか ?」という質問が表示
される場合は、「yes」を選択します。

6. WebLogic または WebSphere ノード上の Portal Server をアップグレードします。

Portal Server のアップグレード
ここでは、Portal Server をアップグレードする手順について説明します。また、

Portal Server に関連する製品のアップグレード手順についても説明します。ここで説

明する手順は、次のとおりです。

• 「Portal Server のアップグレード」

• 293 ページの「ゲートウェイのアップグレード」

• 293 ページの「Rewriter プロキシのアップグレード」

• 293 ページの「Netlet プロキシのアップグレード」

• 293 ページの「ローカライゼーションのアップグレード」

➤ Portal Server のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

1. ルートとしてログインします。

2. Mobile Access 6.2 を削除するには、Mobile Access のインストール時に作成された
アンインストーラを実行します。これは、インストール時に指定した /opt 以下の
インストールディレクトリに格納されています。また、次のコマンドを実行して、
Mobile Access のディレクトリとファイルをクリーンアップします。

a. CD の Tools ディレクトリに移動するか、Java Enterprise System Web ページ
に移動します。

b. ローカルハードドライブに mobileaccess.tar.gz ファイルをコピーします。

c. mobileaccess.tar.gz ファイルをローカルディレクトリに解凍します。

注 Java Enterprise System 2003Q4 システムに Mobile Access 6.2 サポート
がインストールされている場合は、Portal Server 6 2004Q2 へのアップ
グレード前に削除しておく必要があります。

Portal Server パッチを一度適用すると、削除することはできません。
Mobile Access 6.2 サポートがインストールされているかどうかを確認
するためには、次のコマンドを入力します。

> /usr/bin/pkginfo -l SUNWpswp
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d. ローカルディレクトリから次のコマンドを実行します。

> ./unconfigureMA62

3. 次のコマンドを実行してパッチをインストールします。

> patchadd 116736-20
> patchadd 116749-20 

Secure Remote Access がインストールされている場合は、パッチ 116479-20 が必
要です。Solaris SPARC システム用のパッチは 116736-20 と 116749-20 です 
(Solaris x86 システムのパッチについては、287 ページの「Portal Server 2004Q2 
パッチ」を参照 )。

4. 次のコマンドを実行して、Portal Server をアップグレードします (/opt/SUNWps を
デフォルトのインストールディレクトリとする )。

> cd /opt/SUNWps/lib
> ./upgradePS
> ./upgradeSRA 

Secure Remote Access がインストールされている場合は、upgradeSRA スクリプト
が必要です。これらのスクリプトは、パスワードの入力を求めます。

5. 次の手順を実行して、Mobile Access サポートをアップグレードします。

a. CD の Tools ディレクトリに移動するか、Java Enterprise System Web ページ
に移動します。

b. ローカルハードドライブに mobileaccess.zip ファイルをコピーします。

c. mobileaccess.zip ファイルをローカルディレクトリに解凍します。

d. ローカルディレクトリから次のコマンドを実行します。

> ./setup 

注 GNU バージョンの zip と tar コマンド (gunzip および gtar) を使用し
ます。

注 GNU バージョンの zip と tar コマンド (gunzip および gtar) を使用し
ます。

警告警告警告警告 Portal Server をアップグレードするためには、Mobile Access サポー
トが実際に使用されているかどうかにかかわらずこの手順が必須で
す。
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➤ ゲートウェイのアップグレードゲートウェイのアップグレードゲートウェイのアップグレードゲートウェイのアップグレード

次のコマンドを実行します。

> patchadd 116738-19 

Solaris SPARC システム用のパッチは 116738-19 です (Solaris x86 システムのパッチに

ついては、287 ページの「Portal Server 2004Q2 パッチ」を参照 )。

➤ Rewriter プロキシのアップグレードプロキシのアップグレードプロキシのアップグレードプロキシのアップグレード

次のコマンドを実行します。

> patchadd 116742-19 

Solaris SPARC システム用のパッチは 116742-19 です (Solaris x86 システムのパッチに

ついては、287 ページの「Portal Server 2004Q2 パッチ」を参照 )。

➤ Netlet プロキシのアップグレードプロキシのアップグレードプロキシのアップグレードプロキシのアップグレード

次のコマンドを実行します。

> patchadd 116740-19 

Solaris SPARC システム用のパッチは 116740-19 です (Solaris x86 システムのパッチに

ついては、287 ページの「Portal Server 2004Q2 パッチ」を参照 )。

➤ ローカライゼーションのアップグレードローカライゼーションのアップグレードローカライゼーションのアップグレードローカライゼーションのアップグレード

次のコマンドを実行します。

> patchadd 117012-05 

パッチ 117012-05 は Solaris SPARC システム用のローカライゼーションにより、省略

可能です (Solaris x86 システムのパッチについては、287 ページの「Portal Server 
2004Q2 パッチ」を参照 )。

警告警告警告警告 ゲートウェイインスタンスは、アップグレード後に削除し、再作成する必
要があります。

警告警告警告警告 Rewriter プロキシインスタンスは、アップグレード後に削除し、再作成す
る必要があります。

警告警告警告警告 Netlet プロキシインスタンスは、アップグレード後に削除し、再作成する
必要があります。
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アップグレードの確認
Identity Server 6.1 を Sun One Portal Server 6.2 ソフトウェアとともに使用してカスタ

マイズしている場合は、Portal Server 6 2004Q2 ソフトウェアとともに使用する新しい 
Identity Server 2004Q2 インストールを手動で再度カスタマイズする必要があります。

アップグレードが正常に行われたことを、いくつかの方法で確認できます。

• 次の URL を使用して、Identity Server 2004Q2 のコンソールにアクセスします。

http://host-name.domain-name:port/amconsole

この host-name.domain-name:port は、使用する Web コンテナの完全修飾ホスト
名とポートです。

Identity Server のログインページが表示されたら、amadmin としてログインしま
す。「サービス設定」タブをクリックします。「Remote Portlets (WSRP)」などの
新しい Portal Server 6 2004Q2 サービスが使用可能になっていれば、その Web コ
ンテナ上の Portal Server のアップグレードは正常に完了しています。

• /var/sadm/install/logs ディレクトリ内の次のログファイルを調べ、アップグ
レードの状態を確認します。

❍ Sun Java Enterprise System インストーラ

Java_Shared_Component_Install.timestamp
Java_Enterprise_System_install.Atimestamp
Java_Enterprise_System_install.Btimestamp
Java_Enterprise_System_Summary_Report_install.timestamp
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Sun Cluster のアップグレード情報
ここでは、Java Enterprise System 2003Q4 に含まれるバージョンから Sun Cluster 3.1 
4/04 へのアップグレードについて、その概要を説明します。ここで説明する内容は、

次のとおりです。

• 295 ページの「アップグレードの要件と制限」

• 296 ページの「Sun Cluster のアップグレード方法の選択」

アップグレードの要件と制限
Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアへのアップグレードを行うときは、次の要件と制限

に注意してください。

• クラスタは、Solaris 8 2/02 以降で実行されている必要がある。 新の必須パッチ
の適用が必要で、これより前の OS で実行されている場合はアップグレードが必
要となる

• クラスタハードウェアは、Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアがサポートする設定
である必要がある

すべてのソフトウェアを、Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアがサポートするバージョ

ンにアップグレードする必要があります。たとえば、データサービスが Sun Cluster 
3.0 ソフトウェアではサポートされるが、Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアではサ

ポートされない場合、そのデータサービスを、Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアがサ

ポートするバージョンにアップグレードする必要があります。そのデータサービスの
関連アプリケーションを Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアがサポートしない場合は、

そのアプリケーションも、サポートされるリリースにアップグレードする必要があり
ます。

scinstall アップグレードユーティリティは、Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアとと

もに提供されるデータサービスだけをアップグレードします。カスタムデータサービ
スやサン以外のデータサービスについては、手動アップグレードが必要です。

Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアは、次のアップグレードをサポートしています。

• Solaris 8 ソフトウェアから Solaris 9 ソフトウェアへの非ローリングアップグレー
ドのみ

• Sun Cluster 3.x ソフトウェアのみからの直接アップグレード

注 完全なアップグレード手順については、『Sun Cluster Software Installation 
Guide for Solaris OS』(http://docs.sun.com/doc/817-4229) の第 5 章

「Upgrading Sun Cluster Software」を参照してください。
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Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアは、次のアップグレードまたはダウングレードをサ

ポートしていません。

• Sun Cluster ソフトウェアのあらゆるダウングレード

• 複数のアーキテクチャにまたがるアップグレード

• Sun Cluster 設定内の Solaris ソフトウェアの Live Upgrade によるアップグレード

Sun Cluster のアップグレード方法の選択
クラスタソフトウェアをアップグレードするときは、次のいずれかの方法を選択しま
す。

非ローリングアップグレード

非ローリングアップグレードでは、クラスタノードをアップグレードする前にクラス
タを停止します。すべてのノードのアップグレードが完全に終了してから、クラスタ
を運用状態に戻します。次のいずれか、または複数の状況に該当する場合は、非ロー
リングアップグレードを選択する必要があります。

• Solaris 8 ソフトウェアから Solaris 9 ソフトウェアにアップグレードする

• アプリケーションやデータベースなど、アップグレードするいずれかのソフト
ウェア製品が、そのソフトウェアの同一バージョンがすべてのクラスタノードで
同時に実行されていることを必要とする

• VxVM もアップグレードする

ローリングアップグレード

ローリングアップグレードでは、クラスタのノードを 1 つずつアップグレードします。

クラスタは運用状態で維持され、サービスは他のノードで実行されます。ローリング
アップグレードは、次のすべての状況に該当する場合にだけ選択します。

• Solaris ソフトウェアを Solaris Update リリースのみにアップグレードする ( アッ
プグレードを行う場合 )

• アプリケーションやデータベースなど、アップグレードするいずれかのソフト
ウェア製品の現行バージョンとアップグレードバージョンが、実行中クラスタ内
で並存できる

注 Sun Cluster 3.1 4/04 は、238 ページの「共有コンポーネントのアップグ
レード」で説明されている共有コンポーネントパッチバンドルのインス
トールを必要としません。
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クラスタの設定がローリングアップグレードの要件を満たす場合でも、非ローリング
アップグレードを選択できます。

Sun Cluster の設定計画の概要については、『Sun Cluster Software Installation Guide 
for Solaris OS』(http://docs.sun.com/doc/817-4229) の第 1 章「Planning the Sun 
Cluster Configuration」を参照してください。

Web Server のアップグレード情報
ここでは、従来の Java Enterprise System 2003Q4 バージョンから Web Server SP2 への

アップグレード手順について説明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 「Web Server をアップグレードするには」

• 298 ページの「Web Server パッチの削除」

Web Server の詳細については、次のドキュメントを参照してください。

http://docs.sun.com/coll/S1_websvr61sp2_en 

➤ Web Server をアップグレードするにはをアップグレードするにはをアップグレードするにはをアップグレードするには

1. スーパーユーザー ( ルート ) としてログインします。

2. 次のように入力し、実行している Web Server と管理サーバーのすべてのインスタ
ンスを停止します。

web_svr_base/https-instancename/stop
web_svr_base/https-admserv/stop

web_svr_base のデフォルトの場所は /opt/SUNWwbsvr です。

3. Java Enterprise System 2004Q2 に必要なすべての共有コンポーネントをアップグ
レードします (238 ページの「共有コンポーネントのアップグレード」を参照 )。

4. patchadd(1M) を使用して、次のパッチを適用します。

5. Web Server を再起動します。

表 8-13 Web Server SP2 パッチ

パッチの機能領域 Solaris Sparc のパッチ ID Solaris x86 のパッチ ID

Web Server コア (SUNWwbsvr) 116648-05 116649-05

Web Server 言語パック 117514-02 117515-02
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➤ Web Server パッチの削除パッチの削除パッチの削除パッチの削除

Web Server パッチを削除するときは、次の手順を実行します。

1. Web Server SP2 の実行中のすべてのインスタンスを停止します。

2. ルートになります。

su root

パスワードが要求されたら、ルートのパスワードを入力します。

3. patchrm(1M) を使用して、297 ページの「Web Server をアップグレードするに
は」で追加した Web Server SP2 パッチを削除します。

4. Web Server SP2 インスタンスを再起動します。

Java Enterprise System 2004Q2 互換性情報
Sun JavaTM Enterprise System ソフトウェアの新しいリリースでは、従来のリリースと

の互換性を確保しています。ただし、リリース間の互換性のレベルにはいくつかの違
いが常に存在します。この節では、Java Enterprise System 2003Q4 から Java 
Enterprise System 2004Q2 にアップグレードするときに、配備に影響を与える問題に

ついて説明します。

この節で説明する内容は、次のとおりです。

• データの保持

• 設定の保持

• API の互換性

• プロトコルの互換性

• コマンド行インタフェース

• ログファイルの互換性

• アーキテクチャ上の考慮事項

注 この情報では、オペレーティングシステムまたはランタイムの互換性は
扱っていません。Sun Solaris オペレーティングシステムでは互換性が保証
されていても、コンポーネント製品でサポートされている他の J2EE ラン
タイムのようなさまざまなサードパーティのコンポーネント間で同じレベ
ルの互換性を他のベンダーが保証しているとは限りません。

ここで扱う互換性の問題は、Java Enterprise System とユーザーが接するイ
ンタフェースのみに限定されています。
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• 推奨されなくなり、廃止される機能項目

• パフォーマンス

アップグレードの詳細とその方法については、『Java Enterprise System インストール

ガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の「Java Enterprise System 
2003Q4 からのアップグレード」の章を参照してください。

プラットフォームとサードパーティの要件の詳細については、『Java Enterprise 
System リリースノート』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) および『Java 
Enterprise System インストールガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を
参照してください。

データの保持
データは、Java Enterprise System に保存された情報として定義されます。たとえば、

Directory Server のユーザーエントリはデータとしてみなされます。保持とは、あるリ

リースから次のリリースへと保存されたデータを維持することを意味します。つまり、
アップグレード前とアップグレード後のデータに違いはありません。

Java Enterprise System 2004Q2 にアップグレードするときは、次の例外を除いて Java 
Enterprise System 2003Q4 のデータが保持されます。

• Calendar Server および Messaging Server: Identity Server を活用できるようにス
キーマが変更されています。LDAP Schema 1 から LDAP Schema 2 に移行する予
定がある場合は ( たとえば、新しい Communications Express インタフェースを実
装する )、使用するカスタムのプロビジョニングツールが影響を受けます。詳細に
ついては、『Sun Java System Communications Express Schema Migration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5701) を参照してください。

• Directory Server: マイナーな変更を取り込むためスキーマが更新されています。
これらの変更は自動的にアップグレードされます。

• Identity Server: スキーマが次のように変更されています。ポリシーサービスの 
PluginConfig データが変更されて、新しいポリシープラグインの 
AuthenticatedUsers、WebServiceClients、および LEAuthLevelCondition が組み
込まれます。さらに、新しいサービスと属性のデータも追加されます。

• Portal Server: デスクトップサンプル JSP (JavaServer Pages) ファイルが更新されま
した。ユーザーはこれらの JSP ファイルを編集しないでください。ただし JSP 
ファイルが編集されている場合は、その変更を更新された JSP ファイルに反映さ
せる必要があります。ユーザーが変更したファイルは、パッチバックアウトデー
タベース、または Portal Server のアップグレード前にユーザーが作成しなければ
ならないグローバルバックアップに保存されます。
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コンポーネント製品のアップグレードとデータ保持の方法については、『Java 
Enterprise System インストールガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の

「Java Enterprise System 2003Q4 からのアップグレード」の章を参照してください。

設定の保持
設定は、Java Enterprise System とそのコンポーネント製品に対して行なったオプショ

ンおよび設定として定義されます。設定は、通常設定ファイルに保存され、管理コン
ソールからアクセスできます。

Java Enterprise System 2004Q2 にアップグレードするときは、次の例外を除いて Java 
Enterprise System 2003Q4 の設定が保持されます。

• Directory Server および Directory Proxy Server: インストール中に、サーバーの自
動アップグレードによりマイナーな変更が反映されます。

• Identity Server: 設定は保持されません。AMConfig.properties ファイルが新しい
バージョンのファイルに置き換えられます。古いファイルからの設定の変更を取
り込みたい場合は、その変更がバックアップディレクトリの 
AMConfig.properties.bak に保存されています。

• Messaging Server: アップグレードプロセス中に、とくに推奨される設定の変更が
表示されます。

注 アンインストーラを使用すると、多くの設定データが失われます。詳細に
ついては、『Java Enterprise System インストールガイド』
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の付録 G を参照してくださ
い。

注 アンインストーラを使用すると、多くの設定データが失われます。詳細に
ついては、『Java Enterprise System インストールガイド』
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の付録 G を参照してくださ
い。
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API の互換性
API (Application Program Interface) は文書化されて公開されているインタフェースで

す。開発者はこれを使用して、アプリケーションの構築時に機能を継承することがで
きます。状況によっては、API を汎用の仕様や標準に適合させたり、API の動作を修

正するために、API を変更したりしなければならない場合があります。

Java Enterprise System 2003Q4 リリースのコンポーネント製品 API に依存しているア

プリケーションは、次の例外を除いて、Java Enterprise System 2004Q2 コンポーネン

ト製品 API で再コンパイルしなくても、変更なしで実行できます。

• Message Queue: 既存の Java Enterprise System 3.0 クライアント ( 管理オブジェ
クトを直接インスタンス化するアプリケーションまたはコンポーネント ) は、
Java Enterprise System 2004Q2 との互換性があります。ただし、クライアントが
新しい管理オブジェクト属性を使用する場合は、そのクライアントを書き換える
必要があります。

管理オブジェクト属性の詳細は、『Sun Java System Message Queue Java Client 
Developer's Guide 』(http://docs.sun.com/doc/817-6026) を参照してください。

注 新しいリリースを実装した後に、アプリケーションを再構築することをお
勧めします。

注 Java Enterprise System 3.0.x クライアントを Java Enterprise System 
2004Q2 で再コンパイルすると、Java Enterprise System 2004Q2 でどの 
Java Enterprise System 3.0.x 属性の名前が変更されるかがわかります。
古い名前でも機能します。
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プロトコルの互換性
Java Enterprise System コンポーネントは機能プロトコルを頻繁に使用します。これら

には、たとえば電子メールクライアントとの通信に広く使用される IMAP プロトコル

をサポートする Messaging Server などがあります。

Java Enterprise System 2004Q2 にアップグレードするときは、Java Enterprise System 
2003Q4 のプロトコルが維持されます。

コマンド行インタフェース
文書化され公開されているコマンド行インタフェースは、シェルまたはプロンプトか
ら管理目的で頻繁に使用されます。

Java Enterprise System 2004Q2 にアップグレードするときは、次の例外を除いて Java 
Enterprise System 2003Q4 のコマンド行インタフェースが保持されます。

• Identity Server: amserver-create コマンドは複数の Identity Server インスタンス
の作成には使用できません。Web コンテナが持つ機能を使用して複数のインスタ
ンスを作成する必要があります。詳細については、『Sun Java System Identity 
Server 管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してくださ
い。

• Message Queue: Java クライアントを開始するスクリプトで、コマンド行オプ
ションを使用して管理オブジェクト属性値を設定します。このスクリプトは、
Java Enterprise System 2004Q2 との互換性があります。ただし、スクリプトが新
しい管理オブジェクト属性を使用する場合は、そのスクリプトを書き換える必要
があります。

管理オブジェクト属性の詳細は、『Sun Java System Message Queue Java Client 
Developer's Guide 』(http://docs.sun.com/doc/817-6026) を参照してください。

• Portal Server と Portal Server Secure Remote Access: Portal Server と Identity 
Server が同一マシンに配備されていた状態から Portal Server と Identity Server を
個別のマシンに再インストールした場合にのみ適用されます。この場合、配備と
マルチインスタンスコマンド行インタフェースで引数が必要になります。これら
の引数が入力されていない場合は、コマンド行インタフェースが引数を対話的に
要求します。

詳細については、『Sun Java System Portal Server 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。
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ログファイルの互換性
コンポーネント製品は、ログファイルを使用してステータスやエラーのような状況を
報告します。ログファイルの互換性とは、リリースから次のリリースへと提供される
データ構造、メッセージ、および保存場所の互換性を意味します。

Java Enterprise System 2004Q2 にアップグレードするときは、Java Enterprise System 
2003Q4 のログファイルが保持されます。

アーキテクチャ上の考慮事項
アーキテクチャ上の変更によっては、配備の再構築を検討しなければならないものも
あります。

Java Enterprise System 2004Q2 にアップグレードするときは、リリース 2003Q4 に対

する次のアーキテクチャ上の変更が配備に影響を与える場合があります。

• Identity Server と Portal Server: 2004Q2 リリースでは、Portal Server と Identity 
Server は別のマシンにインストールすることができます。

❍ Application Server および Web Server: Portal Server と Identity Server を別のマシ
ンにインストールした場合は、Identity Server SDK を Portal Server と同じマシン
にインストールする必要があります。

❍ IBM WebSphere または BEA WebLogic: Portal Server と Identity Server は別のマ
シンにインストールする必要があります。
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推奨されなくなり、廃止される機能項目
推奨されなくなり、廃止される機能とは、製品から既存の機能を削除するプロセスを
意味します。変更を実施するまでの猶予期間には次のイベントが発生します。

• 初に、機能の削除が決まった時点で通知され、削除の時期とそれに置き換える
ことができる技術も通知されます。

• 期限が切れた時点、または次のリリース時点でその機能は削除され、将来のリ
リースからも除外されます。

このリリースで削除された機能

次の推奨されなくなくなった、または廃止される機能項目が、このリリースで削除さ
れました。

• Identity Server: amserver -create コマンドが削除されました。複数の Identity 
Server インスタンスを作成する場合は、Web コンテナが持つ機能を使用します。
詳細については、『Sun Java System Identity Server 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

以前に推奨されなくなり、廃止される機能

以前に推奨されなくなり、廃止される次の機能項目が将来のリリースから削除されま
す。

• Message Queue: J2SE 1.3 のすべてのリリースのための Message Queue クライア
ントサポートが廃止されます。J2SE 1.4 は引き続きサポートされます。サーバー
ブローカープロパティは、推奨されなくなりました。詳細については、『Sun Java 
System Message Queue リリースノート』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の互換性の問題の節を参照してくださ
い。

• Messaging Server: 推奨されなくなった機能の詳細については、『Sun Java System 
Message Server リリースノート』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の推
奨されなくなった機能の節を参照してください。

各種コンポーネント製品についての詳細は、リリースノートを参照してください。

新たに推奨されなくなった機能の情報

• Application Server PE: Application Server PE が Java Enterprise System の将来の
バージョンから削除されます。同等の機能が Application Server SE で提供されま
す。
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• Message Queue: J2SE 1.3 のすべてのリリース用の Message Queue クライアント
サポートが推奨されなくなります。J2SE 1.4 は引き続きサポートされます。サー
バーブローカープロパティが推奨されなくなりました。詳細については、『Sun 
Java System Message Queue リリースノート』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の互換性に関する問題の節を参照して
ください。

次の機能が 2006 年の 初のリリースから削除されます。

• Calendar Server および Messaging Server: 予定では、Messenger Express または 
Calendar Express に追加される新しい機能はありません。置換機能が新しい 
Communications Express で提供されます。

詳細については、『Sun Java System Message Queue リリースノート』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の推奨されなくなった機能の節を参照
してください。

• Portal Server: NetMail アプリケーションがこのリリースで推奨されなくなりまし
た。Communications Express が代替となる電子メール機能を提供します。

パフォーマンス
Java Enterprise System では、以前のリリースと同レベル、またはそれ以上のパフォー

マンスが確保されています。負荷がかかった状態で、以前のリリースを上回るパ
フォーマンス、または以前のリリースのおよそ 95% 以上のパフォーマンスを発揮しま

す。Java Enterprise System レベルおよび個別のコンポーネントレベルで、さまざまな

シナリオによる広範囲のテストを行なっています。ただし、実際に構築された配備や
アプリケーションで Java Enterprise System を使用すると、結果が異なる場合があり

ます。
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第 9 章

Java Enterprise System 以前のバージョンか
らのコンポーネントのアップグレード

この章では、Java Enterprise System の 初のリリースより前のバージョンから Java 
Enterprise System 2004Q2 に含まれるバージョンにコンポーネント製品を移行する手

順について説明します。この章では、ほとんどのコンポーネント製品について、移行
手順の概要を簡単に説明します。また、移行手順の詳細を説明しているコンポーネン
ト製品のマニュアルを紹介します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 308 ページの「管理サーバーの移行に関する情報」

• 308 ページの「Application Server の移行に関する情報」

• 309 ページの「Calendar Server の移行に関する情報」

• 310 ページの「Directory Server の移行に関する情報」

• 310 ページの「Directory Proxy Server の移行に関する情報」

• 312 ページの「Identity Server の移行に関する情報」

• 313 ページの「Instant Messaging の移行に関する情報」

• 313 ページの「Message Queue の移行に関する情報」

• 314 ページの「Messaging Server の移行に関する情報」

• 314 ページの「Portal Server および Portal Server, Secure Remote Access の移行に
関する情報」

• 314 ページの「Sun Cluster の移行に関する情報」

• 315 ページの「Sun Remote Services Net Connect の移行に関する情報」

• 315 ページの「Web Server の移行に関する情報」

• 316 ページの「共有コンポーネントのアップグレード情報」
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管理サーバーの移行に関する情報
管理サーバー 5 2004Q2 にアップグレードできるのは、次のバージョンです。

• 管理サーバー 5.2 のパッケージベースのインストール

• 管理サーバー 5.2 のパッケージベース以外のインストール

• 管理サーバー 4.x、5.0、5.1

いずれの場合も、管理サーバーのアップグレード時には同時に Directory Server も
アップグレードする必要があります。

管理サーバー 5.2 のパッケージベースのインストールをアップグレードする方法につ

いては、245 ページの「管理サーバーのアップグレード情報」を参照してください。

管理サーバー 5.2 のパッケージベース以外のインストールをアップグレードする方法

については、『Sun Java System Directory Server 5 2004Q2 リリースノート』

(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

管理サーバー 4.x、5.0、5.1 をアップグレードする方法については、『Sun Java System 
Directory Server 5 2004Q2 Installation and Migration Guide』
(http://docs.sun.com/doc/817-5219) を参照してください。

Application Server の移行に関する情報
Application Server 7 または Application Server 6.x から Application Server 7 Update 3 
にアップグレードすることができます。

Application Server 7 からのアップグレード
Application Server 7 から Application Server 7 Update 3 にアップグレードするには、

次の手順を実行します。

1. /etc ディレクトリにある次の項目のバックアップコピーを保存します。

appserv.lic
domains.bin
asenv.conf

2. 管理ドメインが格納されているディレクトリ内のすべてのコンテンツのバック
アップコピーを保存します。デフォルトでは、このディレクトリは 
/var/opt/SUNWappserver7 ですが、asenv.conf ファイルを参照して、インストー
ルされている場所を確認してください。
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3. Application Server 7 のアンインストーラを使用して、Application Server 7 を完全
に削除します。

4. Java Enterprise System インストーラを使用し、「あとで設定」設定オプションを
選択して Application Server 7 Update 3 をインストールします。

5. 手順 1 および手順 2 で保存したファイルを復元します。

Application Server 6 .x からのアップグレード
Application Server 6.x からアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. 旧バージョンがインストールされているマシンに Application Server 7 Update 3 
をインストールします。この場合、必ずインストールディレクトリとリスナポー
トに別々の値を指定します。

2. 旧バージョンから Application Server 7 Update 3 にアプリケーションを移行しま
す。

Calendar Server の移行に関する情報
Sun ONE Calendar Server 5.x、iPlanet Calendar Server 2.x、Netscape Calendar Server 
4.x から Calendar Server 6 にアップグレードすることができます。これらのアップグ

レードの方法については、『Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2 管理ガイド』

(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。
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Directory Server の移行に関する情報
Directory Server 5 2004Q2 にアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. 旧バージョンがインストールされているマシンに Directory Server 5 2004Q2 およ
び Application Server 5 2004Q2 をインストールします。この場合、必ずサーバー
ルート、管理ドメイン、リスナポートに別々の値を指定します。

2. 旧バージョンの Directory Server を停止します。

3. 旧バージョンから Directory Server 5 2004Q2 に、設定およびユーザーデータを移
行します。

4. 旧バージョンからのクライアントが新バージョンを使用するように設定を変更し
ます。

この手順の実行方法の詳細については、『Sun Java System Directory Server 5 2004Q2 
Installation and Migration Guide』(http://docs.sun.com/doc/817-5219) の第 2 章

「Upgrading From Previous Versions」を参照してください。次の手順に従う場合、

Directory Server をインストールするように指示されたときは、Directory Server イン

ストーラではなく、Java Enterprise System インストーラを使用します。

Directory Proxy Server の移行に関する情報
Directory Proxy Server 5.2、Directory Access Router 5.0 または 5.0 SP1 から Directory 
Proxy Server 5 2004Q2 にアップグレードすることができます。

Directory Proxy Server 5.2 から Directory Proxy Server 5 2004Q2 に移行する方法につ

いては、261 ページの「Directory Proxy Server のアップグレード情報」を参照してく

ださい。

Directory Access Router 5.0 または 5.0 SP1 か
らのアップグレード
ここでは、Directory Access Router 5.0 または 5.0 SP1 から Directory Proxy Server 5 
2004Q2 に移行する方法について説明します。

移行の準備

Directory Access Router バージョン 5.0 または 5.0 SP1 から Directory Proxy Server 5 
2004Q2 に移行する前に、次の事項を確認してください。

• 設定用ディレクトリサーバーが稼動していることを確認する
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• Directory Proxy Server の新しいインスタンスのポート番号が、古いインスタンス
のポート番号と競合しないことを確認する

• 移行中は、設定用ディレクトリサーバーに記録されている設定を変更しない

• 古い SSL 設定を移行する場合は、新しい SSL 設定が作成され、クライアント側の 
SSL パラメータはクリアされる。既存の SSL 設定は、手動で再設定する必要があ
る。移行の前に、現在の SSL 設定を記録しておく必要がある

移行の実行

1. 別のサーバールートに管理サーバー 5 2004Q2 をインストールします。

新しいインスタンスのポート番号が、古いインスタンスのポート番号と競合しな
いことを確認してください。

2. Java Enterprise System 2004Q2 インスタンス用の tailor.txt ファイルで、暗号化
されたパスワードを暗号化されていないパスワードに書き換えます。

3. 移行スクリプトを実行します。

# serverroot/bin/dps_utilities/migratefromidar50 
-b backup-filename -o old-tailor-path -n new-tailor-path 

次の表は、移行スクリプトで使用される引数を説明しています。

4. 必要に応じて SSL を手動で再設定します。

5. 次の状況になっていることを確認してください。これらの状況は、移行が正常に
完了したことを示します。

❍ 移行出力の 終行が「all done」である

❍ コンソールが設定を読み取れる

引数 機能

-b バックアップファイルを識別する。新しい起動用設定ファイル (-n フ
ラグで指定 ) に指定されるすべての設定ディレクトリについて、

「ou=dar-config,o=NetscapeRoot」分岐のバックアップが作成される。
バックアップがどのディレクトリのものであるかを示すために、指定
のファイル名に数値サフィックス (0 ～ n) が追加される。起動用設定
ファイル内の 初のエントリのサフィックスは「0」となる

-o Directory Access Router 5.0 または 5.0 SP1 インスタンスの tailor.txt 
ファイルへのパスを識別する

-n Java Enterprise System 2004Q2 インスタンスの tailor.txt ファイルへの
パスを識別する
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❍ 移行後にサーバーが起動する

移行が失敗した場合は、312 ページの「失敗した移行からの回復」の指示に従っ
てください。

失敗した移行からの回復

次のような状況が生じた場合は、移行は失敗しています。

• 移行出力の 終行が「all done」でない

• コンソールが設定を読み取れない

• 移行が完了し、すべての SSL 関連設定の手動移行が完了しても、サーバーが起動
されない

失敗した移行から回復するには、次の手順を実行します。

1. ldapadd コマンド (LDIF 形式 )、または Directory Server コンソールを使用して、
バックアップを復元します。

2. 以前の Directory Access Router インスタンスに SSL が設定されていなかった場合
は、Directory Proxy Server の新しいインスタンスを再起動します。

Identity Server の移行に関する情報
Identity Server 6.0 または 6.0 SP1、あるいは DSAME 5.1 から Identity Server 2004Q2 
にアップグレードすることができます。

Identity Server 6.0 または 6.0 SP1 からのアップ
グレード
Identity Server 6.0 または 6.0 SP1 からのアップグレードについては、『Sun Java 
System Identity Server 2004Q2 Migration Guide』 (http://docs.sun.com/doc/817-5708) 
の第 1 章「Upgrading from Identity Server 6.0 to Identity Server 6.1」を参照してくだ

さい。



Instant Messaging の移行に関する情報

第 9 章 Java Enterprise System 以前のバージョンからのコンポーネントのアップグレード 313

DSAME 5.1 からのアップグレード
iPlanet Directory Server Access Management Edition (DSAME) 5.1 からアップグレード

するには、先に Identity Server 6.0 へのアップグレードを行う必要があります。その

後、Identity Server 6.0 から Identity Server 6.1 にアップグレードできるようになりま

す。

DSAME 5.1 から Identity Server 6.0 へのアップグレードについては、『Sun Java 
System Identity Server 2004Q2 Migration Guide』 (http://docs.sun.com/doc/817-5708) 
の第 2 章「Upgrading from DSAME 5.1 to Identity Server 6.0」を参照してください。

Instant Messaging の移行に関する情報
Instant Messaging 6 2004Q2 へのアップグレードについては、『Sun Java System 
Instant Messaging 6 2004Q2 Installation Guide』(http://docs.sun.com/doc/817-5934) の
第 1 章「Installing, Configuring, and Upgrading Instant Messaging」を参照してくだ

さい。

Message Queue の移行に関する情報
Message Queue 3.0 ～ 3.5、または iPlanet Message Queue 2.0 SP1 または 2.0 から 
Message Queue 3.5 SP1 にアップグレードすることができます。

Message Queue 3.0 ～ 3.5 からのアップグレード
Message Queue 3.0 ～ 3.5 からアップグレードする方法については、275 ページの

「Message Queue のアップグレード情報」を参照してください。
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iPlanet Message Queue 2.0 または 2.0 SP1 か
らのアップグレード
iPlanet Message Queue for Java のバージョン 2.0 または 2.0 SP1 からのアップグレード

については、『Sun Java System Message Queue 3.5 SP1 Installation Guide』
(http://docs.sun.com/doc/817-6023) の第 1 章にある「Upgrading from Version 2.0」を

参照してください。アップグレードの操作手順を実行するときは、Message Queue の
インストールプロセスではなく、Java Enterprise System インストーラを使用して 
Message Queue をインストールします。

Messaging Server の移行に関する情報
Messaging Server 6 2004Q2 へのアップグレードについては、『Sun Java System 
Messaging Server 6 2004Q2 管理ガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の
第 2 章「Sun Java System Messaging Server へのアップグレード」を参照してくださ

い。

Portal Server および Portal Server, Secure 
Remote Access の移行に関する情報

Portal Server 6 2004Q2 または Portal Server, Secure Remote Access 6 2004Q2 にアップ

グレードするために必要な手順には、多くの要素が影響します。このような要因や、
アップグレードするために必要な手順については、『Sun Java System Portal Server 6 
2004Q2 Migration Guide』 (http://docs.sun.com/doc/817-5320) を参照してください。

Sun Cluster の移行に関する情報
Sun Cluster 3.1 4/04 へのアップグレードについては、『Sun Cluster Software 
Installation Guide for Solaris OS』 (http://docs.sun.com/doc/817-4229) の第 5 章

「Upgrading Sun Cluster Software」を参照してください。この章で説明されている手

順に従う場合は、Java Enterprise System の配布の次のディレクトリにある scinstall 
ユーティリティを使用します。

Product/sun_cluster/os-version/Tools

この os-version は Solaris_8 または Solaris_9 です。
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Sun Remote Services Net Connect の移行に関す
る情報

Sun Remote Services Net Connect 3.5 にアップグレードするには、次の手順を実行し

ます。

1. Sun Remote Services Net Connect の既存のバージョンをアンインストールします。
手順については、『Sun Remote Services Net Connect Installation and Activation 
Guide』(http://docs.sun.com/doc/916-1586) の第 3 章に記載されている

「Uninstalling Net Connect」を参照してください。

2. Java Enterprise System インストーラを使用して、Sun Remote Services Net 
Connect 3.5 をインストールします。

Web Server の移行に関する情報
Web Server 6.0 または 6.0 SP1、または Web Server 4.1 から Web Server 6 2004Q1 
Update 1 Service Pack 2 にアップグレードすることができます。

Web Server 6.0 からのアップグレード
Web Server 6.0 からのアップグレードについては、『Sun ONE Web Server 6.1 インス

トールおよび移行ガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 5 章「バー

ジョン 6.0 から 6.1 への移行」を参照してください。

Web Server 4.1 からのアップグレード
Web Server 4.1 からのアップグレードについては、『Sun ONE Web Server 6.1 インス

トールおよび移行ガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 6 章「バー

ジョン 4.1 から 6.1 への移行」を参照してください。
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共有コンポーネントのアップグレード情報
Java Enterprise System インストーラは、Java Enterprise System の互換性を維持する

ためにアップグレードが必要な共有コンポーネントを自動的に調べ、ユーザーに提示
します。J2SE プラットフォームコンポーネントは例外ですが、インストーラは旧バー

ジョンを置き換えて共有コンポーネントをアップグレードします。

共有コンポーネントをアップグレードした後は、すべてのアプリケーションが新しい
バージョンを確実に認識するようにシステムを再起動します。

J2SE プラットフォームのアップグレード情報
Java Enterprise System インストーラは互換性のないパッケージベースの J2SE プラッ

トフォームのインストールを検出した場合、既存のバージョンをアップグレードする
か、Java Enterprise System コンポーネントが使用するための 2 つ目のインストールと

して新しいバージョンを追加するかを選択できます。

• 既存バージョンのアップグレードを選択した場合

この場合は、インストーラは既存のパッケージベースの J2SE プラットフォームの
インストールを、Java Enterprise System と互換性のあるバージョンに置き換えま
す。

置換インストールの実行中は、J2SE プラットフォームに依存するその他の実行中
アプリケーションを停止する必要があります。すべてのアプリケーションが J2SE 
プラットフォームの新しいバージョンを確実に認識するように、インストール後
にシステムを再起動します。

• 2 つ目のインストールとして新しいバージョンの追加を選択した場合

この場合は、インストーラは J2SE プラットフォームパッケージのセットを追加し
ます。インストールが完了したら、pkginfo コマンドを実行してこれらの追加
パッケージを確認できます。

例 :

警告警告警告警告 このため、共有コンポーネントのアップグレードは、既存のアプリケー
ションが共有コンポーネントの新しいバージョンと互換性を持つことを確
認してから行う必要があります。
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この例では、Java Enterprise System 用にインストールされたパッケージの追加
セットは .2 というサフィックスで識別されます。各パッケージについて詳細な情
報を確認するには、-l オプションを指定して pkginfo コマンドを実行します。

例 :

# pkginfo | grep SUNWj3
system SUNWj3dev JDK 1.3 development tools
system SUNWj3dev.2 J2SDK 1.4 development tools
system SUNWj3dmo JDK 1.3 demo programs
system SUNWj3dmo.2 J2SDK 1.4 demo programs
system SUNWj3dvx J2SDK 1.4 development tools 
(64-bit)
system SUNWj3jmp J2SDK 1.4 Japanese man pages
system SUNWj3man JDK 1.3 man pages
system SUNWj3man.2 J2SDK 1.4 man pages
system SUNWj3rt JDK 1.3 run time environment
system SUNWj3rt.2 J2SDK 1.4 runtime environment
system SUNWj3rtx J2SDK 1.4 runtime environment 
(64-bit)

# pkginfo -l SUNWj3rt.2
PKGINST: SUNWj3rt.2

NAME: J2SDK 1.4 runtime environment
CATEGORY: system

ARCH: sparc
VERSION: 1.4.1,REV=2003.07.09.05.20
BASEDIR: /usr/jdk/.j2se1.4.1_05
VENDOR: Sun Microsystems, Inc.

DESC: Java virtual machine and core class libraries
PSTAMP: hop-sparc20030709052032

INSTDATE: Oct 30 2003 16:11
HOTLINE: Please contact your local service provider
STATUS: completely installed
FILES: 647 installed pathnames

7 shared pathnames
64 directories
58 executables

104533 blocks used (approx)
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どちらの方法を選択した場合も、インストールが完了すると、/usr/jdk/entsys-j2se 
リンクは Java Enterprise System との互換性を持つ J2SE プラットフォームのバージョ

ンを参照するようになります。
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第 10 章

ソフトウェアのアンインストール

この章では、Java Enterprise System コンポーネント製品をシステムからアンインス

トールする方法について説明します。この章で紹介するタスクを実行する前に、この
章全体を読み、Java Enterprise System のインストールプロセスについてもよく理解し

ておく必要があります。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「アンインストールの計画」

• 326 ページの「グラフィカルモードでのアンインストーラの実行」

• 330 ページの「テキストベースモードでのアンインストーラの実行」

• 334 ページの「アンインストーラのサイレントモードでの実行」

• 337 ページの「アンインストール後の作業」

アンインストールの計画
Java Enterprise System のアンインストールモードは、インストール時に利用できる

モードと同じで、グラフィカルインタフェースおよびテキストベースのインタフェー
スを使用する対話的なモード、および指定したパラメータファイルを使用するサイレ
ントアンインストールモードがあります。インストール時に、Java Enterprise System 
インストールプログラムは次の場所に Java Enterprise System アンインストーラを格

納します。

/var/sadm/prod/entsys/uninstall

警告警告警告警告 Java Enterprise System アンインストーラを使用して Sun Cluster ソフト
ウェアをアンインストールしないでください。詳細については、339 ペー
ジの「Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java System 用 Sun Cluster エー
ジェント」を参照してください。
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ここでは、Java Enterprise System のアンインストールの概要について説明します。説

明する内容は次のとおりです。

• 「概要」

• 321 ページの「製品の依存関係がアンインストールに与える影響」

• 323 ページの「アンインストール前のチェックリスト」

概要
Java Enterprise System の動作は、インストールしたコンポーネント製品、および各製

品の相互関係によって異なります。アンインストーラを実行する際は次の点に注意し
てください。

• アンインストーラの実行は、Java Enterprise System コンポーネントがインストー
ルされている個々のホストごとに行う必要があります。アンインストーラを実行
する各ホスト上では、削除対象のコンポーネント製品を 1 つ以上選択できます。

• アンインストーラによって削除されるのは、Java Enterprise System インストーラ
によってインストールされたコンポーネント製品だけです。Java Enterprise 
System インストーラを使用せずにインストールしたコンポーネント製品の削除に
ついては、各コンポーネント製品のドキュメントに記載されている操作手順を参
照してください。

• アンインストーラは、製品の依存関係をチェックし、依存が検出された場合は警
告メッセージを出力します。ただし、そのチェック対象は、アンインストーラが
実行されているシステムだけです。ソフトウェアの削除に影響する依存の詳細に
ついては、321 ページの「製品の依存関係がアンインストールに与える影響」を
参照してください。

• アンインストーラは Java Enterprise System 共有コンポーネントを削除しません。

• アンインストーラによって、設定ファイルとユーザーデータファイルが削除され
る場合があります。

アンインストーラによって削除される設定ファイルとユーザーデータファイルは、
コンポーネント製品ごとに異なります。アンインストールの完了後に、一部の
ファイルとディレクトリを削除することが必要になる場合もあります。製品別の
情報については、451 ページの「コンポーネント製品のアンインストールの詳細」
を参照してください。
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製品の依存関係がアンインストールに与える影響
アンインストールを行う前に、インストールされているコンポーネント製品にアンイ
ンストールが与える影響をどのように処理するかを計画する必要があります。次の依
存関係について、計画を立てる必要があります。

• アンインストールする製品に依存しているのはどのコンポーネント製品か

あるコンポーネント製品が別のコンポーネント製品に依存する場合、必要とされ
るコンポーネント製品をアンインストールすると、依存している側の製品は機能
しなくなります。

• アンインストールする製品によってサポートされているのはどのコンポーネント
製品か

ほとんどの場合、サポートされているコンポーネント製品をアンインストールし
ても、依存されている側のコンポーネント製品の機能には影響しません。

認識される依存

Java Enterprise System アンインストーラは、同一ホストにインストールされている製

品間の依存関係だけを認識します。同一ホスト上で依存関係を持つコンポーネントを
アンインストールしようとすると、アンインストーラはアンインストール処理を続行
する前に警告を出力します。

たとえば、Portal Server がインストールされているホストから Identity Server をアン

インストールしようとすると、アンインストーラは、Portal Server が Identity Server 
に依存していることを警告します。

また、専用システムにインストールされている Messaging Server をアンインストール

するときは、次のコマンドを実行して事前に管理サーバーの設定を解除しておく必要
があります。

/usr/bin/mpsadmserver unconfigure

この設定を解除したあと、アンインストーラを実行します。

認識されない依存

Java Enterprise System アンインストーラは、次の相互依存関係を認識しません。

• 322 ページの「リモートホストからの製品依存」

• 322 ページの「その他のコンポーネント製品をサポートする製品」

• 322 ページの「設定による製品の依存関係」
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リモートホストからの製品依存
一部のコンポーネント製品の依存関係は、リモートホストに配備されたコンポーネン
ト製品によって解決されます。しかし、アンインストーラはこのような依存関係を認
識しません。

たとえば、次の依存関係は、リモートホストに配備されているコンポーネント製品に
よって満足されています。

• Directory Server に対する Identity Server の依存

• Directory Server に対する管理サーバーの依存

• Directory Server に対する Calendar Server の依存

• Directory Server に対する Directory Proxy Server の依存

例 : 両方の製品が同じホストに配備されている場合でも、Directory Server をアンイン

ストールしようとした場合は、アンインストーラは Identity Server が Directory Server 
に依存することを警告しません。これは、異なるホスト上の別の Directory Server イ
ンスタンスが Identity Server をサポートする可能性があるためです。この例は、上に

示したすべての依存関係に適用できます。

その他のコンポーネント製品をサポートする製品
あるコンポーネント製品が別のコンポーネント製品をサポートする場合、アンインス
トーラはこの関係を認識しません。

たとえば、Identity Server は Portal Server をサポートします。Portal Server をアンイ

ンストールしようとしても、Identity Server は Portal Server なしでも機能できるため、

アンインストーラはこの関係について警告しません。

設定による製品の依存関係
アンインストーラは、インストール後の設定によって生じる製品間の依存関係を認識
しません。

たとえば、同じホストに Portal Server と Calendar Server をインストールし、Portal 
Server のカレンダーチャネルとして Calendar Server を使用するように Portal Server 
を設定したとします。これにより、Portal Server は Calendar Server に依存します。こ

の場合、Calendar Server をアンインストールしようとしても、アンインストーラは 
Portal Server が Calendar Server に依存することを警告しません。

警告警告警告警告 コンポーネント製品をアンインストールするときは、どの製品がそのコン
ポーネントをサポートするかを調べ、適切に対処する必要があります。必
要な追加設定を行わない場合、存在しなくなった製品をサポートするよう
に設定されたコンポーネント製品がシステムに残されることになります。
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アンインストール前のチェックリスト
次の表は、アンインストールを開始する前に必要なタスクを示しています。左の列は、
タスクの一般的な実行順序を示し、中央の列は実行する操作を説明しています。右の
列は、便利なその他の情報と参照先を示しています。

警告警告警告警告 設定によって生じる製品間の依存関係を調べ、データのバックアップ、依
存製品の設定変更による依存関係の解消、適切な順序でのコンポーネント
のアンインストールなど、適切な対応をとる必要があります。

表 10-1 アンインストール前の作業

順序 実行するタスク 便利な情報と参照先

1 Java Enterprise System インストーラを使
用してシステムにインストールされたソフ
トウェアを確認する

324 ページの「インストールされている Java 
Enterprise System コンポーネントの確認」

2 アンインストールする各コンポーネント製
品に必要な処理を確認する

321 ページの「製品の依存関係がアンインストー
ルに与える影響」

451 ページの「コンポーネント製品のアンインス
トールの詳細」

3 製品レジストリファイル 
(/var/sadm/install/productregistry) 
のコピーを作成する

製品レジストリのバックアップコピーは、イン
ストールが失敗した場合にシステムの復旧に役
立つ

4 以後のインストールでデータの再利用を考
えている場合は、アンインストールするコ
ンポーネント製品の設定データまたはユー
ザーデータをバックアップまたはアーカイ
ブする

451 ページの「コンポーネント製品のアンインス
トールの詳細」

コンポーネント製品のマニュアル :
http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja 

5 設定ディレクトリをホストしている 
Directory Server が稼動していることを確
認する

アンインストールするコンポーネント製品の設
定をアンインストーラが正しく解除するには、
この Directory Server インスタンスが稼動してい
る必要がある

6 必要に応じて、管理サーバー、Directory 
Server、Identity Server の管理者アクセス
情報を収集する

324 ページの「アンインストーラ用の管理者アク
セス権」
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インストールされている Java Enterprise System コンポーネントの
確認

各ホストにすでにインストールされている Java Enterprise System コンポーネント製

品を確認するには、次のいずれかの手順を実行します。

• 324 ページの「アンインストーラによるインストール済みソフトウェアの表示」

• 324 ページの「prodreg ユーティリティによるインストール済みソフトウェアの表
示」

➤ アンインストーラによるインストール済みソフトウェアの表示アンインストーラによるインストール済みソフトウェアの表示アンインストーラによるインストール済みソフトウェアの表示アンインストーラによるインストール済みソフトウェアの表示

1. root としてログインし、/var/sadm/prod/entsys ディレクトリから次のコマンド
を実行して Java Enterprise System アンインストーラを起動します。

./uninstall -no

オプションの -no パラメータを指定した場合、アンインストーラは実行されます
が、ソフトウェアはアンインストールされません。このオプションは、アンイン
ストーラの動作に慣れるために有用であり、また、続けて実行するサイレントア
ンインストール用の状態ファイルを作成する場合にも便利です。

2. インストールされている製品のリストが表示されるまでアンインストーラのペー
ジを切り替えます。

3. インストールされているコンポーネント製品のリストを確認したら、アンインス
トーラを終了します。

ソフトウェアのアンインストールは行われません。

➤ prodreg ユーティリティによるインストール済みソフトウェアの表示ユーティリティによるインストール済みソフトウェアの表示ユーティリティによるインストール済みソフトウェアの表示ユーティリティによるインストール済みソフトウェアの表示

prodreg ユーティリティを使用して、Java Enterprise System コンポーネントを含む、

システムにインストールされているすべてのパッケージに関する情報を表示すること
ができます。prodreg ユーティリティを実行すると、インストールされているパッ

ケージに関する情報を示すウィンドウが表示されます。この情報は、製品の依存関係
を調べる場合に便利です。また、prodreg ユーティリティは、インストールが不完全

で、特別な処理が必要なパッケージも示します。prodreg ユーティリティは、Solaris 9 
オペレーティングシステムと、Solaris 8 オペレーティングシステムの一部のバージョ

ンで利用できます。

アンインストーラ用の管理者アクセス権

アンインストール対象として選択したコンポーネントによっては、管理サーバー、
Directory Server、および Identity Server への管理者アクセス権を、アンインストーラ

に付与する必要があります。

• アンインストール時に設定用ディレクトリサーバーを管理する必要がある場合は、
管理サーバーと Directory Server の管理者アクセス権が必要です。
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• Application Server 上の Identity Server Web アプリケーションの配備を取り消し、
Identity Server スキーマを削除するには、Identity Server の管理者アクセス権が必
要です。

ここで紹介する表は、管理サーバー、Directory Server、Identity Server の管理者アク

セス権を付与するためにアンインストーラが必要とする情報を示しています。各表の
左の列は、指定が必要な情報のグラフィカルモードのラベルと状態ファイルのパラ
メータを示します。右の列は、説明を示します。

表 10-2 必要な管理情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理サーバー

管理者ユーザー ID
ADMINSERV_CONFIG_ADMIN_USER

設定ディレクトリ管理者のユーザー ID。管理
サーバーは、この ID を使用して設定ディレク
トリのデータを管理する

管理者のユーザーパスワード
ADMINSERV_CONFIG_ADMIN_PASSWORD

設定ディレクトリ管理者のパスワード

Directory Server

管理者ユーザー ID
CONFIG_DIR_ADM_USER 

設定ディレクトリに対して管理者権限を持つ
ユーザーこのユーザーは、サフィックスの作
成や削除など、Directory Server の設定を変更
できるが、アクセス制御の制約を受ける

管理者パスワード
CONFIG_DIR_ADM_PASSWD

管理者のパスワード

Identity Server

管理者ユーザー ID
IS_IAS7_ADMIN

Application Server 管理者のユーザー ID

管理者パスワード
IS_IAS7_ADMINPASSWD

Application Server 管理者のパスワード

ディレクトリマネージャ の DN
IS_DIRMGRDN

Directory Server に対して無制限のアクセス権
を持つユーザーの識別名 (DN)

デフォルト値は cn=Directory Manager

ディレクトリマネージャパスワード
IS_DIRMGRPASSWD

ディレクトリマネージャのパスワード
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グラフィカルモードでのアンインストーラの実行
323 ページの「アンインストール前のチェックリスト」の作業が完了すると、アンイ

ンストーラを実行する準備が整います。ここでは、グラフィカルモードでアンインス
トールを行う手順について説明します。

• 326 ページの「グラフィカルアンインストーラを起動するには」

• 327 ページの「アンインストールするコンポーネントを選択するには」

• 328 ページの「管理者アクセス権の付与」

• 328 ページの「アンインストールの準備が完了していることを確認するには」

• 330 ページの「アンインストールセッションを終了するには」

テキストベースモードまたはサイレントモードを使用して Java Enterprise System コ
ンポーネントをアンインストールする方法については、330 ページの「テキストベー

スモードでのアンインストーラの実行」または 334 ページの「アンインストーラのサ

イレントモードでの実行」を参照してください。

アンインストール時に生じる問題については、341 ページの第 11 章「トラブルシュー

ティング」を参照してください。

➤ グラフィカルアンインストーラを起動するにはグラフィカルアンインストーラを起動するにはグラフィカルアンインストーラを起動するにはグラフィカルアンインストーラを起動するには

1. ローカルディスプレイへのアクセスを確保します。

❍ Java Enterprise System インストーラは、ローカルディスプレイへのアクセスを必
要とすることがあります。リモートマシンにログインする、または su コマンドを
使用してローカルマシンのスーパーユーザーになる場合は、ローカルマシンで 
xhost コマンドを実行し、ローカルディスプレイにアクセスできるようにします。
たとえば、すべてのユーザーにアクセスを許可するには、次のコマンドを使用し
ます。

xhost + 

❍ リモートマシンにログインするときは、DISPLAY 環境変数がローカルディスプレ
イに適合した設定になっていることを確認します。DISPLAY 変数が正しく設定さ
れていないと、インストーラはテキストベースで実行されます。

❍ C Shell での例 ( マシン名は myhost) :

setenv DISPLAY myhost:0.0

❍ Korn シェルでの例 ( マシン名は myhost) :

DISPLAY=myhost:0.0

2. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

3. 次のディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/prod/entsys/
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4. グラフィカルアンインストーラを起動します。

./uninstall

「ようこそ」ページが表示されます。

5. 「次へ」をクリックして処理を継続します。

➤ アンインストールするコンポーネントを選択するにはアンインストールするコンポーネントを選択するにはアンインストールするコンポーネントを選択するにはアンインストールするコンポーネントを選択するには

「コンポーネントの選択」ページには、システム上で選択可能なすべての Java 
Enterprise System コンポーネントが一覧表示されます。

1. デフォルトの選択を確認し、アンインストールしないコンポーネント製品の選択
を解除します。

❍ システムにインストールされているコンポーネント製品は、自動的に削除対象と
して選択されます。システムにインストールされていないコンポーネント製品は
選択できません。

❍ コンポーネント製品によっては、サブコンポーネントを含むものもあります。そ
れらのコンポーネントを展開すると、対応するサブコンポーネントが表示されま
す。
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❍ コンポーネントのすべてのサブコンポーネントが選択されている場合、それらす
べての選択を解除するには、その親コンポーネントの選択を解除します。

❍ コンポーネントとそのすべてのサブコンポーネントを選択するには、コンポーネ
ントを展開し、各サブコンポーネントを選択します。単純に親コンポーネントを
選択しただけでは、そのサブコンポーネントは選択されません。

❍ サブコンポーネントを含むコンポーネントの選択を解除したときは、コンポーネ
ントを展開し、サブコンポーネントのリストを確認します。

2. 選択内容に問題がなければ、「次へ」をクリックします。

3. アンインストーラは、削除対象として選択された製品間の認識可能な依存関係を
検出すると、設定データが失われる可能性があることを知らせる警告メッセージ
を出力します。次のいずれかを選択できます。

a. アンインストールを続行するには、「続行」をクリックします。

b. 「コンポーネントの選択」ページに戻るには、「閉じる」をクリックします。

➤ 管理者アクセス権の付与管理者アクセス権の付与管理者アクセス権の付与管理者アクセス権の付与

削除を指定したコンポーネント製品によっては、アンインストーラは管理者 ID とパ

スワードを要求します。アンインストーラに必要な情報の詳細については、324 ペー

ジの「アンインストーラ用の管理者アクセス権」を参照してください。

1. 必要な管理者情報を指定します。

2. アンインストールを続行するには、「次へ」をクリックします。

➤ アンインストールの準備が完了していることを確認するにはアンインストールの準備が完了していることを確認するにはアンインストールの準備が完了していることを確認するにはアンインストールの準備が完了していることを確認するには

アンインストーラは、ソフトウェアをシステムから削除する前に、「アンインストール
の準備が完了しています」ページを表示します。このページには、削除対象として選
択されたコンポーネントと回復される合計ディスク容量が表示されます。
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1. アンインストールの選択内容を確認します。

a. 変更が必要な場合は、「戻る」を何度かクリックして「コンポーネントの選
択」ページを表示します。

b. 「コンポーネントの選択」ページの情報を必要に応じて変更します。

c. 「次へ」をクリックし、アンインストーラページを再び先に進めます。

アンインストーラは、ユーザーが以前に指定した値を記憶しています。ユーザー
が以前に指定した値は変更可能です。

2. 選択が確定したら、「アンインストールの準備が完了しています」ページの「次
へ」をクリックします。

アンインストーラはシステムからのソフトウェアの削除を開始し、次の情報を表
示します。

❍ 全体的な完了割合を示す進捗状況バー

❍ 現在削除しているパッケージの名前
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➤ アンインストールセッションを終了するにはアンインストールセッションを終了するにはアンインストールセッションを終了するにはアンインストールセッションを終了するには

すべてのコンポーネント製品ソフトウェアの削除が完了すると、アンインストーラは
「アンインストールが完了しました」ページを表示します。

1. 「サマリの表示」ボタンまたは「ログの表示」ボタンをクリックすると、アンイン
ストールに関する情報が表示されます。

❍ アンインストールのサマリには、アンインストールされたコンポーネントがリス
ト表示され、アンインストールと設定解除の状態が示されます。

❍ アンインストールログには、アンインストーラのログメッセージが記録されてい
ます。

アンインストールのサマリファイルとログファイルは、次の場所でも確認できま
す。

/var/sadm/install/logs

2. 「閉じる」をクリックしてアンインストーラを終了します。

3. Messaging Server、Portal Server、または Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアをア
ンインストールした場合は、337 ページの「アンインストール後の作業」に進み、
各コンポーネントごとに必要なアンインストール後の作業を完了します。

テキストベースモードでのアンインストーラの
実行

テキストベースインタフェースを使用すると、端末ウィンドウ内に表示されるプロン
プトに順次応答することで、端末ウィンドウからアンインストーラを直接実行できま
す。テキストベースモードの操作方法は、アンインストーラとインストーラとで、若
干の違いがあります。

次の表は、テキストベースのアンインストーラのプロンプトを説明しています。

表 10-3 テキストベースのアンインストーラのプロンプト

処理 入力

デフォルト値を受け入れる

デフォルト値は角かっこ ([ ]) で囲ん
で示される

Return キーを押す

リストから項目を選択する 項目に関連する番号を入力し、Return キーを
押す
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323 ページの「アンインストール前のチェックリスト」の作業が完了すると、アンイ

ンストーラを実行する準備が整います。ここでは、テキストベースモードでアンイン
ストールを行う手順について説明します。

• 「テキストベースモードのアンインストーラを起動するには」

• 332 ページの「アンインストールするコンポーネント製品を選択するには」

• 333 ページの「管理者アクセス権の付与」

• 333 ページの「アンインストールの準備が完了していることを確認するには」

• 333 ページの「アンインストールセッションを終了するには」

アンインストール時に生じる問題については、341 ページの第 11 章「トラブルシュー

ティング」を参照してください。

➤ テキストベースモードのアンインストーラを起動するにはテキストベースモードのアンインストーラを起動するにはテキストベースモードのアンインストーラを起動するにはテキストベースモードのアンインストーラを起動するには

1. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

2. 次のディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/prod/entsys/

3. アンインストーラを実行します。

./uninstall -nodisplay

リストの選択を受け入れる

たとえば、リストからの選択を終え、
作業を継続する

数字の 0 ( ゼロ ) を入力し、Return キーを押す

テキストフィールドに値を指定する

たとえば、ユーザー名やポート番号の
指定が求められた場合など

値を入力し、Return キーを押す

パスワードを指定する パスワードを入力し、Return キーを押す

パスワードは端末ウィンドウにエコー表示さ
れない

アンインストーラの直前のページに戻
る

< という文字を入力し、Return キーを押す

インストーラを終了する ! という文字を入力し、Return キーを押す

表 10-3 テキストベースのアンインストーラのプロンプト ( 続き )

処理 入力
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「ようこそ」というメッセージが表示され、システムにインストールされているす
べての Java Enterprise System コンポーネントがリスト表示されます。

➤ アンインストールするコンポーネント製品を選択するにはアンインストールするコンポーネント製品を選択するにはアンインストールするコンポーネント製品を選択するにはアンインストールするコンポーネント製品を選択するには

アンインストールするコンポーネント製品を選択、および選択解除する方法について
は、330 ページの「テキストベースのアンインストーラのプロンプト」を参照してく

ださい。

1. アンインストールするコンポーネントを選択するには、そのコンポーネントに対
応する番号を入力し、Return キーを押します。たとえば、Web Server のアンイン
ストールを選択するときは、1 と入力します。

複数のコンポーネントのアンインストールを一度に選択することはできません。
アンインストールするコンポーネントごとに、選択操作を繰り返す必要がありま
す。

2. アンインストールを選択したコンポーネントの選択を解除するには、対応する番
号を入力し、Return キーを押します。たとえば、Web Server は 1 に対応していま
す。選択を解除するには、1 を入力してから Return キーを押します。

複数のコンポーネントを選択してアンインストールの選択を同時に解除すること
はできません。アンインストールの選択を解除するコンポーネントごとに、手順
を繰り返す必要があります。

3. 選択内容に問題がなければ、数値 0 ( ゼロ ) を入力し、Return キーを押します。

アンインストーラは、削除対象として選択された製品間の依存関係を検出すると、
設定データが失われる可能性があることを知らせる警告メッセージを出力します。
次のいずれかを選択できます。

a. アンインストールを続行するには、Yes と入力し、Return キーを押します。

b. 「コンポーネントの選択」ページに戻るには、No と入力し、Return キーを押
します。

c. アンインストールを終了するには、! を入力し、Return キーを押します。

注 アンインストーラは、システムで検出される Java Enterprise System コン
ポーネントの削除を自動的に選択します。

注 複数のセッションで Java Enterprise System コンポーネント製品をイ
ンストールした場合は、製品選択リストを複数回表示して、アンイン
ストールする製品を選択する必要があります。選択時にコンマで区切
られたリストを指定することはできません。
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➤ 管理者アクセス権の付与管理者アクセス権の付与管理者アクセス権の付与管理者アクセス権の付与

アンインストーラが管理者 ID とパスワードを必要とする製品を選択した場合は、管

理者 ID とパスワードが要求されます。アンインストーラに必要な情報の詳細につい

ては、324 ページの「アンインストーラ用の管理者アクセス権」を参照してください。

1. 必要な管理者情報を指定します。

2. アンインストールを続行するには、「次へ」をクリックします。

➤ アンインストールの準備が完了していることを確認するにはアンインストールの準備が完了していることを確認するにはアンインストールの準備が完了していることを確認するにはアンインストールの準備が完了していることを確認するには

アンインストーラは、ソフトウェアをシステムから削除する前に、サマリページを表
示します。このページには、削除対象として選択されたコンポーネントが表示されま
す。

1. 選択内容を確認します。

a. 変更が必要な場合は、「コンポーネントの選択」画面が表示されるまで、< 文
字を入力し Return キーを押してページを順に移動します。

b. 「コンポーネントの選択」リストを必要に応じて変更します。

c. アンインストーラ画面を再び先に進めます。

2. 選択内容に問題がなければ、数値 1 を入力し、Return キーを押します。

アンインストーラは、システムからのソフトウェアの削除を開始します。アンイ
ンストール時に、アンインストーラは全体的な完了割合を示す進捗状況バーを表
示します。

➤ アンインストールセッションを終了するにはアンインストールセッションを終了するにはアンインストールセッションを終了するにはアンインストールセッションを終了するには

すべてのコンポーネント製品ソフトウェアが削除されたら、アンインストールサマリ
およびログを表示することができます。

1. 1 または 2 を入力し、Return キーを押してアンインストールに関する情報を表示
します。

❍ アンインストールのサマリ : 1 を入力すると、アンインストールされたすべての
コンポーネント製品のリストと、コンポーネントの設定情報のリストが表示され
ます。

❍ アンインストールのログ : 2 を入力すると、アンインストール時にアンインス
トーラが出力したすべてのメッセージのリストが表示されます。

アンインストールのサマリファイルとログファイルは、次の場所でも確認できま
す。

/var/sadm/install/logs

2. ! 文字を入力してアンインストーラを終了します。
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3. Messaging Server、Portal Server、または Sun Cluster 3.1 4/04 ソフトウェアをア
ンインストールした場合は、337 ページの「アンインストール後の作業」に進み、
各コンポーネントごとに必要なアンインストール後の作業を完了します。

アンインストーラのサイレントモードでの実行
サイレントアンインストールは、設定内容が似ている複数のホスト上の Java 
Enterprise System コンポーネントをアンインストールする場合に便利です。

サイレントモードでのアンインストール手順は、185 ページの第 6 章「サイレント

モードでのソフトウェアのインストール」で説明されているサイレントモードでのイ
ンストール手順に似ています。

ここでは、次の手順について説明します。

• 「状態ファイルを生成するには」

• 335 ページの「ホストに合わせて状態ファイルを編集するには」

• 336 ページの「アンインストーラをサイレントモードで実行するには」

• 336 ページの「サイレントアンインストールの進行状況を監視するには」

➤ 状態ファイルを生成するには状態ファイルを生成するには状態ファイルを生成するには状態ファイルを生成するには

サイレントアンインストール用の状態ファイルを作成するには、次のようにグラフィ
カルモードまたはテキストベースモードでアンインストーラを実行し、状態ファイル
を生成する必要があります。

1. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

2. 次のディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/prod/entsys/

3. アンインストーラのグラフィカルインタフェースを使用する場合は、ローカル
ディスプレイへのアクセスを確保します。

❍ Java Enterprise System インストーラは、ローカルディスプレイへのアクセスを必
要とすることがあります。リモートマシンにログインする、または su コマンドを
使用してローカルマシンのスーパーユーザーになる場合は、ローカルマシンで 
xhost コマンドを実行し、ローカルディスプレイにアクセスできるようにします。
たとえば、すべてのユーザーにアクセスを許可するには、次のコマンドを使用し
ます。

xhost + 

❍ リモートマシンにログインするときは、DISPLAY 環境変数がローカルディスプレ
イに適切に設定されていることを確認します。DISPLAY 変数が正しく設定されて
いないと、インストーラはテキストベースで実行されます。
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❍ C Shell での例 ( マシン名は myhost) :

setenv DISPLAY myhost:0.0

❍ Korn シェルでの例 ( マシン名は myhost) :

DISPLAY=myhost:0.0

4. 次のコマンドを使用してアンインストーラを実行します。

./uninstall [-no] [-nodisplay] -saveState statefile 

各オプションの意味は次のとおりです。

5. アンインストーラを 後まで実行します。

ユーザーがアンインストーラに応答するたびに、アンインストーラはその内容を
指定された状態ファイルに記録します。アンインストールが完了すると、指定さ
れた場所に状態ファイルが保存されます。

➤ ホストに合わせて状態ファイルを編集するにはホストに合わせて状態ファイルを編集するにはホストに合わせて状態ファイルを編集するにはホストに合わせて状態ファイルを編集するには

サイレントアンインストールを実行するホストごとに、この状態ファイルのコピーを
編集し、各ホストに固有の情報を準備します。状態ファイルの編集については、188
ページの「状態ファイルの編集」を参照してください。また、状態ファイルの編集に
は、状態ファイル ID の生成も含まれる可能性があります。これについては、190 ペー

ジの「プラットフォームに適した状態ファイル ID の作成」を参照してください。

-no アンインストーラがソフトウェアをアンインストールするのを防止
する

-nodisplay アンインストーラを対話的なテキストベースモードで起動する。こ
のオプションを指定しない場合、アンインストーラはグラフィカル
モードで起動される

-saveState statefile によって指定される場所に状態ファイルを生成するように
アンインストーラに指示する。生成する状態ファイルへの絶対パス
または相対パスを指定する

statefile 生成する状態ファイルへの絶対パスまたは相対パスを指定する
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➤ アンインストーラをサイレントモードで実行するにはアンインストーラをサイレントモードで実行するにはアンインストーラをサイレントモードで実行するにはアンインストーラをサイレントモードで実行するには

1. Java Enterprise System コンポーネントをアンインストールするホストの状態ファ
イルが適切に準備され、編集されていることを確認します。

2. 端末ウィンドウを開きます。

3. root としてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

4. 次のディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/prod/entsys/

5. アンインストーラを次の形式で起動します。

./uninstall -noconsole -state statefile 

各オプションの意味は次のとおりです。

➤ サイレントアンインストールの進行状況を監視するにはサイレントアンインストールの進行状況を監視するにはサイレントアンインストールの進行状況を監視するにはサイレントアンインストールの進行状況を監視するには

1. 端末ウィンドウで、ログファイルのディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/install/logs

2. 現在のアンインストールに関するログファイルを探します。監視対象のログファ
イルは、次のとおりです。

Java_Enterprise_System_uninstall.Btimestamp

timestamp 変数は、ログの作成時刻を表します。形式は MMddhhmm です。各要素
の意味は次のとおりです。

-nodisplay グラフィカル表示を抑制する

-noconsole ユーザーインタフェースを抑制し、アンインストーラをサイレン
トモードで起動する

-state 指定された statefile をサイレントアンインストールの入力として使
用する

statefile statefile への絶対または相対パス名を指定する

MM 月を示す

dd 日付を示す

hh 時間を示す

mm 分を示す
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3. tail コマンドを使用して、ログに書き込まれるメッセージを監視します。

例 :

tail -f log-file-name

アンインストール後の作業
ここでは、システムから Java Enterprise System コンポーネント製品をアンインス

トールした後で実行が必要となる作業について説明します。実際に必要となる作業は、
アンインストールしたコンポーネントによって異なります。

• 「Messaging Server で必要となる作業」

• 「Identity Server で必要となる作業」

• 339 ページの「Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java System 用 Sun Cluster エー
ジェント」

Messaging Server で必要となる作業
場合によっては、インストールファイルの一部またはすべてが削除されないことがあ
ります。 終的なクリーンアップを行うには、Messaging Server のベースディレクト

リとその内容を削除します。デフォルトのベースディレクトリは、次の場所です。

/opt/SUNWmsgsr

また、Messaging Server の設定ディレクトリも削除できます。Messaging Server のデ

フォルトの設定ディレクトリは、次の場所です。

/var/opt/SUNWmsgsr

sendmail の設定

Messaging Server をアンインストールしたあと、Messaging Server 用の sendmail の
設定をすべて元に戻してください。
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Identity Server で必要となる作業
Web コンテナ (Adnministration Server または Web Server) をアンインストールせず

に、Identity Server だけをアンインストールした場合は、Identity Server を配備して

いたインスタンスに設定の変更を適用する必要があります。

• 管理サーバー場合

a. 必要に応じて管理サーバーの管理インタフェースを起動します。

cd /var/opt/SUNWAppserver7/domains/domain1/admin-server/bin 
./start

b. ブラウザから Application Server 管理コンソールにアクセスします。デフォ
ルトの URL は、http://hostname:4848 です。

c. 左のナビゲーションフレームで、「アプリケーションサーバーインスタンス」
の左の鍵をクリックします。

d. server1 または Identity Server が配備されていた Application Server インスタ
ンスの名前を選択します。

e. 「変更の適用」をクリックします。

• Web Server の場合

a. 必要に応じて Web Server の管理インタフェースを起動します。

cd /opt/SUNWwbsrv 
./start

b. Web Server の管理コンソールにアクセスします。

c. 「変更の適用」をクリックして Web コンテナを再起動します。

場合によっては、Identity Server ファイルの一部またはすべてが削除されないことが

あります。 終的なクリーンアップを行うには、次の 2 つのディレクトリとその内容

を削除します。

• /opt/SUNWam ( または、Identity Server がデフォルトの場所にインストールされて
いない場合は identity_svr_base/SUNWam)
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Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java System 
用 Sun Cluster エージェント
Sun Cluster ソフトウェアがインストールされているが、クラスタノードの設定に一度

も使用されていない場合を除き、Sun Cluster ソフトウェアの削除には、Java 
Enterprise System アンインストーラを使用しないでください。Sun Cluster ソフト

ウェアのアンインストールには、Sun Cluster のインストール時に提供されるユーティ

リティを使用します。Sun Cluster Core と Sun Java System 用 Sun Cluster エージェン

トは、同時に削除する必要があります。

Sun Cluster ソフトウェアの設定解除のアンインストールの詳細については、Sun 
Cluster ソフトウェアのドキュメント (SPARC の場合は 
http://docs.sun.com/coll/1124.1、x86 の場合は http://docs.sun.com/coll/1125.1) を
参照してください。

Sun Cluster ソフトウェアをアンインストールしたら、

/var/sadm/install/productregistry ファイルを編集して、Sun Cluster ソフトウェア

への参照を削除します。

ヒントヒントヒントヒント productregistry ファイルを編集する前に、バックアップをとってくださ
い。このファイルには、Java Enterprise System が正常に稼動する上で重要
な情報が記録されています。
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第 11 章

トラブルシューティング

この章では、インストールとアンインストールの問題を解決する方法について説明し
ます。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「一般的なトラブルシューティングの方法」

• 347 ページの「インストールに関する問題」

• 351 ページの「アンインストールに関する問題」

• 355 ページの「コンポーネント製品のトラブルシューティング情報」

一般的なトラブルシューティングの方法
ここでは、問題の原因を追跡する方法について一般的なガイドラインを示します。説
明する内容は次のとおりです。

• 342 ページの「インストールログファイルの検証」

• 343 ページの「コンポーネント製品のログファイルの検証」

• 343 ページの「製品の依存関係の検証」

• 344 ページの「リソースと設定のチェック」

• 344 ページの「確認手続きの実行」

• 345 ページの「配布メディアのチェック」

• 345 ページの「Directory Server の接続性チェック」

• 346 ページの「パスワードの確認」

• 346 ページの「prodreg または pkginfo によるコンポーネントの検証とアンインス
トール」

• 346 ページの「管理者アクセスの確認」
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インストールログファイルの検証
問題がインストール時またはアンインストール時に発生した場合は、
/var/sadm/install/logs ディレクトリ内の適切なログファイルを参照します。ほとん

どのログには 2 つのバージョンがあります。

• ログファイルの A バージョンには完了が記録されます。

• ログ ファイルの B バージョンには、詳細なログメッセージが保存されます。

次の表は、ログファイルの形式を示しています。

アンインストーラとインストーラのログファイル、および Java Enterprise System の
設定ログとコンポーネント製品のログを調べることは、アンインストールに関する問
題の原因の特定に役立ちます。たとえば、インストールログに記録されているパッ
ケージと、アンインストールログに記録されているパッケージを比較することができ
ます。アンインストーラのログファイルは、次の場所に保存されます。

/var/sadm/install/logs

多くのコンポーネント製品は、インストールログファイルを同じディレクトリに書き
込みます。コンポーネント製品のログファイルの詳細については、355 ページの「コ

ンポーネント製品のトラブルシューティング情報」を参照してください。

ログファイルをトラブルシューティングに使用するには、 初に発生した問題を特定
します。 初の問題が後続の問題を引き起こしていることがよくあるためです。次の
手順を実行します。

表 11-1 Java Enterprise System ログファイル名の形式

ログに記録される内容 ログファイル名の形式

インストーラ : コンポーネント製品 Java_Enterprise_System_install.Atimestamp 

Java_Enterprise_System_install.Btimestamp 

Java_Enterprise_System_Config_Log.id 

インストーラ : 共有コンポーネント Java_Enterprise_System_Shared_Component_Install.timestamp

アンインストーラ Java_Enterprise_System_uninstall.Atimestamp

Java_Enterprise_System_uninstall.Btimestamp

Java_Enterprise_System_Config_Log.id 

インストールサマリ Java_Enterprise_System_Summary_Report_install.timestamp

Java_Enterprise_System_Summary_Report_ uninstall.timestamp
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1. インストールのサマリファイルを参照します。このファイルには、何がインス
トールされ、設定されているかについての高レベルの説明が記載されています。

問題が発生した場合は、どのコンポーネントが問題の原因であるかを確認します。
複数の問題が発生している場合は、 初の問題を特定します。

2. 詳細なログファイルを参照します。

a. 初に発生したエラーまたは警告を探し、解決を試みます。1 つのエラーを解
決すると、関連性がないように見える後続の多数のエラーも解決することが
よくあります。

b. 問題の原因となっているコンポーネントまたはパッケージの名前を探します。

ログファイルによって、次に示すような、次の手順を見極めるためのヒントが与えら
れることがあります。

• 設定に問題がある場合は、設定のサマリを参照して使用している設定を調べます。

• ディレクトリが競合している場合は、コンポーネント製品によって予約されてい
るディレクトリを指定していないかどうかチェックします。

コンポーネント製品のログファイルの検証
コンポーネント製品の起動時に問題が発生する場合は、ログファイルを調べます。355
ページの「コンポーネント製品のトラブルシューティング情報」のリストに、多数の
コンポーネント製品のログファイルが示されています。

製品の依存関係の検証
多数のコンポーネントに、インストール時の依存関係があります。1 つのコンポーネ

ントに影響を与える問題は、別のコンポーネントにも影響を与える可能性があります。
満たされていない相互依存をチェックするには、66 ページの「コンポーネント製品の

依存性」を参照してください。次に、次の項目をチェックします。

• サマリファイルおよびログファイルを参照し、関連付けられている製品に問題が
発生していないかどうか確認します。これにより、 初に解決すべきことの手が
かりが得られる可能性があります。

• 正しい接続情報を指定しているかどうかチェックします。
例 : 

❍ Directory Server の設定時に指定した情報は、Directory Server を使用するコン
ポーネントに指定したディレクトリ情報と一致するか 

❍ Portal Server または Portal Server SRA に指定した Identity Server の情報は、
Identity Server に指定した情報と一致するか 
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コンポーネントの相互依存関係のほかに、一部のコンポーネントは Solaris パッケージ

の存在に依存しています。このようなパッケージがマシンにインストールされていな
い場合、その不在がインストール失敗の原因となることがあります。詳細については、
リリースノートの「ソフトウェア要件」の節を参照してください。

リソースと設定のチェック
次のホストレベルの問題は、インストール時に問題を引き起こす可能性があります。

• アップデート : 推奨アップデート ( パッチ ) は適用されていますか。

• ディスク容量 : ディスクパーティションをどのように設定し、どのパーティショ
ンにインストールディレクトリを作成しますか。インストールディレクトリ 
/var/sadm および /etc/opt、または独自に指定したデフォルト以外のディレクト
リに、十分なディスクの空き容量が必要です。

• ネットワークポート : 設定中に、Java Enterprise System コンポーネント製品の
ポート番号を指定します。次の項目をチェックします。

❍ /etc/services ファイルで標準ポート番号を調べる 

❍ サマリログファイルを参照し、標準の設定と比較する。ポート番号を入力ミスし
ていないか、あるサーバーに対して、通常は別のサーバーで使用するポートを設
定していないか 

❍ netstat -a コマンドを使用して、現在、システムで使用しているポートを調べ
る。すでに他で使用中のポート番号を割り当てていないか 

• IP アドレス : インストール時に、IP アドレスを指定します。正しい IP アドレスを
入力したかどうかチェックします。確認する必要のあることがいくつかあります。

❍ このシステムに複数のネットワークインタフェースがある場合、それぞれに独自
の IP アドレスが指定されているか 

❍ 高可用性設定において、論理ホストの IP アドレス、またはクラスタノードの IP 
アドレスを指定したか 

確認手続きの実行
コンポーネントの起動に問題がある場合は、コンポーネントプロセスが実行されてい
ることを確認し、第 7 章「インストール後の設定と起動」に記載されている確認手順

を実行します。
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配布メディアのチェック
DVD または CD からのインストールでは、メディアの汚れや損傷を調べます。ディス

クに汚れがあると、インストール時に問題が発生する可能性があります。

Directory Server の接続性チェック
Directory Server に依存するコンポーネントをインストールする場合、次のいずれかの

問題によって問題が発生する可能性があります。

• Directory Server に対して不正なユーザー ID およびパスワードを指定した

• 不正な LDAP ポートを指定した

• Directory Server に接続できない

対話形式のインストーラによるインストール時には Directory Server の接続性が

チェックされますが、サイレントモードではチェックされません。Directory Server を
利用できない状態でサイレントインストールを実行すると、Identiy Server または 
Portal Server のインストールが失敗する可能性があります。

Web Server のファイルおよびディレクトリの削除
編集済みの設定ファイルなど、カスタマイズされたファイルの上書きを防ぐために、
そのファイルが格納されるディレクトリには Web Server をインストールできません。

Web Server を再インストールする場合、インストールディレクトリをチェックして、

それが空であることを確認します。空ではない場合は、どこか別の場所にファイルを
アーカイブしてからインストールを再試行します。



一般的なトラブルシューティングの方法

346 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • インストールガイド

パスワードの確認
インストーラは、コンポーネント製品ごとにパスワードの入力を求めます。複数のマ
シンに複数のコンポーネントをインストールする場合、各マシンで正しいパスワード
を入力することが重要です。

パスワードの問題を解決するには、いったんアンインストールしてから再インストー
ルすることが必要となる場合があります。アンインストールに失敗した場合は、347
ページの「アンインストール時に残されたファイルによるインストールの失敗」を参
照してください。

prodreg または pkginfo によるコンポーネントの
検証とアンインストール
コンポーネントをインストールしたが問題があり、再インストールまたはアンインス
トールを実行できない場合は、pkginfo コマンドまたは prodreg ツールを使用して、

インストールしたパッケージを調べます。

• prodreg ツールは、Solaris 製品のレジストリへのグラフィカルインタフェースを
提供し、pkg ユーティリティの代わりに、各コンポーネントおよびそのパッケー
ジの両者への、簡単なインタフェースを提供します。

prodreg を起動するには、コマンド行でコマンド名を入力します。詳細について
は、prodreg(1) マニュアルページを参照してください。

• pkginfo コマンドまたは prodreg ツールを使用して、インストールしたパッケー
ジを調べます。結果を 409 ページの付録 E 「インストール可能なパッケージの一
覧」に示される Java Enterprise System パッケージのリストと比較し、どの製品が
アンインストールされていないかを確認します。

管理者アクセスの確認
324 ページの「アンインストーラ用の管理者アクセス権」で説明したように、アンイ

ンストール時に管理者アクセス権をアンインストーラに付与しなければならないこと
があります。アンインストール時に指定したユーザー ID とパスワードが正しいこと

を確認してください。
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インストールに関する問題
ここでは、インストール時に発生する可能性のある次の問題について説明します。

• 「アンインストール時に残されたファイルによるインストールの失敗」

• 348 ページの「Portal Server の Web コンポーネントとして IBM WebSphere を設
定できない」

• 349 ページの「予期せぬ外部エラーが発生する」

• 349 ページの「グラフィカルインストーラが応答しない」

• 350 ページの「サイレントインストールの失敗 : 状態ファイルに互換性がない、ま
たはファイルの破損」

• 350 ページの「サイレントインストールに失敗した」

アンインストール時に残されたファイルによる
インストールの失敗
アンインストールが失敗すると、コンポーネントまたはパッケージが削除されずに残
されることがあります。このような場合、再インストールするために、コンポーネン
トまたはパッケージを手動で削除する必要があります。この問題には、次のものが該
当します。

• アンインストーラで問題が発生し、アンインストールに失敗したパッケージの名
前が表示される

• 一度削除したコンポーネントをインストールしようとしたが、インストーラはそ
のコンポーネントがすでにインストールされていることを示す

➤ 部分的なインストールをクリーンアップするには部分的なインストールをクリーンアップするには部分的なインストールをクリーンアップするには部分的なインストールをクリーンアップするには :
1. 次のコマンドを使用して、一部だけがインストールされたパッケージがないかど

うか調べます。

pkginfo -p

コマンドの出力で、一部だけがインストールされたパッケージのリストが表示さ
れます。返されたパッケージ名を使用して、付録 E「インストール可能なパッ
ケージの一覧」を参照し、パッケージが属しているコンポーネントを調べます。

2. コンポーネントまたはパッケージを削除します。
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❍ Solaris 9 では、prodreg というツールを使用します。

prodreg ツールを使用すると、マシン上のパッケージベースのコンポーネン
トを管理できます。コンポーネントおよびそのパッケージについて、相互依
存を含む完全な情報を参照できます。prodreg ツールを使用して、安全にコン
ポーネントをアンインストールし、パッケージを削除することができます。
prodreg ツールでコンポーネントを削除すると、再インストールできるよう
になります。

❍ Solaris 8 では、pkgrm コマンドを使用します。

pkgrm コマンドを使用する場合、コンポーネントとパッケージを個別に削除
する必要があります。このコマンドによって、製品のレジストリが更新され
ることはありません。どのようなことが発生したかによって、アーカイブさ
れた製品のレジストリファイルのリストアを行うことも、削除されたコン
ポーネントを参照しないように、手動で製品のレジストリファイルを編集す
ることもできます。

製品のレジストリファイルを編集するには、
/var/sadm/install/productregistry ファイルを開きます。この XML ファ
イルは、各コンポーネントについて説明しています。各コンポーネントの説
明は、<compid> タグで始まり、</compid> タグで終わります。コンポーネン
トのエントリ全体を削除します。

3. Web Server のインストールディレクトリが存在する場合は、それを削除します。

4. インストーラをもう一度実行します。

Portal Server の Web コンポーネントとして 
IBM WebSphere を設定できない
WebSphere を実行していない、または WebSphere のネイティブ設定と一致していな

い WebSphere 値を指定したことが原因として考えられます。

解決方法 : まず、WebSphere を実行しているかどうか確認します。

次に、次の 2 つのフィールドの値を調べます。

• WebSphere 仮想ホスト ( 状態ファイル内の PS_IBM_VIRTUAL_HOST)

• Application Server 名 ( 状態ファイル内の PS_IBM_APPSERV_NAME)

WebSphere ツールを使用して設定をチェックし、入力する値と一致しているかどうか

を確認して、再試行します。

もう 1 つの方法は、次に示すように、WebSphere エンティティの新しいインスタンス

を作成して再試行することです。
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1. adminclient.sh を使用して、WebSphere コンソールを起動します。

2. 新しい仮想ホストのインスタンスおよび新しい Application Server のインスタン
ス名を作成します。

3. ノード ( 通常はホスト名 ) の下のエントリをクリックし、Regen WebServer Plugin 
を選択します。

このプロセスにより、plugin 設定ファイルに新しいエントリが保存されます。イ
ンストーラによって、その正式名称がチェックされます。

4. インストーラに戻り、作成した値を入力します。

予期せぬ外部エラーが発生する
電源障害またはシステム障害が発生した可能性があります。または CTRL/C を入力し

て、インストーラのプロセスを停止した可能性もあります。

解決方法 : インストール中または設定プロセスで障害が発生した場合は、おそらくインス
トールの一部だけが残ります。インストーラを実行します。アンインストールに失敗した
場合は、352 ページの「アンインストールが失敗し、ファイルが削除されずに残された」

の手順を実行します。

グラフィカルインストーラが応答しない
イメージが入力を受け付けるようになる前に、インストーラによって画面上にイメー
ジが作成されることがあります。待ちきれずにインストールウィザードで何度も「次
へ」をクリックすることは避けてください。

解決方法 : デフォルトの選択肢を表すボタンには、青い四角形が表示されます。この四角
形は、ボタンが表示された後に表示されることがあります。ボタンをクリックするときは、
青い四角形が表示されるまで待ってください。
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サイレントインストールの失敗 : 状態ファイル
に互換性がない、またはファイルの破損
使用しているプラットフォームで作成された状態ファイルを使用している場合、ファ
イルが壊れ、原因不明であるというエラーが発生する可能性があります。

別のプラットフォームまたは別のバージョンで作成した状態ファイルを使用している
場合、問題は、その状態ファイルが、作成したときと同じタイプのプラットフォーム
だけで実行できることです。状態ファイルを Solaris 9 で作成した場合、そのファイル

は Solaris 8 では使用できません。また、x86 プラットフォームで作成したファイルは、

Sparc プラットフォームでは使用できません。

解決方法 : 使用しているのと同じプラットフォームで状態ファイルを作成した場合は、新
しい状態ファイルを生成して再インストールします。

状態ファイルを作成したプラットフォームが、そのファイルを使用しているプラット
フォームと異なる場合、新たに、プラットフォームに適した ID をファイルに対して

作成することによって問題を解決します。この方法については、190 ページの「プ

ラットフォームに適した状態ファイル ID の作成」を参照してください。

サイレントインストールに失敗した
状態ファイルを編集した場合、それによってエラーが発生した可能性があります。た
とえば、次の項目をチェックします。

• すべてのローカルホストパラメータが設定され、矛盾のない値が設定されている
か

• パラメータ値の大文字、小文字の区別は適切か

• 目的のパラメータを入力せずに、必須のパラメータを削除してしまっていないか

• 使用するすべてのポート番号は有効であり、かつ割り当て済みではないか

解決方法 : 186 ページの「状態ファイルの生成」で説明しているように、グラフィカルイ

ンストーラを使用して、状態ファイルを再生成し、その値を保存します。
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アンインストールに関する問題
ここでは、アンインストールに関する次の問題の原因の解決方法について説明します。

• 「アンインストーラが見つからない」

• 352 ページの「アンインストールが失敗し、ファイルが削除されずに残された」

• 353 ページの「製品レジストリの破損」

• 353 ページの「アンインストーラが設定ディレクトリサーバーに接続できない」

アンインストーラが見つからない
Java Enterprise System のインストールプログラムは、システム上の次の場所にアンイ

ンストーラプログラムを格納します。

/var/sadm/prod/entsys/uninstall

インストーラがこの場所にない場合は、次のいずれかの原因が考えられます。

• このホストには Java Enterprise System がインストールされていない

• Java Enterprise System アンインストーラは、すでにアンインストーラを含むすべ
てのコンポーネント製品をこのホストから削除している

アンインストール時に、どの Java Enterprise System コンポーネントもホストに存
在しないことを検出すると、アンインストーラはそれ自体をもアンインストール
します。

• 失敗したインストールの実行中に、次のいずれかの状況が生じた

❍ アンインストーラがホストにインストールされなかった

❍ アンインストーラは削除されたが、一部の Java Enterprise System コンポーネント
はホストに残された

解決方法 : 352 ページの「アンインストールが失敗し、ファイルが削除されずに残された」

に示される手順を実行し、システムを手動でクリーンアップします。
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アンインストールが失敗し、ファイルが削除さ
れずに残された
アンインストーラがファイルまたはプロセスを削除できなかったために手動クリーン
アップが必要となった場合は、次の手順を実行し、システムからパッケージを削除し
ます。

➤ パッケージを手動でクリーンアップするにはパッケージを手動でクリーンアップするにはパッケージを手動でクリーンアップするにはパッケージを手動でクリーンアップするには

1. 削除が必要なパッケージを特定します。

システム上のパッケージと、409 ページの付録 E 「インストール可能なパッケー
ジの一覧」に記載されている Java Enterprise System パッケージのリストと比較し
ます。インストールされているパッケージを特定するには、pkginfo または 
prodreg ユーティリティを使用できます。

2. Java Enterprise System コンポーネント製品の実行中のすべてのプロセスを停止し
ます。

プロセスの停止方法については、216 ページの「コンポーネント製品の起動と停
止」で簡単に解説しています。また、各コンポーネント製品の情報と、その製品
のドキュメントへのリンクは、355 ページの「コンポーネント製品のトラブル
シューティング情報」に記載されています。

3. 以後のインストールで再利用を考えているカスタム設定データとユーザーデータ
をバックアップします。

451 ページの「コンポーネント製品のアンインストールの詳細」には、バック
アップが必要な設定データとユーザーデータに関する情報が記載されています。
詳細については、各コンポーネント製品のマニュアルを参照してください。

4. pkgrm コマンドを使用して、Java Enterprise System コンポーネントパッケージを
削除します。

5. 残されているコンポーネント製品ディレクトリと、そこに含まれる以後のインス
トールで使用しないコンテンツを削除します。これらのディレクトリを後から利
用する場合は、別の場所に移動します。

6. 次の場所にある製品レジストリファイルを更新します。

/var/sadm/install/productregistry

Java Enterprise System のアンインストーラプログラムは、ホストにインストール
されているコンポーネントを特定する上で、このレジストリを使用しています。
インストーラとアンインストーラは、インストールまたはアンインストールの完
了時に製品レジストリを更新します。
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7. 次の場所にあるシステムのログファイルをクリーンアップします。

/var/sadm/install/logs

ログファイルは、パッケージを手動削除した後のシステムの状態を正しく反映し
ていない可能性があります。

製品レジストリの破損
アンインストール時に、Java Enterprise System アンインストーラは製品レジストリ

ファイル /var/sadm/install/productregistry を使用して、アンインストールが必要

な要素を特定します。

• アンインストーラが失敗した場合は、バックアップコピーから製品レジストリを
復元してからアンインストールを再実行しなければならないことがあります。

• パッケージを手動で削除した場合、製品レジストリは自動的に更新されません。
製品レジストリがシステムの状態を正しく反映していないため、後でアンインス
トーラを実行したときに問題が生じる可能性があります。このような場合は、再
インストールを行い、その後で Java Enterprise System アンインストーラを再実行
します。

アンインストーラが設定ディレクトリサーバー
に接続できない
管理サーバーまたは Directory Server をアンインストールする場合、アンインストー

ラはアンインストーラの実行時にすでに指定されている管理者のユーザー ID とパス

ワードを使用して設定用ディレクトリサーバーに接続しようとします。アンインス
トーラが設定用ディレクトリサーバーに接続できない、または管理者のユーザー ID 
とパスワードが無効な場合、アンインストーラは次のエラーメッセージを表示してア
ンインストールを続行できないことを示します。

解決方法 : この節で説明している手順を実行して問題を解決し、その後でアンインストー
ルを完了します。この手順を完了する上で、Java Enterprise System アンインストーラを終

了する必要はありません。

注 アンインストーラを使用せずに、パッケージを手動で削除した場合
は、システムにインストールされているソフトウェアを製品レジスト
リが正しく反映するように、このファイルを手動で更新する必要があ
ります。
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➤ 管理サーバーまたは管理サーバーまたは管理サーバーまたは管理サーバーまたは Directory Server のアンインストールに関するトラブルのアンインストールに関するトラブルのアンインストールに関するトラブルのアンインストールに関するトラブル
シューティングとアンインストールの完了シューティングとアンインストールの完了シューティングとアンインストールの完了シューティングとアンインストールの完了

1. 設定ディレクトリをホストしている Directory Server が稼動していることを確認
します。たとえば、次のように slapd プロセスを検索します。

/usr/bin/ps -ef | grep slapd

2. 設定用ディレクトリサーバーが稼動していなければ、次の手順を行います。

a. 設定用ディレクトリホストに root としてログインします。

b. 次のコマンドを使用して、設定用ディレクトリサーバーを起動します。

cd /var/opt/mps/serverroot/slapd-Dir_Svr_Instance_Name 

./start-slapd

3. 設定用ディレクトリサーバーが稼動している場合は、管理者のユーザー ID とパス
ワードが有効であることを確認し、アンインストール処理を続行します。

4. 管理者のユーザー ID とパスワードが無効な場合は、Java Enterprise System アン
インストーラは次のエラーを出力し、処理は中断されます。

指定した管理者 ID とパスワードで設定ディレクトリサーバーに接続できませんで
した

アンインストールを続行するには、Directory Server、管理サーバー、または両方
の設定を解除します。

a. 設定ディレクトリをホストする Directory Server インスタンスを停止します。
たとえば、ルート権限を使用して次のように実行します。

cd /var/opt/mps/serverroot/slapd-Dir_Svr_Instance_Name 

./stop-slapd

b. 管理サーバーと Directory Server のそれぞれに対して次の設定解除プログラム
を実行します。

/usr/sbin/mpsadmserver unconfigure

/usr/sbin/directoryserver unconfigure

設定解除中に、設定用ディレクトリサーバーに接続できないことが通知され
ます。

注 次の手順は、Directory Server インスタンスを次の場所に設定したことを
前提としています。

/var/opt/mps/serverroot/slapd-Dir_Svr_Instance_Name 

別の場所を指定した場合は、それに合わせて手順の記述を変更してくださ
い。
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c. 「次へ」をクリックして設定解除を続行します。

d. 設定解除プログラムを実行したら、アンインストール処理を続行します。

管理ユーザー ID とパスワードの入力が求められます。

e. 任意の値を入力します。アンインストール中は、これらの値は無視されます。

5. 完了するまでアンインストール処理を続けます。

コンポーネント製品のトラブルシューティング
情報

ここでは、コンポーネント製品についてのさまざまなヒントを提供し、役立つマニュ
アルを紹介します。

このマニュアルに記載されている次の追加情報は、トラブルシューティングに役立ち
ます。

• 第 2 章「インストールの準備」には、コンポーネントの相互依存性に関する情報
が記載されています。詳細については、66 ページの表 2-4 を参照してください。

• 第 7 章「インストール後の設定と起動」の 216 ページの「コンポーネント製品の
起動と停止」を参照してください。ここには、コンポーネントプロセスの起動、
停止、確認について、コンポーネントごとの実行方法が記載されています。

管理サーバー

表 11-2 管理サーバーのトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

ログファイル インストールログのディレクトリ : 

• /var/sadm/install/logs

設定ログファイル :

• Administration_Server_install.Atimestamp
Administration_Server_install.Btimestamp

ログのオプションについては、『Sun Java System Administration 
Server 5 2004Q2 Administration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5215) を参照

トラブルシュー
ティング

『Sun Java System Administration Server 5 2004Q2 Administration 
Guide』 (http://docs.sun.com/doc/817-5215) を参照
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Application Server

表 11-3 Application Server のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

ログファイル ログファイルのディレクトリ : 

• /var/sadm/install/logs/

ログファイル名 :

• Sun_ONE_Application_Server_install.log

• Sun_ONE_Application_Server_uninstall.log

Application Server インスタンスのログディレクトリ ( 初に作成す
るインスタンスのデフォルトの場所 ): 

• /var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/server1/lo
gs

メッセージログのファイル名 : 

• server.log ( サーバーインスタンスごとに存在する ) 

管理サーバーのログディレクトリ ( 初に作成する管理ドメインのデ
フォルトの場所 ):

• /var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/admin-serv
er/logs

管理サーバーのログファイル :

• server.log 

設定ファイル 設定ファイルのディレクトリ : /var

トラブルシュー
ティング

『Sun ONE Application Server 7 インストールガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照
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Calendar Server

表 11-4 Application Server のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

ログファイル 管理サービス (csadmind): admin.log
分散データベースサービス (csdwpd): dwp.log
HTTP サービス (cshttpd): http.log
イベント通知サービス (csnotifyd): notify.log

デフォルトのログディレクトリ : /var/opt/SUNWics5/logs

詳細については、『Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2 管理ガ
イド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

設定ファイル /opt/SUNWics5/cal/config/ics.conf

デバッグモード デバッグモードを使用するには、Calendar Server の管理者が 
ics.conf ファイルで logfile.loglevel 設定パラメータを設定する

例 :

logfile.loglevel = "debug"

詳細については、『Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2 管理ガ
イド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

トラブルシュー
ティング

詳細については、『Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2 管理ガ
イド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照
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Communications Express
Communications Express のトラブルシューティングについては、『Sun Java System 
Communications Express 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の「トラブルシューティング」の章を参照

してください。

Directory Proxy Server

Directory Server

表 11-5 Directory Proxy Server の移行に関する情報

項目 詳細

ログファイル デフォルトのログファイル : 
dps_svr_base/dps-hostname/logs/fwd.log 

詳細については、『Sun Java System Directory Proxy Server 5 2004Q2 
管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

トラブルシュー
ティング

『Sun Java System Directory Proxy Server 5 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

表 11-6 Directory Server のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

ログファイル インストールログファイル :

• /var/sadm/install/logs

設定ログファイル :

• Directory_Server_install.Atimestamp
Directory_Server_install.Btimestamp

ログファイルの管理については、『Sun Java System Directory Server 5 
2004Q2 管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を
参照

トラブルシュー
ティング

『Sun Java System Directory Server 5 2004Q2 Installation and 
Migration Guide』 (http://docs.sun.com/doc/817-5219) を参照
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Identity Server

Instant Messaging

有用なマニュアル

『Sun Java System Instant Messaging 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

Message Queue

表 11-7 Identity Server のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

設定ファイル /opt/SUNWam/lib/AMConfig.properties

デバッグモード 詳細については、『Sun Java System Identity Server 2004Q2 
Developer's Guide』 (http://docs.sun.com/doc/817-5710) を参照

表 11-8 Message Queue のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

ログファイル 『Sun Java System Message Queue 3.5 SP1 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

トラブルシュー
ティング

パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングについては、
『Sun Java System Message Queue 3.5 SP1 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 9 章を参照

Message Queue のトラブルシューティングについては、次の場所か
らアクセスできる MQ Forum で説明されている。
http://swforum.sun.com/jive/forum.jspa?forumID=24

また、
http://developers.sun.com/prodtech/msgqueue/reference/techart/
index.html からアクセスできる知識データベースにも関連記事が掲
載されている
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Messaging Server

Portal Server

表 11-9 Identity Server のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

実行ファイルの
場所

/opt/SUNWmsgsr/lib/

トラブルシュー
ティング 

『Sun Java System Messaging Server 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

表 11-10 Portal Server のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

ログファイルと
デバッグファイ
ル

Portal Server では、Identity Server と同じログファイルおよびデバッ
グファイルを使用する。これらのディレクトリは、次のとおり。

• ログファイル : /var/opt/SUNWam/logs
デバッグファイル : /var/opt/SUNWam/debug

Portal Server のログファイルとデバッグファイルの管理については、
『Sun Java System Portal Server 6 2004Q2 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

Portal Server Desktop の場合、デバッグファイルは次の場所にある

• /var/opt/SUNWam/debug/desktop.debug

• /var/opt/SUNWam/debug/desktop.dpadmin.debug

これらのファイルの管理については、『Sun Java System Portal Server 
6 2004Q2 管理ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) 
を参照

dpadmin、par、rdmgr、および sendrdm という Portal Server コマン
ド行ユーティリティには、デバッグメッセージを生成するためのオプ
ションがある。オプションについては、『Portal Server 管理者ガイド』
を参照
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Portal Server, Secure Remote Access

Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java System 
用 Sun Cluster エージェント
Sun Cluster ソフトウェア、Sun Java System 用 Sun Cluster エージェントの詳細につい

ては、『Sun Cluster Software Installation Guide for Solaris OS』 
(http://docs.sun.com/doc/817-4229) を参照してください。

ログファイル

Sun Cluster のログファイルは、/var/cluster/logs/install ディレクトリに格納され

ます。エラーメッセージは /var/adm/messages ファイルに記録されます。

Sun Remote Services Net Connect
Sun Remote Services Net Connect のトラブルシューティングについては、『Sun 
Remote Services Net Connect Installation and Activation Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/916-1586) の「Troubleshooting」の章を参照してください。

表 11-11 Portal Server、Secure Remote Access のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

デバッグログ Portal Server のデバッグログは次のディレクトリに格納される

• /var/opt/SUNWam/debug

• /var/opt/SUNWps/debug

Portal Gateway のデバッグログは次のディレクトリに格納される

• /var/opt/SUNWps/debug
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Web Server

表 11-12 Web Server のトラブルシューティングに関する情報

項目 詳細

ログファイル Web Server のログファイルには、errors ログファイルと access 
ログファイルの 2 種類があり、どちらも 
/opt/SUNWwbsvr/server_root/https-server_name/logs ディレクトリ
に格納される

errors ログファイルには、サーバーで発生したすべてのエラーがリ
ストされる。access ログファイルには、サーバーに対する要求と、
サーバーからの応答に関する情報が記録される。詳細については、
『Sun One Web Server 6.1 管理者ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

トラブルシュー
ティング

『Sun ONE Web Server 6.1 インストールおよび移行ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

設定ファイルの
ディレクトリ

/opt/SUNWwbsvr/http-instance-name/config

デバッグモード 次のオプションを使用できる

• ログ出力は、診断とデバッグに利用できる可能性がある。
server_root/https-server_name/config/server.xml ファイルの 
LOG 要素にある loglevel 属性値を fine、finer、または finest 
に設定できる。これらの値は、デバッグメッセージの詳細度を示
し、finest で詳細度が 大になる。LOG 要素の詳細については、
『Sun ONE Web Server 6.1 Administrator's Configuration File 
Reference』 (http://docs.sun.com/doc/817-6248-10) を参照

• デバッグフラグを有効化して サーバーの Web コンテナをデバッ
グモードで起動し、JPDA (Java Platform Debugger Architecture) 
デバッガとの連携準備を整えることができる。これを行うには、
/server_root/https-server_name/config/server.xml ファイルの 
JAVA 要素にある jvm.debug フラグを true に設定する。詳細につ
いては、『Sun ONE Web Server 6.1 Administrator's Configuration 
File Reference』 (http://docs.sun.com/doc/817-6248-10) を参照

• Sun Java System Studio 5, Standard Edition のプラグインは、Web 
アプリケーションのデバッグに利用できる。詳細については、
『Sun ONE Web Server 6.1 Programmer's Guide to Web 
Applications』 (http://docs.sun.com/doc/817-6251-10) を参照
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付録 A

情報収集用ワークシート

この付録には、Java Enterprise System コンポーネント製品に関する設定データを収集

するための、次のワークシートが含まれます。

• 「共通サーバー設定用ワークシート」

• 365 ページの「管理サーバーのワークシート」

• 366 ページの「Application Server のワークシート」

• 367 ページの「Calendar Server のワークシート」

• 367 ページの「Directory Server のワークシート」

• 370 ページの「Directory Proxy Server のワークシート」

• 371 ページの「Identity Server のワークシート」

• 378 ページの「Instant Messaging のワークシート」

• 378 ページの「Messaging Server のワークシート」

• 379 ページの「Portal Server のワークシート」

• 386 ページの「Portal Server Secure Remote Access のワークシート」

• 391 ページの「Web Server のワークシート」

ワークシートは、インストーラを使用して設定されるコンポーネント製品だけを対象
としています。次のコンポーネント製品は対象とされません。

• Communications Express
Communications Express では、設定ワークシートは必要ありません。

• Message Queue
Message Queue では、設定ワークシートは必要ありません。

• Sun Cluster ソフトウェア
Sun Cluster ソフトウェア用のワークシートは、『Sun Cluster Software Installation 
Guide for Solaris OS』 (http://docs.sun.com/doc/817-4229) に用意されています。
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• Sun Java System 用 Sun Cluster エージェント
Sun Java System 用 Sun Cluster エージェント用のワークシートは、『Sun Cluster 
Data Services Planning and Administration Guide for Solaris OS』 
(http://docs.sun.com/doc/817-4638) に用意されています。

共通サーバー設定用ワークシート
このワークシートの各フィールドの詳細については、81 ページの「共通サーバー設

定」の表を参照してください。

表 A-1 共通サーバー設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

ホスト名
CMN_HOST_NAME

データ : 
_______________________________________________________________
例 : thismachine

DNS ドメイン名
CMN_DOMAIN_NAME

データ : 
_______________________________________________________________
例 : subdomain.domain.com

ホスト IP アドレス
CMN_IPADDRESS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 127.51.91.192

管理者ユーザー ID
CMN_ADMIN_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : admin ( デフォルト )

管理者パスワード
CMN_ADMIN_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
制限 : 8 文字以上

システムユーザー
CMN_SYSTEM_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : root ( デフォルト )

システムグループ
CMN_SYSTEM_GROUP

データ : 
_______________________________________________________________
例 : other ( デフォルト )



管理サーバーのワークシート

付録 A 情報収集用ワークシート 365

管理サーバーのワークシート
このワークシートの各フィールドの詳細については、82 ページの「管理サーバーの設

定」の表を参照してください。

表 A-2 管理サーバーの設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

サーバー設定

サーバールート
ADMINSERV_ROOT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /var/opt/mps/serverroot ( デフォルト )

管理ポート
ADMINSERV_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 390 ( デフォルト )

管理ドメイン
ADMINSERV_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : example.com 

システムユーザー
ADMINSERV_SYSTEM_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : root ( デフォルト )

システムグループ
ADMINSERV_SYSTEM_GROUP

データ : 
_______________________________________________________________
例 : other ( デフォルト )

設定用ディレクトリの設定

管理ユーザー ID
ADMINSERV_CONFIG_ADMIN_USE
R

データ : 
_______________________________________________________________
例 : admin ( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理者パスワード
ADMINSERV_CONFIG_ADMIN_PASS
WORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

ディレクトリサーバーホスト
ADMINSERV_CONFIG_DIR_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

ディレクトリサーバーポート
ADMINSERV_CONFIG_DIR_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 389 ( デフォルト )
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Application Server のワークシート
このワークシートの各フィールドの詳細については、85 ページの「Application 
Server の設定」の表を参照してください。

表 A-3 Application Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Application Server
CMN_AS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWappserver7 ( デフォルト )

Application Server のサーバー設
定
CMN_AS_DOMAINSDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /var/opt/SUNWappserver7/domains ( デフォルト )

アプリケーションサーバー製品
設定
CMN_AS_CONFIGDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /etc/opt/SUNWappserver7 ( デフォルト )

管理

管理者ユーザー ID
AS_ADMIN_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : admin ( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理者パスワード
AS_ADMIN_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理サーバーポート
AS_ADMIN_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 4848 ( デフォルト )

HTTP サーバーポート
AS_HTTP_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )



Calendar Server のワークシート

付録 A 情報収集用ワークシート 367

Calendar Server のワークシート
Java Enterprise System インストーラを使用して、Calendar Server コンポーネント製

品を設定することはできません。設定手順については、202 ページの「インストール

後の Calendar Server の設定」を参照してください。

Directory Server のワークシート
このワークシートの各フィールドの詳細については、86 ページの「Directory Server 
の設定」の表を参照してください。

表 A-4 Calendar Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Calendar Server
CMN_CS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

表 A-5 Directory Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

ディレクトリサーバー、サー
バールート
CMN_DS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /var/opt/mps/serverroot ( デフォルト )

管理

管理者ユーザー ID
DS_ADMIN_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : admin ( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理者パスワード
DS_ADMIN_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

ディレクトリマネージャ の DN
DS_DIR_MGR_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : cn=Directory Manager ( デフォルト )

ディレクトリマネージャパス
ワード
DS_DIR_MGR_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )
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サーバー設定

サーバー識別子
DS_SERVER_IDENTIFIER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer ( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

サーバーポート
DS_SERVER_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 389 ( デフォルト )

サフィックス
DS_SUFFIX

データ : 
_______________________________________________________________
例 : dc=example,dc=com

管理ドメイン
DS_ADM_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : example.com 

システムユーザー
DS_SYSTEM_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : root ( デフォルト )

システムグループ
DS_SYSTEM_GROUP

データ : 
_______________________________________________________________
例 : other ( デフォルト )

設定用ディレクトリサーバー

このサーバーに設定データを保
存します。このサーバーの設定
データをディレクトリサーバー
の次のインスタンスに保存しま
す。
USE_EXISTING_CONFIG_DIR

詳細については、88 ページの表 3-8 を参照

ディレクトリサーバーホスト
CONFIG_DIR_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : othercomputer.example.com 

ディレクトリサーバーポート
CONFIG_DIR_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 389 ( デフォルト )

ディレクトリマネージャ の DN
CONFIG_DIR_ADM_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : cn=Directory Manager ( デフォルト )

表 A-5 Directory Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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ディレクトリマネージャパス
ワード
CONFIG_DIR_ADM_PASSWD

データ : 
_______________________________________________________________

データストレージの場所

このサーバーにユーザーデータ 
/ グループデータを保存します。
ディレクトリサーバーの次のイ
ンスタンスにユーザーデータ / 
グループデータを保存します。
USE_EXISTING_USER_DIR

詳細については、90 ページの表 3-9 を参照

ディレクトリサーバーホスト
USER_DIR_HOST

データ : 
_______________________________________________________________ 
例 : othercomputer.example.com 

ディレクトリサーバーポート
USER_DIR_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 389 ( デフォルト )

ディレクトリマネージャ の DN
USER_DIR_ADM_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : cn=Directory Manager ( デフォルト )

ディレクトリマネージャパス
ワード
USER_DIR_ADM_PASSWD

データ : 
_______________________________________________________________ 

サフィックス
USER_DIR_SUFFIX

データ : 
_______________________________________________________________
例 : dc=example,dc=com

データの取り込み情報

サンプル組織構造の読み込み
DS_ADD_SAMPLE_ENTRIES

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 1 または 0 ( ゼロ )

データの読み込み
DS_POPULATE_DATABASE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 1 または 0 ( ゼロ )

インストーラにあるサンプル
データまたは LDIF ファイルに
ある作成したデータ

詳細については、91 ページの表 3-10 を参照

表 A-5 Directory Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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Directory Proxy Server のワークシート
このワークシートの各フィールドの詳細については、93 ページの「Directory Proxy 
Server の設定」の表を参照してください。

ファイル名
DS_POPULATE_DATABASE_FILE_N
AME

詳細については、91 ページの表 3-10 を参照

データのインポートにかかる時
間を短縮するため、スキーマ
チェックを無効にします。
DS_DISABLE_SCHEMA_CHECKING

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 1 または 0 ( ゼロ )

表 A-6 Directory Proxy Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Directory Proxy Server
CMN_DPS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : root ( デフォルト )

ポート選択

ディレクトリプロキシサーバー
ポート
DPS_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 489 ( デフォルト )

表 A-5 Directory Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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Identity Server のワークシート
Identity Server のワークシートには、Identity Server の配備先となる Web コンテナ別

に 2 種類あります。

• 371 ページの「Application Server に配備された Identity Server」

• 375 ページの「Web サーバーに配備された Identity Server」

Application Server に配備された Identity Server
このワークシートの各フィールドの詳細については、94 ページの「Identity Server の
設定」の表を参照してください。

表 A-7 Application Server に配備された Identity Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Identity Server
CMN_IS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

管理

管理者ユーザー ID
IS_ADMIN_USER_ID

データ : 
amadmin
変更することはできない

管理者パスワード
IS_ADMINPASSWD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

LDAP ユーザー ID
IS_LDAP_USER

データ : 
amldapuser
変更することはできない

LDAP パスワード
IS_LDAPUSERPASSWD

データ : 
_______________________________________________________________
制限 : 管理者パスワードとは異なる必要がある

パスワードの暗号鍵
AM_ENC_PWD

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : LOCK ( デフォルト ) 
対話インストールの例 : デフォルトが生成される

Sun Java System Application Server
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インストールディレクトリ
IS_APPSERVERBASEDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWappserver7 ( デフォルト )

設定ディレクトリ
IS_AS_CONFIG_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /etc/opt/SUNWappserver7 ( デフォルト )

Identity Server 実行時インスタ
ンス
IS_IAS7INSTANCE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : server1 ( デフォルト )

インスタンスディレクトリ
IS_IAS7INSTANCEDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/server1 ( デフォ
ルト )

Identity Server インスタンス
ポート
IS_IAS7INSTANCE_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

ドキュメントルート
IS_SUNAPPSERVER_DOCS_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/server1/docroot 

管理者ユーザー ID
IS_IAS7_ADMIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : admin ( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理者パスワード
IS_IAS7_ADMINPASSWD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理ポート
IS_IAS7_ADMINPORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 4848 ( デフォルト )

セキュアサーバーインスタンス
ポート
IS_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

セキュリティ保護された管理
サーバーポート
ASADMIN_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

Identity Server サービスを実行するための Web コンテナ

表 A-7 Application Server に配備された Identity Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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ホスト名
SERVER_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

サービス配備 URI
SERVER_DEPLOY_URI 

データ : 
_______________________________________________________________
例 : amserver ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

共通ドメイン配備 URI
CDS_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : amcommon ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

クッキードメイン
COOKIE_DOMAIN_LIST 

データ : 
_______________________________________________________________
例 :.example.com 
注 : 先頭にピリオド (.) が必要

新しいコンソールの配備と既存
のコンソールの使用
USE_DSAME_SERVICES_WEB
_CONTAINER

詳細については、101 ページの表 3-18 を参照

コンソール配備 URI
CONSOLE_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : amconsole ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

パスワード配備 URI
PASSWORD_SERVICE_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : ampassword ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

コンソールホスト
CONSOLE_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

コンソールポート
CONSOLE_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 

ディレクトリサーバー情報 

ディレクトリサーバーホスト
IS_DS_HOSTNAME

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

表 A-7 Application Server に配備された Identity Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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ディレクトリサーバーポート
IS_DS_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 389 ( デフォルト )

Identity Server ディレクトリ
ルートサフィックス
IS_ROOT_SUFFIX

データ : 
_______________________________________________________________
例 : dc=example,dc=com 

ディレクトリマネージャ の DN
IS_DIRMGRDN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : cn=Directory Manager ( デフォルト )

ディレクトリマネージャパス
ワード
IS_DIRMGRPASSWD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

ディレクトリサーバー情報、プロビジョニングされたディレクトリ

ディレクトリサーバーにユー
ザーデータが準備されています
か ? 
IS_LOAD_DIT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : no ( デフォルト )

組織マーカーオブジェクトクラ
ス
IS_ORG_OBJECT_CLASS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : SunISManagedOrganization ( デフォルト )

組織ネーミング属性
CONFIG_IDENT_NA4ORG

データ : 
_______________________________________________________________
例 : o ( デフォルト )

ユーザーマーカーオブジェクト
クラス
IS_USER_OBJECT_CLASS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : intorgperson ( デフォルト )

ユーザーネーミング属性
CONFIG_IDENT_NA4USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : uid ( デフォルト )

表 A-7 Application Server に配備された Identity Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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Web サーバーに配備された Identity Server
このワークシートの各フィールドの詳細については、94 ページの「Identity Server の
設定」の表を参照してください。

表 A-8 Web Server に配備された Identity Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Identity Server
CMN_IS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

管理

管理者ユーザー ID
IS_ADMIN_USER_ID

データ : 
amadmin
変更することはできない

管理者パスワード
IS_ADMINPASSWD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

LDAP ユーザー ID
IS_LDAP_USER

データ : 
amldapuser
変更することはできない

LDAP パスワード
IS_LDAPUSERPASSWD

データ : 
_______________________________________________________________
制限 : 管理者パスワードとは異なる必要がある

パスワードの暗号鍵
AM_ENC_PWD

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : LOCK ( デフォルト ) 
対話インストールの例 : デフォルトが生成される

Sun Java System Web Server

ホスト名
IS_WS_HOST_NAME

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

Web サーバーポート
IS_WS_INSTANCE_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

Web サーバーインスタンスディ
レクトリ
IS_WS_INSTANCE_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWwbsvr/https-mycomputer.example.com 
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ドキュメントルートディレクト
リ
IS_WS_DOC_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWwbsvr/docs ( デフォルト )

セキュアサーバーインスタンス
ポート
IS_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
対話インストールの例 : セキュリティ保護されていない場合は http、
セキュリティ保護されている場合は https
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

Identity Server サービスを実行するための Web コンテナ

ホスト名
SERVER_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

サービス配備 URI
SERVER_DEPLOY_URI 

データ : 
_______________________________________________________________
例 : amserver ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

共通ドメイン配備 URI
CDS_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : amcommon ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

クッキードメイン
COOKIE_DOMAIN_LIST 

データ : 
_______________________________________________________________
例 :.example.com 
注 : 先頭にピリオド (.) が必要

新しいコンソールの配備と既存
のコンソールの使用
USE_DSAME_SERVICES_WEB
_CONTAINER

詳細については、101 ページの表 3-18 を参照

コンソール配備 URI
CONSOLE_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : amconsole ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

パスワード配備 URI
PASSWORD_SERVICE_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : ampassword ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュを入力してはならない

コンソールホスト
CONSOLE_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

表 A-8 Web Server に配備された Identity Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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コンソールポート
CONSOLE_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 

ディレクトリサーバー情報 

ディレクトリサーバーホスト
IS_DS_HOSTNAME

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

ディレクトリサーバーポート
IS_DS_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 389 ( デフォルト )

Identity Server ディレクトリルー
トサフィックス
IS_ROOT_SUFFIX

データ : 
_______________________________________________________________
例 : dc=example,dc=com 

ディレクトリマネージャ の DN
IS_DIRMGRDN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : cn=Directory Manager ( デフォルト )

ディレクトリマネージャパス
ワード
IS_DIRMGRPASSWD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

ディレクトリサーバー情報、プロビジョニングされたディレクトリ

ディレクトリサーバーにユー
ザーデータが準備されています
か ? 
IS_LOAD_DIT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : no ( デフォルト )

組織マーカーオブジェクトクラ
ス
IS_ORG_OBJECT_CLASS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : SunISManagedOrganization ( デフォルト )

組織ネーミング属性
CONFIG_IDENT_NA4ORG

データ : 
_______________________________________________________________
例 : o ( デフォルト )

ユーザーマーカーオブジェクト
クラス
IS_USER_OBJECT_CLASS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : intorgperson ( デフォルト )

ユーザーネーミング属性
CONFIG_IDENT_NA4USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : uid ( デフォルト )

表 A-8 Web Server に配備された Identity Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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Instant Messaging のワークシート
Instant Messaging コンポーネント製品は、Java Enterprise System インストーラに

よって設定することができません。設定手順については、209 ページの「インストー

ル後の Instant Messaging の設定」を参照してください。

Messaging Server のワークシート
Messaging Server コンポーネント製品は、Java Enterprise System のインストーラに

よって設定することができません。設定手順については、210 ページの「インストー

ル後の Messaging Server の設定」を参照してください。

表 A-9 Instant Messaging の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Instant Messaging サーバー
CMN_IIM_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

Instant Messaging サーバーのヘ
ルプドキュメントのディレクト
リ
CMN_IIM_DOCSHELPDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWiim/html/en/imhelp ( デフォルト )

Instant Messaging サーバーのリ
ソースディレクトリ
CMN_IIM_DOCSDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWiim/html ( デフォルト )

表 A-10 Messaging Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Messaging Server
CMN_MS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWmsgsr ( デフォルト )



Portal Server のワークシート

付録 A 情報収集用ワークシート 379

Portal Server のワークシート
Portal Server のワークシートには、Portal Server の配備先となる Web コンテナ別に 4 
種類あります。

• 379 ページの「Application Server に配備された Portal Server」

• 381 ページの「Web サーバーに配備された Portal Server」

• 382 ページの「BEA WebLogic サーバーに配備された Portal Server」

• 384 ページの「IBM WebSphere サーバーに配備された Portal Server」

Application Server に配備された Portal Server
このワークシートの各フィールドの詳細については、116 ページの「Portal Server の
設定」の表を参照してください。

表 A-11 Application Server に配備された Portal Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Portal Server
CMN_PS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

Sun Java System Application Server

インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWappserver7 ( デフォルト )

ドメインディレクトリ
PS_DEPLOY_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1 ( デフォルト )

サーバーインスタンス
PS_DEPLOY_INSTANCE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : server1 ( デフォルト )

サーバーインスタンスポート
PS_DEPLOY_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

ドキュメントルートディレクト
リ
PS_DEPLOY_DOCROOT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /var/opt/SUNWappserver7/domains/domain1/server1/docroot 
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管理ポート
PS_DEPLOY_ADMIN_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 4848 ( デフォルト )

管理者ユーザー ID
PS_DEPLOY_ADMIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : admin ( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理者のユーザーパスワード
PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

セキュアサーバーインスタンス
ポート
PS_DEPLOY_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

セキュリティ保護された管理
サーバーポート
PS_DEPLOY_ADMIN_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

Web コンテナの配備

ロードバランサプロトコル データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

ロードバランサホスト データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

ロードバランサポート データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

配備 URI
PS_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /portal ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュ (/) が必要

複数の Portal Server を制御する
ロードバランサ

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : n ( デフォルト )

サンプルポータルのインストー
ル
PS_SAMPLE_PORTAL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : y ( デフォルト )

表 A-11 Application Server に配備された Portal Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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Web サーバーに配備された Portal Server
このワークシートの各フィールドの詳細については、116 ページの「Portal Server の
設定」の表を参照してください。

表 A-12 Web Server に配備された Portal Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Portal Server
CMN_PS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

Sun Java System Web Server

インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWwbsvr ( デフォルト )

サーバーインスタンス
PS_DEPLOY_INSTANCE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

サーバーインスタンスポート
PS_DEPLOY_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

サーバードキュメントルート
PS_DEPLOY_DOCROOT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWwbsvr/docs ( デフォルト )

セキュアサーバーインスタンス
ポート
PS_DEPLOY_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

Web コンテナの配備

ロードバランサプロトコル データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

ロードバランサホスト データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

ロードバランサポート データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )
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BEA WebLogic サーバーに配備された Portal 
Server
このワークシートの各フィールドの詳細については、116 ページの「Portal Server の
設定」の表を参照してください。

配備 URI
PS_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /portal ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュ (/) が必要

複数の Portal Server を制御する
ロードバランサ

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : n ( デフォルト )

サンプルポータルのインストー
ル
PS_SAMPLE_PORTAL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : y ( デフォルト )

表 A-13 BEA WebLogic サーバーに配備された Portal Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Portal Server
CMN_PS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

BEA WebLogic Server

ホームディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /usr/local/bea ( デフォルト )

製品インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_PRODUCT_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /usr/local/bea/weblogic81 ( デフォルト )

ユーザープロジェクトのディレ
クトリ
PS_DEPLOY_PROJECT_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : user_projects ( デフォルト )

表 A-12 Web Server に配備された Portal Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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製品の JDK ディレクトリ
PS_DEPLOY_JDK_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /usr/local/bea/jdk141_05 ( デフォルト )

サーバー / クラスタドメイン
PS_DEPLOY_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mydomain ( デフォルト )

サーバー / クラスタインスタン
ス
PS_DEPLOY_INSTANCE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : myserver ( デフォルト )

サーバー / クラスタポート
PS_DEPLOY_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 7001 ( デフォルト )

サーバー / クラスタプロトコル
PS_DEPLOY_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
例 : http ( デフォルト )

ドキュメントルートディレクト
リ
PS_DEPLOY_DOCROOT

データ : 
_______________________________________________________________

管理者ユーザー ID
PS_DEPLOY_ADMIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : weblogic ( デフォルト )

管理者パスワード
PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理対象サーバー
PS_DEPLOY_NOW

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : n ( デフォルト )

Web コンテナの配備

ロードバランサプロトコル データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

ロードバランサホスト データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

ロードバランサポート データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

表 A-13 BEA WebLogic サーバーに配備された Portal Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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IBM WebSphere サーバーに配備された Portal 
Server
このワークシートの各フィールドの詳細については、116 ページの「Portal Server の
設定」の表を参照してください。

配備 URI
PS_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /portal ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュ (/) が必要

複数の Portal Server を制御する
ロードバランサ

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : n ( デフォルト )

サンプルポータルのインストー
ル
PS_SAMPLE_PORTAL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : y ( デフォルト )

表 A-14 IBM WebSphere サーバーに配備された Portal Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Portal Server
CMN_PS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

IBM WebSphere Application Server

インストールディレクトリ
PS_DEPLOY_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/WebSphere/AppServer ( デフォルト )

仮想ホスト
PS_DEPLOY_VIRTUAL_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : default_host ( デフォルト )

セル
PS_DEPLOY_CELL

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer ( デフォルト )

表 A-13 BEA WebLogic サーバーに配備された Portal Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ



Portal Server のワークシート

付録 A 情報収集用ワークシート 385

ノード
PS_DEPLOY_NODE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer ( デフォルト )

サーバーインスタンス
PS_DEPLOY_INSTANCE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : server1 ( デフォルト )

サーバーインスタンスポート
PS_DEPLOY_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 9080 ( デフォルト )

ドキュメントルートディレクト
リ
PS_DEPLOY_DOCROOT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/IBMHttpServer/htdocs ( デフォルト )

Java ホームディレクトリ
PS_DEPLOY_JDK_DIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/WebSphere/AppServer/java ( デフォルト )

セキュリティ保護されたサー
バーインスタンス
PS_DEPLOY_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

Web コンテナの配備

ロードバランサプロトコル データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

ロードバランサホスト データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

ロードバランサポート データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

配備 URI
PS_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /portal ( デフォルト )
注 : 先頭にスラッシュ (/) が必要

複数の Portal Server を制御する
ロードバランサ

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : n ( デフォルト )

表 A-14 IBM WebSphere サーバーに配備された Portal Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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Portal Server Secure Remote Access のワーク
シート

このワークシートの各フィールドの詳細については、124 ページの「Portal Server, 
Secure Remote Access の設定」の表を参照してください。

サンプルポータルのインストー
ル
PS_SAMPLE_PORTAL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : y ( デフォルト )

表 A-15 Portal Server Secure Remote Access の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ ( 常に必要 )

Portal Server Secure Remote 
Access
CMN_SRA_INSTALLDIR 

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt ( デフォルト )

Web コンテナの配備
(Secure Remote Access コアを Portal Server と同じセッションでインストール場合以外は必須 )

プロトコル
SRA_SERVER_PROTOCOL 

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : http ( デフォルト )

ホスト
SRA_SERVER_HOST 

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

ポート
SRA_SERVER_PORT 

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

配備 URI
SRA_SERVER_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________ 
例 : /portal ( デフォルト )

ゲートウェイ情報 (Secure Remote Access コアをインストールする場合は必須 )

ゲートウェイプロトコル
SRA_GATEWAY_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : https ( デフォルト )

表 A-14 IBM WebSphere サーバーに配備された Portal Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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ポータルサーバードメイン
SRA_SERVER_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : example.com 

ゲートウェイドメイン
SRA_GATEWAY_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : example.com 

ゲートウェイポート
SRA_GATEWAY_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 443 ( デフォルト )

ゲートウェイプロファイル名
SRA_GATEWAY_PROFILE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : default ( デフォルト )

ログのユーザーパスワード
SRA_LOG_USER_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

ゲートウェイ ( ゲートウェイをインストールする場合は必須 )

プロトコル
SRA_GW_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : https ( デフォルト )

ホスト名
SRA_GW_HOSTNAME

データ : 
_______________________________________________________________ 
例 : mycomputer 

サブドメイン
SRA_GW_SUBDOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________ 

ドメイン
SRA_GW_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : example.com 

ホスト IP アドレス
SRA_GW_IPADDRESS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 127.51.91.192 

アクセスポート
SRA_GW_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 443 ( デフォルト )

ゲートウェイプロファイル名
SRA_GW_PROFILE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : default ( デフォルト )

表 A-15 Portal Server Secure Remote Access の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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ログのユーザーパスワード
SRA_LOG_USER_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

インストール後ゲートウェイの
開始
SRA_GW_START

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : y ( デフォルト )

Netlet プロキシ (Netlet プロキシをインストールする場合は必須 )

ホスト名
SRA_NLP_HOSTNAME

データ : 
_______________________________________________________________ 
例 : mycomputer 

サブドメイン
SRA_NLP_SUBDOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________ 

ドメイン
SRA_NLP_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : example.com 

ホスト IP アドレス
SRA_NLP_IPADDRESS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 127.51.91.192 

アクセスポート
SRA_NLP_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 10555 ( デフォルト )

ゲートウェイプロファイル名
SRA_NLP_GATEWAY_PROFILE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : default ( デフォルト )

ログのユーザーパスワード
SRA_NLP_USER_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

インストール後 Netlet プロキシ
の開始
SRA_NLP_START

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : y ( デフォルト )

Rewriter プロキシ (Rewriter プロキシをインストールする場合は必須 )

ホスト名
SRA_RWP_HOSTNAME

データ : 
_______________________________________________________________ 
例 : mycomputer 

表 A-15 Portal Server Secure Remote Access の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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サブドメイン
SRA_RWP_SUBDOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________ 

ドメイン
SRA_RWP_DOMAIN

データ : 
_______________________________________________________________
例 : example.com 

ホスト IP アドレス
SRA_RWP_IPADDRESS

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 127.51.91.192 

アクセスポート
SRA_RWP_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 10443 ( デフォルト )

ゲートウェイプロファイル名
SRA_RWP_GATEWAY_PROFILE

データ : 
_______________________________________________________________
例 : default ( デフォルト )

ログのユーザーパスワード
SRA_LOG_USER_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

インストール後 Rewriter プロキ
シの開始
SRA_RWP_START

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : y ( デフォルト )

プロキシ情報 (Netlet プロキシまたは Rewriter プロキシをインストールする場合は必須 )

別のホスト上でポータルサー
バーで作業
SRA_IS_CREATE_INSTANCE

データ : 
_______________________________________________________________ 

Portal Server プロトコル
SRA_SERVER_PROTOCOL

データ : 
_______________________________________________________________ 

Portal Server ホスト
SRA_SERVER_HOST

データ : 
_______________________________________________________________

ポータルサーバーポート
SRA_SERVER_PORT

データ : 
_______________________________________________________________

ポータルサーバー配備 URI
SRA_DEPLOY_URI

データ : 
_______________________________________________________________

表 A-15 Portal Server Secure Remote Access の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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組織 DN
SRA_IS_ORG_DN

データ : 
_______________________________________________________________

Identity Server サービス URI
SRA_IS_SERVICE_URI

データ : 
_______________________________________________________________

Identity Server の暗号鍵
SRA_IS_PASSWORD_KEY

データ : 
_______________________________________________________________

証明書情報 ( ゲートウェイ、Netlet プロキシ、または Rewriter プロキシをインストールする場合は必須 )

組織
SRA_CERT_ORGANIZATION

データ : 
_______________________________________________________________

部署
SRA_CERT_DIVISION

データ : 
_______________________________________________________________

市 / 地域
SRA_CERT_CITY

データ : 
_______________________________________________________________

州 / 都道府県名
SRA_CERT_STATE

データ : 
_______________________________________________________________

国名コード
SRA_CERT_COUNTRY

データ : 
_______________________________________________________________

証明書データベースパスワード
SRA_CERT_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________

表 A-15 Portal Server Secure Remote Access の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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Web Server のワークシート
このワークシートの各フィールドの詳細については、143 ページの「Web Server の設

定」の表を参照してください。

表 A-16 Web Server の設定用ワークシート

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ

インストールディレクトリ

Web Server
CMN_WS_INSTALLDIR

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWwbsvr ( デフォルト )

管理

管理者ユーザー ID
WS_ADMIN_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : admin ( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

管理者パスワード
WS_ADMIN_PASSWORD

データ : 
_______________________________________________________________
( デフォルトは共通サーバー設定の値 )

Web Server ホスト
WS_ADMIN_HOST

データ : 
_______________________________________________________________
例 : mycomputer.example.com 

管理ポート
WS_ADMIN_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )

管理実行時ユーザー ID
WS_ADMIN_SYSTEM_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : root ( デフォルト )

デフォルト Web Server インスタンス

実行時ユーザー ID
WS_INSTANCE_USER

データ : 
_______________________________________________________________
例 : webservd ( デフォルト )

実行時グループ
WS_INSTANCE_GROUP

データ : 
_______________________________________________________________
例 : webservd ( デフォルト )

HTTP ポート
WS_INSTANCE_PORT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : 80 ( デフォルト )
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ドキュメントルートディレクト
リ
WS_INSTANCE_CONTENT_ROOT

データ : 
_______________________________________________________________
例 : /opt/SUNWwbsvr/docs ( デフォルト )

システムが再起動すると自動的
に Web サーバーを起動します
WS_INSTANCE_AUTO_START

データ : 
_______________________________________________________________
状態ファイルの例 : N ( デフォルト )

表 A-16 Web Server の設定用ワークシート ( 続き )

ラベルと状態ファイルのパラメータ データ
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付録 B

ネットワークインストールのための
セットアップ方法

この付録では、サイトのネットワークで Java Enterprise System のインストールイ

メージを使用できるようにする方法について説明します。

Java Enterprise System の配布は、共有される場所にインストールファイルを簡単に格

納できるように設計されています。その利点として、インストールファイルの取得が 
1 回だけですむ、という点が挙げられます。さらに、Java Enterprise System インス

トーラを、この共有の場所から何度でも実行することができます。

Java Enterprise System ソフトウェアは、次の方法で入手できます。

• CD または DVD 

Sun の販売代理店または http://www.sun.com に連絡することで、CD または DVD
を含むメディアキットを入手できます。各 CD には、単一のオペレーティングシス
テム (Sun Solaris SPARC または Solaris x86) 用の、Java Enterprise System インス
トーラプログラム、およびすべてのコンポーネント製品のインストールファイルが
収録されています。DVD には、すべてのオペレーティングシステム用の、Java
Enterprise System インストーラプログラム、およびすべてのコンポーネント製品
のインストールファイルが収録されています。

一部の Solaris 9 メディアキットには、CD または DVD に収録されている Java
Enterprise System ソフトウェアがすでに含まれています。

• Web ダウンロード 

Sun Download Center (http://www.sun.com/download) では、Java Enterprise System
ソフトウェアをいくつかの形式でダウンロードできます。

❍ 単一オペレーティングシステム用のすべてのインストールファイルを含む ISO CD
イメージ

❍ 単一オペレーティングシステム用のすべてのインストールファイルを含む圧縮
アーカイブ
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❍ コンポーネント製品、その製品に必要な共有コンポーネントを含む、単一コンポー
ネント製品用のすべてのインストールファイルの圧縮アーカイブ

• システムにすでにロードされているソフトウェア

ソフトウェアが事前にロードまたはインストールされている Sun のハードウェア
システムを注文した場合は、Java Enterprise System のインストールファイルがシ
ステムにすでにロードされている可能性があります。システムに次のディレクトリ
が存在する場合は、Java Enterprise System のインストールファイルがすでにロー
ドされています。

/var/spool/stage/JES_04Q2_SPARC/Solaris_sparc/

事前にロードされているソフトウェアのインストールと設定を完了する方法につ
いては、65 ページの「事前にロードされている Java Enterprise System ソフトウェ
アの配備の完了」を参照してください。

➤ 共有ディレクトリでインストールイメージを利用できるようにするには共有ディレクトリでインストールイメージを利用できるようにするには共有ディレクトリでインストールイメージを利用できるようにするには共有ディレクトリでインストールイメージを利用できるようにするには

1. root としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. ネットワーク上に共有ディレクトリを作成します。

例 :

mkdir java_ent_sys_2004Q2

3. Web サイト、CD、または DVD に含まれるインストールファイルにアクセスし、
インストールファイルの共有を準備します。

Web からダウンロードする場合は、Java Enterprise System の配布内容 (CD イ
メージまたは圧縮されたアーカイブ ) をダウンロードしたら、共有の場所でファ
イルを解凍します。

a. 通常は、CD イメージは CD に書き込まれていますが、必要に応じてマウント
することもできます。マウントの例 :

unzip java_es_04Q2-solaris-sparc-iso.zip
lofiadm -a pathname/java_es_04Q2-solaris-sparc.iso /dev/lofi/1
mkdir mountpoint
mount -F hsfs /dev/lofi/1 mountpoint
ls mountpoint
Copyright Docs README Solaris_sparc

注 サンプルプラットフォーム用に多数のコンポーネント製品をダウン
ロードする場合は、一般に、各コンポーネントのアーカイブを個別に
ダウンロードするよりも、そのオペレーティングシステム用のファイ
ルのフルセットを選択するほうが適しています。
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cd mountpoint/Solaris_sparc
ls
Product installer 

b. 圧縮されたアーカイブを共有の場所にコピーし、ファイルを解凍します。

例 :

unzip java_es_04Q2-solaris-sparc.zip

CD または DVD の場合 : インストールファイルを共有の場所にコピーします。
例 :

mkdir shared-loc/java_ent_sys_2004Q2
cd /mnt/cdrom
find jes_04Q2_sparc | cpio -pdmu shared-loc/java_ent_sys_2004Q2

次の表は、Java Enterprise System ソフトウェアの Solaris SPARC の配布内容と Solaris 
X86 の配布内容を示しています。(ISO 配布には、バンドル名に iso という指定が含ま

れる。例 : java_es_04Q2-solaris-sparc.iso.zip)

注 複数プラットフォームのファイルを共有の場所にコピーした場合、
README ファイルと COPYRIGHT ファイルに関する次のようなプロンプ
トが表示されます。

ファイルがすでに存在します。上書きしますか？

Yes と入力します。これらのファイルはすべてのプラットフォームで
共通です。

表 B-1 Solaris SPARC の配布内容

コンポーネントバンドル それ以外に含まれる内容 バンドル名

Solaris SPARC プラットフォー
ム

すべてのコンポーネン
ト

java_es_04Q2-solaris-sparc.zip

Application Server Message Queue java_es_04Q2_appserver-solaris-spa
rc.zip

Calendar Server 管理サーバー、
Directory Server
Identity Server

java_es_04Q2_calendar-solaris-spar
c.zip

Communications Express java_es_04Q2_uwc-solaris-sparc.zip

Directory Server 管理サーバー java_es_04Q2_directory-solaris-spa
rc.zip
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Directory Proxy Server 管理サーバー、
Directory Server

java_es_04Q2_dirproxy-solaris-spar
c.zip

Identity Server 管理サーバー
Application Server
Directory Server
Message Queue
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_identity-solaris-spar
c.zip

Instant Messaging 管理サーバー
Application Server
Identity Server
Message Queue
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_im-solaris-sparc.zip

Message Queue java_es_04Q2_msgq-solaris-sparc.zi
p

Messaging Server 管理サーバー
Directory Server
Identity Server

java_es_04Q2_msgserver-solaris-spa
rc.zip

Portal Server 管理サーバー
Application Server
Directory Server
Identity Server
Message Queue
Portal Server SRA
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_portal-solaris-sparc.
zip

Sun Cluster java_es_04Q2_cluster-solaris-sparc
.zip

Sun Remote Services Net 
Connect

java_es_04Q2_cnpclient-solaris-spa
rc.zip

Web Server Web Server java_es_04Q2_webserver-solaris-spa
rc.zip

表 B-1 Solaris SPARC の配布内容 ( 続き )

コンポーネントバンドル それ以外に含まれる内容 バンドル名
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表 B-2 Solaris X86 の配布内容

コンポーネントバンドル それ以外に含まれる内容 バンドル名

Solaris X86 プラットフォーム すべてのコンポーネン
ト

java_es_04Q2-solaris-x86.zip

Application Server Message Queue java_es_04Q2_appserver-solaris-x86
.zip

Calendar Server 管理サーバー、
Directory Server
Identity Server

java_es_04Q2_calendar-solaris-x86.
zip

Communications Express java_es_04Q2_uwc-solaris-x86.zip

Directory Server 管理サーバー java_es_04Q2_directory-solaris-x86
.zip

Directory Proxy Server 管理サーバー、
Directory Server

java_es_04Q2_dirproxy-solaris-x86.
zip

Identity Server 管理サーバー
Application Server
Directory Server
Message Queue
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_identity-solaris-x86.
zip

Instant Messaging 管理サーバー
Application Server
Identity Server
Message Queue
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_im-solaris-x86.zip

Message Queue java_es_04Q2_msgq-solaris-x86.zip

Messaging Server 管理サーバー
Directory Server
Identity Server

java_es_04Q2_msgserver-solaris-x86
.zip
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Portal Server 管理サーバー
Application Server
Directory Server
Identity Server
Message Queue
Portal Server SRA
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_portal-solaris-x86.zi
p

Sun Cluster java_es_04Q2_cluster-solaris-x86.z
ip

Web Server Web Server java_es_04Q2_webserver-solaris-x86
.zip

表 B-3 Linux X86 の配布内容

コンポーネントバンドル それ以外に含まれる内容 バンドル名

Linux X86 プラットフォーム すべてのコンポーネン
ト

java_es_04Q2_uwc-linux-x86.zip

Application Server Message Queue java_es_04Q2_appserver-linux-x86.z
ip

Calendar Server 管理サーバー、
Directory Server
Identity Server

java_es_04Q2_calendar-linux-x86.zi
p

Communications Express java_es_04Q2-linux-x86.zip

Directory Server 管理サーバー java_es_04Q2_directory-linux-x86.z
ip

Directory Proxy Server 管理サーバー、
Directory Server

java_es_04Q2_dirproxy-linux-x86.zi
p

Identity Server 管理サーバー
Application Server
Directory Server
Message Queue
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_identity-linux-x86.zi
p

表 B-2 Solaris X86 の配布内容 ( 続き )

コンポーネントバンドル それ以外に含まれる内容 バンドル名
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Instant Messaging 管理サーバー
Application Server
Identity Server
Message Queue
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_im-linux-x86.zip

Message Queue java_es_04Q2_msgq-linux-x86.zip

Messaging Server 管理サーバー
Directory Server
Identity Server

java_es_04Q2_msgserver-linux-x86.z
ip

Portal Server 管理サーバー
Application Server
Directory Server
Identity Server
Message Queue
Portal Server SRA
Web Server
ユーザー管理ユーティ
リティ

java_es_04Q2_portal-linux-x86.zip

Web Server Web Server java_es_04Q2_webserver-linux-x86.z
ip

表 B-3 Linux X86 の配布内容 ( 続き )

コンポーネントバンドル それ以外に含まれる内容 バンドル名
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付録 C

インストーラのコマンド行オプション

この付録では、次の Java Enterprise System プログラムのコマンド行オプションにつ

いて説明します。

• 「Java Enterprise System インストーラ」

• 403 ページの「Java Enterprise System アンインストーラ」

Java Enterprise System インストーラ
installer コマンドは、次の形式で指定します。

installer [option]...

次の表は、Java Enterprise System の installer コマンドのオプションを示していま

す。

表 C-1 Java Enterprise System installer コマンドのコマンド行オプション

オプション 説明

-help インストーラに使用できるコマンド行オプションを表示し、
定義する 

-id 状態ファイル ID を画面上に出力する

-no ソフトウェアをインストールしないでインストーラを実行す
る 

-noconsole ユーザーインタフェースを抑制し、インストーラをサイレン
トモードで起動するサイレントモードでインストーラを起動
するには、このオプションと -state を組み合わせて指定す
る 

-nodisplay インストーラをテキストベースモードで起動する ( グラフィ
カルインタフェースを起動しない ) 
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次の表は、さまざまなインストール例で使用されるオプションを示しています。

-saveState [statefile] statefile によって指定される場所に状態ファイルを生成する
ようにインストーラに指示する。状態ファイルは、サイレン
トインストールの実行に使用される

指定されたファイルが存在しない場合、このファイルは自動
的に作成される 

statefile の値を省略すると、インストーラはデフォルトの 
statefile.out ファイルに書き込みを行う

連続インストールセッションで同じ状態ファイルを指定する
ことができる。初回のインストールセッションが終了する
と、ファイル名に n が追加される。この n はゼロ (0) から始
まる整数であり、セッションが開始されるたびに増える 

-state statefile 指定された状態ファイルをサイレントインストールの入力と
して使用する。サイレントインストールを起動するには、こ
のオプションと -noconsole を組み合わせて指定する 

表 C-2 インストーラオプションの使用

実行するタスク 使用するオプション

インストーラをテキストベースモードで実行する -nodisplay

インストーラをグラフィカルモードで実行する なし

ソフトウェアをインストールせずにインストーラ
を実行する

-no

ソフトウェアをインストールせずに状態ファイル
を作成する

-no [-nodisplay] -saveState 
[statefile]

ソフトウェアをインストールしながら状態ファイ
ルを作成する

[-nodisplay] -saveState 
[statefile]

インストーラをサイレントモードで実行する -nodisplay -noconsole -state 
statefile

表 C-1 Java Enterprise System installer コマンドのコマンド行オプション ( 続き )

オプション 説明
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Java Enterprise System アンインストーラ
uninstall コマンドは、次の形式で指定します。

uninstall [option]...

次の表は、Java Enterprise System の uninstall コマンドのオプションを示していま

す。

表 C-3 Java Enterprise System uninstall コマンドのコマンド行オプション

オプション 説明

-help アンインストーラに使用できるコマンド行オプションを表示
し、定義する

-id 状態ファイル ID を画面上に出力する

-no ソフトウェアを削除せずにアンインストーラを実行する

-noconsole ユーザーインタフェースを抑制し、アンインストーラをサイ
レントモードで起動する サイレントモードでアンインストー
ラを起動するには、このオプションと -state を組み合わせ
て指定する

-nodisplay アンインストーラをテキストベースモードで起動する ( グラ
フィカルインタフェースを起動しない )

-saveState [statefile] statefile によって指定される場所に状態ファイルを生成する
ようにアンインストーラに指示する。状態ファイルは、サイ
レントアンインストールの実行に使用される

指定されたファイルが存在しない場合、このファイルは自動
的に作成される

statefile の値を省略すると、アンインストーラはデフォルト
の statefile.out ファイルに書き込みを行う

連続するアンインストールセッションで同じ状態ファイルを
指定することができる。初回のインストールセッションが終
了すると、ファイル名に n が追加される。この n はゼロ (0) 
から始まる整数であり、セッションが開始されるたびに増え
る

-state statefile 指定された状態ファイルをサイレントアンインストールの入
力として使用する。サイレントアンインストールを行うに
は、このオプションと -noconsole を組み合わせて指定する
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次の表は、さまざまなアンインストール例で使用されるオプションを示しています。

表 C-4 アンインストーラオプションの使用

実行するタスク 使用するオプション

アンインストーラをテキストベースモードで実行する -nodisplay

アンインストーラをグラフィカルモードで実行する なし

ソフトウェアを削除せずにアンインストーラを実行する -no

ソフトウェアをアンインストールせずに状態ファイルを
作成する

-no -nodisplay 
-saveState [statefile]

ソフトウェアをグラフィカルモードでアンインストール
すると同時に状態ファイルを作成する

-saveState [statefile]

アンインストーラをサイレントモードで実行する -nodisplay -noconsole 
-state statefile



405

付録 D

コンポーネントのポート番号

この付録では、コンポーネント製品が使用するデフォルトのポート番号に関する情報
を提供します。コンポーネント間でポート番号の割り当てを計画するときは、この情
報を使用してください。

次の表は、コンポーネント、使用されるポート番号、各ポート番号の目的を示してい
ます。Identity Server と Portal Server は、それぞれが配備される Web コンテナのポー

ト番号を使用するため、この表には含まれません。

表 D-1 コンポーネント製品のポート番号

コンポーネント ポート 目的

管理サーバー 390 標準の HTTP ポート

Application Server 80 標準の HTTP ポート

443 HTTP over SSL

3700 標準の IIOP ポート

4848 管理サーバーのポート

7676 標準の Message Queue ポート

Calendar Server 80 標準の HTTP ポート

389 LDAP ポート

443 HTTP over SSL

57997 ENS

59779 DWP

Directory Proxy Server 489 LDAP リスナ

Directory Server 389 標準の LDAP リスナ

636 LDAPS over SSL
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Instant Messaging 49909 マルチプレクサポート

49916 セキュアモード、Netlet の送信ポート

49917 セキュアモード、Netlet の受信ポート

49919 Instant Messaging のサーバー間ポート

49999 Instant Messaging のポート

Message Queue 80 標準の HTTP ポート

443 HTTP over SSL

7676 ポートマッパ

7677 HTTP トネリングサーブレットポート

Messaging Server 25 標準の SMTP ポート

80 Messaging Express (HTTP) のポート

110 標準の POP3 ポート / MMP POP3 プロキシ

143 標準の IMAP4 ポート / MMP IMAP プロキ
シ

443 HTTP over SSL

992 POP3 over SSL

993 IMAP over SSL または MMP IMAP プロキ
シ over SSL

7997 イベント通知サービスのポート

27442 製品の内部通信のために Job Controller に
よって使用される

49994 製品の内部通信のために Watcher によって
使用される

Portal Server, Secure 
Remote Access

80 標準の HTTP ポート

443 HTTP over SSL

10443 Rewriter プロキシポート

10555 Netlet プロキシポート

表 D-1 コンポーネント製品のポート番号 ( 続き )

コンポーネント ポート 目的



付録 D コンポーネントのポート番号 407

Sun Cluster 23 Sun Fire 15000 システムコントローラ用に 
Telnet ポート 23 を使用する

161 SNMP (Simple Network Management 
Proocol) エージェント通信ポート

3000 デフォルトの SunPlex Manager のポート

5000 ... 5010 物理ポート番号に 5000 を追加する、コン
ソールアクセスポート

6789 Sun Management Center Web コンソール

Web Server 80 標準の HTTP ポート

443 HTTP over SSL

8888 標準の管理ポート

表 D-1 コンポーネント製品のポート番号 ( 続き )

コンポーネント ポート 目的
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付録 E

インストール可能なパッケージの一覧

この付録では、Java Enterprise System のインストールプログラムによってインストー

ルされるパッケージの一覧を示します。この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「Solaris のパッケージ」

❍ 410 ページの「Solaris 用のアンインストーラのパッケージ」

❍ 410 ページの「コンポーネント製品用にインストールされる Solaris のパッケージ」 

❍ 415 ページの「共有コンポーネント用にインストールされる Solaris のパッケージ」

❍ 416 ページの「コンポーネント製品用のローカライズされた Solaris のパッケージ」

• 「Linux のパッケージ」

❍ 426 ページの「Linux 用のアンインストーラパッケージ」

❍ 426 ページの「コンポーネント製品用にインストールされる Linux のパッケージ」 

❍ 433 ページの「共有コンポーネント用にインストールされる Linux のパッケージ」

❍ 434 ページの「コンポーネント製品用のローカライズされた Linux のパッケージ」
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Solaris のパッケージ

Solaris 用のアンインストーラのパッケージ
次の表は、Java Enterprise System のアンインストーラのパッケージを示しています。

コンポーネント製品用にインストールされる 
Solaris のパッケージ
ここでは、Java Enterprise System の各コンポーネント製品用にインストールされる 
Solaris のパッケージを示します。

管理サーバー

表 E-1 Solaris 用のアンインストーラのパッケージ

コンポーネント パッケージ

アンインストーラ SUNWentsys-uninstall

アンインストーラ ( ローカライズされたパッ
ケージ )

SUNWentsysl10n-uninstall

表 E-2 Solaris 用の管理サーバーのパッケージ

コンポーネント パッケージ

管理サーバー SUNWasha
SUNWasvc
SUNWasvcp

SUNWasvr
SUNWasvu
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Application Server

Calendar Server

Communications Express

Directory Server

表 E-3 Solaris 用の Application Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Application Server
(Platform Edtion と Standard Edition)

SUNWasaco
SUNWascmo
SUNWasdbo
SUNWasdmo

SUNWasdvo
SUNWaso
SUNWasro

Administration Client SUNWasaco

Point Base サーバー SUNWasdbo

表 E-4 Solaris 用の Calendar Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Calendar Server SUNWica5 SUNWics5

表 E-5 Solaris 用の Communications Express のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Communications Express SUNWuwc

表 E-6 Solaris 用の Directory Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

SPARC 環境の Directory Server SUNWdsvr
SUNWdsvu

SUNWdsvx

X86 環境の Directory Server SUNWdsvr SUNWdsvu
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Directory Proxy Server

Identity Server

Instant Messaging

表 E-7 Solaris 用の Directory Proxy Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

SPARC 環境の Directory Proxy Server SUNWdps
SUNWdpsg

SUNwdpsi

表 E-8 Solaris 用の Identity Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Identity Server SUNWamjwsdp
SUNWamconsdk
SUNWamsam

SUNWamrsa
SUNWamsci
SUNWamutl

管理コンソール SUNWamcon SUNWampwd

Mobile Access プラグイン SUNWamma SUNWammae

アイデンティティ管理とポリシーサービスコ
ア

SUNWamsvc SUNWamsvcconfig

連携管理の共有ドメインサービス SUNWamfcd

Identity Server SDK SUNWamext
SUNWamsdk

SUNWamsdkconfig

表 E-9 Solaris 用の Instant Messaging のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Instant Messaging サーバーコア SUNWiim
SUNWiimjd

SUNWiimm

Instant Messaging リソース SUNWiimc SUNWiimd

Identity Server の Instant Messaging サービス SUNWiimid
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Message Queue

Messaging Server

Portal Server

表 E-10 Solaris 用の Message Queue のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Message Queue Platform Edition
(Enterprise Edtion と Platform Edition)

SUNWiqdoc
SUNWiqfs
SUNWiqjx
SUNWiqlpl

SUNWiqr
SUNWiqu
SUNWiquc
SUNWiqum

Message Queue Enterprise Edition の追加
パッケージ

SUNWiqcdv
SUNWiqcrt

SUNWiqlen

表 E-11 Solaris 用の Messaging Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Messaging Server SUNWmsgco
SUNWmsgen
SUNWmsgin
SUNWmsglb
SUNWmsgm

SUNWmsgmf
SUNWmsgmp
SUNWmsgst
SUNWmsgwm

表 E-12 Solaris 用の Portal Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Portal Server SUNWiimps
SUNWps
SUNWpsap
SUNWpsc
SUNWpscp
SUNWpsdis
SUNWpsdt
SUNWpsdta
SUNWpsdtm
SUNWpsdtc
SUNWpsdtp
SUNWpsdtx
SUNWpsmp

SUNWpsnm
SUNWpsoh
SUNWpsp
SUNWpsrw
SUNWpsrwa
SUNWpssdk
SUNWpsse
SUNWpssea
SUNWpssep
SUNWpssso
SUNWpssub
SUNWpstlj
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Portal Server, Secure Remote Access

Sun Cluster ソフトウェアとエージェント

表 E-13 Solaris 用の Portal Server SRA のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Portal Server SRA サポート SUNWpsgws
SUNWpsks
SUNWpsnf

SUNWpsnl
SUNWpsss

ゲートウェイ SUNWpsgw

Netlet プロキシ SUNWpsnlp

Rewriter プロキシ SUNWpsrwp

表 E-14 Solaris 用の Sun Cluster ソフトウェアのパッケージ

コンポーネント パッケージ

Sun Cluster ソフトウェア SUNWscdev
SUNWscgds
SUNWscman
SUNWscnm
SUNWscr
SUNWscsal

SUNWscsam
SUNWscsck
SUNWscu
SUNWscva
SUNWscvr
SUNWscvw

表 E-15 Solaris 用の Sun Cluster エージェントのパッケージ

コンポーネント パッケージ

管理サーバー SUNWasha

Application Server データサービス SUNWscs1as

Calendar Server SUNWscics

Directory Server SUNWdsha

Message Queue データサービス SUNWscs1mq

Messaging Server データサービス SUNWscims

Sun Java System HADB 用 Sun Cluster HA SUNWschadb

Web Server SUNWschtt
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Sun Remote Services Net Connect

Web Server

共有コンポーネント用にインストールされる 
Solaris のパッケージ
次の表は、各共有コンポーネント用に配布される Solaris のパッケージを示していま

す。

表 E-16 Solaris 用の Sun Remote Services Net Connect のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Sun Remote Services Net Connect SUNWcstu

表 E-17 Solaris 用の Web Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Web Server SUNWawbsvr SUNWwbsvr

表 E-18 Solaris 用の共有コンポーネントのパッケージ

コンポーネント パッケージ

Ant SUNWant

Apache Common Logging SUNWaclg

Sun Explorer Data Collector SUNWexplo

ICU (International Components for Unicode) SUNWicu SUNWicux

Sun ONE Presentation Framework (Java 
Activation Framework、または JATO)

SUNWjato

Sun ONE Application Framework SUNWjaf

JavaHelp Runtime SUNWjhrt

Java Mail Runtime SUNWjmail

Java API for XML Parsing 1.2 SUNWjaxp

JAX-RPC Runtime SUNWxrpcrt

JAXR Runtime SUNWxrgrt
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コンポーネント製品用のローカライズされた 
Solaris のパッケージ
ここでは、Java Enterprise System の各コンポーネント製品用のローカライズされた

パッケージを示します。言語別の構成となっており、ローカライズされたパッケージ
が作成された言語ごとに分かれています。各言語のセクションでは、Java Enterprise 
System コンポーネント製品ごとにローカライズされたパッケージを示します。また、

表にはローカライズされたコンポーネント製品のバージョン番号も示されます。

ローカライズされたパッケージの名前には、言語を識別するための文字が含まれます。
一部のパッケージでは、パッケージ名に含まれる「SUNW」の後に 1 文字が挿入され

ています。たとえば、日本語にローカライズされた Web Server のパッケージ名は 
SUNWjwbsvr で、このパッケージの韓国語バージョンの名前は SUNWkwbsvr です。

それ以外のパッケージでは、パッケージ名全体にローカライズバージョンを識別する
ための 2 文字が追加されています。たとえば、日本語にローカライズされた 
Messaging Server のパッケージ名は SUNWmsgja で、このパッケージの韓国語バージョ

ンの名前は SUNWmsgko です。

Java 2 Standard Edition, JDK 1.4.2 SUNWj3dev
SUNWj3dmo
SUNWj3dvx
SUNWj3jmp

SUNWj3man
SUNWj3rt
SUNWj3rtx

Java Security Services (JSS) SUNWjss

KT Search Engine (KTSE) SUNWktse

LDAP C SDK SUNWldk SUNWldkx

Netscape Portable Runtime (NSPR) SUNWpr
SUNWprd

SUNWprx

Netscape Security Services (NSS) SUNWtls
SUNWtlsu

SUNWtlsx

Netscape Security Services Utilities (NSSU) SUNWtlsu

Simple Authentication Security Layer (SASL) SUNWsasl SUNWsaslx

SOAP runtime SUNWxsrt

WebNFS SUNWebnfs

表 E-18 Solaris 用の共有コンポーネントのパッケージ ( 続き )

コンポーネント パッケージ
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次の表は、ローカライズされたパッケージ名の識別に使用される 1 文字と 2 文字の略

号を示しています。

簡体字中国語

表 E-19 パッケージ名に含まれる言語略号

言語 1 文字の略号 2 文字の略号

簡体字中国語 c zh

繁体字中国語 h tw

フランス語 f fr

ドイツ語 d de

日本語 j ja

韓国語 k ko

スペイン語 e es

表 E-20 簡体字中国語にローカライズされた Solaris のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー SUNWcasvu SUNWcasvcp

Application Server SUNWcasaco
SUNWcascmo

SUNWcasdmo
SUNWcaso

Calendar Server SUNWzhics

Communications Express SUNWcuwc

Directory Server SUNWcdsvcp SUNWcdsvu

Directory Proxy Server SUNWcdpsg

Identity Server SUNWamlzh SUNWcammmap

Instant Messaging SUNWciimc
SUNWciimd

SUNWciimin
SUNWcimid

Message Queue SUNWciqu SUNWciquc

Messaging Server SUNWmsgzh
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繁体字中国語

Portal Server
Portal SRA

SUNWcpsab
SUNWcpsca
SUNWcpsda
SUNWcpsdm
SUNWcpsds
SUNWcpsdt
SUNWcpsdx
SUNWcpsga
SUNWcpsgw
SUNWcpsim
SUNWcpsma
SUNWcpsmai
SUNWcpsmap
SUNWcpsmas
SUNWcpsnc
SUNWcpsnl
SUNWcpsnm

SUNWcpsoh
SUNWcpsp
SUNWcpsplt
SUNWcpsps
SUNWcpsr
SUNWcpsra
SUNWcpss
SUNWcpssa
SUNWcpsse
SUNWcpsso
SUNWcpssp
SUNWcpsss
SUNWcpsssoa
SUNWcpssu
SUNWcpswsrpconsumer
SUNWcpswsrpconsumersamp
le
SUNWcpswsrpproducer

Sun Cluster エージェント SUNWcschtt
SUNWcscs1as

SUNWcschadb
SUNWcscs1mq

Sun Cluster ソフトウェア SUNWcsc SUNWcscvw

Web Server SUNWcwbsvr

表 E-21 繁体字中国語にローカライズされた Solaris のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー SUNWhasvu SUNWhasvcp

Application Server SUNWhasaco
SUNWhascmo

SUNWhasdmo
SUNWhaso

Calendar Server SUNWtwics

Communications Express SUNWhuwc

Directory Server SUNWhdsvcp SUNWhdsvu

Directory Proxy Server SUNWhdpsg

Identity Server SUNWamltw SUNWhammmap

表 E-20 簡体字中国語にローカライズされた Solaris のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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フランス語

Instant Messaging SUNWhiimc
SUNWhiimd

SUNWhiimin
SUNWhimid

Message Queue SUNWhiqu SUNWhiquc

Messaging Server SUNWmsgtw

Portal Server
Portal SRA

SUNWhpsab
SUNWhpsca
SUNWhpsda
SUNWhpsdm
SUNWhpsds
SUNWhpsdt
SUNWhpsdx
SUNWhpsga
SUNWhpsgw
SUNWhpsim
SUNWhpsma
SUNWhpsmai
SUNWhpsmap
SUNWhpsmas
SUNWhpsnh
SUNWhpsnl
SUNWhpsnm

SUNWhpsoh
SUNWhpsp
SUNWhpsplt
SUNWhpsps
SUNWhpsr
SUNWhpsra
SUNWhpss
SUNWhpssa
SUNWhpsse
SUNWhpsso
SUNWhpssp
SUNWhpsss
SUNWhpsssoa
SUNWhpssu
SUNWhpswsrpconsumer
SUNWhpswsrpconsumersamp
le
SUNWhpswsrpproducer

Sun Cluster エージェント SUNWhschtt
SUNWhscs1as

SUNWfhchadb
SUNWfhcs1mq

Sun Cluster ソフトウェア SUNWhsc SUNWhscvw

Web Server SUNWhwbsvr

表 E-22 フランス語にローカライズされた Solaris のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー SUNWfasvu SUNWfasvcp

Application Server SUNWfasaco
SUNWfascmo

SUNWfasdmo
SUNWfaso

Calendar Server SUNWfrics

Communications Express SUNWfuwc

表 E-21 繁体字中国語にローカライズされた Solaris のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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ドイツ語

Directory Server SUNWfdsvcp SUNWfdsvu

Directory Proxy Server SUNWfdpsg

Identity Server SUNWamlfr SUNWfammmap

Instant Messaging SUNWfiimc
SUNWfiimd

SUNWfiimin
SUNWfimid

Message Queue SUNWfiqu SUNWfiquc

Messaging Server SUNWmsgfr

Portal Server
Portal SRA

SUNWfpsab
SUNWfpsca
SUNWfpsda
SUNWfpsdm
SUNWfpsds
SUNWfpsdt
SUNWfpsdx
SUNWfpsga
SUNWfpsgw
SUNWfpsim
SUNWfpsma
SUNWfpsmai
SUNWfpsmap
SUNWfpsmas
SUNWfpsnf
SUNWfpsnl
SUNWfpsnm

SUNWfpsoh
SUNWfpsp
SUNWfpsplt
SUNWfpsps
SUNWfpsr
SUNWfpsra
SUNWfpss
SUNWfpssa
SUNWfpsse
SUNWfpsso
SUNWfpssp
SUNWfpsss
SUNWfpsssoa
SUNWfpssu
SUNWfpswsrpconsumer
SUNWfpswsrpconsumersamp
le
SUNWfpswsrpproducer

Sun Cluster エージェント SUNWfschtt
SUNWfscs1as

SUNWfschadb
SUNWfscs1mq

Sun Cluster ソフトウェア SUNWfsc SUNWfscvw

Web Server SUNWfwbsvr 

表 E-23 ドイツ語にローカライズされた Solaris のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー SUNWdasvu SUNWdasvcp

表 E-22 フランス語にローカライズされた Solaris のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ



Solaris のパッケージ

付録 E インストール可能なパッケージの一覧 421

Application Server SUNWdasaco
SUNWdascmo

SUNWdasdmo
SUNWdaso

Calendar Server SUNWdeics

Communications Express SUNWduwc SUNWddsvu

Directory Server SUNWddsvcp

Directory Proxy Server SUNWddpsg 

Identity Server SUNWamlde SUNWdammmap

Instant Messaging SUNWdiimc
SUNWdiimd

SUNWdiimin
SUNWdimid

Message Queue SUNWdiqu SUNWdiquc

Messaging Server SUNWmsgde

Portal Server
Portal SRA

SUNWdpsab
SUNWdpsca
SUNWdpsda
SUNWdpsdm
SUNWdpsds
SUNWdpsdt
SUNWdpsdx
SUNWdpsga
SUNWdpsgw
SUNWdpsim
SUNWdpsma
SUNWdpsmai
SUNWdpsmap
SUNWdpsmas
SUNWdpsnd
SUNWdpsnl
SUNWdpsnm

SUNWdpsoh
SUNWdpsp
SUNWdpsplt
SUNWdpsps
SUNWdpsr
SUNWdpsra
SUNWdpss
SUNWdpssa
SUNWdpsse
SUNWdpsso
SUNWdpssp
SUNWdpsss
SUNWdpsssoa
SUNWdpssu
SUNWdpswsrpconsumer
SUNWdpswsrpconsumersamp
le
SUNWdpswsrpproducer

Sun Cluster エージェント SUNWdschtt
SUNWdscs1as

SUNWdschadb
SUNWdscs1mq

Sun Cluster ソフトウェア SUNWdsc SUNWdscvw

Web Server SUNWdwbsvr

表 E-23 ドイツ語にローカライズされた Solaris のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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日本語

表 E-24 日本語にローカライズされた Solaris のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー SUNWjasvu SUNWjasvcp

Application Server SUNWjasaco
SUNWjascmo

SUNWjasdmo
SUNWjaso

Calendar Server SUNWjaics 

Communications Express SUNWjuwc SUNWjdsvu

Directory Server SUNWjdsvcp

Directory Proxy Server SUNWjdpsg 

Identity Server SUNWamlja SUNWjammmap

Instant Messaging SUNWjiimc
SUNWjiimd

SUNWjiimin
SUNWjimid

Message Queue SUNWjiqu SUNWjiquc

Messaging Server SUNWmsgja

Portal Server
Portal SRA

SUNWjpsab
SUNWjpsca
SUNWjpsda
SUNWjpsdm
SUNWjpsds
SUNWjpsdt
SUNWjpsdx
SUNWjpsga
SUNWjpsgw
SUNWjpsim
SUNWjpsma
SUNWjpsmai
SUNWjpsmap
SUNWjpsmas
SUNWjpsnj
SUNWjpsnl
SUNWjpsnm

SUNWjpsoh
SUNWjpsp
SUNWjpsplt
SUNWjpsps
SUNWjpsr
SUNWjpsra
SUNWjpss
SUNWjpssa
SUNWjpsse
SUNWjpsso
SUNWjpssp
SUNWjpsss
SUNWjpsssoa
SUNWjpssu
SUNWjpswsrpconsumer
SUNWjpswsrpconsumersamp
le
SUNWjpswsrpproducer

Sun Cluster エージェント SUNWjschtt
SUNWjscs1as

SUNWjschadb
SUNWjscs1mq

Sun Cluster ソフトウェア SUNWjsc
jscman

SUNWjscvw
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韓国語

Web Server SUNWjwbsvr 

表 E-25 韓国語にローカライズされた Solaris のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー SUNWkasvu SUNWkasvcp

Application Server SUNWkasaco
SUNWkascmo

SUNWkasdmo
SUNWkaso

Calendar Server SUNWkoics

Communications Express SUNWkuwc

Directory Server SUNWkdsvcp SUNWkdsvu

Directory Proxy Server SUNWkdpsg

Identity Server SUNWamlko SUNWkammmap

Instant Messaging SUNWkiimc
SUNWkiimd

SUNWkiimin
SUNWkimid

Message Queue SUNWkiqu SUNWkiquc

Messaging Server SUNWmsgko

表 E-24 日本語にローカライズされた Solaris のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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スペイン語

Portal Server
Portal SRA

SUNWkpsab
SUNWkpsca
SUNWkpsda
SUNWkpsdm
SUNWkpsds
SUNWkpsdt
SUNWkpsdx
SUNWkpsga
SUNWkpsgw
SUNWkpsim
SUNWkpsma
SUNWkpsmai
SUNWkpsmap
SUNWkpsmas
SUNWkpsnk
SUNWkpsnl
SUNWkpsnm

SUNWkpsoh
SUNWkpsp
SUNWkpsplt
SUNWkpsps
SUNWkpsr
SUNWkpsra
SUNWkpss
SUNWkpssa
SUNWkpsse
SUNWkpsso
SUNWkpssp
SUNWkpsss
SUNWkpsssoa
SUNWkpssu
SUNWkpswsrpconsumer
SUNWkpswsrpconsumersamp
le
SUNWkpswsrpproducer

Sun Cluster エージェント SUNWkschtt
SUNWkscs1as

SUNWkschadb
SUNWkscs1mq

Sun Cluster ソフトウェア SUNWksc SUNWkscvw

Web Server SUNWkwbsvr

表 E-26 スペイン語にローカライズされた Solaris のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー SUNWeasvu SUNWeasvcp

Application Server SUNWeasaco
SUNWeascmo

SUNWeasdmo
SUNWeaso

Calendar Server SUNWesics

Communications Express SUNWeuwc

Directory Server SUNWedsvcp SUNWedsvu

Directory Proxy Server SUNWedpsg

Identity Server SUNWamles SUNWeammmap

表 E-25 韓国語にローカライズされた Solaris のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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Instant Messaging SUNWeiimc
SUNWeiimd

SUNWeiimin
SUNWeimid

Message Queue SUNWeiqu SUNWeiquc

Messaging Server SUNWmsges 

Portal Server
Portal SRA

SUNWepsab
SUNWepsca
SUNWepsda
SUNWepsdm
SUNWepsds
SUNWepsdt
SUNWepsdx
SUNWepsga
SUNWepsgw
SUNWepsim
SUNWepsma
SUNWepsmai
SUNWepsmap
SUNWepsmas
SUNWepsne
SUNWepsnl
SUNWepsnm

SUNWepsoh
SUNWepsp
SUNWepsplt
SUNWepsps
SUNWepsr
SUNWepsra
SUNWepss
SUNWepssa
SUNWepsse
SUNWepsso
SUNWepssp
SUNWepsss
SUNWepsssoa
SUNWepssu
SUNWepswsrpconsumer
SUNWepswsrpconsumersamp
le
SUNWepswsrpproducer

Sun Cluster エージェント SUNWeschtt
SUNWescs1as

SUNWeschadb
SUNWescs1mq

Sun Cluster ソフトウェア SUNWesc SUNWescvw

Web Server SUNWewbsvr

表 E-26 スペイン語にローカライズされた Solaris のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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Linux のパッケージ

Linux 用のアンインストーラパッケージ
次の表は、Java Enterprise System のアンインストーラのパッケージを示しています。

コンポーネント製品用にインストールされる 
Linux のパッケージ
ここでは、Java Enterprise System の各コンポーネント製品用にインストールされる 
Linux のパッケージを示します。

管理サーバー

表 E-27 Linux 用のアンインストーラのパッケージ

コンポーネント パッケージ

アンインストーラ sun-entsys-uninstall-2.0.i386

アンインストーラ ( ローカライズされた
パッケージ )

sun-entsys-uninstall-l10n-2.0-1
.i386

表 E-28 Linux 用の管理サーバーのパッケージ

コンポーネント パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-5.2-3.i386
sun-server-console-5.2-3.i386
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Application Server

Calendar Server

Communications Express

Directory Server

表 E-29 Linux 用の Application Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Application Server
(Platform Edtion と Standard Edition)

SUNWascmo-7.0.0-03.i386
SUNWasdmo-7.0.0-03.i386
SUNWasdvo-7.0.0-03.i386
SUNWaso-7.0.0-03.i386
SUNWaspx-7.0.0-03.i386
SUNWasro-7.0.0-03.i386

Administration Client SUNWasaco-7.0.0-03.i386

Point Base サーバー SUNWasdbo-7.0.0-03.i386

表 E-30 Linux 用の Calendar Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Calendar Server sun-calendar-api-6.1-9.i386
sun-calendar-core-6.1-9.i386

表 E-31 Linux 用の Communications Express のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Communications Express sun-uwc-6.1-5.i386

表 E-32 Linux 用の Directory Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Directory Server sun-directory-server-5.2-4.i386
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Directory Proxy Server

Identity Server

表 E-33 Linux 用の Directory Proxy Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-5.2-4
.i386

表 E-34 Linux 用の Identity Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Identity Server sun-commcli-client-1.1-8.i386
sun-commcli-server-1.1-8.i386
sun-identity-console-6.2-5.i686
sun-identity-console-sdk-6.2-5.i686
sun-identity-external-6.2-5.i686
sun-identity-federation-6.2-5.i686
sun-identity-jwsdp-6.2-5.i686
sun-identity-linux-support-6.2-5.i686
sun-identity-mobileaccess-6.2-6.i386
sun-identity-mobileaccess-config-6.2-
6.i386
sun-identity-password-6.2-5.i686
sun-identity-samples-6.2-5.i686
sun-identity-sci-6.2-5.i686
sun-identity-sdk-6.2-5.i686
sun-identity-sdk-config-6.2-5.i686
sun-identity-services-6.2-5.i686
sun-identity-services-config-6.2-5.i6
86
sun-identity-utils-6.2-5.i686

管理コンソール sun-identity-console-6.2-5.i686
sun-identity-console-sdk-6.2-5.i686
sun-identity-password-6.2-5.i686
sun-identity-sci-6.2-5.i686

アイデンティティ管理とポリシー
サービスコア

sun-identity-services-6.2-5.i686
sun-identity-services-config-6.2-5.i6
86

連携管理の共有ドメインサービス sun-identity-federation-6.2-5.i686
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Instant Messaging

Message Queue

Identity Server SDK sun-identity-samples-6.2-5.i686
sun-identity-sdk-6.2-5.i686
sun-identity-sdk-config-6.2-5.i686

表 E-35 Linux 用の Instant Messaging のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Instant Messaging サーバーコア sun-im-apidoc-6.2-8.i386
sun-im-install-6.2-8.i386
sun-im-mux-6.2-8.i386
sun-im-server-6.2-8.i386

Instant Messaging リソース sun-im-client-6.2-8.i386
sun-im-olh-6.2-8.i386

Identity Server の Instant Messaging サービ
ス

sun-im-ident-6.2-8.i386

表 E-36 Linux 用の Message Queue のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Message Queue Platform Edition
(Enterprise Edtion と Platform Edition)

imq-3_5-02.i386

Message Queue Enterprise Edition の追加
パッケージ

imq-ent-3_5-02.i386

表 E-34 Linux 用の Identity Server のパッケージ ( 続き )

コンポーネント パッケージ
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Messaging Server

表 E-37 Linux 用の Messaging Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Messaging Server sun-messaging-core-6.1-9.i386
sun-messaging-core-en-6.1-9.i38
6
sun-messaging-install-6.1-9.i38
6
sun-messaging-lib-6.1-9.i386
sun-messaging-mmp-6.1-9.i386
sun-messaging-mta-6.1-9.i386
sun-messaging-sieveui-6.1-9.i38
6
sun-messaging-store-6.1-9.i386
sun-messaging-webmail-6.1-9.i38
6
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Portal Server

表 E-38 Linux 用の Portal Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Portal Server sun-portal-addressbookapi-6.3-7.i386
sun-portal-addressbookapi-config-6.3-7.i386
sun-portal-calendarapi-6.3-7.i386
sun-portal-calendarapi-config-6.3-7.i386
sun-portal-configurator-6.3-7.i386
sun-portal-container-6.3-7.i386
sun-portal-core-6.3-7.i386
sun-portal-core-config-6.3-7.i386
sun-portal-desktop-6.3-7.i386
sun-portal-desktopadmin-6.3-7.i386
sun-portal-desktop-config-6.3-7.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-6.3-7.i386
sun-portal-desktopextension-6.3-7.i386
sun-portal-desktopextension-config-6.3-7.i386
sun-portal-desktoppapi-6.3-7.i386
sun-portal-desktoppapi-config-6.3-7.i386
sun-portal-desktopserviceconfig-6.3-7.i386
sun-portal-desktopserviceconfig-config-6.3-7.i386
sun-portal-discussions-6.3-7.i386
sun-portal-discussions-config-6.3-7.i386
sun-portal-instantmessaging-6.3-7.i386
sun-portal-instantmessaging-config-6.3-7.i386
sun-portal-jsptaglib-6.3-7.i386
sun-portal-jsptaglib-config-6.3-7.i386
sun-portal-l10n-configurator-6.3-9.i386
sun-portal-mail-6.3-7.i386
sun-portal-mail-config-6.3-7.i386
sun-portal-mobileaccess-6.3-7.i386
sun-portal-mobileaccess-config-6.3-7.i386
sun-portal-mobileaccess-doc-6.3-7.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-6.3-7.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-6.3-1.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-config-6.3-1.i386

sun-portal-netmail-6.3-7.i386
sun-portal-onlinehelp-6.3-7.i386
sun-portal-onlinehelp-identity-6.3-7.i386
sun-portal-portlet-6.3-7.i386
sun-portal-portlet-config-6.3-7.i386
sun-portal-portletsample-6.3-7.i386
sun-portal-portletsample-config-6.3-7.i386
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Portal Server, Secure Remote Access

sun-portal-portlettck-6.3-7.i386
sun-portal-portlettck-config-6.3-7.i386
sun-portal-rewriter-6.3-7.i386
sun-portal-rewriteradmin-6.3-7.i386
sun-portal-sample-6.3-7.i386
sun-portal-sample-config-6.3-7.i386
sun-portal-sdk-6.3-7.i386
sun-portal-searchadmin-6.3-7.i386
sun-portal-searchserver-6.3-7.i386
sun-portal-searchui-6.3-7.i386
sun-portal-searchui-config-6.3-7.i386
sun-portal-ssoadapter-6.3-7.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-6.3-7.i386
sun-portal-subscriptions-6.3-7.i386
sun-portal-subscriptions-config-6.3-7.i386
sun-portal-wsrpcommon-6.3-7.i386
sun-portal-wsrpconsumer-6.3-7.i386
sun-portal-wsrpconsumerconfig-6.3-7.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-6.3-7.i386
sun-portal-wsrpproducer-6.3-7.i386
sun-portal-wsrpproducersample-6.3-7.i386
sun-webnfs-1.2-6.i386

表 E-39 Linux 用の Portal Server SRA のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Portal Server SRA サポート sun-portal-gatewayadmin-6.3-7.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-6.3-7.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-identity-6.
3-7.i386
sun-portal-netfile-6.3-7.i386
sun-portal-kssl-6.3-7.i386
sun-portal-netlet-6.3-7.i386
sun-portal-netlet-config-6.3-7.i386
sun-portal-proxylet-6.3-7.i386
sun-portal-proxylet-config-6.3-7.i386
sun-portal-srasample-6.3-7.i386

ゲートウェイ sun-portal-gateway-6.3-7.i386
sun-portal-gateway-config-6.3-7.i386

表 E-38 Linux 用の Portal Server のパッケージ ( 続き )

コンポーネント パッケージ
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Web Server

共有コンポーネント用にインストールされる 
Linux のパッケージ
次の表は、各共有コンポーネント用に配布される Linux のパッケージを示していま

す。

Netlet Proxy sun-portal-netletproxy-6.3-7.i386
sun-portal-netletproxy-config-6.3-7.i386

Rewriter プロキシ sun-portal-rewriterproxy-6.3-7.i386
sun-portal-rewriterproxy-config-6.3-7.i386

表 E-40 Linux 用の Web Server のパッケージ

コンポーネント パッケージ

Web Server sun-webserver-6.1.2-2.i386

表 E-41 Linux 用の共有コンポーネントのパッケージ

コンポーネント パッケージ

Ant SUNWant-1.4-1.i386

Apache Common Logging SUNWaclg-7.0.0-03.i386

ICU (International Components for Unicode) sun-icu-2.1-7.i386

Sun ONE Presentation Framework (Java 
Activation Framework、または JATO)

SUNWjato-2.1.1.i386
SUNWjatodmo-2.1.1.i386
SUNWjatodoc-2.1.1.i386

Sun ONE Application Framework SUNWjaf-7.0.0-03.i386

JavaHelp Runtime sun-javahelp-2_0-linux-i586
SUNWjhrt-7.0.0-03.i386

Java Mail Runtime SUNWjmail-7.0.0-03.i386

Java API for XML Parsing 1.2 SUNWjaxp-7.0.0-03.i386

JAX-RPC Runtime SUNWxrpcrt-7.0.0-03.i386

表 E-39 Linux 用の Portal Server SRA のパッケージ ( 続き )

コンポーネント パッケージ
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コンポーネント製品用のローカライズされた 
Linux のパッケージ

簡体字中国語

JAXR Runtime SUNWxrgrt-7.0.0-03.i386

Java 2 Standard Edition, JDK 1.4.2 j2sdk-1_4_2_04-linux-i586

Java Security Services (JSS) sun-jss-3.1.3-2.i386
sun-jss-devel-3.1.3-2.i386

KT Search Engine (KTSE) sun-ktsearch-1.3-2.noarch

LDAP C SDK sun-ldapcsdk-5.12-1.i386

Netscape Portable Runtime (NSPR) sun-nspr-4.1.6-2.i386
sun-nspr-devel-4.1.6-2.i386

Netscape Security Services (NSS) sun-nss-3.3.10-1.i386
sun-nss-devel-3.3.10-1.i386

Simple Authentication Security Layer (SASL) sun-sasl-2.02-2.i386

SOAP runtime SUNWxsrt-7.0.0-03.i386

表 E-42 簡体字中国語にローカライズされた Linux のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-zh_CN-5.2-8.i386
sun-server-console-zh_CN-5.2-8.i386

Application Server SUNWasaco-zh_CN-7.0.0-03.i386
SUNWascmo-zh_CN-7.0.0-03.i386
SUNWasdmo-zh_CN-7.0.0-03.i386
SUNWasdvo-zh_CN-7.0.0-03.i386
SUNWaso-zh_CN-7.0.0-03.i386

Calendar Server sun-calendar-core-zh_CN-6.1-8.i386

Communications Express sun-uwc-zh_CN-6.1-7.i386

Directory Server sun-directory-server-zh_CN-5.2-7.i386

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-zh_CN-5.2-7.i386

表 E-41 Linux 用の共有コンポーネントのパッケージ ( 続き )

コンポーネント パッケージ
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Identity Server sun-identity-sdk-zh_CN-6.2-5.i686

Instant Messaging sun-im-client-zh_CN-6.2-8.i386
sun-im-ident-zh_CN-6.2-8.i386
sun-im-install-zh_CN-6.2-8.i386
sun-im-olh-zh_CN-6.2-8.i386

Message Queue imq-zh_CN-3_5-02.i386

Messaging Server sun-messaging-l10n-zh_CN-6.1-7.i386

Portal Server
Portal SRA

sun-portal-addressbookapi-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-addressbookapi-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-data-migration-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-desktopadmin-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-zh_CN-config-6.3-9.i386

表 E-42 簡体字中国語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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sun-portal-discussions-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayadmin-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-gatewaycommon-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-zh_CN-identity-6.3-9.i386
sun-portal-gateway-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-mail-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-mail-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-zh_CN-config-6.3-2.i386
sun-portal-mobileaccess-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-netfile-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-netletproxy-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-netmail-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-zh_CN-identity-6.3-9.i386
sun-portal-portletsample-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-portlet-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-proxylet-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-rewriteradmin-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-rewriterproxy-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-rewriter-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-sample-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-sample-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-searchadmin-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-searchserver-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-searchui-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-srasample-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapter-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-zh_CN-config-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumer-zh_CN-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpproducer-zh_CN-6.3-9.i386

Web Server sun-webserver-zh_CN-6.1.2-3.i386

表 E-42 簡体字中国語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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繁体字中国語

表 E-43 繁体字中国語にローカライズされた Linux のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-zh_TW-5.2-8.i386
sun-server-console-zh_TW-5.2-8.i386

Application Server SUNWasaco-zh_TW-7.0.0-03.i386
SUNWascmo-zh_TW-7.0.0-03.i386
SUNWasdmo-zh_TW-7.0.0-03.i386
SUNWasdvo-zh_TW-7.0.0-03.i386
SUNWaso-zh_TW-7.0.0-03.i386

Calendar Server sun-calendar-core-zh_TW-6.1-8.i386

Communications Express sun-uwc-zh_TW-6.1-7.i386

Directory Server sun-directory-server-zh_TW-5.2-7.i386

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-zh_TW-5.2-7.i386

Identity Server sun-identity-sdk-zh_TW-6.2-5.i686

Instant Messaging sun-im-client-zh_TW-6.2-8.i386
sun-im-ident-zh_TW-6.2-8.i386
sun-im-install-zh_TW-6.2-8.i386
sun-im-olh-zh_TW-6.2-8.i386

Message Queue imq-zh_TW-3_5-02.i386

Messaging Server sun-messaging-l10n-zh_TW-6.1-7.i386

Portal Server
Portal SRA

sun-portal-addressbookapi-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-addressbookapi-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-data-migration-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-desktopadmin-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayadmin-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-gatewaycommon-zh_TW-6.3-9.i386
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sun-portal-gatewayidentityagent-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-zh_TW-identity-6.3-9.i386
sun-portal-gateway-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-mail-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-mail-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-zh_TW-config-6.3-2.i386
sun-portal-mobileaccess-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-netfile-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-netletproxy-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-netmail-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-zh_TW-identity-6.3-9.i386
sun-portal-portletsample-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-portlet-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-proxylet-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-rewriteradmin-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-rewriterproxy-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-rewriter-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-sample-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-sample-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-searchadmin-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-searchserver-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-searchui-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-srasample-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapter-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-zh_TW-config-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumer-zh_TW-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpproducer-zh_TW-6.3-9.i386

Web Server sun-webserver-zh_TW-6.1.2-3.i386

表 E-43 繁体字中国語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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フランス語

表 E-44 フランス語にローカライズされた Linux のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-fr-5.2-8.i386
sun-server-console-fr-5.2-8.i386

Application Server SUNWasaco-fr-7.0.0-03.i386
SUNWascmo-fr-7.0.0-03.i386
SUNWasdmo-fr-7.0.0-03.i386
SUNWasdvo-fr-7.0.0-03.i386
SUNWaso-fr-7.0.0-03.i386

Calendar Server sun-calendar-core-fr-6.1-8.i386

Communications Express sun-uwc-fr-6.1-7.i386

Directory Server sun-directory-server-fr-5.2-7.i386

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-fr-5.2-7.i386

Identity Server sun-identity-sdk-fr-6.2-5.i686

Instant Messaging sun-im-client-fr-6.2-8.i386
sun-im-ident-fr-6.2-8.i386
sun-im-install-fr-6.2-8.i386
sun-im-olh-fr-6.2-8.i386

Message Queue imq-fr-3_5-02.i386

Messaging Server sun-messaging-l10n-fr-6.1-7.i386

Portal Server
Portal SRA

sun-portal-addressbookapi-fr-6.3-9.i386
sun-portal-addressbookapi-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-fr-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-data-migration-fr-6.3-9.i386
sun-portal-desktopadmin-fr-6.3-9.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-fr-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-fr-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-fr-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-fr-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayadmin-fr-6.3-9.i386
sun-portal-gatewaycommon-fr-6.3-9.i386
sun-portal-gateway-fr-6.3-9.i386
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sun-portal-gatewayidentityagent-fr-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-fr-identity-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-fr-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-mail-fr-6.3-9.i386
sun-portal-mail-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-fr-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-fr-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-fr-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-fr-config-6.3-2.i386
sun-portal-netfile-fr-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-fr-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-netletproxy-fr-6.3-9.i386
sun-portal-netmail-fr-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-fr-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-fr-identity-6.3-9.i386
sun-portal-portlet-fr-6.3-9.i386
sun-portal-portletsample-fr-6.3-9.i386
sun-portal-proxylet-fr-6.3-9.i386
sun-portal-rewriteradmin-fr-6.3-9.i386
sun-portal-rewriter-fr-6.3-9.i386
sun-portal-rewriterproxy-fr-6.3-9.i386
sun-portal-sample-fr-6.3-9.i386
sun-portal-sample-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-searchadmin-fr-6.3-9.i386
sun-portal-searchserver-fr-6.3-9.i386
sun-portal-searchui-fr-6.3-9.i386
sun-portal-srasample-fr-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-fr-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapter-fr-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-fr-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-fr-config-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumer-fr-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-fr-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpproducer-fr-6.3-9.i386

Web Server sun-webserver-fr-6.1.2-3.i386

表 E-44 フランス語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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ドイツ語

表 E-45 ドイツ語にローカライズされた Linux のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-de-5.2-8.i386
sun-server-console-de-5.2-8.i386

Application Server SUNWasaco-de-7.0.0-03.i386
SUNWascmo-de-7.0.0-03.i386
SUNWasdmo-de-7.0.0-03.i386
SUNWasdvo-de-7.0.0-03.i386
SUNWaso-de-7.0.0-03.i386

Calendar Server sun-calendar-core-de-6.1-8.i386

Communications Express sun-uwc-de-6.1-7.i386

Directory Server sun-directory-server-de-5.2-7.i386

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-de-5.2-7.i386

Identity Server sun-identity-sdk-de-6.2-5.i686

Instant Messaging sun-im-client-de-6.2-8.i386
sun-im-ident-de-6.2-8.i386
sun-im-install-de-6.2-8.i386
sun-im-olh-de-6.2-8.i386

Message Queue imq-de-3_5-02.i386

Messaging Server sun-messaging-l10n-de-6.1-7.i386

Portal Server
Portal SRA

sun-portal-addressbookapi-de-6.3-9.i386
sun-portal-addressbookapi-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-de-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-data-migration-de-6.3-9.i386
sun-portal-desktopadmin-de-6.3-9.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-de-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-de-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-de-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-de-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayadmin-de-6.3-9.i386
sun-portal-gatewaycommon-de-6.3-9.i386
sun-portal-gateway-de-6.3-9.i386
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sun-portal-gatewayidentityagent-de-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-de-identity-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-de-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-mail-de-6.3-9.i386
sun-portal-mail-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-de-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-de-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-de-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-de-config-6.3-2.i386
sun-portal-netfile-de-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-de-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-netletproxy-de-6.3-9.i386
sun-portal-netmail-de-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-de-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-de-identity-6.3-9.i386
sun-portal-portlet-de-6.3-9.i386
sun-portal-portletsample-de-6.3-9.i386
sun-portal-proxylet-de-6.3-9.i386
sun-portal-rewriteradmin-de-6.3-9.i386
sun-portal-rewriter-de-6.3-9.i386
sun-portal-rewriterproxy-de-6.3-9.i386
sun-portal-sample-de-6.3-9.i386
sun-portal-sample-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-searchadmin-de-6.3-9.i386
sun-portal-searchserver-de-6.3-9.i386
sun-portal-searchui-de-6.3-9.i386
sun-portal-srasample-de-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-de-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapter-de-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-de-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-de-config-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumer-de-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-de-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpproducer-de-6.3-9.i386

Web Server sun-webserver-de-6.1.2-3.i386

表 E-45 ドイツ語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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日本語

表 E-46 日本語にローカライズされた Linux のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-ja-5.2-8.i386
sun-server-console-ja-5.2-8.i386

Application Server SUNWjasaco-7.0.0-03.i386
SUNWjascmo-7.0.0-03.i386
SUNWjasdmo-7.0.0-03.i386
SUNWjasdvo-7.0.0-03.i386
SUNWjaso-7.0.0-03.i386

Calendar Server sun-calendar-core-ja-6.1-8.i386

Communications Express sun-uwc-ja-6.1-7.i386

Directory Server sun-directory-server-ja-5.2-7.i386

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-ja-5.2-7.i386

Identity Server sun-identity-sdk-ja-6.2-5.i686

Instant Messaging sun-im-client-ja-6.2-8.i386
sun-im-ident-ja-6.2-8.i386
sun-im-install-ja-6.2-8.i386
sun-im-olh-ja-6.2-8.i386

Message Queue imq-ja-3_5-02.i386

Messaging Server sun-messaging-l10n-ja-6.1-7.i386

Portal Server
Portal SRA

sun-portal-addressbookapi-ja-6.3-9.i386
sun-portal-addressbookapi-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-ja-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-data-migration-ja-6.3-9.i386
sun-portal-desktopadmin-ja-6.3-9.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-ja-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-ja-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-ja-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-ja-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayadmin-ja-6.3-9.i386
sun-portal-gatewaycommon-ja-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-ja-6.3-9.i386
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sun-portal-gatewayidentityagent-ja-identity-6.3-9.i386
sun-portal-gateway-ja-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-ja-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-mail-ja-6.3-9.i386
sun-portal-mail-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-ja-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-ja-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-ja-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-ja-config-6.3-2.i386
sun-portal-netfile-ja-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-ja-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-netletproxy-ja-6.3-9.i386
sun-portal-netmail-ja-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-ja-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-ja-identity-6.3-9.i386
sun-portal-portlet-ja-6.3-9.i386
sun-portal-portletsample-ja-6.3-9.i386
sun-portal-proxylet-ja-6.3-9.i386
sun-portal-rewriteradmin-ja-6.3-9.i386
sun-portal-rewriter-ja-6.3-9.i386
sun-portal-rewriterproxy-ja-6.3-9.i386
sun-portal-sample-ja-6.3-9.i386
sun-portal-sample-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-searchadmin-ja-6.3-9.i386
sun-portal-searchserver-ja-6.3-9.i386
sun-portal-searchui-ja-6.3-9.i386
sun-portal-srasample-ja-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-ja-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapter-ja-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-ja-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-ja-config-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumer-ja-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-ja-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpproducer-ja-6.3-9.i386

Web Server sun-webserver-ja-6.1.2-3.i386

表 E-46 日本語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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韓国語

表 E-47 韓国語にローカライズされた Linux のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-ko-5.2-8.i386
sun-server-console-ko-5.2-8.i386

Application Server SUNWasaco-ko-7.0.0-03.i386
SUNWascmo-ko-7.0.0-03.i386
SUNWasdmo-ko-7.0.0-03.i386
SUNWasdvo-ko-7.0.0-03.i386
SUNWaso-ko-7.0.0-03.i386

Calendar Server sun-calendar-core-ko-6.1-8.i386

Communications Express sun-uwc-ko-6.1-7.i386

Directory Server sun-directory-server-ko-5.2-7.i386

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-ko-5.2-7.i386

Identity Server sun-identity-sdk-ko-6.2-5.i686

Instant Messaging sun-im-client-ko-6.2-8.i386
sun-im-ident-ko-6.2-8.i386
sun-im-install-ko-6.2-8.i386
sun-im-olh-ko-6.2-8.i386

Message Queue imq-ko-3_5-02.i386

Messaging Server sun-messaging-l10n-ko-6.1-7.i386

Portal Server
Portal SRA

sun-portal-addressbookapi-ko-6.3-9.i386
sun-portal-addressbookapi-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-ko-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-data-migration-ko-6.3-9.i386
sun-portal-desktopadmin-ko-6.3-9.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-ko-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-ko-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-ko-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-ko-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayadmin-ko-6.3-9.i386
sun-portal-gatewaycommon-ko-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-ko-6.3-9.i386
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sun-portal-gatewayidentityagent-ko-identity-6.3-9.i386
sun-portal-gateway-ko-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-ko-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-mail-ko-6.3-9.i386
sun-portal-mail-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-ko-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-ko-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-ko-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-ko-config-6.3-2.i386
sun-portal-netfile-ko-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-ko-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-netletproxy-ko-6.3-9.i386
sun-portal-netmail-ko-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-ko-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-ko-identity-6.3-9.i386
sun-portal-portlet-ko-6.3-9.i386
sun-portal-portletsample-ko-6.3-9.i386
sun-portal-proxylet-ko-6.3-9.i386
sun-portal-rewriteradmin-ko-6.3-9.i386
sun-portal-rewriter-ko-6.3-9.i386
sun-portal-rewriterproxy-ko-6.3-9.i386
sun-portal-sample-ko-6.3-9.i386
sun-portal-sample-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-searchadmin-ko-6.3-9.i386
sun-portal-searchserver-ko-6.3-9.i386
sun-portal-searchui-ko-6.3-9.i386
sun-portal-srasample-ko-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-ko-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapter-ko-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-ko-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-ko-config-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumer-ko-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-ko-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpproducer-ko-6.3-9.i386

Web Server sun-webserver-ko-6.1.2-3.i386

表 E-47 韓国語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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スペイン語

表 E-48 スペイン語にローカライズされた Linux のパッケージ

コンポーネント製品 パッケージ

管理サーバー sun-admin-server-es-5.2-8.i386
sun-server-console-es-5.2-8.i386

Application Server SUNWasaco-es-7.0.0-03.i386
SUNWascmo-es-7.0.0-03.i386
SUNWasdmo-es-7.0.0-03.i386
SUNWasdvo-es-7.0.0-03.i386
SUNWaso-es-7.0.0-03.i386

Calendar Server sun-calendar-core-es-6.1-8.i386

Communications Express sun-uwc-es-6.1-7.i386

Directory Server sun-directory-server-es-5.2-7.i386

Directory Proxy Server sun-directory-proxy-server-es-5.2-7.i386

Identity Server sun-identity-sdk-es-6.2-5.i686

Instant Messaging sun-im-client-es-6.2-8.i386
sun-im-ident-es-6.2-8.i386
sun-im-install-es-6.2-8.i386
sun-im-olh-es-6.2-8.i386

Message Queue imq-es-3_5-02.i386

Messaging Server sun-messaging-l10n-es-6.1-7.i386

Portal Server
Portal SRA

sun-portal-addressbookapi-es-6.3-9.i386
sun-portal-addressbookapi-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-es-6.3-9.i386
sun-portal-calendarapi-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-data-migration-es-6.3-9.i386
sun-portal-desktopadmin-es-6.3-9.i386
sun-portal-desktopdatamgmt-es-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-es-6.3-9.i386
sun-portal-desktop-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-es-6.3-9.i386
sun-portal-desktopextension-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-es-6.3-9.i386
sun-portal-discussions-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayadmin-es-6.3-9.i386
sun-portal-gatewaycommon-es-6.3-9.i386
sun-portal-gateway-es-6.3-9.i386
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sun-portal-gatewayidentityagent-es-6.3-9.i386
sun-portal-gatewayidentityagent-es-identity-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-es-6.3-9.i386
sun-portal-instantmessaging-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-mail-es-6.3-9.i386
sun-portal-mail-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-es-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccess-identity-es-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-es-6.3-9.i386
sun-portal-mobileaccessstatic-es-config-6.3-2.i386
sun-portal-netfile-es-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-es-6.3-9.i386
sun-portal-netlet-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-netletproxy-es-6.3-9.i386
sun-portal-netmail-es-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-es-6.3-9.i386
sun-portal-onlinehelp-es-identity-6.3-9.i386
sun-portal-portlet-es-6.3-9.i386
sun-portal-portletsample-es-6.3-9.i386
sun-portal-proxylet-es-6.3-9.i386
sun-portal-rewriteradmin-es-6.3-9.i386
sun-portal-rewriter-es-6.3-9.i386
sun-portal-rewriterproxy-es-6.3-9.i386
sun-portal-sample-es-6.3-9.i386
sun-portal-sample-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-searchadmin-es-6.3-9.i386
sun-portal-searchserver-es-6.3-9.i386
sun-portal-searchui-es-6.3-9.i386
sun-portal-srasample-es-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapteradmin-es-6.3-9.i386
sun-portal-ssoadapter-es-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-es-6.3-9.i386
sun-portal-subscriptions-es-config-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumer-es-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpconsumersample-es-6.3-9.i386
sun-portal-wsrpproducer-es-6.3-9.i386

Web Server sun-webserver-es-6.1.2-3.i386

表 E-48 スペイン語にローカライズされた Linux のパッケージ ( 続き )

コンポーネント製品 パッケージ
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付録 F

配布内容のディレクトリ構造

Java Enterprise System の配布用 DVD には、x86 プラットフォーム用 Red Hat 
Enterprise Linux AS オペレーティングシステム、SPARC プラットフォーム用 Solaris 
オペレーティングシステム、および x86 プラットフォーム用 Solaris オペレーティング

システム用の製品配布が収録されています。次の図は、DVD の 上位のレイアウトを

示しています。

図 F-1 Java Enterprise System の配布用 DVD のレイアウト

次の表は、Java Enterprise System の配布用 DVD に含まれる項目について説明していま

す。

Copyright

README/
README

locale/

Solaris_sparc/
installer

Product/

Solaris_x86/
installer

Product/

Linux_x86/
installer

Product/
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表 F-1 Java Enterprise System の配布用 DVD に含まれる項目の説明

項目 説明

Copyright Java Enterprise System のこの配布に関する著作権通知

Linux_x86/ Red Hat Enterprise Linux AS 用に、製品配布のインストーラが
使用するファイルを格納するディレクトリ

README/ README ファイルを含むディレクトリ

README Java Enterprise System のこの配布に関する README ファイル

locale/ README ファイルのローカライズされたバージョンを含む
ディレクトリ

Solaris_sparc/ Solaris オペレーティングシステム (SPARC Platform Edition) の
配布にインストーラが使用するファイルを含むディレクトリ

Solaris_x86/ Solaris オペレーティングシステム (x86 Platform Edition) の配
布にインストーラが使用するファイルを含むディレクトリ

installer Java Enterprise System のインストールプログラム。各 Solaris 
プラットフォームごとに専用のインストールプログラムが用意
されている

Product/ インストール時に Java Enterprise System が使用するパッケー
ジ、ツール、ローカライズファイル、その他のファイルのサブ
ディレクトリを含むディレクトリ。各 Solaris プラットフォー
ムごとに専用の Product ディレクトリが用意されている
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付録 G

コンポーネント製品のアンインストールの詳細

この付録では、アンインストールするコンポーネント製品の詳細について説明します。
コンポーネントに対してアンインストーラが実行する内容、およびデータの喪失や相
互依存性関係の喪失を回避する上で必要な手順について、この付録に記載されている
適切な表を参照してください。

この付録で説明する内容は、次のとおりです。

• 452 ページの「管理サーバー」

• 453 ページの「Application Server」

• 454 ページの「Calendar Server」

• 455 ページの「Communications Express」

• 456 ページの「Directory Server」

• 457 ページの「Directory Proxy Server」

• 458 ページの「Identity Server」

• 459 ページの「Instant Messaging」

• 459 ページの「Messaging Server」

• 460 ページの「Message Queue」

• 461 ページの「Portal Server」

• 462 ページの「Portal Server, Secure Remote Access」

• 464 ページの「Sun Cluster」

• 465 ページの「Web Server」
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管理サーバー
管理サーバーをアンインストールする前に、表 G-1 の情報を確認してください。

表 G-1 管理サーバーのアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データ アンインストール時に他のサーバーを管理するためのプロ
キシ情報が失われる

他のサーバーを管理するために管理サーバーが使用する設
定データは、設定用ディレクトリサーバーに残される。こ
の情報は、以後の管理サーバーのインストールで再利用す
ることができる

依存 Directory Server

このインストールを必要と
する製品

Directory Proxy Server および Messaging Server は、管理
サーバーを必要とする。Directory Server は、管理サー
バーを必要とするように設定できる

注 : 管理サーバーを削除し、Directory Server を削除しな
かった場合、Directory Server に付属するその他のユー
ティリティを使用して Directory Server を管理する必要が
あります。詳細については、Directory Server のマニュア
ル (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

アンインストール前の作業 設定用ディレクトリサーバーが稼動していることを確認
し、管理者ユーザー ID とパスワードを指定できるように
準備する。詳細については、353 ページの「アンインス
トーラが設定ディレクトリサーバーに接続できない」を参
照

アンインストール後の作業 なし
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Application Server
Application Server をアンインストールする前に、表 G-2 の情報を確認してください。

表 G-2 Application Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ アンインストール時には、すべての管理サーバーインス
タンスと Application Server インスタンスを含め、設定
されている管理ドメインは削除されない

アンインストールが完了するまでに、すべての管理サー
バーインスタンスと Application Server インスタンスは
停止される

依存 同一システム上に Message Queue が必要

このインストールを必要とす
る製品

• Identity Server (Application Server を使用するように
設定されている場合 )

• Portal Server (Application Server を使用するように設
定されている場合 )

アンインストール前の作業 設定データを保存するために、管理ドメインディレクト
リのコピーを作成する

アンインストール後の作業 システムから Application Server を完全に削除するには、
残っている Application Server ログファイルとディレク
トリを削除する。Application Server ディレクトリのデ
フォルトの場所は次のとおり

/etc/opt/SUNWappserver7
/var/opt/SUNWappserver7
/opt/SUNWappserver7

Message Queue のアンインストール後の作業について
は、460 ページの表 G-10 を参照
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Calendar Server
Calendar Server をアンインストールする前に、表 G-3 の情報を確認してください。

表 G-3 Calendar Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ 設定データとユーザーデータはアンインストール時には
削除されないが、以後のインストール時に上書きされる

Calendar Server のカスタマイズ情報はアンインストー
ル時に削除される

依存 • Directory Server

• Identity Server ( シングルサインオン (SSO) 用に設定
されている場合、または Schema 2 を使用する場合 )

• Messaging Server ( またはその他のメールサーバー、
Calendar Server の電子メール通知サービスを使用す
る場合 )

このインストールを必要とす
る製品

Portal Server (Portal Server のカレンダーチャネルに 
Calendar Server を使用するように設定されている場合 )

アンインストール前の作業 設定データとユーザーデータの再利用を予定している場
合は、『Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2 管理
ガイド』(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) 
に記載されている移行手順に従う

アンインストール後の作業 不要なログファイルと Calendar Server ディレクトリを
削除する
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Communications Express
Communications Express をアンインストールする前に、表 G-4 の情報を確認してく

ださい。

表 G-4 Communications Express のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ すべての設定データ、ユーザーデータ、UI カスタマイ
ゼーションは、アンインストール後も維持される

Communications Express ファイルは、次の 2 つの場所
に保持される

• パッケージインストール ( デフォルトでは 
/opt/SUNWuwc)

• アプリケーション配備 ( デフォルトでは 
/var/opt/SUNWuwc、設定時に作成 )

Communications Express をアンインストールすると、
アンインストールはパッケージインストールの場所だけ
からデータを削除する。アプリケーション配備の場所に
あるデータは、そのまま残される。アプリケーション配
備の場所からアプリケーションにアクセスすることがで
きる

ただし、すべての設定データと UI カスタマイゼーショ
ンは再設定時に上書きされる。ユーザーデータは再設定
後もそのまま維持される

依存 なし

このインストールを必要とす
る製品

なし

アンインストール前の作業 Communications Express の設定解除

Communications Express の設定解除については、『Sun 
Java System Communications Express 6 2004Q2 管理ガイ
ド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の
「Communications Express の設定解除」の章を参照

アンインストール後の作業 不要なログファイルと Communications Express ディレ
クトリを削除する
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Directory Server
Directory Server をアンインストールする前に、表 G-5 の情報を確認してください。

表 G-5 Directory Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ 設定ディレクトリをホストする Directory Server をアン
インストールする場合、設定ディレクトリの情報はアン
インストール時に削除される

ユーザーデータをホストする Directory Server をアンイ
ンストールする場合、Directory Server の LDAP データ
ベースはアンインストール時に削除される

注意 : データの喪失を避けるために、アンインストール
前に Directory Server 情報をバックアップする必要があ
る。Directory Server には、Directory Server をバック
アップしたり、設定データを移行したりするためのツー
ルやユーティリティが、いくつか用意されている。詳細
については、Directory Server のマニュアル 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

注意 : o=NetscapeRoot サフィックスの下にある、設定
情報を含む設定ディレクトリをアンインストールする場
合、警告は出力されない。その他のディレクトリの設定
情報も含む中央の設定ディレクトリをアンインストール
すると、アンインストール後にそれらのディレクトリを
管理できなくなる

依存 なし

このインストールを必要とす
る製品

• 管理サーバー

• Calendar Server

• Directory Proxy Server

• Identity Server

• Instant Messaging

• Messaging Server

• Portal Server
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Directory Proxy Server
Directory Proxy Server をアンインストールする前に、表 G-6 の情報を確認してくださ

い。

アンインストール前の作業 必要に応じて Directory Server の設定ディレクトリと 
Directory Server LDAP データベースのバックアップを
行う

設定ディレクトリをホストする Directory Server インス
タンスが稼動していることを確認し、管理者ユーザー 
ID とパスワードを指定できるように準備する。詳細に
ついては、353 ページの「アンインストーラが設定ディ
レクトリサーバーに接続できない」を参照

アンインストール後の作業 Directory Server のアンインストールでは、残りのファ
イルとディレクトリの手動削除が必要となる場合がある

表 G-6 Directory Proxy Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データ アンインストールする Directory Proxy Server インスタン
スの設定データはアンインストール時に削除される

Directory Proxy Server の複数のインスタンスで共有される
設定データはアンインストール後も残される

Directory Proxy Server はユーザーデータを持たない

依存 Directory Proxy Server は、設定用ディレクトリサーバーと
して機能するローカルまたはリモートの Directory Server 
に論理的に依存する。Directory Proxy Server は、
Administrations Server に物理的に依存する

このインストールを必要と
する製品

なし

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 なし

表 G-5 Directory Server のアンインストールの詳細 ( 続き )

項目 詳細
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Identity Server
Identity Server をアンインストールする前に、表 G-7 の情報を確認してください。

表 G-7 Identity Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データ Identity Server の設定データはアンインストール時に削除
される

依存 Directory Server
Web Server または Application Server

このインストールを必要と
する製品

• Portal Server (Identity Server と同じホストに配備する
必要がある )

• Calendar Server ( シングルサインオン (SSO) を使用す
るように設定されている場合 )

• Instant Messaging (SSO を使用するように設定されてい
る場合 )

• Messaging Server (SSO を使用するように設定されてい
る場合 )

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 アンインストールが完了したら、Identity Server が配備さ
れていた Web コンテナから Identity Server エントリの設
定を解除する必要がある

さらに、次のファイルが /var/sadm/install ディレクト
リに格納されている場合は、それを削除する

.lockfile

.pkg.lock
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Instant Messaging
Instant Messaging をアンインストールする前に、表 G-8 の情報を確認してください。

Messaging Server
Messaging Server をアンインストールする前に、表 G-9 の情報を確認してください。

表 G-8 Instant Messaging のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ 設定データは、アンインストール後もすべて残される
ため、以後のインストールで再利用できる

すべてのユーザーデータはアンインストール時に削除
される

依存 • Directory Server

• Identity Server SDK

このインストールを必要とす
る製品

Portal Server (Instant Messaging チャネルを使用するよ
うに設定されている場合 )

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 なし

表 G-9 Messaging Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ すべての設定データとカスタマイズ情報はアンインス
トール後も残されるため、以後のインストールで再利用
できる

依存 • Directory Server

• 管理サーバー ( 同じホストに配備する必要がある )

• Web Server ( フィルタなどのメール機能用 )

• Identity Server (Schema 2 を使用している場合 )

このインストールを必要とす
る製品

• Calendar Server

• Portal Server ( メッセージングチャネルを使用するよ
うに設定されている場合 )

アンインストール前の作業 なし
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Message Queue
Message Queue をアンインストールする前に、表 G-10 の情報を確認してください。

アンインストール後の作業 情況によってはアンインストール後に、337 ページの
「Messaging Server で必要となる作業」に記載されてい
る作業が必要な場合がある

表 G-10 Message Queue のアンインストールに関する詳細

項目 詳細

設定データ インスタンスに固有の設定データ、ユーザーリポジト
リ、アクセス制御ファイルはアンインストール後も残さ
れ、以後の再インストール時に再利用できる

依存 Directory Server ( オプション )

このインストールを必要とす
る製品

Application Server (Message Queue と同じホストに存在
する必要がある )

アンインストール前の作業 実行しているすべてのブローカを停止する。ユーザー名 
( 管理ユーザー ) とパスワードの入力が求められる

imqcmd shutdown bkr [-b hostName:port]

Message Queue の再インストールを予定しておらず、各
ブローカインスタンスに関連するダイナミックデータ、
フラットファイルユーザーリポジトリ、アクセス制御
ファイルを削除する場合は、次のコマンドを使用してこ
のデータを削除する

imqbrokerd -name instanceName -remove 
instance

アンインストール後の作業 Message Queue の再インストールを予定していない場合
は、コンポーネント製品のマニュアルで説明されている
コマンドを実行してシステムをクリーンアップする。
Message Queue のマニュアルは 
http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja で入手可能

表 G-9 Messaging Server のアンインストールの詳細 ( 続き )

項目 詳細
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Portal Server
Portal Server をアンインストールする前に、表 G-11 の情報を確認してください。

表 G-11 Portal Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ 設定データはアンインストール時に削除される。設定の
解除には、Portal Server によって Identity Server 内に作
成されたサービスの削除も含まれる

カスタマイズ設定データは、アンインストーラによって
削除されない。カスタマイズデータには、ディスプレイ
プロファイル、プロパティファイル、リソース文字列な
どがある

ユーザーチャネルのプロバイダは、アンインストール中
に削除されない。プロバイダは以後のインストール時に
再利用できる。詳細については、Portal Server のマニュ
アル (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参
照

カスタマイズ設定データは以後のインストールで再利用
できるが、それには、Portal Server を同一ホスト上に同
じ設定で再インストールする必要がある。詳細について
は、Portal Server のマニュアル 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

依存 • Directory Server

• Application Server または Web Server (IBM 
WebSphere または BEA WebLogic に依存するように
設定することもできる )

• Identity Server

Portal Server のチャネルを使用するように設定されてい
る場合

• Calendar Server

• Messaging Server

• Instant Messaging

このインストールを必要とす
る製品

なし

アンインストール前の作業 なし
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Portal Server, Secure Remote Access
Portal Server, Secure Remote Access をアンインストールする前に、表 G-12 の情報を

確認してください。

アンインストール後の作業 Portal Server が Web Server 内で実行されており、その 
Portal Server だけを削除する場合、Identity Server を再
起動する必要がある。詳細については、338 ページの
「Identity Server で必要となる作業」を参照

Portal Server が IBM WebSphere Web コンテナに配備さ
れている場合、追加のアンインストール作業が必要とな
る場合がある

表 G-12 Portal Server, Secure Remote Access のアンインストールに関する詳細

項目 詳細

設定データ Portal Server, Secure Remote Access サポートコンポーネ
ントのすべての設定データは、アンインストール時に削
除される

配備されているすべての Web アプリケーションは配備が
解除される

Portal Server, Secure Remote Access のゲートウェイ、
Netlet プロキシ、Rewriter プロキシの各コンポーネント
の設定データには、ユーザーはアクセスできない

表 G-11 Portal Server のアンインストールの詳細 ( 続き )

項目 詳細
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依存 Portal Server, Secure Remote Access は Portal Server に依
存する

Portal Server, Secure Remote Access ゲートウェイ、
Netlet プロキシ、Rewriter プロキシの各コンポーネント
は、Identity Server SDK に依存する

Portal Server と Portal Server, Secure Remote Access サ
ポートは、同一ホスト上の同一ディレクトリ内に存在し
ている必要がある

Identity Server は、ゲートウェイ、Netlet プロキシ、お
よび Rewriter プロキシと同じホスト上に存在している必
要がある。ゲートウェイ、Netlet プロキシ、および 
Rewriter プロキシが同一ディレクトリ内に存在してはな
らない

Portal Server, Secure Remote Access のどのコンポーネン
トを削除する場合も、それに依存するコンポーネントを
削除する必要はない

ゲートウェイを削除しても、Identity Server SDK をホス
ト上に残すことができる

このインストールを必要と
する製品

なし

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 なし

表 G-12 Portal Server, Secure Remote Access のアンインストールに関する詳細 ( 続き )

項目 詳細
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Sun Cluster
Sun Cluster ソフトウェアをアンインストールする前に、表 G-13 の情報を確認してく

ださい。

表 G-13 Sun Cluster ソフトウェアのアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データ インストールされてはいるが、クラスタノードの設定に一
度も使用されていない Sun Cluster ソフトウェアを除き、
Sun Cluster ソフトウェアの削除には、Java Enterprise 
System アンインストーラを使用しない。詳細については、
339 ページの「Sun Cluster ソフトウェアと Sun Java 
System 用 Sun Cluster エージェント」を参照

依存 Sun Cluster コアと Sun Cluster エージェントは、同時に削
除する必要がある

このインストールを必要と
する製品

なし

アンインストール前の作業 Sun Cluster ソフトウェアのアンインストールには、Sun 
Cluster のインストール時に提供されるユーティリティだ
けを使用する

アンインストール後の作業 Sun Cluster ソフトウェアのアンインストール後に、
productregistry ファイルをアップデートする必要があ
る。詳細については、339 ページの「Sun Cluster ソフト
ウェアと Sun Java System 用 Sun Cluster エージェント」を
参照
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Web Server
Web Server をアンインストールする前に、表 G-14 の情報を確認してください。

表 G-14 Web Server のアンインストールの詳細

項目 詳細

設定データとユーザーデータ 設定データとユーザーデータはアンインストール時に
削除されない

Web Server の管理サーバーインスタンスと設定済みの 
Web Server インスタンスディレクトリは、インストー
ルディレクトリ内に維持される。また、初期設定によ
るドキュメントルートディレクトリも維持される

Web Server 管理サーバーインスタンスと Web Server 
インスタンスは、アンインストールが完了する前に停
止される

依存 なし

このインストールを必要とす
る製品

• Identity Server (Web Server 内で実行されるように
設定されている場合 )

• Portal Server (Web Server 内で実行されるように設
定されている場合 )

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 設定データを維持する場合は、インストールディレク
トリ内の管理サーバーインスタンスと Web Server イン
スタンスのディレクトリのバックアップを行う

アンインストール後に同じ場所に Web Server をインス
トールする場合は、インストールディレクトリが存在
していてはならない。同じ場所に再インストールする
前に、インストールディレクトリとすべてのカスタム
設定を手動で削除する
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用語集

このマニュアルセットで使用される用語の完全なリストについては、『Java Enterprise 
System Glossary』 (http://docs.sun.com/doc/816-6873) を参照してください。
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